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抄 録

第13同 日本結核病學會総會

會

會

場 大阪市北隔堂島濱通三丁目竹尾結核研究所

宿題報告及特別講演ハ大阪帝大磨學部大講堂

期4月1日

4月2日

4月3日

會 長

午前8時 ヨリ午後5時 迄

午前8時 ヨリ午後5時 迄

午前8時 ヨリ正午迄

大阪帝國大學総長

特 別講 演4月1日 午後3時 ヨリ阪大讐學部大講堂二於テ

肺結 核患者 ノ胃腸障碍 名古屋轡科大學教授

宿 題4月2日 午前10時 ヨリ阪大讐學部大講堂二於テ

肺結核 ノ活動 性 診断 大阪市立刀根山病院長

楠 本 長 三 郎

岡 田 清 三 郎

太 縄 壽 郎

演 説 順 序

演説時間6分 討論拉質問2分

第1日(4月1日)午 前8時 ヨ リ

開會ノ僻

事務報告

1,結 核 菌

座長 今 村 荒 男

1.抗 酸菌 ノ硫酸二封スル抵抗 二就 テ

2.各 種 「キニン」誘導膿 ノ結核菌増殖二及ボス影響

3.各 種「アクリヂンJ系化合物 ノ結核菌壇殖二及ボス影響

4・色素 ノ結核菌嚢育阻止作用 ノ比較研究

會長 楠 本 長 三 郎

幹 事

ぐ

5・結核菌及 ピ非病原性抗酸性菌 ノ色素親和性 ト菌 ノ生死二關スル實験

6.結 核菌拉二籔種抗酸性菌 ノ酸素新陳代謝二就テ

7.満 洲二於ケル各型結核菌 ノ系統的研究

第一報 鳥型結核菌二關スル研究

座長 佐 藤 秀 三

劉 中川菌 ノ病原性二就テ

夫

茂

茂

二

清

俊

菊

竹

竹

修

武

生

坂

坂

上

本

賀

笹

上

上

最

幅

宇

廣 木 彦 吉

中 川 誠

t
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9・ 撒 幽 ス チ ン」(SaurefetesFuscin>二 就 テ 躊 『蒔 正 畏

10.腹 脇内二注入 セル抗酸性菌 ノ蓮命

其 ノー、「マゥスjヲ以テセル實験 橋 本 多 計 治

11.結 核菌株 ノ軍掲蛇 二複合眼前房内接種 ニヨル家兎二封 スル毒性二就テ

〈緬報){暑 轟 三罐

12.家 兎淋巴液内結核菌檜殖二及ボス種々ナル物質 ノ経 口的投與實験 内 藤 信 雄

B.結 核菌テ以テセル「7・ライ ド、セル、カルチュアー」血液殺菌力検査法 ノ

所見二就 テ 坂 村 養 三

2.見 疫

座長 楠 本 長 三 郎

14.結 核 ノ発疫反雁 二關スル研究

結核臓器浸出液 ノ=補膣結合反癒

15.結 核菌免疫反慮 二關スル研究(纏 報〉

結核菌臓脂質、「アセトン」可溶脂肪、拉 二含水炭素 ノ冤疫畢的性男犬二

就 テ

16.抗 原 ト免疫1血清 トノ親和 二於 ケル膠質學的性歌攣化二就 テ(第一報)

座長 渡 邊 義 政

17.結 核患者ぜ皿液 ノ封結核菌喰菌作用二就 オ

ユ8.白 血球 ノ機能上 ヨリ見タル肺結核症二就 テ

緬報、二、結核菌貧喰能 二就 テ

19.結 核豫防接種 二關スル實験的研究(緬報)

20.BCGノ 實験的結核二封スル豫防的数果 ト治療的敷果 トノ比較二關 ス

ル研究

3.「 ツ ベ ル ク リ ン」及 ビ 「ツ ベ ル クi)ン 」反 磨

安 宅 進

山 崎 敏 治

伊 藤 政 一

山 本 緑

倉 金 五 郎

島 崎 櫛

柳 澤

21.「 ッ ベ ル ク リ ン」ノ物 理 化 學 的 研 究(第 一 報)

砂 ベ ル ク リ ンj皮 膚 反 鷹 特 異 物 質 ノ牛 透 膜 通 過 性 二就 テ

22.不 完 全抗 原 ト シテ ノ「ツベ ル ク リ ン」(績報)

「ア ミ ・ イ ドー ゼ」F「 ツ ベ ル ク リ ン
・ ア レノレギ ー 」 備

23・ 結 核 感 染海 狽 二於 ケ ル諸 種 「ア レル ゲ ン」ニ ヨル 「ツベ ル ク リ ン」様 皮膚

反 癒 二就 テ

2-1.肺 臓 核 成 分 ニ テ前 腱 置 セル結 核 感 染獣 ノ「ツベ ル ク リンj過 敏 反 慮 二就

テ

25、fア レル ギー」成 立 動 機 ノ本 態 .

26.諸 團 膿 検 査 二於 ケ ル菖 及 ビ分 劃fツ ベ ル ク リン」陽 性卒 ノ差 及 ビ移 動 ノ

考 察 、

謙

糟 屋 伊 佐 久

林 肇
節 子

櫃 田 卓 也

櫃 田 卓 也

青 山 敬 二

石 田 吉 治
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27.「 ッベ ル ク リン」反 磨 ト結 核 罹 患 二就 テ

1。 病理解剖及ビ實験病理

28.肺 初感原褒竈 ノ病理組織 二關スル實験的研究

29.肺 結核竈形成 ノ早期慶化二就 テ

(鋏)30.實 験的結核病竈 ノ年齢的差異二就 テ

座長 高 田 瞬 安

郷
雄
夫
郎
郎
靖

摩維
言
敏
俊
三

イ
前

橋
原
山
口

野堂
林
高
安
杉
山

～

～

信

郎

介

正

太

了

藤

尾

井

村

荒

横

高

31。結核菌 ノ健康皮膚通過 二關スル實験的研究及 ビ之ガ免疫 トノ關係二就

テ

32.ra*rer・ ・タリスソ 人型及 ビ牛型結核菌二封 ス憾 難 ノ差異二就テ 繧

33。 犬 ノ實験 的結 核 二於 ケルー 知 見

34.猿 二於 ケル實 験 的 結 核 症 二就 テ

午後1時 ヨリ

座長 西 野 忠 次 郎

35.實 験的肋膜炎 ノ研究

36.結 核家兎二於ケル實験 的動脈硬攣症二就テ

座長 楢 林 兵 三 郎

37.腎 臓結核症 二關スル實験的研究

其 ノー、血行性感染ニヨ.ル腎臓 ノ早期攣化

38・ 海狸及 ビ家兎 ノ肛門周園 二注入セル墨溺 立二結核菌 ノ分布駄態二就テ

(第一報)

勇

雄
吉

正

一

忠
彦

宏

野

田
木

納

橋

小

加

大

若 宮 英 三

小 食 勇

多 賀 一 郎

階 ㌔彌述 饗
39・小量結核菌及 ビ肺臓細胞核物質ラ以テ前虞置テ施セル家兎眼球二於ケ

ル結核過敏反癒 二就 テ 谷 川 修

短 小量生結核菌拉 二細胞核物質接種二依ル海狸臓器 二於ケル組織反慮 楠 節 子

41瀦 撚 難 狽二封スル臓 細胞物質ノ及ボス糎 礪 口 謹
子

42・ 結核動物臓器 ノザヴィタzンjC固 定能力二就 テ 山 上 茂

43・ 實験的急性廣汎性無氣肺ガ肺結核感染 二及ボス影響 二就 イテ 河 端 明

44・結核感染 ト歯髄 ノ態度 野 上 八 十 八

45.肺 結核患者 ノ胃腸障碍

午後3時 ヨ リ

特 別 講 演

名古屋磐科大學敏授 岡 田 清 三 郎

第2日(1月2日)午 前8時 ヨ リ
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5 .病 態生化學

座長 田 澤 錬 二

4欄 旛 痴 噸 一 トフ。環 及輔 ウエル性 氏麟 駿

燃 イテ1翻 遷

47.肺 結 核 患 者 血 清 沃 度 酸 値 ノ吟 味 、 拉 ニ ザトリプ トファン」員荷 ニ ヨル該

値 ノ攣 動 二就 イテ

48.肺 臓 機 能 ト血液 燐 酸 及 ビ類 脂 肪 艦 量 二就 テ

49.血 清 「ビ リル ビ ンj量 二關 スル知 見補 遺

50。 結 核 組織 及 ビ肺 結核 患 者 血漿 蛋 白 質 ノ窒 素 分布 二關 ス ル研 究

51.結 核 患 者 血 申 ノ「ヴィタ ミン」C量 二就 イ テ

座 長 有 馬 英 二

52.肺 結 核 患 者 ノ曲 夜酸 盤 基 李衡 二就 テ

53.實 験 的結 核 病 竈 ノ水素 「イ オ ンj濃 度 二就 テ

54.肺 結 核 患 者 ノ尿 酸 化 商 二就 テ

55.病 的 艦 液 ノ色 素 量 二就 テ

56。 滲 出液 及 ビ滲 漏 液 蛋 白質 ノ窒 素 分布 二關 ス ル研 究(第2同 報 告>

57.肺 結 核 患 者(特 二男 子 〉ノ尿 中所 謂 「ヒス チ ヂ ン」二就 テ(1)

58.「 フチ コー ル1二 關 ス ルニ 三 實験 成績 二就 テ

59,肺 結核 ノ活動性診断

午 前10時 ヨ リ

宿 題 、
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田
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外

大阪市立刀根山病院長 太 縄 壽 郎

午 後1時 ヨ リ

畦 病態生理

座長 藤 岡 博 士

60.實 験的結核海狸 ノ酸素消費量二就 キテ(第1同 報告>

61.肺 結核患者 ノ基礎代謝

第二、進行性滲出型蚊檜殖型肺結核患者 ノ基礎代謝

座長 佐 藤 秀 三

62.肺 結核患者 ノ血歴及 ビ「アドレナリン」血歴反癒二就 テ

63.肺 結核患者 ノ血液粘稠度 二就 テ ,

64・肺結核症二於ケル赤血球 ノ直径及 ピ容積 二關スル臨林的研究

7,光 ノ生物 學

緬 木 正 大

矢 部 法

友

緑

一
男

孔

立
久

田

尾

井
田

山

嶺

永
森{
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65.實 駒的結核海猿 二及ボス赤外線及 ピ人工太陽燈董外線 ノ種 々ナル波長

領域 ノ影響 二就 テ 眞 屋 一 郎

8.症 候 拉 呂診 断

66.月 経 熱 ノ意 義

67.常 二微熱 テ示 ス看護婦 ノ臨体検査成績

68.症 歌著明ナラザル病竈散布性肺結核 ノ臨沐的所見二就テ(第二報〉

(鋏)69.所 謂非定型的結核 ノ臨沐的症候拉二経過二就 テ

70.刀 根山療養所 二牧容サレタル弱質見童二就テノ観察

71.「 ト リプ トフ.ン 」員 荷試 験 、 「ヂ ァツ ォ」反 鷹 ノ意 味 ノ再 吟 味

72.肺 結 核 ト「ウ ロ ビ リ ンJ尿

江
郎

郎
次

隆

業

友
次

次
郎

次

和
三

三
保

政

重

孔
保

保
三

保

中
邊

邊
野

川

野

田
野

野
邊

野

鰻

破
藤

天

永

催
囎
藤
暇
藤

73.肺 結 核 二於 ケ ル 診 断 法 ト シテ ノ動 態 「レ ン トゲ ン」爲 眞rR6ntgenograp-

hischesBewegungsbildoderR6ntgenflschenkimographie>二 就 テ 矢 部

座 長 坂 ロ 康 藏

74.鏡 下菌陰性 テ示 シタル結核患者 ノ喀疾培養成績

75.結 核患者尿中二於 ケル結核菌分離培養

76。胸膜炎滲出液 ヨリノ結核菌培養 二就 テ

77.特 登性肋膜炎ノ滲出液内結核菌培養二就テ

78.腰 椎穿刺液中ノ結核菌検索

79.補 禮結合反慮ニヨル結核 ノ血清學的診噺法二關スル研究

皿.改 良セル余等 ノ抗原二就テ

80.補 膿結合反慮ニヨル結核 ノ血清學的診噺法二關スル研究

升

孝
雄

榮

夫

勇
進

孝

好

志
倉

藤

田

谷
井

倉

片
楊

佐

富

見
金

片

{

《
ノー

蹟誰義 覧

IL余 等 ノ改良抗原ニヨル結核血清 ノ補罷結合反磨成績 トニ三 ノ考察

81.中 川氏非抗酸性菌 ト結核補燈結合反癒

82.肺 結核患者 ノニ三血液蚊 二血清反慮 二就 イテ

座長 田 澤 錬 三

83.肺 結核患者二於 イテ血球沈降速度 ノ憂動 スル種々ナル揚合 ニツイテ

84・赤沈速度健常値叉ハ境界値ラ示ス肺結核患者 ノ臨躰的観察

男

透

圓
夫

忠

義
康

㌣

野
澤

須

今

青
槻{

馬

一
夫

勝

啓
康

下

本
澤

井

橋
柳{

85・赤沈50m・m・ 以上 ノ常温肺結核患者 ノ臨躰的観察及 ピ常温肺結核患者

ノ淋巴球軍核球比二就 テ 農 野 昇 著

86・en結核儲 聾 厩 時二於ケル赤血蹴 降蔽 ノ推移二就テ 踏 鳩 圭 彰

座長 三 戸 時 雄
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87.結 核性肺疾患 ノ早期診断上二於 ケル週間検温、赤血球沈降速度拉二肺

活闘 定伽 ノ髄 腐 藤慮 霧

88.網 駄赤血球拉 二其 ノ型 ノ結核姓肺疾患早期診断上二於 ケル償値 崔 英 植

89.肺 結核早期診断上二於ケル白血球像検索 ノ慣値 小 野 方

90.肺 結核患者二於ケル白血球敷二就 テ 倉 金 五 郎

第3日(4月3日)午 前8時 ヨ リ

続 榮 養

座長 近 藤 乾 郎

91.「 ヴィタミン」D鋏乏 食飼養ガ動物結核菌人工感染二封 スル影響 二就 テ 中 島 紀 行

92.肺 結核 ノ肝油「トマ トJ汁療法 西 垣 明 治

10.化 學 粒 呂藥物 療 法

93.「 チアツイン」化合物 テ以テノ結核化學療法研究特 二結核菌培養及實験

結核二及ボス影響 二就 テ(第一報)

94。 「ヒ ドロ キ ノ ン」拉 二 「キ ノ ンjテ 以 テ セ ル 實 験 的 結 核

仲 田 一 信

三
郎
徳

秀
三
計

啓
藤
藤
中

佐
安
田

～

ミ

95.甲 歌 腺剤 ノ肺 結 核 患 者 ノ血 液 「カ タ ラー ゼ」拉 二血 清 「リパー ぜ」二及 ボ

ス影 響

96.結 核 治 療 報告(第2同)

97.結 核病 ノ治 療 二關 スルー 知 見

11.特 殊療 法

98.牛 型 結 核 菌 「ワ クチ ンJノ 治i療的 鷹 用 ノ成 績 ノ概 況

12.萎 縮 療 法

座長 楢 林 兵 三 郎

99.人 工氣胸 二關スル研究(第3回 報告1

100.人 工氣胸 ニヨル静脈墜ノ慶化二就テ

101。横隔膜神経捻除 ノ肺臓二及ボス影響二就テノ實験的研究(第 三報)

102.横 隔膜神経捻除術後二惹起セル曙血死 二就 テ

明
江

澄

郎

和

次

端
中

達

報

河
山

安

村

{

宮 本 雄 三 郎

郎

義
曉

次

雄

治

忠

清

重

糟

合
島

本

山

橋

河
小

栗

小

{

103・ 横 隔 膜 瀞 経 歴挫(PhrenicusQuetschung)ニ ヨルー一時 的横 隔膜 麻 癖 療 法

糠 課 弘 賢
104・肺結核二封スル横隔膜神経捻除衛 ノ影響(第2同 報告)

圭 トシテ病竈 ノ肺上野 二存スル場合及 ピ動態rレ ントゲン」窟眞ニヨル

手術前後 ノ観察 池 上 直 一
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13.氣 腹 療 法KanstlichePneumoperitoneum・

座長 熊 谷 岱 藏

105.人 工 氣 腹(KinstlichePneumoperitoneum)i療 法 ノ手 技 二 就 テ

二
一二
升

慶
秀

倉
藤
部

内
伊
矢

～

隻

塒 人工辮 　 脈 ㎞ 一 一 醗 ノ臨欄 熱 就テ{賎 髪

107。吉田氏反鷹 ト肺結核患者 ノ豫後

108.災 害 ノ肺 結 核 症 二及 ボ セ シ=影響

叫 豫 後
櫛
也

至

卓

盛

崎
田

井

島
櫃

長

{

15豫 防

109.人 禮 二於 ケルB、C、G「 ワ クチ ン」豫 防 接 種 ノ経 過綾 報

110.中 等 度學 生 二於 ケルA、0注 射 く第1同 報 告)

男

一
曹
雄
次
明

隆
輯

荒
繁
隆

一
善

元

村
谷
川
楊
來
井

利
本

今
中
澁
黄
寳
藤

毛
坂

ー

-
・懸
墨
7

{齋 藤 李 八 部
若 山

111.集 團的結核豫防接種 ノ成績二就 テ 岩 崎 詮

(鋏)112.虚 弱見童 ノ夏期聚落成績
輕 部 修 伯
{前 田 正 文

16.疫 學 及 ビ統 計

座長 楠 本 長 三 郎

113.青 少年 ノ結核性肺疾患 ノ調査(京城醤學專門學校受験生二就テ)

114.毫 灘 二於 ケル結 核 ノ研 究(第 一 報)

115。 ア4ヌ ノ肺 結 核 ノ研 究(第 一 報)

U6.日 高 國沙 流 地 方 ア イ ヌ ノ結 核 感 染 二就 キ テ

介
巳
義

郎
章
郎
林

二
郎
茂
潔
雄
勇
治

二
郎
茂
潔
雄
勇
治

央
勝
光

俊
憲
三

英
俊
信

利

代

英
俊
信

利

代

田
醤

田
熱

樹
馬
雷

井
藤
谷
野
雷

田
井
藤
谷
野

成
北
阿

小
花
大
季

有
小
野
石
加
兇
牧

有
小
野
石
加
見
牧

ー

ー

ー

ー懸・～ー

ー
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17,肋 膜 炎

117,「 ヒヨ レス テ リン」肋 膜 炎 ノニ症 例 二就 テ

(訣>118.後 肋膜炎繊維乾酪性結核 ノ成立 二關スル統計的観察

以下時間ノ都合上演設中止.

119.肋 膜炎ノ統計的親察

●

糸 川 欽 也
倭 江 東 洋 造

飯 久 保 知 道

宮 本

18.合 併症及 ビ類似症

120.肺 結 核 患 者 二於 ケル徽 毒 二就 イ テ

121。 肺壌 疽 ノ統 計 的観 察

會員委録抄二蛇

會

事

僻

會

親

ノ

員

懇

會

議

員

議

閉

評

會

4月2日 正午新大阪ホ テノy

4月2日 夜大阪倶樂部

一
明
次
夫

正
哉

繁

善
立

長
貰

谷
井
來
村

岡
上

中
藤
寳
木

藤
山

ー

ー

會長 楠 本 長 三 郎

演 説 要 旨

1.抗 酸性菌 ノ硫酸 二劉ス ル抵抗 二就 テ

笹 生 菊 夫(東北帝國大學讐學部熊谷 内科)

抗酸性菌 ノ硫酸 二封スル抵抗 二關 シテ、井上氏パ所 謂

非病原性抗酸性菌 二就 テ鑛酸 二封 ヌ ル 抵抗 ヲ、van

Gelder氏 ・・各種抗酸性菌 ノ10%硫 酸溶液 二封 ス,v

抵抗 ヲ夫 々實験 シ、各菌株 二 於 テ ソノ差異 ヲ 比較 シ

タ.又 戸 田敏授及 ビ占部氏 ハ所謂非病 原性 抗酸性菌株

中二硫酸 二封 シテ 極メテ強イ 抵抗 ヲ示ス モノアル ヲ

記載 シテ居 ル。 是等 ノ研 究業績 二依 レバ 抗酸性菌 ノ

硫酸 二封ヌ ル 抵抗 ノ強 弱ハ 個 々ノ 菌株 ニヨツテ異 リ

菌株 ノ種類 二關係 シナ イ ト云ハ レテ居 レ。

余 ハ抗酸性 菌 が硫 酸 ノ各濃度 二封 シ如何 ナル 程度 二

抵 抗 シテ爾 ホ且 ツ培養 基上 二號育 能力 ヲ保有 スル カ

ヲ確 カメテ 各種抗酸性菌株 ノ 硫酸 二封 スル抵抗程度

ヲ知 リ、各菌株群、殊 二人型結核菌株 ト他 ノ所謂罵結

核菌株 トノ間二於 テ 之 ガ 差異 ヲ求 メ ソ トシテ實験 ヲ

行 ツタ。

試供菌株 ハ人 型結核 菌株48。 ソノ他 ノ所謂閣結核菌

株31。 合計79菌 株 デアル。培養基 ハホー ン氏卵培養

基 ヲ使用 シ、硫酸 ハ化學用純硫酸 ヲ滅菌蒸溜水 ニテ夫

々容積 百分 比20/3、10、30、40、60%二 稀葎 シタモ

ノヲ使用 シタ。

實験方法 ハ次 ノ様 デアル。帥 チ滅 菌小試験 管 二夫 々前

遽 ノ各濃度硫酸溶液0.2ccmヲ 探 リ、之 二卒等菌浮游

液 ヲ等量 二加 フvバ 各試験 管 ノ内容 ハ夫 々3.3、5、

10、15、20、30%ノ 割合 ノ硫酸b-・ 定量ノ菌 ヲ含 ム

敦 ト・ナ リ且 ツ 硫酸 ヲ菌 自虜 二 直接 作用セ シムルコ

b・ ナル。斯 ク シテ室温 二40分 間放置 シ後 直チニ各

々2本 ノ培養基 ニ ソノ3白 金 耳宛 ヲ培養 シ、人型結核

菌 二 於 テ ハ肉眼的聚落號 見迄 ノ日敬及 ビ1ケ 月後 ノ

聚落獲生状態 ヲ各硫酸濃度 二於 テ比較観察 シ、罵結核

菌株 二於 テハ培養後12時 間毎 二観 察 シ聚落蛮 生状態

ノ・聚落號見後1遍 間 ヲ 経 タモ ノヲ 比較観察 スルコ ト

トシタ。 以上 ノ實験 二俵 ツテ次 ノ結果 ヲ得 タ.

硫酸濃度 二i野スル人型結核菌株 ニテハ15%硫 酸溶液

二耐ヘ テ爾 ホ ヨク培養基 上二 聚落 ヲ蛮生 スル ガ20%

硫酸溶液 二於 テハ 全 ク 聚落 ノ登生 ヲ見ナ イモノガ最

モ多 ク48菌 株 中 ノ33帥 チ68.8%ヲ 占メ、20%硫 酸

i溶液 二耐ヘ タ8菌 株 二30%硫 酸溶液 二耐ヘタ1菌 株

ヲ加^タ9菌 株 ハ 比較 的強 イ 抵抗 ヲ示 シタモノ ト云
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フペク、之 ハ総薮 ノIS.7%二 當 リ、10%硫 酸溶液迄

聚落 ・'獲生 ヲ見 タ残 リノ6菌 株12.ろ%ハ 比較 的弱 イ

抵抗 ヲ示 シタモ ノ ト考 へ得 ル.反 之所謂非病原性抗

酸性抗酸性菌株 二於 テハ15%硫 酸溶 液以上 ノ濃度 二

耐 フルモ ノ・・稀 デ人型結核菌株 二比 シテ 弱 イ 抵抗 ヲ

示 シテ居 リ更 二聚落獲生 ノ状態 ヨリ之 ヲ見ル トキハ

ー 層 コノ關係 ハ明 ラカ トナ,レ.牛 型 、蛙 型結核菌株、

人瀬 系抗酸性菌株 ハ 人型結核菌株 二稽 ζ似タル 抵抗

力 ヲ示 シ鳥型結核菌株、鼠癩系抗酸性菌株 ハ菌株 ニ ヨ

リ強弱匠 々デ アル群

肉眼的聚落獲見迄 ノ 日敷 ハ 人型 結核菌株 二於 テハ5

%硫 酸溶液 二於 〃ルモノ 比較的封 照二近 キ 日籔 ヲ示

・Y15-19日 ノモノ最 モ多 ク3 .3%、10%硫 酸溶液 二

於 ケルモノモ殆 ド之 ト差 が無 イ。15%以 上 ノ硫酸濃

度 二於 テ ハ著明 二遅延 シ聚落 ノ撒 モ減少 スルモ ノヲ

見ル。 牛型結核菌 以外 ノ 属結核菌株 二於 テハ大部分

ハ3日 以内 二肉眼的二聚落 ヲ認 メ得 ル。

人型結核菌株ノ 硫酸 二 封スル 抵抗 カ ノ強弱及 ビ聚落

蛋見迄 ノ日藪 ノ差 異 ハ個 々ノ菌株 二俵 ル 相違 デ 由來

ニヨル 各菌株群相 互 ノ間 ニハ 差 ヲ認 メルコ トハ 出來

ナイ。罵結核 菌 ノ 各菌株群相互 ノ間 二於 テモ 亦 コノ

關係 ハ同檬 デア ル。

人型結核菌株 ノ硫酸 二封 スル 抵抗 ノ強弱 ト夫 々ノ菌

株 が由來 シタ 患 者ノ臨1休的病型 トノ間 ニハー定 ヅタ

關係 ヲ見出スコ トハ 出來 ナカソタ ガ前述 ノ比較的 強

イ抵抗 ヲ示 シ〆9菌 株中 ノ6菌 株 ハ 血行撒布 ノ病型

ヲ トツタ患 者二由來 シテ居 リ、比較的弱 イ抵抗 ヲ示 シ

タ6菌 株 中、粟粒結核1例 ノ他 ハ浸潤性 肺結核 二由來

シタモ ノデアル。 此 ノコ トハ 興味 アル 事實 トシテ注

目サ レテモヨイデア ラウ。

以上 ノ結果 カラ次 ノ結論 ヲ得。

1.抗 酸性菌 ノ硫酸 二野 スル抵抗 ヲ人型結核菌株48、

所謂属結核 菌株31二 就 テ比較 シタ結果 ハ人型結核菌

株 二於 テ最 モ強 ク、牛型結 核菌株、人瀬系抗醸性菌株

ハ之 二近似 シ、鳥型結核菌株、鼠癩系抗酸性菌 株ハ強

弱医 々デア リ、所謂非病原性抗酸性菌株 二於テハ人型

結核菌株 二比 シテ弱 キ抵抗 ヲ示ス モノヲ多ク見ル.

2.人 型結核菌株 二於 テ 比較的強 キヲ 示 シタb考 ヘ

ラル ・菌椋 ノ中ニハ 血行撒布 ノ病型 ヲ トツタ 患者二

由來 シタモノ多 ク、比較 的弱 キ抵抗 ヲ示 シタ菌株 二浸

潤性 ノ型 ノモノが多 イづ トハ 興味 アル 事實 トシテ注

目サ レル。

第1番 ヘ ノ追 加 占 部 薫(満 大)・

百 鍛株 ノ 所 謂 非病 原 性 抗 酸 性 蛇 二 各 型 結 核 菌 各 々藪

株 宛 ヲ供 試 シテ 硫 酸 二封 ス ル 抗 殺 菌 性 ヲ検 索 シタ結

果 、 所 謂 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 二 於 テ ハ10%硫 酸 水 二封

シテ既 二10分 以 内 二登 育 阻 止 ヲ受 ケ ル モ ノ カ ラ、 優

二4日 間 モ耐 へ 得 ル モ ノニ至 ル 色 々ナ 程 度 ノ抵 抗 ヲ

示 シタ ノ デ ア ツ タ が、結 核 菌 二於 テ ハ其 ノ型 二論 ナ ク

何yモ4時 間 以 内 ノ10%硫 酸 水 作 用 時 間 二於 テ 蟹 育

阻止 ヲ受 ク タ ノデ アツ タ.

2.3.「 キ ニ ン」系 「アル カ ロイ ド」及 ビ 「7ク

リヂ ン」誘 導 艘 ノ結 核 菌 増殖 二 及ボ ス影 響

上 坂 竹 驚(金 澤 市若 松 療 養 所)

1.結 核 菌 ノ増殖 二及 ボ ス 「キ ニ ソ」系 「ア}vカmイ ドJ

及 ビ多 激fア ク リヂ ン」誘 導 燈 ノ 影響 二 關 ス ♪レ業 績 ト

シテ文 献 上 二 表 ハ レタ 所 ノモ ノハ 從 來 實 二蓼 々 タル

モ ノ デ ア,レ¢

漸 クHesseu.Meissner氏 等 がfビ リヂ ンj系 、「ヒ ノ

リ ソJ系 、 「ア〃 リヂ ンj系 、;ア ヂ ソj系 二隠 ス ル 可成

リ多 籔 ノ化合 物 二 就 キ 検 索 ヲ 施 シタ モ ノ ヲ見 出 ス ノ

デ アル が、1931年 ノ報 告 二於 テ 「ア ク リヂ ン」系 二隠

ス ル モ ノ トシテ3.6Diaminoacridin「 ア ル カ ロイ ドJ

bシ テct・lseehinin,Aminohydrochinin,Athylapochi・

nin,Harminヲ 結 核 菌 二i封 シ比 較 的 強 イ抑 制 作 用 ヲ瞥

ムモ ノ トシテ拾 ヒ上 ゲ ル コ トガ出來 タ.

叉 之 ト前 後 シテ本邦 デ ハ寺 尾 氏 ガ、「ナ プbピ ン」蚊 二

圭 トシテ規 那 皮 中 二見 出 サ ル ・諸 種 ノ 「キ ニ ン、 ア ル

カ 樽イ ド」二就 テ 結 核 菌 獲 育 ノ抑 制 試 験 ヲ試 ミ、 ソ ノ

抑 制 カ ラ相 互 二比較 ス,レ所 が アツ タ。

尚 同年 二Levy氏 ガ「キ ニ ン」ソ ノモ ノ ・結核 菌 獲 育 抑

制 試 験 蚊 二動物 實験 ヲ行 ツテ、ソ ノ多 少 共 有数 ナル コ

トヲ提 唱 シ タ。

1.余 等 ガ今 同 報告 セ ソbh]V所 ノrア ク リヂ ン」系

化 合 物 及 ビ ヂキニ ソ、アル カ ロ イ ド」中 多 数 ノ モノ ハ 上

記 以 外 ノモ イ ニ罵 シ、ソ ノ結 核菌 堵殖 二及 ボ ス 影響 二

就 テ ハ 今 日迄 未 ダ 嘗 テ 輕 験 セ ラ レ タル コ トナ キモ ノ

が存 ス ル。

而 シテ 貴重 ナ ル 以 上 ノ試 験 藥 晶 ハ 殆 ソ ド是 ガ供給 ヲ

吾 金 澤 讐科 大 學 藥 物 學 教室 石 坂 敏 授 及 ビ 同教 室三 浦

孝 次氏 二仰 ギ タ ル モ ノデ ア ツ テ、余 等 ノ請 ヲ欣 然 旛 諾

セ ラ レタ ル コ トニ封 シ此 機 會 二於 テ 深 甚 ナ}レ 敬 意 ト

感 謝 トヲ表 ス ル モ ノデ ア ル.

1.試 験 方 法 。
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A、 キル ヒ ネ 」}/氏培 地 二藥 品 ヲ適 當 濃 度 二加 へ 、之

二漿 育 旺 盛 ナ ル 人 型 結 核 菌 ノ
.濃 厚 「エ ムル ジオ ソ」

2、3滴 ヲ投 ジテ 以 後 ノ 壁 育 状 態 ヲ観 察 シ、 之 ヲ以

テ所 謂 抑 制 試 験 トス ル。

B、 種 々ナ ル 濃 度 ノ試 験 藥 晶 溶 液 二 上 掲 ノ如 キ 菌

「エ ム ル ジ オ め ヲ投 ジ
、室 温 二24乃 至36時 間 作 用

セ シメ タ ル後 遠 心 沈 澱 シテ 沈 渣 ノ ー 部 ヲ 上 記 培 地

二移 シテ 壇 殖 ノ生 起 如 何 ヲ検 ス ル。 假 二 之 ヲ殺 菌

試 験 ト呼 ブ が、之 ヲ要 ス ル ニ藥 物 ノ短 時 間 内 ノ作 用

如 何 ヲ試験 シタ モ ノ デ ア ル.

ユ.試 験 成 績 。

遼 、 抑 制 試 験 。

表 二依 リテ之 ヲ知;レ が如 ク、「キ ニ ン」誘 導 饅 デ ハ 目下

ノ1麺Isoamylapochni轟,Isoamylapochininmethyljodid

ガ最 モ強 力、「ア 〃 リヂ ソ」系 化合 物 デ ノ・TrypaflaVr

in,Diaminoacridiniummethyljodidガ 強 力 ナ ル物 質

二罵 ス ノレ。

B、 短 時 間 作 用 試験e

本 試験 二於 テ 漸 ク 見 ル可 キ モ ノ ハ表 二示 ス が如 ク、

fキ ニ ソ」誘 導 盤 二於 テIsoamylapochninbase
,「ア ク

リヂ ン」系 二於 テ3-6Diami鷺oacridiniummethyljodid

ノ ミデ ア♪レゆ

ユ.以 上試 験藥 晶 中 爾 絵 ノモ ノ ニ 於 テ モ 夫 々カ ノ 相

違 ガ存 ス ル コ トハ 事 實 デ ア リ、化 學 構 造 トノ關 係 二就

テ種 々 ノ示 唆 ヲ輿 ヘ ル コ トハ存 ス 蓼レク レ ドモ、斯 ル培

養 試 験 ノ常 ト シテ 而 モ結 核 菌 ヲ 封 象 トシ テ ソノ精 細

ナ ル 結 果 ヲ 號 表 ス ル ニ ハ 多 鍛 同 ノ 試 験 二 侯 タ ナ ク

テ ハ ナ ラ ナ イ モ ノデ ア ル故 二今 ソ ノ詳 細 ヲ省 略 ス

ル夢

1.軍 二治数 上 ノ ミヨ リ之 ヲ観 察 スvバ 、比較 的 短 時

澗 内 二於 テ最 モ 強 ク 結 核 菌 塘殖 ヲ 阻 止 ス,レモ ノ ト シ

テ、Isoamylapochininbase,Diaminoacridiniummethy・

ljodidヲ 今 日迄 ノ試 験 二於 テ 噺 然首 位 二 推 サナ ク テ

ハ ナ ラナ イ。

1.但 シ 以 上 二 藥 品 が 短 試鹸 時 間 内 二菌 ヲ 死 滅 セ シ

メ得 タ モ ノ トハ 信 ズノレ3ト ガ 出來 ナ イ。 比 較 的 甚 シ

キ長 期 日 ヲ経 テ 僅 カ ニ 壁 育 シ 來 ル モ ノ アル ヲ認 メ タ

カ ラデ ア ルゆ

然 シ乍 ラ例 ヘ バ石 炭 酸 が同 濃 度 、同試 験 時 間 内 二於 テ

樹 照 ト何 等 墾藝ル コ トナ ク 寧 ロ却 ツ テ 旺 盛 ナ ル 菌 號 育

ヲ爲 サ シ ム ル コ トヲ 思 ヘ バ 實 二比較 ス 可 ラ ザ ル 強 力

ナ ル モ ノ ト信 ゼ ザ ル ヲ得 ナ イ。 因 二石 炭 酸 ハ 本 試 験

ノ如 キ條件 二於 テモ5%デ ・・確實 二 菌!死 滅 ヲ期 シ

得 タガ、以上二藥 品ハ溶解度絵 リニ高 キモ ノデナク、

500倍 二於 テモ菌作用試験 時 二菌 ノ添加以前 二若干ノ

沈澱 ヲ見 タノデ 濃厚液 二 於 ケル 作用 試験 ハ行 ハナヵ

ツタQ

1.試 験藥品 ヲ用 ヒテ ノ動物實験 ハ 目下開始 中ニテ

之 が號表 ヲ次同 二譲 ンレ.

4.種 々ナル色素 ノ結核菌 狡育 阻止作用

ノ比較研究

最 上 修 二(宇 都宮市療養所)

色素 ノ細菌登育 阻止作用 二 就 キテハ 巳 二多藪 ノ研究

業績 ア リ。 余 モ 臨脈 的二結核菌 消毒 ノ目的 二使用 セ

ラル ・色素、及 ビ研究 室 二於 テ培養基 二使用 セラル ・

色素 中、如何 ナル色素 ガ最モ ソノ目的 二適 ヒタル合理

的色素 ナルカヲ見 出ス爲 二、比較 的多数 ノ種 々ナル色

素 二就 イテ 結核菌 二樹 スル 號 育阻止 作用 ノ比較研究

ヲ試 ミタ リ。

人型及 ビ牛型各一株宛用 ヒ、PH6.9、3%「 グ リセ リ

ン、 ブイヨ ソ」ヲ使用 ・y、各種色素 ノ千 倍溶 液 ヲ該培

養基 ニテ造 リ倍数稀繹 ヲ行 ヘ リ.コ ノ培養基上 二登

育 ノ良好 ナル菌 苔 ノー 白金耳 ヲトリテ浮游 セ シメ、沈

ム事 ナ キ様 極メ テ愼重 ナル注意 ノ下 二、1週 間 目毎二

之 ヲ観察 シ6週 問 目二及 べ,レモ ノナ リe6週 間 目二於

ケ)y試 験成績 ヲ 表 二示 セバ 次 ノ第1表 、第2表 ノ如

シ。

楮 テ以 上 ノ成 績 ヲ通 覧 スル ニ、

菌 型 ニ ヨ リテハ 著 明 ナ ル阻 止 作 用 ノ差 異少 ク、一 般 二

雨 菌 株 共 二略 く卒 行 シテ 號育 阻 止 セ ラル。只 「マ ラヒッ

トグ リュソ」、「ブ リ ラ ソ トグ リユ ン」、「コ ンゴU一 トj

等 ハ、 共 二牛 型 二野 シ、 反 之 「ア ウ ラ ミソ」、 「マ グ ダ

ラv-b」 ハ 共 二人 型 二封 シテ 號 育 阻止 作用 強 キ結果

ヲ見 タル モ大盟 二於 テ 大 差 ヲ見 ザ リキ。 ξ

色 素 ノ系統 二就 キ テ見 ル ニー 般 二、「ア ク リヂ ン」系統

ノ色 素 ハ 阻止 作 用 強 ク 其 ノ他 「ア チ ソJ色 素 群 ノfサ フ

ラ ニ ソ」、 「フェニー ル メ タ ソ」族 ハ 概 シテ 阻 止 作 用 強

シφ

交 獄 ニ ヨ リテ 他 ノ細 菌 二i封ス ル 阻 止 作 用 ヲ 試 験 シタ

ル結 果 ヲ参 考 ノ爲 二比 較 ス ル ニ、「コ ンゴ ロ・一 トJ、「ポ

ン ソーj、 「繍一 ダ ミ ン」、 「マ グ ダ ラ ロー ト」、fノ イ ト

ラ 」レロー ト」等 ハ、 他 ノ細 菌 二封 ス ル ヨ リモ 結 核菌 二

i封シテ ハ阻th作 用 比 較 的強 キ事 實 ハ 注 目 二値 ス。

色 素 ノ化 學 構 造 式 ハ 頗 ル 複 雑 ナ ル モ ノ多 ク 以 上 二十
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第1表 各種色素ノ結核菌駿育阻止力比較表(人型菌E株)

/

色 素 名
色 素 濃 度

備考
L…i 2・0005・000110・000 2・・…15・ … 中CQ剛2C・ ・OeO15eO・eCO 1eee・eceIi封照

TripaHavi捻(Bayer)(十)…(十) (+)
1(+)

(+) (一)i(一)}(一)}(一)(一)∫(一)…
Safra沿i織{(十)(十)

…
(+) (+) (+) (一)1(一)i(一) (一) (一) (一)

Aurami漁 (+L(+) (+) (十) (+) (一)1(一)}(一) (一)(一) (一)

Rima◎n(Takeda) (+) (+) (+) (+) (+) (一) (一) (一) (一)(一) (一)1皿 週

Krystalviolett (+) (+) (+) (+) (十) (一) (一) (一) (一)(一) (一)団,,

Methylviolett (+) (+) (+) (+) (十) (一) (一) (一) (一)(一) (一)i皿,,

Gentianaviolett
i

(+)1(+) (+) (+) (+) (一) (一) (一) (一)(一) (一) 皿,,

Rivano1(Bayer) (+);(+) (+) (十) (一) (一) (一)《 一) (一)ぐ 一) (一)

Magdalarot (+)
…

(+) (+) (+) (一)

卓

(一)(一) (一)(一)(一) (一)

Rhodamin (+) (十) (一)1(一)1(一)i(一)(一 ウ (一)(一)(一) (一)

P。nceauP.R.}(+) (+) (一) (一) (一) (一)(一)(一)(一)(一) (一)

PyrOBin (十) (+) (一) (一) (一) (一)

1(一)(一)(一)(一)

(一)

Ko嶽gorot (十) (+) (一) (一) (一) (一)(一)(一)(一 一)} (一)

Rロchsin
(+) (十) (一)

(一)

(一)1(一)(一) }(一)(一)(一) .(一) (一)
皿週

(一) (一)

「

(一)1(一) (一) (一) (一)(一)(・ 一)(一) i封照

Micurochrom(mura) (+) (一) (一)《 一)
:

(一) (一) (一)(一)(一)(一) (一)

Brillantgr轍n
(+) (一)i(一) (一) (一) (一) (一)(・ 一)(一)(一) (一)

(一);(一)1(一) (一) (一) (一) (一)(轍 鳳一)(一)(一) 封照

Neutmlr◎t (+) (一グ
ム

(一) (一) (一) (一) (一)(一)(一)(一 一) (一)

Rosanilin (十) (一) 《 一) (一) (一) (一) (一)(一)(一)(一) (一)

MalachitgrUn(Merck)
章 ぞ

(一)1(一)i(一)1(一)1(一)i(一) (一)(一)(一)(一) (一)

E◎si薮 (一)(一)

鰍

(一)(一) (一) (一) (一)(一)(一)(一) (一)

VictGriablau (一) 1(一) (一)(一) (一) (一) (一)(一)(一)(一) (一)

Methylenblaロ(Merck) (一) 1(一) (一)(一) (一) (一) (一)(一)(一)(一) (一)

Isaminblau (一)}(一) (一)(一) (一) (一) (一)(一)(一)(一)}(一)

Ora獄geG. (一)(一) (一)(一)!(一) (一)1(一)(一)(一)(一)/(一)

Benz・purin (一)(一) (一)(一)1(一)
§

一(一)(一)(一 一)(一 ♪(一)(一)
撫

Diaminblau(Kahlbam) (一) (一) (一) (一)i(一)

1

(一)(一)(一)(一)(一 う(一)
ノii

ltt・traZin (一(一)[(一)(一 民 一 (一)、 (一)(一)1(一'一)(一)

讐

第2表 各種色素ノ結核菌獲育阻止力比較表(牛型菌北株)

色 素 名
.色 素 濃 度

備考
1,000 2・… ト …

[10
.000120,000」 50.0001eo.eee 2蜘5eo剛1eeeeee 封照

隔
Rivano1(Bayer) .(+) (十), (+)・ (+) (+) (一) (一) (一) (一) i(一) (一)

Safrani捻 (+) (十) (+) (+) (十) 一(一) (一) (一) (一) }(一) (一) ,IV週

Rimaon(Takeda) (+) (十) (+) (+) . (+) (一) (一) (一)

壽

(一) (一) 皿 錦

Tripafravin(Bayer) (十) (+) (+) (+) (一)k-) (一)

.1二〉一

(一)}(一 ジ(一) (一)

Krystalviolett (十) (+) (+) (十) (一)1(一)k-) (一) (一) (一) (一)
㌔

Chrysaidin
一 (+) (+) (十) (十)

解

(一 グ (一) (一) (一) (一) (一) (一)IV"

Rhodamin (+) (+) (+).
辱

(+)
奮

(一) (一) (一) (一) (一) (一) (一)面,,,

馬

り
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rillantgrtiR

Methylviolett

uramm

uchsin

entianaviolett

agdalar◎t

alchitgr廿n(merck)

ongorot

icurochrom(mura)

(+)《+)

(一)(一)

(+)(十)

(+);(+)

《+)「Fダ
(一)1(一)

(+)(一)

(+) (一)

(一)(+)(+)!(十)

(一)1(一)1(一)(一)

(一)i(一)1(一)・(一)(L5一1(一)

)欄(

)岬(

(一)

ミ　　 　 　　 ほ

(十)i(十)

)

)

二

一

(

(

(一)(一);(一)

i≡}1(一){(一)

(一){(一)1(一)

(一 一(一)

(十)(十)

O釧n

(+) (一)

(十) (一)

(十) (一)

)一(

)
一(

)
一(

)

)

)

一

一

一

(

(

(

)

＼}
ノ

)

一

一

一

(

(

(

)
一(

)
一(

)
一(

、
ノ

)

)

一

一

一

(

(

(

)

)

帳
ノ

岬

一

一

(

(

(

a】眈razm

ictoriablau

)

適
ノ

一

綿

〆
㌧

()

)一(
}…

≧…

)一(
　 　ぎ
(一)(一){(一)

(一)(一)

(一)}(一)1(一)

(一)i(一)

(一{(一)

)
一(

)一(

♪騨(

)一(

)一(

)一(

)一(

)騨(

)一(
)

一(

)一(

)一(

)一(

(一)i(一)1(一)

(一)(一)}(一)i(一)

照

)一(

)一(

照

)一(

)
一(

)
一(

)
一(

)
一(

)一
(…)一(

)
一

()欄(

《↓()一
()一(

(、
/一(;)一

つ
尺繭

…

1
当)(

(ー、ノ
一(

塁

…)
一(ゲ一r

)

ヘ
ノ

襯

欄

(

(

㍉
ノ

)

一

一

(

/
k

へ
!

)

一

構

(

(

)

)

一

一

(

噛(

)

、♪

一

一

(

(

)

)

)

一

麟

一

!
1＼

(

(

)

ヘ
ノ

ヘ
ノ

一

一

噸

(

(

/
{＼

)

)

㍉
ノ

一

一

一

-

IV鱒

皿 鱒

mけ

一

註 一 …・ハ獲 育 阻止 開 始濃 度 限 界 ヲ示 ス。 ハ 完 全 堕 育 阻 止 濃 度 限 界 ヲ示 ス。

Fuchsin,Brillantgr6n・ ・「グ リセ リ ソ、 ブ/ヨ ンJ及 ピ水 二難 溶 ナ リ シ爲1%純 「アル コー ル」

溶 液 ト シテ原 液 ヲ造 リ、 之yリ 倍 籔 稀 稗 セ リ、 封 照 ニ モ夫 々封 鷹 ヌ ル如 ク純 「ア ル コー ル」ヲ

含有 セ シ ム.色 素 名 ノ末 尾 二()ヲ 付 シ製 造 會 杜 ヲ示 セ リ.然 ラザ ル色 素 ハ総 テ 「グ ル ー

プy2レ 」會rkL製 ナ リ。

入 種 類 ノ色 素 ノ ミニ テ詳 細 二 之 ヲ論 ズ ル事 ハ 不 充 分

ナ ル モ、一・般 二構 造 式 中 ニ ヂア ミノ」基 、「2・mゲ ソ」元

素 中 ノ「ク ロー,レ」及 ピ ソ ノ 化 合物 ヲ 含有 ス ル ス ル モ

ノ ハ阻止 作 用 強 ク、 反 之 「ズ1レ フォソ」酸 基 、fカ ル ボ キ

シー ル」基 等 ハ 阻止 作 用 ノ減 弱 ヲ來 ス傾 向 ア リ。

色 素 ノ 細 菌號 育 阻 止 作用 ハ 種 々ナ ル 條件 ニ ヨ リテ多

少 ノ差 ヲ 生 ズノレ事 ハ 不 已得 モ 以 上 ノ試験 條 件 ニ ヨ リ

テ 、

「トリバ フラ ヴ
ィソ」、「サ フ ラ ニ ソ」、「ア ウ ラ ミソ:、「リ

マ オ ソj、 「ク リス タ ル ヴィオ レッbj、 「メ チー ル ヴィオ

レ・ット」、 「リヅァノー ノレ」■ 「-7グ ダ ラ ロー ト」、lfク リ

ソ イ ヂ ソ」、等 ハ阻 止 作 用 強 ク、 「ゲ ソチ アナ ヴィオ レッ

b .1、「"-S"ミ ソ 、 「ポ ソ ソーi、 財 ・ ニ ソ」、 「・?一

キ.oク ロー ム」、 「ブ リラ ソbグ リユ ソ」、fコ ソゴ ロ

ー ト」、 「マ ラ ヒットグLソ 」等 ハ 是 二 次 ギ、 「エ オ ジ

ソ」、 「ヅィク ト リア ブ ラ ウ」、「メ チ ーvソ ブ ラ ウ」、「イ

サ ミソ ブ ラ ウ」、 「オ ラ ソヂ」、 「ベ ソツォプ ル プ リ ン」、

rヂ ァ ミソ ブ ラ ゥ」、 「タ ル トラ チ 乳 、等 ハ阻 止 作 用 弱

ク千 倍 ヨ リノ濃 度 ニ テ ハ阻 止 作 用 ヲ認 メ ザ リキ。

本 研 究 ハ 目下績 行 中 ナ ル事 ヲ附 言 ス.

第d番^ノ 討 論'満 大 戸 田 忠 雄

供 試 色 素 ヲ選 揮 セ ラ レル標 準 ヲ伺 ヒ タ シ。

コ レニ 關 ヌ ル 論 丈 ハ 昭 和2年 頃 ノ 日本 微 生 物學 雑 誌

上 骸 表 セ リ、 御 参 照 ヲ乞 フ、

第4番 ヘ ノ討論 二蜀 スル同答

最 上 修 二

臨肱的 二結核菌消毒 ノ自的二使用 セ ラル ・色素、及 ビ

研究室 二於 テ 種 々ノ目的 二使用 セ ラァレ・色素 中 ヨリ

選 ピタ リ。

第1番 ヘ ノ追加

阪大今村 内科 澁 川 隆 曹

各種色素 ヲ用 ヒ演 者 ト同様ナ ル實験 ヲ前年 二試 ミ、既

二徽年前 二登表 セ リ.最 近 「ビリノレビソ」色素 二於テ

モ、20萬 倍稀稗 ニテ且 阻止 ス}レヲ知 リタ リ。

第4番 ヘ ノ追加

大阪市今宮健相 紙 野 圭 三

無蛋 白培養 基 二諸種 ノ色素 ヲ種 々ノ量 二加ヘ テ、結核

菌 ノ色取概 取二 關 スル 研究 ヲ骸表 ノ折(岨 和4年)色

素 ノ結核菌 號育阻止作用 二就 イテモ 言及 シテ 置 イタ

が、 ソノ内、菌株 ヲ色 々二探 ル ト、異 ルニ從 ツテ、同

一色素 二封 シテモ 號育 ヲ阻止 サ レル 獣況 が異 ル事 ヲ

述 ベタ。此 ノ鮎 等 ヲー言追加 ス。

5.結 核菌及 ビ非 病原性抗 酸性菌 ノ色素

親 和性 ト菌 ノ生 死二關 スル實駿

輻 本 清(満 大微生物)

結核菌及 ビ非病原性抗酸性菌 ノ生盟染 色可能 ナ,レヤ

否ヤ ヲ槍 スル 目的 ヲ以 テ、曇 二戸 田敏授 ガ選揮 セラレ

タル 登育阻止作用強 キ 色素 中ヨ リニ十種 ヲ選 ビテ表
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厘 ノ如 キ實験 ヲ試 ミタ リ。

各菌 ヲ生理的食 盤水 ニテ 充分 二磨確 シテ 李等浮游液

トナシ、 コノ菌液 ヲ・一定濃 度 ノ色素溶 液 ト混合 シ、

室 温 二放 置 シテ、各所要時間 二色素液中 ヨ リ釣菌鏡

検 シ、色素撮取状況 ヲ詳細 二 楡査 シ、 同時 二之 ヨ リ

・AトE2L一二三民培地 二移植 シ
、蟹育 ノ如何 ヲ楡 セ リ。

菌株 及 ビ色素 ノ種類 二俵 リ多少 ノ差ハ 有 レ ド、結核

菌並二非病原性抗酸性菌 ハ 色素撮取後 モ ー定 時間登

育増殖 スル能力 ヲ有ス ルコ トヲ知 リ得 タ リ。

6.結 核菌蛇 ビニ戴種抗酸性菌 ノ酸素

新陳代謝 二就 テ

宇 賀 武 俊(東 京帝國大學 傳染病研究所)

結 核菌蛇 ビニ其他抗酸性菌 ノ呼吸 二關 シテノ・Novy

始 メ ニ三先人 ノ業績 アレ共酸素清費 ト登育菌量 ノ關

係 二未 ダ閑明 セラ レザル誌紗 ナ カラザルヲ以 テ 演者

ハ結核菌並 ピニ激種 抗酸性菌 ヲ5%「 グ リセ リン、 ブ

イ ヨン」二移植 シJar中 二密 閉 シテ5%乃 至80%ノ

種 々ナル 酸素 ノ分 歴 ノ下 二培養 シテ ソノ酸素 清費量

ヲ測定 シテ ソレ等ノ 呼吸菌 ヲ比較 シ加之培養後 ノ登

育菌量 ヲ秤 量 シテ 登育 二好適 ナ ～レ酸素 ノ濃度及 ビ酸

素消費量 ト蟹育菌量 ノ 關係 ヲ鍛字的 二 表 ハ シ 以 テ

Novy等 ノ實験 二於 テ見タ,レ成績 ヲー暦精細 二且 ツ振

大 シテ知 ラソ トシ爾人型結核菌及 ビ牛型結核 菌 ノ間

並 ビニ病原性 ノ結核菌 中弱毒 ノモノ ト強毒 ノモ ノ ト

ノ間 二於 ケル酸素清費量 ノ差異 ノ有 無 ヲ攻究 シテ大

略次 ノ如 キ業績 ヲ得 タ リ.

樹實験 材料 ハ新 タニ分離 シ タ ル 牛型結核菌No.3,

No・6,No.12,No.14ノ 種類及 ビ傳染病研究所 二永

ラク 保存 セラ レタル 弱毒 ノ北研牛型菌蛇 ビニ人型結

核菌 トシ テ 上池三代、青山B型 、松本 ノ三種類及 ビ

B,C,G菌 、鳥型結核菌、Timothy菌 ノ十一種類 ヲ用

ヒ瓦斯 ノ測定 ニノ・Haldne氏 瓦斯 分析器 ヲー部改造

シテ探用 セ リ。

(1)5%「 グ リセ リンブイ ヨン」二培養 セル人型結核

菌 ノ呼吸商 ハ0.8342、 牛型結核 菌 ノ呼吸商ノ・0.8431、

鳥型結核菌 ノ呼吸商ノ・0.8295ニ シテ李均0.8356ナ

リ、 而 シテB,C,G菌 ノ呼吸商 ・・O.8197、Timothy

菌 ノ呼吸商2・0.8391ナ リ。

(2)人 型及牛型雨結核菌 ノ酸素 ノ最適濃度ハ40%

乃至50%ニ シテB,C,G菌 ハ10%乃 至20%、 鳥型

結核菌及 ビTimethy菌 ハ60%乃 至70%ナ リ。

(3)人 型結核菌 乾燥 量1mg登 育二 要スル 酸素漕

費量 ノ・5%乃 至40%ノ 酸素分座 ノ下 ニテハ0.9aa乃

至1.8ac.ノ 間ニア リテ40%ノ 酸素 ノ分膣 ノ下 ニテ最

低値 ヲ示ス。60%乃 至80%ノ 酸素 ノ分厘 ノ下 ニテハ

2.4αo乃 至3.2aaノ 間 ニ ア リ。 牛型結核 菌 ノ乾燥量

1mg號 育 二要スル酸 素漕費 量ノ・5%乃 至40%ノ 酸

素分歴 ノ下 ニテ・・O.8aa乃 至1・9ααノ間 ニア リテ40

%ノ 酸素分厘 ノ下 ニテ最低値 ヲ示 スe60%乃 至80%

ノ酸素分屋 ノ下 ニテ■・1qq乃 至2.4vノ 間 ニ ア リ。

郎 チ5%乃 至40%ノ 酸素分歴 ノ下 ニテハ人型牛型 雨

結核 菌 ノ酸素消費量 ニハ 著明 ナル差 異 ヲ認 メザル モ

60%乃 至80%ノ 酸素分歴 ノ下 ニテハ牛型菌 ・・人型菌

二比 シ酸素消費量逡 カニ少 ナ シ.

(4)B,C,D菌 ノ乾燥量1鵬g登 育 二要 スル酸素 量

ハ5%乃 至40%ノ 酸素分歴 ノ下 ニテノ・2ca乃 至5

caノ 間 ニア リ。60%乃 至SO%ノ 酸 素分塵 ノ下ニテハ

3.2cq乃 至3.4cα ナ リ。郎 チ他 ノ抗酸性菌9リ 全 テ ノ

酸素分歴 ノ下ニテ 酸素清費量遙 カニ 多ク 而 シテ酸素

ノ濃度 ノ墳 ス ト共 二酸素清 費量 モ亦壇加 ス。

(5)鳥 型結核菌 ノ乾燥量1mg獲 育 二要 スル酸素量

ノ・5%乃 至80%ノ 酸素分歴 ノ下 ニテ1.1aα 乃至1.8

α亀ノ間 二在 リテ酸素 ノ濃度 ノ増ス ト共 二酸素 ノ消費

量 ハ反i封二減少 ス。

(6)Timothy菌 ノ乾燥量1mg獲 育 二要 ス)レ酸素量

ノ・5%乃 至80%ノ 酸素分踵 ノ 下 ニテ0.9α儀乃至L4

億 ニ シテ鳥型結核菌同様酸素 ノ濃度 ノ墳 ス ト共 二酸

素潰費量ハ反封 二減少 ス。

(7)以 上 ノ如 ク 本實験 二於 テハ 酸素清費量 ノ鮎 二

於 テ 人型牛型雨結核菌 ノ・60%乃 至80%ノ 高分膣 ノ

下 二於テ其差異 著明 ナ リ.而 シテ弱毒菌B,C,Gハ

他 ノ抗酸性菌 導リ全 テノ酸素 ノ分塵 ノ下 二於 テ 酸素

消 費量大ナ リ。 然 シ病原性 ノ結核菌 中 ノ強毒 ノモノ

ト弱毒 ノモノ トノ間 ニハ 酸素清 費量 ノ1貼二就 テ 著明

ナ ル差異 ヲ認 メズ。

乞 満洲二於 ケル各型結棲菌 ノ系統的研究

第一報 鳥 型結核 二關 スル研究

廣 木 彦 吉(満 大微生物)

満洲 二於 ケル 結核問題 ノ ー側面的検討方法 トシテ、

人結核症 ト動物結核 症 ト ノ相互關係 ヲ考察 スルコ ト

ハ頗 ル緊要 ナル鮎 ナルベシ
.斯}レ 見地 ヨ リ首 題 ノ如

キ研究 ヲ企 テ、 今其第一歩 トシテ、 浦洲 二於ケル鳥

型 結核 菌二 關スル 研究 ヲ志 シ、該疾患 ノ汚染分布状

況、 多鍛 ノ新分離株 ニ ョ ンレ各種生物學的性状蛇 ビニ
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動物 接種試験 ヲ 試 ミタ リ。 次 二該結論 ノー班 ヲ記載

セ ン癖

(1)奉 天附團市街地 二 於 テ、食用 ノ目的 二號喪 サ

♪レ・鶴肝 臓8】 個 中4個 、 帥 チ4.9%強 ノ結核性病

攣 ヲ呈スル鶏 肝 ヲ検 出 セ リ.

(2)奉 天城 内 二於 テ蒐集 セ ル、外観的 二病鶏 ト考

ヘ ラv7レ34ZZノ 鶏 ヲ病理解剖 二附 シタルニ、6羽

節 チ17.7形 ノ全均結核症 ノ像 ヲ呈 セルモ ノヲ見 タ

リ。

(3)結 核 罹患鶏ハ輸入種 二多 シbサvオ ルモ、余

ノ場 合 二於 テ・・ス ペ テ 満洲 産雑種鶏 二於 テノ ミコ

レヲ見 タ リ.

以上 ノ根櫨 ヨ リ考 フル ニ、奉天 附近 二於 ケ ル 鶏結 核

症 ノ存 在 ・・相當 古久 且 ツ 其 汚染 度ハ 意外 二濃 厚 ナ

ルモ ノナ ラン ト推 察サル.

更二奉天 附近 二於 テ蒐集 セ ル結 核鶏 肝臓 ト考ヘ ラル

ルモ ノヨリ、29株 ノ抗酸性菌 ヲ分離 シ、 該 菌株 ヲ以

テ、動物接種試験、各種生物學 的性状 ヲ詳細 二楡 シ、

何 レモ鳥型結核菌 ナル コ ト ヲ詮 明 シ、併 セテ鳥型結

核菌 ノ生物學 的性状 二關 シ、二、三 ノ新 知見 ヲ齎 シタ

ルが故 二、其大要 ヲ報告 スル コ ト・ナス.

8.中 川菌 ノ病原性 二就 テ

中 川 誠 一(北 大中川内科)

余 ハ中川敏授 ト共 ニ コッホ民菌 ノ膿 汁酸加培養 二因テ

非抗酸 性 ノ結核菌(中 川菌 ト命名 シタ)ヲ 培養 ス,レコ

トニ成功 シ、且 ツ本菌 ハコッホ氏菌二選元培養 可能 ナ

ルコ トハ昨年 ノ本會 二於 テ報告 シタ露 デアル.

今年更 二進 ソ デ 本菌 ノ生物學 的研究 ノ第一階程 トシ

テ、其 ノ病原性 ヲ槍 スル 爲 二 之 ヲ海狸 二接種 シタル

ニ、動物盤 内二於 テモ抗酸性 ヲ恢復 シコッホ茂結核菌

トナ リ、動物 ハ「ツベルク リy仮 磨陽性 ヲ呈 シ、結核

結節 ノ形成 ヲ見,レが其 ノ結 節 ハ結締織 ノ増殖強 ク治

癒傾 向盛 ソデアツタ.然 カモ 中川菌 ハ同ジ 菌株 ノ善

鱗 難 樋 二比癒 力遙カニ弱ク約癒 以下二減

弱 シ居 り、0.1彪 以 下 ヲ注 射 シタ ル海 猿 ハ長 ク病 饗 ヲ
ノ

呈 ス ル コ トナ ク 膣 重 ノ圓 滑 ナ ル 増 加 サ へ見 得リレコ ト

ヲ襯 察 シタ.

9.抗 酸ncr7ス チ ン」(saurefestesFuscin

二 就 テ

露 馬 正 畳(慈大細菌)

軌近細 菌學領域 二於 テモ 組織培養 ノ磨用 ハ 諸種 ノ不

明病原盤ノ 検 索等 二磨用 セ ラ レ次第 二重要硯 セラル

ルニ至 レリ。

余等 ハ 瀬菌 ノ研究途上 多数 ノ鶏胎見 ヲ用 ヒ諸種實験

ヲ試 ミタルニ 偶 々鶴胎 見内 二癩菌或 ハ 結核菌 二酷似

セル抗酸性盤 ヲ検 出 シタル ヲ以 テ 鵠胎見 ヲ用 ヒ癩菌

蚊 二結核菌 等 ノ研 究 ヲ行 ハ ソ トス ルニ 當 リテハ本抗

酸性rフ スチ ソ」ノ存在 二 注意 スベ キヲ論 ジ併 セテ本

「フスチ ソノ 染色賦態 ユ就 キテ述 ベ ソ トヌ.

10.腹 腔 内二注 入セル抗酸性菌 ノ運 命

其 ノー、「マウスJヲ 以 テセル實験

橋 本 外 計 治(満 大微生物)

演者 ハ結核 ノ自然 免疫學理 ヘ ノー 考察 ヲナス 目的 ヲ

以 テ諸種抗酸性菌(BCG371、 牛型及人型結核菌、鳥

型 結核菌 、戸田T.E16R、 戸 田T・F・16S・ 蛙結核

菌 、「チモテ」、 「グ ラス」、所謂 「ス メ グ マ」菌、所謂

人癩 菌(竹 内、 關 ロ雨株)、 占部牛Nr・53/13種(封

照bシ テ大腸菌及 葡萄 賦球菌 ノ2種)ノ 生菌叉 ハ死菌

ノー定量 ヲ夫 々、先 ヅ、「マ ウスノ 腹腔 内二注入 シ夫

等 ニヨツテ惹 起 セ ル 實験的腹膜炎 ノ滲 出液 ヲ各時間

毎 二探 取 シ、 ソノ 中二 含 マル ・菌藪乃至滲 出細胞等

二關 シ検索 セルニ、注射後2時 間頃 ヨ リ多核 白血球

霧 シ〃多轍現 ハv喰 菌 作用 ヲ 螢 ミ、Freillicgenden

Bazillenノ ・7乃 至10時 間位 ニテ大部 分清失 シ、翌日

ヨ リハ 該喰菌細胞 ハ 組織球(大 軍核白血球)ニ テ殆 ド

ソ置換 セ ラレ、 コノモノ ニテ ノミ殆 ソド喰菌作用 ハ

行 ハ レ;レコ ト、 而 シテ菌 ノ喰細 胞内滞溜程度 ハ牛型、

鳥,型、戸 田T.F.16R.ノ4株 ガBCG371ヲ 初メ ト

シテ 蛙結核菌及 ビ他 ノ非病 原性抗酸性菌 二比 ンテー

般 二永 ク、培養成績 モ ソレニ 準 ズル コ トヲ確 メ 得 タ

リ,,荷 同時 二滲 出細胞 中特 二組織球 ノ水素 「イオ ソj

濃度 ヲ測定 シ、 叉注入 セル 菌 ノ形態 上 ノ愛 化 ヲモ検

シタ リ.而 シテ更 ラニ 該 抗酸性 菌蛇 ニ ソノ誘導艦等

ヲ以 テ 種 々前礎置 ヲナセル 「マ ウス」ノ腹腔 内 二該菌

ヲ夫 々交叉的 二 再注入 ヲナ シタル 場 合 ニハ、菌 ノ消

失 ハi野照 二比 シet般 二遽 カナル雛 トヲ認 メタ リゆ

11.結 核菌檬 ノ軍猫雄 轟複合眼前房 内

接種 ニ ヨル家兎 二劃 スル毒性 二就 テ

爵轟 三羅(有騙 究所)

吾 々ハ第12同 日本結核病學會総會 二於テ、人型結核

菌 ノ、強毒、中等毒 、弱毒 ト毒カ ノ異 ツタ三株 ヲ夫 々

輩掲 二 家兎 ノ 眼前房内 二感染接種 シタモ ノ ト、共等
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複合 的二感染接種 シタモ ノニ就 テ家 兎=9blス ル 毒性

ヲ比較 ンタ結 果、 複合感染 ハ軍掲感染 二比 シテ 常 二

其ノ毒 力培強 ヌル事 ヲ報告 シタ.

今 同ハ毒力菌 ト シ テ 人型結核菌 ヲ、弱毒菌 ト シ テ

BCGヲ 用 ヒ前同同標家兎 ノ眼前房 内二軍濁感染接種

ト複合感 染接種 ヲ行 ヒ家兎 二封 スル 毒性 ヲ比較観察

シタ⇔

家兎 ハ髄 重2.Okg乃 至2.5kgニ シテ雄性 白毛 ノ健

康 ナモノ ヲ用 ヒ各群3頭 宛 トシタ.而 シテ感 染接種

後1週 毎 二眼結 核症賦 ヲ観察 記載 シ10週 二及 ビ屠殺

解剖 シテ内臓 ノ結核罹 患程度 ヲ検 シタ.

感染接種 菌量 ハ

第1群

第2群

第3群

第4群

第5群

BCG1.Omg

人 型 菌O.0005mg

人 型 菌0.005mg

{
BCGO。kmg

人型 菌0。0005mg

BCG1.Omg

{人 型 菌O.005mg

感染接種後 ノ眼婆化ハ、人型菌 トBCGト ノ複合感染

群 へ 同量 ノ人型菌軍囑感染群 二比 シテ何 レモ著明 ナ

ル眼結核 ヲ惹起 シタ。更 二接種後10週 ニ ンテ屠殺解

剖 二附 シ内臓 ノ結核罹 患程度 ヲ検 シタガ、眼墾化 ト同

襟 二複合感 染群 ハ軍濁感染群 二比 シテ 高度 ノ結核罹

患 ヲ示 シタ。

即 チコ レニヨリテ、人型結核菌 トBCGト 複合 シテ家

兎 ノ眼前房内二感染接種 ヲ行 フ トキハ、同量 ノ人型菌

ヲ輩掲 二感染接種 ヲ行 フ ヨリモ、接種 後惹起 サ レル眼

結核症状 二於テモ 亦 内臓 ノ結核罹患度 二於テ モ著 シ

ク高度デ アツテ 明 カニ家兎 二封 スル毒 力 ノ墳レ強 スル

ヲ知 リ得タ.更 二叉、BCGヲ 人型有毒 生菌 ト混合 シ

テ家兎 ノ眼前房内 二接種スル トキハ、BCG二 依 テ何

等結 核感染 ヲ防禦ス ルヲ得 ズ 却 ツテ 高度 ノ結核罹患

ヲ來スコ トヲ知 リ得 タ.

12。 家兎淋 巴液内結核菌増殖a及 ボス

種 々ナル物 質 ノ経口的投與實験

内 藤 信 雄(竹 尾結 核研究所)

余ハ 健康家兎蚊 二結核家兎 二於 テ 結核死菌及 ビ各種

色素蛇 二食品 ノ輕 口的投與後淋 巴液 ヲ探取シ之二就 テ

今村西村氏 二從 ヒ「ス ライ ドセ3レカチ=ア」法 ヲ實施 シ

ー定 ノ成績 ヲ得 タ リ
、ヨ リテ並 二之 ヲ公 ニセ ントス。

13.結 核 菌 ヲ以 テ セル 怯 ライ ド、セ ル、カ

ル チ菖ア」血 液 殺 菌 力樵 査 法 ノ所 見 二就 テ

坂 村 養 三(有 馬 研 究 所)

私 ハ結核 免 疫 抗 膿 ノ 研 究 申結 核 免 疫 「モル モゥト」及 健

康fE}レ モッF」ノ血液 二就 キ マ シテ所 謂 ライb氏 バ ス

ラ イ ド、 匂 レ、 カ ル チ"ア ー 」ヲ行 ヒマ シ久 其 方 法 ハ

佐藤 、澁 川.緒 方,西 村 諸 氏 ノ改 良 法 ヲ用 ヒ2週 間 培

養 ノモ ノニ就 キ 肉 眼 的 蚊 顯 微鏡 的検 査 ヲ石 ヒマ ンタ.

顯 微鏡 的標 本 ハ チー ル ネ ルセ ソ染 色 ヲ 行 ヒマ シタ が

特 二低 温 長 時 間(24時 間)染 色 ヲ行 ヒマ シタ。

本 日ハ特 二 其 培 養 セ ラ レタ ル 結 核 菌 ノ態 度 二就 テ逸

ぺ'タイ ト思 ヒ マフ・。

結 核 菌 ハ 其 培 養 地 ニ ヨツ テ 其 髪 育 形 態 が 愛 〃 ト諸學

者 ノ説 ク 所 デ ア リマス ガ 私 モ血 液 培 養 ニ ヨノレ結 核 菌

ハ血 液 ガ 免疫 セ ル トセ ザ ル トニ カ ・ハ ラズ ー 般 二其

形 態 ガ非 常 二攣 ツテ ヰ ル事 ヲ認 メ マ シタ。第1圖 ハ使

用 シタ 結 核 菌 浮 游液 ノ染 色 デ ア リマ ス ガ 「ス ライ ド、

匂 レ、カ)yチ"ア ー」ヲ行 ヒマ スyバ 凡 テ第2固 二 示 ス

如 ク非 常 二大 キ クナ リマ シテ 長 サ ニ 於 テ ハ 十 数倍 幅

モ廣 クナ リムッフノ 「グ ラ ヌ ラJガ 著 明 二現 ハVテFプ

Vヨ モ}VフJデ ア リマ ス ガ分 枝 状 態 明 カ デ 「ス い/プ

bバ チVソ 」ノ形 態 ヲ探 ル モ ノナ ク 其群 集 セ ル状 態 ハ

所 謂 「ヂ フ テ リア」 菌 二於 ケ ル 「マッチ」 状 ノ醜 列 ヲ呈

VマVテ 其 徽 ハ 多 イモ ノデ20個 デ 讐通7、8個 ノ集

團 デ明 カニ 「ミコ バ クテ リア」 ノ特 徴 ヲ 獲揮 シテ ヰ マ

ヌe2週 間培 養 デ ハ 斯 ノ如 キ 菌 ノ聚 落 が小 サ イ爲 メ

到 底之 ヲ 肉 眼 的 二見 ル事 ハ 困難 デ ア リマ ス.從 テ又

菌 ノ蛮 育 ノ速 度 モ 亦他 ノ好 適 ナ ル 培 養 法 ニ ヨル モ ノ

ト大 差 ノナ イ事 ヲ知 リマ シタ.

最 後 二免 疫 動物 ノ血 液 二 於 キ マ シテ 其 殺 菌 力大 ナ リ

ト認 ム ベ キ モ ノ ニ於 キマ シテ ノ、喰 菌 現 象 が 著 明 デ ア

ル事 モ 興 味 ア ル 事 ト 思 ヒマ ス。 第3圖 ハ之 ヲ鴇 シタ

モ ノデ ア リマス.

13題 追 加 澁 川 隆 曹

演 者 ハ 「ス ラ イ ド匂 レカル チ ユ ア」法 二於 テ 全 血 液 中

ノ殺 菌 力 ヲ槍 査 シ居 ル モ、 余 等 ノ實 験 二就 テ ハfス ラ

イ ド匂 レカル チ ユ アj法 ニ テ全 ク 墳 殖 セ ザ ル結 核 菌 叉

ハ結核 以 外 ノ菌 二於 テ モ 同 様 二 其 ノ 培 養 基 中 二移 植

セ バ其 ノ菌 ハ再 ビ増 殖 シ立派 ナ ル菌 聚 落 ヲ形 成 ス 、即

チ菌 ハ 其 ノ壇 殖 ヲ 阻 止 セ ラ レタ ル モ ノ ニ シテ 決 シテ
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殺 菌トセ ラ レタ ル モ ノニ ア ラズ、 次 二演 者 ハ、 「一ス ラ イ

トセ,レ カル チユ ア」法 二 於 ケ ル 菌 培 殖 ハ 肉 眼 的 二認 ム

ル事 不 可 能 ナ リ ㍗聡 ヌ ル モ 我 々ハ、該 染 色標 本 中 二明

二肉 眼 的 二認 メ得 ル菌 聚 落 ヲ度 々號 見 セ リ.

第13番 ヘ ノ澁 川 氏 ノ討論 二封 スル討 論

青 山 敬 竺

肉 眼 的 二結 核菌fづ ロニ ー」ヲ 見得2Vト 云 フ際 、 該 「コ

ロ ニー 中 ニ ハ 大 約 幾 個 プ菌籔 ガ在 リマ ス カ、 オ尋 ネ

致 シ ぐス.

第13番 ヘ ノ追 加

澁 川 隆 曹

Koloniノ 肉 眼 的 二 見 工3レ見 エ ナ イ時 ノ追 加e

第12、13番 ヘ ノ追 加

阪 大 今 村 内 科 寳 來 善 次

全 血 液 内 二於 ケ ル 「ヌ ラ イ ドセ ル 加 レチAア ー 」法=就

テ ハ 先 入 ノ報 告 ア リ.私 ハ ラ イ トノfカ ビ ラー ル」法

ヲ磨 用 シテ 血 清 内 二 於 ケ2レ 結 核 菌 ノ増 殖 及 ビ堆 殖 阻

止 ノ状 態 ヲ 見 タル ニ 血 清 内 二於 テ ハ ソノ螢 育 ノ認 メ

ラ レザ ♪レヲ知 ル 、 然 シテ1ス ライドセル カル チ.ア 」法

ヲ旛用 ン テ血 漿 内 二於 ケ ル 結 核 菌 増 殖 及 塘 殖 阻 止 作

用 ヲ検 査 シタル ニ、健 康 家 兎 及 ビヂツペ ル ク リソー・反 懸

陰 性 ノ健 康 者 二於 テ ハ 菌 塘 殖 阻 止作用 が認 メラ レ ズ、

結 核 動 物 及 ビ結 核 罹 患 暫 二於 テ ハ 増殖 阻 止作 用 ガ認

メ ラ レマ ス.以 上 追 加 致 シマス.

第13番 ヘ ノ費 來 氏 ノ討論 二答 フ

有 馬研 究 所 坂 村 養 三

本 報 告 ハ 阻止 作 用 ノ有 無 、程 度 ヲ述 ブル ニ ア ラ ズ シテ

「ス ラ イ ドセ;レ カル チ ユ ア'-
」:vヨ ル 結 核 菌 ノ號 育 態

度 二就 テ述 ベタ ノデ アルゥ

第13番tN・1L9加

阪大 今 村 内科 蚊 竹尾 結 核 研 究 部

日 置 達 雄

只 今 、坂 付 氏 ハ ー ツ ノf=ロ=-」 二結 核 菌7ケ 乃 至10

敷 ケ シカナ 〃 最 大 ノ モ ノニ テ20撒 匹 シ カナ イb云 ハ

レマ シタ ガX私 ハ最 近 結核 患 者喀 疾 汁 ヲ用 ヒS,CC

ヲ行 ヒマ シタ が、1側 バ コes=-」=黛0轍 匹 ド=ロ

カ籔 へ 切 レナ イ程 ノ多 厳 匹 アル モ ノモ認 メ マ シタ、之

ハ患 者 血液 ニ ツ キ マ シテ ノ 成 績 ト同 檬 デ ア リマス.

以 上 追 加 致 シマ ス.

第13番 ヘ ノ討 論 二答 フ 坂 村 養 三

「ヌ ラ イド
、セル カルチユ アnニ ヨル結核菌培殖 ハ2

週 間培養 ニヨツテハ 無 轍ナル 菌 ノ聚落 ヲ認 ムル能ハ

ズ、 余 ノ實験 ニヨyバ 多 キ聚落 ニテ20籔 個 ノ集團ナ

リ肉眼的 二認 ムル能 ハザル理明 ラカナルベ シ。

姓.結 核 ノ冤疫及感 二關 スル研究`第1報)

結核臓器浸 出液 ノ補膣結 合笈感

安 宅 進(金 澤讐科大學大里 内科敏室)

余 ハ家 兎二結核菌 ヲ感染 シ、其 ノ病壁 進行 二伴 フ、臓

器寝 出液 ト血清 トノ冤疫性 ノ攣化及 ビ其 レ等 ノ相互

的關係 ヲ臓 器(肺、肝、脾)浸 出液 ノ補膿結合 反慮、血

清 ノ補膿結合反磨及 ビ凝集反慮、臓器内結核菌 分難培

養 法、蛇 二臓 器 ノ肉眼的解 剖所 見 二依 ル検索 ヲ行 ヒタ

ル ニ、次 ノ成績 ヲ得 タ リ.

材料 トシテ・・、2.5妊 前後 ノ家兎=、 余等 ノ教 室二保

存 セル、 牛型菌0。5種 ヲ静脈内 二接種 シ約40日 間 ニ

ワタル検索 ヲ 行 ヒタ リ纏 補膿結合反旛 ノ術式ハ スベ

テ ブロー ニ ソグ氏 ニヨル補艘 壇進法 ヲ用 ヒ、補艦結合

反磨及 ビ凝 集反癒 ノ抗原 トシテハ、井上氏 「ア」レカリ」

虞置人型虹 二牛型菌液 ヲ用 ヒタ。

臓器浸 出液ハ接種 翌 日、第4日 臥 第9日 目、其 ノ後

ハ1週 間 ノ間隔=テ 、毎回1頭 ノ家兎 ヲ可及的放血 ヲ

ナ シ、其 ノ臓器(肺 、肝、脾)ヲ 小量 ノ硝子片 ノ助 ケニ

ヨ リ、乳鉢=テ 細切 シ、之v=4倍 量 ノ生理的食鞭水

ヲ加へ乳慶状 トナ シ、室温1時 間放 置後遠 心沈澱 シタ

」lz上澄 ヲ56℃ 、30分 間加 温、 次 イデ氷室二1書 夜放

置 シ、強遠 心沈澱 シテ得 タル上澄0。1蛭 ヲ用 ヒ補殖結

合 反慮 ヲ行 ツタ。

臓 器内結核分離培養法 ハ住吉氏法 二依 リ、肺、肝、脾

臓 ヨ リ組織 片 ヲ取 リ、乳鉢 ニテ細切 シ、 ソノ0.1瓦 ヲ

正確 二秤 量 ンタル モノニ、10%ノ 硫 酸10蝿 ヲ加 へ15

分間振盈、次 イデ3000廻 鰐10分 間遠心沈澱 シタ,レ沈

渣 二、1耗 ノ滅菌生理的食盤水 ヲ加 ヘテ稀葎 シタルモ

ノ1白 金耳 ヲベ トmフ 氏培養基 二培養 シタ,

臓器渡出 液 ノ補嘘 結合反慮 二於 テハ、肺臓 ノ補膿結合

債 ハ最 モ大 デア リ、脾臓 ハ其 レニ次 ギ、肝臓 ハ低弱ナ

,レ債 ヲ示 シ、抗原 二封 シテハ、血清 ト同様 二人型 ハ牛

型 ヨリヤヤ大 ナルモ 殆 ソ ド同一 ノ結合 債 ヲ示 シタ。

渡 出液 ハ血清 ヨリ補磯 結合贋 ハ低弱 ナルモ、殆 ソ ド李

行的 ナル關係 ヲ示 シ、血清 二於 テ補髄結合債 ノ大 ナ,レ

家 兎 ノ臓器 ハ大 ナル 結 合債 ヲ示 シタ。輕過 中二於テ
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尊 華

ハ、全家兎 ノ血清 ノ補麗結合便 ハ、スベテ第4日 目二

上昇 シ、其 ノ後 ハ、個性的 二攣 動 アルモ、平均的 ニハ

徐 々二上昇 ヲ來 シ、臓器浸出液 ヲ経過 的二見ノレニ、血

清 ト同様 二第4H目 二、 補膿結合性 抗禮 ノ登現 ヲ示

シ.後 ハ多少 ノ動揺 ヲナ シソツ上昇 ノ傾向 ヲ示 シ、血

清 ト殆 ソ ド亭行 的ナル關係 アル ヲ認 メタ.

同時 二同血清 ニテ行 ヒタル、凝集反磨 二於 テハ個性 的

二著 シキ饗 動ア リ、第4日 目二10頭 ノ家兎 ノ内3頭

ハ凝集素 ノ培 加 ヲ示 シ、李均 値ハ補膿結合債 ト李行的

デ ア リ、個性 二於テモ凝集素債 ノ大 ナル家兎 ハ補盟結

合便 モ大 デアツタ.

次 二臓器内結核菌分離培養 ハ、接種翌 日ノ臓器 二於 テ

へ 三臓器共2、3個 ノ聚落 ノ獲生 ア リ其 ノ後ハ徐 々

二聚落轍 ノ増加 ヲ示 シ、補禮結合性抗膿 ノ獲現 トハ邊

ク第16日 目二至 リ、解剖的 二腸間膜淋巴腺腫 大、脾

臓腫大等 ノ肉眼 的病墾 ヲ見 ルニ及 ビ、急激 二多撒 ノ聚

落 数 ノ獲生 ヲ認 メ、其 ノ後 ハ解剖的病攣 ノ塘悪二件 ヒ

聚落徽ハ塘加 シ、第37日 目二至 リ、 無数 ノ聚落 ノ猶

生 ヲ見、抗盤 ノ獲生 ト殆 ソ ド李行 シ、三臓 器 二於 テハ

聚落敷 ノ攣牝 ハ各臓器共殆 ソド同一 ノ成績 ヲ示 シタ。

上述 ノ如 久 余 ノ實験 二於 テハ臓器浸 出液 ノ補膿結合

債、血清 ノ補膿結 合債及 ビ凝集償、臓 器内結核菌分離

培養蛇 二 肉眼的解剖所見 ハ 準行的 ノ 關係 アルづ トヲ

示 シタ.

15.結 核 ノ冤疫ZXR"二 關スル研究(績 報)

結核菌蝋脂質、「ア セ ト ン」可溶脂肪戴 呂

含 水炭 素 ノ冤疫學的性歌 二就 テ

山 崎 政 治(金 澤讐科大學大里内科教 室)

余 ノ・第12同 結核病學會総會 二於 テ結核菌培地蛋 白、

菌鵤残澤等 二就 キソノ免疫學的性駄 ヲ報告 セ リ、ヌ嚢

二我敏 室 ノ 中島 ハ 人型結核菌脂質各 「フラクチ オソ
J

ヲ用 ヒテ免疫試験 ヲ行 ヒシガ、余 ハ更 二今同牛型結核

菌fリ ポイ ド」及 ビ含水炭素 二 關 シ同様 蛋物學 的性状

ヲ楡 シ次 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

(1)生 膿 内抗原性

牛型結核菌蠣脂質、「アセbン 」可溶脂肪 ハ夫 々家兎 ヲ

注射免疫 スルニ、輩掲注射 二於 テモ亦豚血清 ヲSchle・

pperト シテ加工注射スルモ何 レモ 補盤結合素 ヲ形成

シ得、然 シ其 ノ程度 ・・甚 ダ弱 〃、叉沈降素、細 菌凝集

素 ノ形成ハ認 メ ラレズ、次 二余 ノ分離 シ得 タル結核菌

含 水 炭素 ハ全然 生 禮 内 抗 原 性 ヲ有 セ ズ、即 チ相 當 ノ注

射 量 、注 射 同 籔 及 ビ免疫 日籔 ヲ費 ヤ ス モ、人 、 牛 雨 型

何yモ 抗膣 産 生 ヲ認 メ得 ザ リキ、Zinssera.Parker,

Laidlawa.Dudley,PinRer,Seiberta.Munday等 ハ

同様 生艦 内抗 原 性 ヲ認 メ ザ リキ.

(2)試 験 管 内 「ア ソチ ゲ ソ」性

牛 型 菌蝋 脂質 、「アセ トソ」可 溶 脂 肪 ハ何 レモ結 核 血 清

二封 シ屡 ζ特 殊 補 膣 結 合 反 慮 ヲ呈 ヌ ル モ 、含 水 炭 素 ハ

人 、牛 雨型 何 レモ補麗 結 合反 旛 陰 性 ニ シテ、只 時 二沈

降 反 慮 ヲ呈 ス ル コ トア リ、而 シテ其 ノ程 度 ・・甚 ダ弱 ク

Zinssera.Parker,Laidlawa.Dudley,Masuccia.

Glenn,Pinner,Mueller,Enders等 ノ結 核菌 含 水炭 素

二就 キテ 云 ヘ ル が如 キ著 明 ナ ル試 験 管 内「ア ソチ ゲ ン」

性 ハ余 ノ分 離 シ得 タ ル 結 核 菌 含 水炭 素 ニ ノ・認 メ難 シ

ト云 フ ベ シ、 近 年(1932)Andersonノ ・結 核 菌 ノPho・

sphatid及 ビWax中 二 ・・夫 々biologicalreacti◎nノ

ミナ ラズ、ChemicalcoMpositioR二 於 テ モ異 ルPol-

ysaccharidヲ 多 量 二含 有 シ、Phosphatid中 ノpolys-

accharid・ ・沈 降 反 磨 ヲ呈 セ ザ 〃 モ、Wax中 ノpolys・

accharidノ ・沈 降 反 癒 ヲ呈 ス勘 ト云 ヘ リ。

(3)交 叉 試験

牛 型 結 核 菌蝋 脂質 、「アセbン 」可溶 脂 肪 ハ夫 々生 禮 内

抗原 性 ヲ有 シ、特 殊補 禮 結 合 素 ノ形 成 ヲ認 ム ル ハ既 二

述 ベ タ ル所 ナ ル モ、是 等抗 鵤 ハ絶 封 的 特 殊 性 ノモ ノ ニ

テ、homolo9/fア ソ チゲ ン」ノ外 二、 蝋 脂 質 、rア セ

}・ン」可 溶 脂肪 相 互 間 二、 或 ハユ 氏 抗 原 、 結 核 菌 含 水

炭 素 ノ如 キheter・1・geantigenbノ 間 二9・upPenre-

aktiORヲ 呈 セ ザル ヤ 否 ヤ ヲ槍 ス ル ニ、 蝿 脂 質 、rア セ

トソ1可 溶 脂肪 相 互 間i或 ル 程 度 ノgruppeRreaktion

ア ル モ・ 含水 炭 熱 ・・反 慮 セ ズ、叉一 種 ノrリ 剃 ド、

ア ンチ ゲ ン」タ ルヱ 氏 抗 原 トモ結 合 セ ズ、 可 ナ リ嚴 密

ナル 特 殊性 ヲ有 ヌル モ ノ ト思 考 ス。

(4)結 核 菌 蝋 脂 質 、「ア セ ト ン」可溶 脂 肪 蛇 二含 水炭

素 ノ特 殊 「ッ ペ ル ク リ ソ」作 用

結 核 菌培 地 蛋 白、 菌艦 蛋 白、 菌 艦 残 津 ハ何 レ モ 特 殊

「ツペ ル ク リ ン」作 用 ヲ 有 ス ウ ハ 既 二余 ノ 述 凌
シ所 ニ

テ・ 叉 我 敏 室 ノ中 島 ハ 人 型 菌 二就 キ、 ソ ノ蝋 脂 質、

「アセ トン」可溶 脂肪 ハ共 二 「ソ ベ}レ ク リ ソ
」作用 ナ シ

ト云 ヘ リ・ 今 同牛 型 菌蝋 脂 質、fア セbソ 」可溶 脂 肪 並

二結 核 菌 含 水炭 素 ノrツ ベ ル ク リ ソ」作 州 如 何 ヲ槍 セ

o
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ルニ、何 レモー定 量用 フル時 ハ號赤、丘 疹 ヲ來 ス事 ア

ル モ、 結核家兎、 健康家兎 二於ケル 差 異 ヲ認 メラレ

ズ、郎 チ是等物質 ノ皮内接種ニ ヨ})生 ズル皮膚反 磨ハ

結 核感染 ト何等關係ナ ク、寧 口是等物質 ノ有 スル刺 戟

性 ニヨル 非特 異性皮膚反磨 ト見ル ベク、從 ツテ特 殊

「ツベル ク リソ」作用 ヲ有 セヌモ ノ ト思 考ス。

(5)是 等物質 ノ免疫b「 ツ・勘レク リン」皮膚 過敏症

トノ關係

結核 菌培地蛋 白、菌鵬蛋 白、菌盤 痩澤等 ノ免疫家兎 二

就 キ、ソノ「ツペノレク リソ」皮膚過敏症 ヲ起 シ得 ザ リシ

バ既 二述 べ シ所 ナ リ、 而 シテ今 同更 二蛾脂質、 「アセ

Fン 」可溶脂肪並 二含水炭素 ト「ツペルク リソ、ア レル

ギー」bノ 關係 ヲ見ルタメ、 是等物質 ノ免疫途 中一定

ノ間隔 ヲ以テ、免疫 家兎 二「ッペヌレク リソ」皮 内反慮 ヲ

行 ヒ シニ終 始全 ク陰性 二終 レリ、之 ヨ リ察 ス,レニ是等

結核菌rvボ イ ド」及 ビ含水炭素 へ 少 ク トモ余 ノ免疫

方 法並 二注射量 ニテハ 「ツベル クリソ」皮膚過敏症 ヲ

起 シ得 ザル モノ トス.

(6)是 等物質注射 ト動物盟重 トノ關係蛇 二蝋脂質、

「アセ 〉ソ」可溶肪脂免疫家兎 ノ結核感染 二封 スル

抵抗試験 二就 テ

蝋脂質、「アセ トソ3可溶 脂肪 注射 ニヨ リ家兎 ハ殆 ド盟

重減少 ヲ來ス事ナ ク叉弊 死ス}レ事 ナキモ、含水炭素注

射 ニヨ リ・一般 二膿 重減少 ヲ來 シ、時 二弊死 セ リ ト思 ハ

ル ・モノア リSabin一 派 ハ結核菌含水炭素 ノ毒作用

ヲ認 メタ リ.

次 二結核菌 「リポイ ドj免疫家兎 ノ結核感染 二 封 スjV

抵抗成績 ヲ見 ルニ、蝋 脂質免疫家兎 二比 シ、後來 ノ結

核 感染 二封 シ幾分抵抗 ヲ得ル モノ ・如 キモ、 「アセ ト

ン」可溶脂肪 免疫家 兎 ハ却 ッテ 抵抗 力減少 セァレガ如 キ

成 績 トナvリ 、BoquetetNegr6ノ ・結核菌 ノMethyL

alkohol可 溶性 ニ シテ、Aeeton不 溶性物 質ハ結核動

物 二i封シ治癒 的二作用 スルモ、Aceton可 溶性物質 ニ

ハ ソノ作用 ナ〃却 ツテ有 害二働 ク ト云 ヘ リ.

16。 抗原 ト冤疫血清 トノ混和 二於 ケル

膠質學的性歌愛化二就テ(第1報)

伊 藤 政 一(大 阪帝大微研 竹尾結核研究部)

抗原 ト免疫血清 トヲ混 和セル 場合 二起 ル 反懸 ヲ從來

行 ハ レタ,レ方法 トハ 全 ク異 リタノレ方法即其 ノ際起 レ

膠質學的性状憂化 ヲ等電貼及 ビソ レニ 封旛ス ル潤濁

度/二 鮎 ヨ リ検 シ以 ツ テ 反 磨 ノー 端 ヲ明 ニ セ ソ トス。

今 同 ハ薄 「ツ ベ ル ク リン」ト結核 家 兎 血 清 ト ノ 混 和及

ビ健 康 馬血 清 ヲ抗 原 ト セ ル 免疫 家 兎血清 ト抗原 トヲ

混 和 セ ル場 合 二就 テー 部 ヲ報 告 ス。

1.蕉 「ッベ,レ ク リソ」ト結 核 家 兎 血 清 トノ混 和

實 験 動 物 トシテ ハ 傳 研 牛 型 菌 ヲ静 脈 内 注 射 セ ル 彊 重

1.5ヨ リ2竜 ノ結 核 家 兎 ヲ使 用 シ 封 照 ハ 健 康家 兎 ヲ

以 ツ テ ス、 奮 「ツ ベ ル ク リ ンコノ・傳 研 製 品 ヲ使 用 セ リ、

濃 縮 「プ ィ ヨ ソjハ 三 角 「コ ル ベ ソ」二入V、 艀 温室 二4

週 間 放aCti;レ モ ノ ヲ 濫 度80度 乃 至85度 ノ 重 湯 煎 ニ
ヨ

テ其 ノ容 積10分 ノ1二 濃 縮 シ、O.5「 プ ロセ ソ}'」ノ

割 合 二 「加 レボ ー ル」ヲ加 ヘ コ レ ヲ冷 蔵 庫 二保 存 シ、随

時 使 用 セ リ、一 般 二膠 質 溶 液 ノ性 状 ハ其 ノ來 歴 二影響

セ ラ ル ・コ ト大 ナ レバ 被 検 血 清 ノ前 盧 置 ノ・極 メ テ重

大 ナ ノレニ ヨ リー 定 ナ ル コ トヲ要 ス、15時 間 以 上 空腹

ニ セ ル家 兎yリ 溶 血 セ ザ,レヨ ウ探 血 シコ レヲ24時 間

放 置 後2同 遠 心 沈 澱 ヲ ナ シ 血 球 ヲ 完 全 二 除 去 シタ,レ

後 其 ノ血 清2αaヲ ト リ蕉 ザツ ベ7v〃 リ ソJO・03qoヲ 加

へ 、 他 ノ2aqニ ハi封照bシ テ 上 記 ノ濃 縮 「ブ イ ヨ ソJ

O。03aaヲ 加 へ、 更 二他 ノ2αaニ ハ何 レ ヲモ加 ヘ ルコ

bナ ク、 共 二2時 間 艀 卵 器 ニ ヲ キ、 次 デ25度 ノ恒 温

装 置 中 ニ テ其 ノ温 度25度 〉ナ ル ヲ待 チ、 各 々ヲ同量

ノ同 温 生 理 的 食 璽水 ニ テ 稀葎 セ リ、 稀繹 血 清 ノ 「ア ウ

ス フ 切ック ソグ ス ヲ プ チ ム ムJヲ 求 メ ノレ爲 メ ニノ・,18/曾

HCIO.06乃 至0.02αa滴 加 シ、PHヲ 墾 ジ、 コ レニ封

慮 セ'レ溜 濁度 ヲ測 定 シ、夫 レ等 ノ實測 値 ニ ヨ リ曲線 ヲ

得 タ リ、PH測 定 二當 ッテ ハ温 度 ノ攣 化 ニ ヨル影 響 ヲ

除 ク爲 メ25度 ノ 恒 温 装 置 中 ニ テ 操 作 シ「ヒ ン ヒ ドn

ソ」法 ニ ヨ レ リ、 但 シ此 ノ法 ニ ヨ リ測 定 不 能 ナル場 合

ハ水 素 瓦斯 連 鎮 法 ヲ併 用 セ リ、 潤 濁 度測 定 ニ ハ 「カー

ル ソ ワイ ス」製 「プ ル フ リッヒ ス フォトメ ター 」二「トリA

一 ブ ソグ ヌ メッサ ー」ヲ接 績 シ、「フ才bメ タ ー'-jノ「ス 〃

リ ソ」ハL2「 ト リrブ ソグ ス メッサ ー」 ノ 「ス ク リン3

ハ4號 、被 検 液 ヲ入 ル 「キAベ ッテーs■N内裡2.5粍 ノモ ノ

ヲ使 用 シ温 度25度 二保 持 セ リ、 而 シ テ溜 濁 度 ハ相 封

値 ヲ以 ツテ表 ハ セ リ.

奮 「ツ ベ7Vク リ ン」O.03aa加 血 清 ヨ リ得 タ ル 曲線 ヲ皿

曲線 、 濃縮 」ブ イ ヨ ソ」O.03aa加 血 清 ヨ リ得 タ,レ曲線

ヲ1曲 線 トシ、何vヲ モ附 加 セ ザル血 清 ヨ リ得 タ ル曲

線 ヲ 皿曲 線1・ シテ、 コy等 三 曲 線 ノ等 電!鮎 ノPH及 潤
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濁 度 ヲ比較 セ ル ニ、 健 康家 兎 血 清23例 二於 テ次 ノ成

績 ヲ得 タ リ、 即 個 々ノ 動物 ノ 血 清 ノ等電 鮎 二 於 ケ ル

PHニ ハ多 小 ノ差 異 ア リテ、4.7乃 至5.1ノ 範 園 ニ ア

ル モ、藩 「ツ ペ ル ク リ ソ」叉 ハ濃 縮fプ ィ ヨ ソ」ヲ附 加 セ

ル爲 メ=等 電as=於 ケ ルP9ハ 攣 化 噸 ズ、然 ル ニ等 電

鮎 二於 〃 ル潤 濁 度 ヲ ミ,レニ、1及 皿曲線 二於 テ ハ其 ノ

相封 値、 個 々 ノ、血 清 ニ ア ッ テ ハ殆 ド相 違 ナ キ モ、1及

皿 ヲ比較 ス ル ニ大 ナ ル相 違 ア リ、今1ノ 「ア ウス つ ロッ

ク ソグ ス ヲプ チ ム ム」ノ相 樹 値 ヲ 標 準 トシ、ll及 皿 ノ

夫 々 ノ相 樹 値 が 大 ナ ル 時 ニ ハ(十)ヲ 附 シ小 ナ ル時 ニ

ハ(一)ヲ 附 シ テ 表 ハ セ バ、 共 ノ差 ノ範 園 ハ1ト 皿ニ

ア ソ テハ ー3ヨ リ 十5、 然 ル ニ1>皿 ニア ツテ ハ 十

13ヨ リ 十29二 及 ブ、 次 ニ コ レ等 ノ關 係 ヲ結 核 家 兎 血

清51例 ニツ/テ 見 ル ニ 等電 鮎 二於 ケ,レPH・ ・各 血 清

1二 於 テ4・2ヨ リ4。9ニ シテ コyヲ 健 康 家 兎 血清 ノ

ソV二 比 スVバ 酸 性 側 二移 動 匂 レモ ノ多 キモ、L皿

及 皿 ニ テノ、攣 化 ナ シ 帥結 核 家 兎血 清 二蕉 「ッベ ル ク リ

ンJヲ 附 加 ス ノレモ其 ノ爲 メ ニ等 電 鮎 ノPHノ ・移動 セ ザ

ル モ ノ ・如 シ、然)レニ 等電 黙 二於 ケ ル潤 濁 度 ハ1ト 皿

二 於 テ、-3ヨ リ+5ノ 相 違 ニ シテ、健 康家 兎血 清 ノ

場 合 ト異 ラ ザ♪yモ、1ト 皿二於 テ ハ ー5ヨ リ 十9ノ

小 範 園 二止 マ リ、ll)"1ノ 上 、下 二於 テ非 常 二近 接 セ

ル ヲ ミル、コ ノ貼 健 康家 兎 血 清 ノ ソ レ ト大 イ ニ趣 ヲ異

ニ ス
燈

既 健 康 馬血 清 ヲ以 ッ テ セ ル 免 疫 家 兎 血 清 ト抗原 ト

ノ混 和

健 康 馬 血 清 ヲ抗 原 ト セ ル 免 疫 家 兎 血 清 二於 テ、 未 ダ

「uソ グ プ ロ ーペ 」陰 性 ナ ル時 期 ニ ア ッ テ モ何 等 カ ノ攣

化 が本 反 鷹 二表 ハ レザ ル ヤ ヲ瞼 シ 次 ノ成 績 ヲ得 タ リ。

探 血 上 ノ注意 及 ビ血 清 ヲ得 ル 方 法 ハ既 述 セ ル如 ク シ、

各 動 物 ノ血 清2"qニ ハ抗 原 タ,レ健 康 馬 血 清0.05caヲ

加 へ 、他 ノ2cqニ ハ何 モ加 ヘ ル コ トナ ク以 下 ノ皮 置法

ハ 前 述 ノ如 クス、 封 照 ニ ハ健 康 家 兎血 清 ヲ使 用 ヌ
。

抗 原 ヲ加 ヘ タ ル 血清 ヨ リ得 タ ル 曲 線 ヲ 皿曲 線 ト シ、

抗 原 ヲ加 ヘ ザ ル 血 清eリ 得 タ ル 曲 線 ヲ1曲 線1・ ヌ、

1ヲ 標 準 トシテ 皿 トノ關 係 ヲ比 較 セ リ.

健 康 馬血 清1aaヲ 健 康 家 兎 耳静 脈 内 二 注 射 シ21時

間 後 探 血 セ ル モ ノ5例 二 於 テ ハ 等電 鮎 ノPHハ1

及 皿共 二合 致 シ、 潤 濁 度 ハ 皿 が1ヨ リ十9乃 至 十11

大 ナ ル ヲ ミル 然 ♪レニ 封 照 群 ニ ア ツ テハPH二 攣 化 ナ

キ モ、逆 二1ノ 潤 濁 度 が ∬ ノ ソyヨ リモ大 ニ シテ ー3

ヨ リ ー18二 及 ブ、 爾 免疫 血 清 二於 テ「vソ グ プm一

べ」ハ何vモ 陰 性 ナ リ、(A♪ 圃 及(B)圖 ハ1例 ヲ示7・。
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(B)健 康 家 兎 血 清
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健 康 馬血 清1cα 宛2同4日 ノ間 隔 ニ テ 注 射 シ4日 後

探 血 セ リ免 疫 家 兎 血 清 ニ シ テ、 「gン グ プ ロー べ」2

倍 稀繹 迄 陽性 ノモ ノニ ア ツテノ・(C)岡 ノ如 キ 曲線 ヲ

得 タ リ.
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評

稀繹迄 陽性 ノモノニアツテハ(D)圖 ノ如 キ 曲線 ヲ得

タ リ.

〈D)免 疫家兎血清
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17.結 核 患者血液 ノ封結核菌喰菌 作用 二就 テ

山 本 線(北 大 中川内科敬 室)

結核菌 ハ腱 汁酸加培養 二=リ 次第 二毒 カ ヲ減 ジ、抗酸

性 ヲ失 ヒ、形態學的二球形菌二近 ヅク等、普蓮 ノ結核菌

トハ趣 ヲ異 ニセル菌種 二愛 化 シテユ ク事 二關 シ、先年

中川敏授等 が委 シク登 表セ ラ レマ シタ ガ、中川 氏菌 ガ

結核菌 碧 り牝生 セル事 ヲ生物學、冤疫學 方面 ヨリモ謹

明 セ ソ ト欲 シ、余 ハ 中川氏菌 ト善通 ノ瓢ッホ氏結核菌

ノニ ツノ菌種 ヲ 用 ヒテ入 院中 ノ結核 患者97名(肋 膜

炎18名,閉 鎮性肺結核40名 、開放性肺結核39名)、

封照 トシテ93名(健 康 ナル 看護婦48名 、非結核性入

院患 者45名)二 就 キ、大谷氏 ノ絢 激酸加血法 ニヨル喰

菌作用 ヲ試 ミテ、次 ノニ ツノ結果 ヲ得 タ.

(1)中 川氏菌 ハコッホ氏菌 二比 シ(毒 力減 弱が主原

因ナラ ン)一般 二喰菌卒高 クシテ、(コ ッホ氏菌程 ノ

好成績 ハ得 ラ レナ カ ツタ ガ雨菌種 ハ共 二結核 二高

9・〈=・・ホ氏菌ハ大部分t;O'rJ以上、 中川氏菌ハ過牛

厳40㌔ 以上)ニ シテ、殆 ド李行 セル 頂 ヲ 示 シテヰ

ル.課 ノ雨菌種 ノ喰菌 率李行 ノ事實 蕩リシテ、中川

氏菌 ヲ以 テ結核 菌性(TubelkelbazllenNatur)ノ モ

ノナ リトノ謹明 ノー端 二資 セ ン ト欲 ス.

(2)健 康者及 ビ非結核性 患者 ノ喰菌率 ハ共 二低 ク

且 ツ同率ナ ル事 ヨ リ結核患者血液 ノi封結核菌喰菌

作用 ハ結核 二特異性(spezifisch)ナル事 ヲ示 ス。

叉 結核患者 ノ喰菌率ハ著 シク高率 デハアルが、病勢

悪 化 シテ開放性 ニナ ル ト率 ハ更二壌加 スゆ

以上 ヨリシテ 喰菌 率測定 ハ 結核 ノ診断及 ビ豫後推定

二役立ツモ ノ ト考ヘ ル.

1&白 血球 ノ機能 上 ヨリ観 タル肺結核

二就 チ

第2報 、結核菌貧喰能 二就 テ

倉 金 五 鄭(金 澤 市若松療養 所)

本報告 二於 ケ,レ貧喰試験 方法 ハ 被検 者 ノ全血液 二結

核死菌 ヲー定時 間作用 セ ンメ、ソノ白血球 貧喰能 ヲ検

セルモ ノデアル.圭 トシテ中性嗜好 白血球 二就 キ、ソ

ノ全籔 ト分核状態及 ビ寅喰 セ ラレタ ♪レ菌個 数 ヲ精細

二検査 シ、他方被 瞼者 ノ疾病状 態 ヲ顧 慮研 究ス ル虞 が

アツタゆ

(試験 方法 ノ詳細 ハ原 著 ニユ ヅル}

1.結 核 患者 二於 ケル貧喰 奉ハ健 康封 照例 二比 シ、・一一)・

般 二表 二示 スが如 ク劣 弱デ アル.

1.喰 菌能 ト中性 多核 白血 球分核激 トノ關係 ハ健康

者 二於 テ次 ノ如 クデアル.

a.即 チ非常 二9ク 貧喰 スルB群 ト比較的弱 キ貧

喰能 ヲ示 スA群 トヲ別 チ得 ルe

b.核 分葉藪 ノ多 イモ ノ程B群 が漸 次減 少 シ、從

ツテA群 ガ漸次増加 スル傾 向 ヲ有 スル。

c。 然 ・yナガ ラ少 ク トモB群 二閣 スル 白血球 ハ核

分葉籔 ハ大小如何 二拘 ラズ、ソノ食喰能 ハ略 ζ一糠

デ ア ♪レ。

1.然 ル ニ 喰 菌 率 低 下 ヲ 示 セル 肺 結 核 患 者 二於 テ ハ

次 ノ如 ギ愛化 ヲ認 メ ル.

a.貧 喰 奉 ノ低 下 二從 ツ テB群 二翻 ス ル白 血球 ハ

次 第 二減 少 シ、掲 リA群 二魁 ス)v白 血 球 ノ占 ム,v所

トナ ルゆ

b.而 モA群=WS7・}レ 白 血 球 ノ李 均 貧 喰 率 ハ盒 く

甚 ダ シク減 退 ス ル癖

c.貧 喰 能 ノ 低 下 ト核 分 葉 籔 トノ 關 係 二至 ツテ

ハ、貧 喰 奉 中 等度 二低 下 ス ル際 二濁 リ棒 状 核 ノモ ノ

ガ、特 ニ ヨ リ劣 弱 ナ ル食 喰 能 ヲ呈 ス ル外 、爾 絵 ノモ

ノ ニ於 テ何 等 特 別 ノ相 關 ヲ示 サ ナ イ.

肺 結 核 患 者 二 於 ケ7レ 貧 喰 率 ノ低 下 ノ主 ナ ル 原 因 トシ

テ、 核 分 葉 撒 トノ關 係 以 外 二別 箇 ノモ ノ ガ存 ス ル。

1.肺 結 核 患 者 二 於 ケ ル 貧 喰 卒 ノ低 下 ノ原 因 ハ 叉 白

血 球 過 多 ヲ來 ス ベ キ原 因 トモ別 ノモ ノデ ア,レ。

1.肺 結 核 二於 テ 著 シク 貧 喰 能 ノ低 下 ヲ來 セ ル モ ノ
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ハ、ソノー 部 二於 テ腎臓障碍 ト何等 カノ特殊關係 二存

スルモ ノヲ思 ハ シメル。

19.結 核 豫防接種 二關 スル賓験的研究 ζ績報)

島 崎 櫛 有 馬研 究所)

fAO」 ヲ冤疫元bシ テ用 ヒタ 結核豫 防接種 ノ實験 的

研究 ハ既 二青山博士、宮本獣盤 ト再三再 四報告 シタ所

デ アル.夫 等 ノ諸實験 ハ

1.豫 防 接 種 二用 フル ジAOソ 量 、接 種 同 数 及 其 間

隔.

2.豫 防 接 種 ノ 終 了 ヨ リ感 染 二至jレ 間隔 日轍 ノ長

短 。

銑 感 染 菌 株 ノ毒 力 ト菌 量.

4.感 染 ヨ リ動物 ヲ撲 殺 ス ル迄 ノ間 隔 。

右 ノ要約 ヲ種 々ナル 組合 セヲ行 ッテ 観察 シタモ ノデ

其結果 ハ是等 ノ要約 ノ相 關關係 ニ ョツテ優 々デ、或要

約 デハ優良 ナル成績 ヲ暴 ゲ得タ コ トハ確實 デアル.

只今、余 ノ報告 スルモ ノハ 次 ノ要約 ノ下 二行 ツタ實

験 デア)Y.健 康海猿 櫨 重250-300瓦)60頭 ヲ4群

二分 チテ第1群 及第2群 ハ 免疫群 ト稽 シ第1群 ニハ

大 量免疫 ・ノAO15/10冤 疫軍位)ヲ 、第2群 ニハ少量免

疫(AOヱ/4免 疫軍位)ヲ夫 々30日 間毎 日皮下接種 シ、

其豫防接種完了後1ケ 月二 毒力 中等度 ノ人型結核 菌

(有研第25號 株)ヲ 大量感染 トシテ干分 ノ1彪 》少 量

感染 トシテ10萬 分 ノ1地 ノニ種 ヲ皮下感 染 ヲ施 シ

タ。劃照獣 トシテ第3群 モ 同時 二 同様二種 ノ感染 ヲ

行 ヒ、第4群 ノ・何等 ノ虞 置 ヲ施 サズニ健康 ノマ ・ニシ

テ封照 二供 シタ。

以上4群 ノ試獄 ヲ各種類 ノモ ノ1頭 ヅ ・集メ 即 チー・

籠8頭 宛 ヲ入 レテ 同一條件 ノ下 二 飼養 シ是 等 ノ生存

日鍛 ヲ槍査 シタノデアル.

ソノ結果 ハ次表 ノ如 クデアル.

大 量感

1-～ 憩
1000

一 ㎜

量感染
1

0萬
一mgi合 計瞳

叩…}}卿}鴫 刷 　 一 … 旧　

繁1群免
K大 凱 疫)…39瑚

銘5叫8257日

鞭 議 瑚 4767日

㎜

9076日

誕匿鑛繭
3125日 6475日

瑚(第4群健 康)5・74日 …3879日 9053日

郎 チ少量免疫群 が最 モ 生存 日轍多 ク次 ハ封照無塵置

ノ健 康群 デ ア1,、大量免疫群 ハ之二亜 ギ、結核感染i封

照群 ガ最短デ アル。 叉大 最感染群 ハ 少量感染 二比 シ

テ生存 日撒少 ナキ ヲ示 シタ.

依之、AOノ 豫防的数果 ノ存 ヌルコ ト明瞭 ナル ト同

時 二本實験 二於 テ・・AOノ 少景 ヲ用 ヒタル コ1・ヵ・結

核豫防免疫 ヲ賦與 スル ニ最 モ 良 キ 要約 デァッタ コ ト

ヲ示ス.

20.B.C.G.ノ 蜜験的結核 二封 スル

豫防的妓果 卜治療的鼓果 トノ比較 二

關 スル研究

柳 澤 謙(傳 染病研 究所)

傳染病研究所保存B・CGハ 丞zZ二 坐研究 所 ヨ リ

分與 セラレテ ヨリ以來藪年來 毎月約1同 馬鈴薯rグ リ

セ リンブイヨソ」培養 基二 縫代培養 セルモノニンテ
、

途 中一度 モ 膿汁加 馬鈴薯 「グ リセ リンブイヨン」培養

基 其他 ノ培養基 二移植 シタル事ナ キモノニシテ、 ソ

ノ毒 力 ノ如何並 ビニ實験 的結核 二封 スノレ豫 防的数果

ト治療 的数果 トノ比較 ヲ海狸 二依 リテ行 ピタ リ.

毒 カニ關 シテへ 無毒 ニハ非 ザルモ治癒 シ易 キ良性 ノ

結核 ヲ生 ゼ シムル程度 ノモ ノナル事 ヲ知 レ リ.叉 、實

験 的結核 二封ヌ ル豫防的数果 ハ 甚 ダ顯 著カ レニ治療

的数果 ハ少 シ。然vド モ治療 的二B.C.G.ヲ 使用 セ

ルモ場悪スル事 ナキ ヲ確 メ得 タ リの

第20番 ヘ ノ討論 糸 川 欽 也

B・C・Gヲ 用 ヒテセル實験 的結核 二封 スル豫 防的数果

ハ甚 ダ顯著ナ リト申サ レマ シタガ
、ソノ数果 ノ持績時

間ハ如何、及 ビ時間的清長 二就 テハ如 何ナル結果 ヲ齎

フシタデセウカ。

第20番 ヘ ノ糸川氏質問 二答ヘ テ

柳 澤 謙

私 ノ實験 ハ感染後10週 ヲ限度1・シテ全部解 剖 シ、 ソ
ノ解剖的所 見 カラ輕 重 ヲ決定 シタモ ノデ 生存 日籔叉

ハ艶死ス ルマデ ノ状態 ハ襯察 スル事 ハ出來 ナイ
.

第20番 ヘ ノ追加 傳研 佐 藤 秀 三

「ワクチ ンソ 豫防的数果 賄 療 的敷果
トノ・從來混 同

サ レテ居ル傾 向ガアルガ、其間二機序 二於 テ相 當 ノ相

違 がアル ベキデ アツテ、前二豫 防的数果 ノ著 明デ アル

B・c・Gヲ 以 テ、治療 的撫 ヲ見テ只今 ノ報告 ヲサ レ

タノデアル が・其結果 ・・豫 防的数果 ノ顯 著デ ア,レニ反

シテ治療 的敷果 ハ明 カデハナ イ
、他 二未 ダ本 日號表 ス

ル迄 ニハ蓮 シテ居 ナイガ、治療 的数果 ノ相 當 二明 カデ

アルニ拘 ラズ、豫 防的数果 ノ殆 ソドナ イノヲ見テ居 ル
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ノデ、此 ノ方面 ノ研究 者二注意 ヲ喚起 シタ イ爲 ニー言

追加 スル次第 デァル.

第2① 番ヘ ノ追加 満 大 戸 田 忠 雄

佐藤教授 二御伺 ヒシ且御願 ヒ致 シタキ事 ア リ。

傳研bシ テ ノ意 見ハB.C.Gヲ 人髄 二用 ヒ得 ル可能

性 ア リ ト考 ヘラル ・ヤ否 ヤ、吾 々ハ既 二動物實験時代

ヲ終 リ人盟 二i封シテ経験 ア リ,,

問答

ソノ鮎 二關 シテハ充分注意 ノ上實験 ンツ ・ア リ.

第20番 ヘ ノ追加 傳研 佐 藤 秀 三

戸田教授 二封 スル答

B。C.Gノ 人髄 二封 スル皮下注射 ノ方法 ハ 既 二 今村

敏授 ノ實験 サ レタ虜 デ、相 當 ノ数 果 ハアルヤウデ ア リ

マス.之 ヲー般 二推奨 スル 時 代デハナイ ト思 ヒマス

ガ、相當 二興味 アル モノ トシテ注意 シテ實験 的 二實施

シテ、其 結果 ヲ 注意 シテ観察 スベ キデ アル ト思 ヒマ

ス.此 ノ鮎 二就 テモ豫 防的数果 ト治療的数果 トノ混

同 ノナ イヤ ウ、ヂツペル〃 リン」反磨 ノ有無 ヲ標準bシ

テ陰性 ノモ ノニ用 ヒテ、自然感染 二勤 レル抵抗 ヲ見 ル

ヤ ウニ シタイ ト思 ヒマス。

第20番 ヘ ノ追加 阪大 中 谷 繁 一

私 ハ傳染病研究所 ヨリ分與 ヲ受 ケ シB.C。G菌 ヲ昭

和3年10月 來5%「 グ リセ リソ」牛脆汁馬鈴薯 ノミヲ

用 ヒテ禮代培養 ヲ績 ケツ ・ア リ、現在 コ18代 二至ル、

而 シテ ソノ毒 力 ノ愛 化免疫 元性能 力減 弱叉 ハ清 失ハ

全然之 ヲ認 メズ。郎 チ同一菌株 ヨ リ5%「 グ リセ リソ」

牛膿汁馬鈴薯 ニテ 培養 スルモ 柳澤氏 ノ成績 トー致 ス

ル ヲ知 ル.

第20番 ヘ ノ中谷氏 追加 二答 フ

傳研 柳 澤 謙

中谷 氏 ト大盟 二於 テノ病 原性 が一致 シテヰル即 チ10

mg二 於 テハ2週 カラ4週 二注射局所及 ビ局所淋 巴腺

二於 テ潰瘍叉 ハ大豆大硬結 ヲ見 ルモlmg以 下少量菌

ヂハ例 等髪化 ヲ認 メ ズ.

21.「 ツベル ク リン」ノ物 理化學的研 究

k第一報)「 ツベ ルク リン」皮虐及感

特異物 質 ノ孚透膜逼過性 二就 テ

糟 谷 伊 佐 久(北 研)

「ッ ペ2V〃 リソ」ノ特異的皮庸反鷹 二 與 ル 有数物質 ノ

ー般物理 化學 的研究 ヲ企 ツルニ當 リ、其 ノ第 一階 梯 ト

シ テ該 物 質 ノ 牛 透 膜 通 過 性 ヲ 明 カニ ス ル爲 メ 孔 ノ比

較 的 大 ナ ルfセ ロ フγソ」b小 ナ ル 「セ ロ フrソ 」ノ透 析

ヲ行 ヒタ ル ニ、前 者 ヲ極 メ テ 容 易 二通 過 ス レ ドモ、後

者 ヲ殆 ソ ド通 過 セ ザ ル事 實 ア ル ヲ認 メ タ リ。

故 ニ コ ノ關係 ヲ更 二系 統 的 二追 求 セ ソ爲 、濃 度 ヲ異 ニ

セル 「二hロ セ ル ロー ズJ氷 酷 酸 溶 液 ヲ以 テ 任 意 二異

ナ,レ濾 過 孔 ヲ有 ス,レ轍 種 ノ牛 透 膜 ヲ造 リ、赫 料 トシテ

ハ、 ソー ト ソ氏 合 成 培 地 二 毒 力 強 キ 人 型 株 ヲ6乃 至

8週 間 培養 シテ製 シタル 無 加 熱 「ソ"一'g'」1/クリ 巧 ヲ、及

他 二封 照 トシ テ債 ノ定 マ レル ヂヂ フ テ リー 」毒 素、 「ヘ

モ グmビ ン」、 卵 白 「ア ル ブ ミ ソ」溶 液 等 ヲ用 ヒ、 一 定

ノ條 件 ノモ トニ、幾 組 カノ限 外 濾 過 ヲ行 ナ ヒ、然 ル後

得 タ ル 各 ヂフ ラ ク シ オ ン」二就 テ 種 々ナ ル 化 學 物 質 ノ

呈色 反 慮 、分 光 學 的 検 査 、「キ エル ダー,レ2線 窒 素 量測

定 等 ヲ 参 考 ト シ、 「ツ ベ,レ ク リソ1皮 膚 反慮 便 ヲ積 試

験 、 「ヂ フテ リーり 毒 素 償 ノ・海 猿 致 死 量 ニ テ 検 シタ,レ

ニ、 「ツ ペ ル ク リ ン」ノ有 数 物 質 ハ、「ヂ フテ リー」毒棄

ノ・勿 論 、「ヘ モ グ ロ ビ ンj若 シク ノ・卵 白Cア ル プ ミソ」分

子 ノ通 過 ヲ阻 止 ス ル ニ 充 分 ナ ル 程 度 ヨ リ更 二小 ナル

濾 過 孔 ヲ有 ス7V、 「ニ ト・ 匂 レ・ 一 ズ」膜 ヲ通 過 シ得 ル

ヲ確 メ タ リ。

第21番 へ1追 加

東 北 帝 大 熊 谷 内 科 石 田 吉 治

限 外濾 過 二 關 シ テ 「ア ラ ソタ ム、 シ エ ル」二t)%、8

%、12%ノ 割 ニ テ 氷酷 酸 二 精 製 綿 火 藥 ヲ溶 解 シテ、

ソ ノ透 過 度 ニ ツ イ テ試 ミタ ル モ、「シ エ ンレ」二 吸 著 サ,レ

「ツ ベ ル ク リ ソノ 特 異 物 質 多 キ ヲ 経 験 セ リ
。 爾膜 ハ

使 用 ニ タ ヘ ズ濾 過 孔 が 「ツ ペ ル ク リ ソ」10c・a透 過 後 相

當 ニ ソ ノ透 過 度 ヲ障 碍 サ ル。

第21番 ヘ ノ追 加

有 馬 研 究 所 青 山 敬 二

市 販 戸 ッ ベル ク リ ン」内 ニ ノ・、皮 膚 反 癒物 質 二非 ザ ル

「コ ロ イ ド」標物 質 並 ビ ニ 時 ト シテ ハ 結 核 菌 盟 サ エモ

含 有 セ ラ レ ル コ トア リテ、此 事 ハ 「カタ ホ レ・-t'」ヲ利

用 シ テ謹 明 セ ラ レル.要 ハ 「.ツペ ル ク リソ」作 用 物質

ハ 多 ク ノ學 者 ノ言 ノ如 ク 「ポ リベ プ チー デ」近 似 乃至

共 以 下 ノ小 分 子 講 造 ヲ有 ス ル モ ノ ト推 理 セ ラ レマヌ。

第21番 ヘ ノ追 加 北 研 糟 谷 伊 佐 久

追 加 、(1)東 北 帝 大 熊 谷 内科 石 田氏

私 共 ノ方 二於 テ モ 「二1・ ロセ ル ロー ズ」膜 ヲ以 テ濾 過
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試 験 ヲ行 ヒマ シタ が、今 ノ演 訊 中 ニ ァ ルMethodikノ ・

如 何 。

(答)Wadswarth等 ノAlundwmthimbleヲ 手 二入 レ

勲 ネタ ノ デ、fニ トロ セル ロー ズ」ヲ濾 紙 二impregni・

erenシ テ用 ヒマ シ タ"

(問)濾 過 膜 上 二 於 ケ ル物 質 吸 著 ノ問 題 ハ?

(答 ♪ 濾 過 時 二於 ケルPH・ ・7-8二Einste11en'セ

リ姶

追 加 、(2)有 馬研 究 所 青 山氏

自分 モ「コ ロ ヂ ウム」膜 ニ ヨ ル 透 析 試 験 ヲ試 ミタ ガ有

数 物 質 ハ ヨ ク コ ノ膜 ヲ通過 シタ様 二思 フ.

22.不 完 全 抗 原Fシ テ ノ「ツベ ル ク リン」

(績 報)

需 ㌔ 肇(龍研究所)

此 ノ實験 ハ 先 二私 共 ノ行 ヒマ シタ 「ッ ベ,レク リ ソア レ

ル ギー ノ研 究 ノ績 報 デ 御 座 イマ シテ、 矢 張 リ共 ノ成

立 本 態 二關 ス ル モ ノデ 御座 イ マ ヌ.

私 共 ノ・曾 テ「ソ ベノレク リソ」二 感 作 原 トシテ ノ 性能 が

全 然 存在 シナ イ カ乃 至 極 メ テ 薄 弱 ナ}レニ鑑 ミマ シテ、

之 ヲ ー種 ノ 不完 全 免 疫 元 即 チ「ハ プテ ソ」b假 想 シ適

當 ナ ル 賦 活 物 質 ヲ 同時 二 併 用 盧 置 ス ル コ トニ 導ツ テ

「ソ ベ2レク リソ」=抗 原性 ヲ 賦與 セ シム ル 實験 二成 功

シ先 二學 會 二 獲表 致 シマ シタ。 即 チ 「ツ ベ ル ク リ ソ」

亭
ト細 胞 核 ヲ併 用 前 慮 置 致 シマス ト、極 メ テ微 量 ニ シテ

軍 囑 ニ テノ・到 底 過敏 症 ヲ 成 立 セ シメ ノレコ トノ 出 來 ナ

イ程 度 ノ「ソ ペ ル ク リ ン」ヲ以 テ、極 メ テ容 易 二過敏 症

ノ號 現 ス ノレコ トヲ認 メ、更 二進 ソデ少 シ許 リ種 々 ノ實

験 ヲ重 ネマ シテ、細 胞 核 が動 物 禮 内 二於 テ最 モ有 力 ナ

ル賦 活 盟 デ ア}レづ トヲ確 謹 シ、爾 別 二細 胞 核 ヲ分離 探

集 シテ「vべ 」yク リ ソ」ト併 用 スル迄 モナ 久 生 膿 内 二

破 壌 叉 ハ攣 性 作用 ヲ惹 起 サ セ以 テ、細 胞 核 ノ遊 離 ヲ促

ヌ ダ ケデ能 ク 「ツ ペ,レ ク リ ソ」賦 活 ノ 目的 二 蓮 ヌ ♪レコ

トヲ實 験 致 シマ シタ.

今 同 ノ實験 デハ 「ア ミ ロ イ ド」墾 性 ト 「ツ ペ}レク リソ」

過 敏 症 成 立 ノ關係 ヲ研 究 イタ シマ シタ.即 千動物 「マ

ウス ニ實験 的 「ア ミ馨イ ドー ゼ」ヲ起 サ ス爲 メニ硅 酸

曹 達 ヲ以 テ前塵 置 シ、如 斯 動物 二 「ツ ベ ～レク リ ソ」ノ少

量 ヲ接 種 致 シマス ト妓 二著 明 ナ ル ヂソ ベル ク リ ソ」過

敏 症 ノ 號 顯 ヲ 皮 宙 反 磨 ニ ヨ ツテ 謹 明 ス ル コ トが出來

マ シ タ喬 二 種 ノ封 照 卯 チ硅 酸 曹達 ノ 注 射 ニ ヨ ツ テヂア

ミロ イ ド」攣 性 ヲ起 シタ動 物 ニ モ、亦 軍 二 「ツ ベル ク リ

ソ」 ダケ デ前 礎 置 シタル 試 獣 ニモ ヂツ ペル ク リ ソア レ

ル ギーyx之 ヲ登 見 ス ル コ トガ 出來 マ セ ソ,,節 チ澱 粉

様 攣 性 ナ ルー 病 的機 輔 ニ ヨ ツ テ 「ソ ペ ル ク リソ」 ヲ賦

活 ス ペ キ何 等 カ ノ物 質 ヲ 動 物 膿 中 二 蛮 生 セ シム ル コ

トヲ知 ル ノデ ア リマ ス.畢 寛 私 共研 究 ノ 結 果 ハ結 核

感 染 動物 二 必 駿 ス ル ヂソ ベ ノレク リ ン」過 敏 症 ナル モ ノ

ハ菌 盟 中 ノ 「ツベ ル ク リソJ物 質 二基 ク コ ト勿 論 デ ア

リマス が、「ツベ ル ク リ ソ2自 盟 ハ軍 燭 二過 敏 元 性 ヲ具

備 セ ザル 「ハ プ テ ソ」デ ア リ、之 ヲ賦 活 ス ベ キ物 質 ハ結

核 菌 二含 マ レノレ菌 燈 蛋 白デ ハ ナ ク シ テ、結核 病 饗 ニ ヨ

ッ テ動物 盟 中 二 産 生 叉 ハ 遊 離 ス ベ キ 物 質 ト考 ヘ ル ノ

至 當 ナル ヲ想 ハ シメ ル ノデ ア リマ ス。

此 意 味 二於 テ 私 共 ノ研 究 ハ 「ツ ペ ル ク リ 物 過 敏 症 成

立 本 態 ノ説 明 二 多 少 ノ貢 獄 ア ル モ ノ ト考 ヘ ル ノ デ御

座 イマス.

23.結 核 感 染海 撰 二於 ケ ル諸 種 「ア レル ゲ

恥 ニ ヨル「ツベ ル ク リ ン」様 皮 虐 及 感 二就 テ

有 馬 研 究 所 齋 藤 政 信

結 核感 染 海 狸 二就 キ、 諸 種 反 恋 原 ニ ヨル 「ツ ベル 〃 リ

ソ」襟 皮 膚反 慮 ノ 状 態 ヲ 観 察 セ ソ ト試 ミ、 海 瞑 禮 重

300瓦 以上 ノ雄 ヲ用 ヒ、 弱 毒結 核 菌 ノ乳 刺 ヲ作 り、其

ノ0。5彪 ヲ大腿 外 側 ノ皮 下 二接 種 シ、2週 間 除 ヲ経 タ

ル モ ノ ニ 次 ギ ノ 各 種 ノ反 慮原 ヲ レー マー氏 法 ニ ヨ リ

ー 定 ノ間 隔 二 於 テ 海 猿 腹 壁 二 〇.1蝿 宛 皮 内 二注 射 シ

テ、 其 反 懸 ヲ第1日 ニ ハ2時 間 毎 二5回 、 次 デ24時

間 、48時 間b時 間 的 二 観 察 セ リe即 チ反 磨 原bシ テ

用 ヒ タル モ ノハ、 生 菌 、 死 菌、 睨 脂 菌 禮 等 ノ乳 醐 、

「ツ ベル ク リ ソ」、 ヂソ ベ ル 〃 リ ソ」透 析 物 質 、 「ツ ベ ル

ク リン」非 透 析 物 質 、 菌 蒸 鱈 物 質 等 ニ シテ封 照 トシテ

「ブ イ ヨ ソ」及 ビ生 理 的 食 盤 水 ヲ使 用 セ リ
。

反 慮 観察 二際 シ、反旛 程 度 ハ表 二示 ス如 ク陽 性 反 磨 ヲ

強 弱 度 二分 ヶ、9ツ ベ;y〃 リソ」ノ稀 糧 ハ生 理 的 食 盤 水

ヲ以 テ シ、菌 蒸鑑 液 モ實 験 二際 シテ ハ生 理 的 食 盤 水 液

ト シテ用 ヒ,レコ トニ ヨ リ接 種 局 所 ノ歴 痛 、刺 戟等 ニ ヨ

,レ炎 症 獲 赤 ヲ防 ギ タ リ。

爾 叉 菌 膿乳 劉 ニ ヨ,レ「ソ ベ ル ク リソ2様 反 磨 デ ツベ ル

ク リ ン」反 旛 ト比 較 シテ 槍 ス ル ニ當 り、 妙 ベ ル タ リ

ソ」ト菌膿 トノ量的 關 係 二就 テ ノ・、 豫 メ 同株 結 核 蔚 ノ
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}ブ イ ヨ ソ」8週 培 養 ノモ ノ ニ就 キ 相 互 關 係 ヲ大 盟 定

メ タ リ。

其 ノ成 績 ヲ第1群 二就 テ観 ル ニ、

(a)各 例 共 死菌 ト脱 脂 薗bニ ヨ ル 相 違殆 ドナ ク、

略 ミ同 程 度 二反 磨 シ、

(b)菌 蒸{瑠物 質 ハ常 二非 常 二速 カニ 反 慮現 レ、且 速

カ ニ清 失 ス燈而 シテ斯 ノ如 キ稀 薄 ノ ヂツ ベ ル ク リソ」

ト比 較 ス レバ其 ノ反 癒 ノ持 績 ハ 鹸 り差 違 ヲ認 メ ズ。

第2群 二就 テ鋤 レニ、'

(a)各 例 共 二、 生 菌 、死 菌 、脱 脂 菌 膣 ハ共 二略:同

程 度 二反 磨 ス.

(b)「 ツ ベ ル ク リ ソ」 ト 「ツ ベ ル ク リ ソ」透 析 物 質 ノ

雨 者 モ共 二 同程 度 二反 慮 ヌ.

(C)fツ ベ7レ 〃 リ ソ」非 透 析 物 質 デ ハ 極 メ テ 反 癒 弱

シ%

是等 ノ原 因 ハ ヂツ ベ ル ク リy」 反 慮 物 質 が 「ク リス タm

イ ド」以 下 ノモ ノデ、容 易 二 「コnヂ ウ ム」膜 ヲ透 過 シ、

唯僅 少 ノ菌 鵬 「パ ル チ 〃 ノレヘ ソ」、 或 ハ痕 跡 状 ノ「ツベ

ル ク リソ」物 質 が濾 膜 内 二残 存 シ、 此 物 質 ノ作 用 ニ ヨ

ル ト想像 サ ル。 此 ノfツ ベ ル ク リン」非 透 析 物 質 ニ ヨ

ル モ ノハ 、24時 間 以 前 二反 磨 ヲ現 ハス モ ノ ナ シ.之

二反 シ、共 他 ノ反 慮 原 二於 テ ハ試 獣 ノ個 盟 ノ相 違 デ 多

少 ノ異 同 ハ ア リ ト云 へ 、大 燈 二於 テ何 レノ反 磨 原 ノ場

合 モ24時 間 以 前 二即 チ10時 間叉 ハ8時 間 ニ テ 反 慮

ノ現 ハ ル ・ヲ認 メ タ リ.

爾 第1群 ノモ ノ・・第2群 二比 シ、一 般 二反 磨 が速 カ ニ

現 ハ レタ}レ が、之 レハ實 験 ノ時 期 ノ異 ル ニ ヨル感 染 ノ

程 度 即 チ、試 獄 ノザア レル ギ ー-」ノ程 度 ノ相 違 ニ ョル モ

ノ ト考 フ.

爾 又 第10例 ノ試 獣 二於 テ、「ツ ベル ク リ ン」及 ピ ツ ベ

ル ク リ 乳 透 析 物 質 ノ反 慮 ヲ観 ル ニ、 雨 者 共 一 度 反 磨

漕 失 シタ ル後 、生菌 注 入 箇所 ノ號 赤 二絆ツ テ再 ビ同 一

箇所 二螢 赤 ヲ來 シタ リe此 事 實 ハ軍 二1例 二過 ギ ザ ル

モ 「ツ ベ タレク リン」が 一 定 期 間盤 内 二於 テ ー 部 ハ固 著

シ、一 定 度9ア レル ギー 」ノ程 度 が進 行 シタ揚 含 ハ再 ビ

其 反 慮 ヲ現 ハ ス モ ノニ非 ズ ヤ ト考 ヘ ラ ル(表 略 ス)。

24.肺 朧 核 成 分 ニ テ前 虚 置 セル 結 核 感 染 獣

ノfツ ベ ル ク リ ン」過 敏 症a就 テ

有 馬 研 究 所 櫃 田 卓 也

感 作 原 トシテ ノ作 用 ヲ獲 揮 シ得 ザル 少 量 バ)ソ ベ ル ク

リ ンJソ ノ他 ノ結 核 菌 製 鋼 モ、 之v二 細 胞 核 成 分 ヲ混

ズ ル事 ニ ヨツ テ 能 ク 感 作 性 ヲ獲 得 ス ル事 實 ハ 既 二李

林、谷 口、楠氏 等ニ ヨ リ報告 サ レシ所 ナァレが、 コノ細

胞核 成分 ガ結核感染獣 ノ 「ツベルク リソ」反懸郎 チ「ツ

ベノレク リン」皮 内反鷹及 ビ ツベルク リソ」熱反慮 二野

y如 何 ナル態度 ヲ取 ノレカニ關 シテ 動物實験 ヲ行 ヘ リ.

實験:方法

細胞核 成分 ハ肺臓核 ヲ用 ヒ、滅菌生理的食璽水1蛭 中

二5涯 ノ核 成分 ヲ含 ム如 クニ作 リ、ソノ1髭 宛 ヲ1日

置3同 卸チ全 量5選iヲ 腹部 皮下 二注射 セ})es

感染 ハ有 馬研究所保存 ノ 弱毒結核菌 「薗」種 ノ水分 ヲ

含 マ ザ ル 實際菌量1萬 分 ノ1選 ヲ第2同 目ノ細胞核

成分注射 ノ際 二腹部 皮下 二接種 セ リ.

試獣・・膿重100瓦 以上 ノ榮養佳良 ナル雄性海猿20頭

ヲ選 ビ、皮内反旛用 ノ第1、 第2群 、 熱反慮用 ノ第

3、 第4群 ノ4組 二別 チ、各組6頭 宛 ヲ使用 セ リ。

實験 成績

1皮 内反慮(第1表)

第1群 軍 二結核菌1萬 分 ノ1竈 ヲ感染 セ シメタ

ル封照群。

第2群 肺臓核 成分全量15竈 塵 置、結核菌1萬 分

ノ コ竈感染群。

皮 内反慮 二於 テハ第1表 ノ示ス如 クニ、感染2週 後 ニ

テハ肺臓核 成分麗置感染群 ヤ 、強 キモ■未 ダi封照群 ト

ノ問 二明ラ カナル差 ヲ認 メ得 ザルモ、3週 後 ニテハ可

成 リノ差 ヲ示 シ、4週 後 二至 リテハ、封 照群 が陰性乃

至 弱陽性 二過 ギザルニ反 シ、肺臓 核成分虞置感染群 ハ

殆 ソ ド強陽性 ヲ示 シ、就 中 ソノ2頭 ノ・潰 瘍 ヲ作 リ更 二

完全 ナル壌死 ヲモ起 シタ リ.

5週 、7週 、12週 後 ニテハ樹照群 ハ全 然陰性 二終始

セ,レモ肺臓核成分虜置感染群 ハ壌 死 ヲ 起 スニ到 ラザ

ル トハ云へ、爾 強陽性 ヲ持績 セ リ.

既 熱 反慮 、 ・ 輸

第3群 軍 二結 核薗1萬 分 ノ1竈 ヲ 感染 セ シメタ

,レi封照群。'

第4群 肺臓核 成分全量15竈 塵置、結核菌1萬 分

ノ1選 感 染群。

熱反慮 ハ感染2週 後、4週 後 二行 ヒ、「ツベルク リン」

注射前2日 、注射後3日 、2時 間置 キ1日 大盤10同

楡 温 セ リ。

ソノ結果、2週 後 二於 テノ・感染 ノミノ封 照群 タル第3

群 ニテハ 熱曲線 ハ 「ソペルク リン」注射後 直 チニ 上昇

シ初 メテ5乃 至7時 間後 ニ ハ 既二 注射 前二降 ルニ反

シ、肺 臓核 成分慮置感染群 タル第4群 ハ却 テ「ツベ,レ
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第 1 表

置
1動番

物號

第
9/V擁 結繭 噺 、品δσmg(小 血法二

1
`欝 ル實際菌量ンヲ腹部皮下注射 二窃 リテ感染

群

第

2

群

7/V海 狸肺臓核成分5mg腹 部皮 下注射'

9/V海 猿肺臓核 成分51ng腹 部皮下注射

嚇 繊 菌 噛 譲、。1。。mg腹 部皮下

注 射 ニヨリテ感染

UIV海 狸 肺臓核成分5mg腹 部 皮下注射

67

奮
69

70

可
72

73

π
房
76

性灘鱒鍛
別

♂}下

♂

下
…τ 席

♂

♂

藩一

工
舎

魍 鑛重獲慮
35α4101±

310

330

400±

内

反
癒

12
週
後
皮

内
反
磨

7
週
後
皮

内

反
癒

.

5
週
後
皮

内
反
磨

4
週
後
皮

内
反
鷹

3
週
後
皮

370

360

遡
320

330

310

310

± 十 二L=二

±
一

390± 一 ±
・一一『1死 i-一 　㎜…

420粁 柵 ± ・=闇「=醐=

蜘 …±
ミ

4201±

亙◎1τ
400 主
3SO 柵

…±-

i手

什

十
π

柵(淡)

柵(淡)

柵

十 十什

帯

柵

柵

柵

一世

世
まL
柵

柵

.坐

土
柵

ク リ ンゴ注 射 後熱 曲線 ハ膣 下 セ ラ レテ 盤 力 ノ疲弊 ヲ示

シ、4週 後 二於 テハ 封 照群 ハ 「ッベ ル ク リ ソ」注 射 後 直

チニ盤 温 上 昇 シ初 メ5時 間 後 ニ ハ最 高 二達 シ、7時 間

後 ニ ハ既 二注 射 以前 二降 ル ニ反 シ、肺 臓 核 成 分 虞 置 感

染群 ニ テ ハ 「ソ ベ ル ク リソ」注 射 後 ソ ノ 熱 曲 線 バ ー 旦

膣 下 セ ラyテ 後 上昇 シ初 メ、2日 乃 至3日 ニ ワ タ ツテ

稽 留 シテ熱反 慮 ノ強 烈 ナ ル ヲ示 セ リ.

以上 ノ實 験 ヲ通 覧 スル ニ、弱毒 結 核 菌 少 量接 種 二於 テ

ハ ソ ノ感 作性 態 疑 ハ シク、弱 陽性 ノ過 敏 反 旛 ヲ示 ス ト

錐 モ4週 以後 ハ皮 内反 慮 既 二陰 性 二終 始 セル モ、細 胞

核 成 分 ヲ併 用 接 種 セ バ コ ・二 顯 著 ナ ル 過 敏 反 磨 成 立

ス。

即 チ感 染 必 ズ シモ 過 敏 症 ヲ將 來 セ ズ.而 シテ生菌 感

染 二3ル 過敏 成 立 モ、 畢 寛 、 「ハ プ テ ソ」タ 勘 ツ ベル

ク リン」物 質 トソ ノ賦 活 物 質 トノ 共 同作 用 二基 ク モ ノ

ト思 ハ ルゆ

25.「 ア レル ギ ー1成 立 動 機 ノ本 態

青 山 敬 二(大 阪 、有 馬研 究 所)

◎緒 言

結 核 二關 シテ、爾 ホ幾 多 未 解 決 ノ問 題 が吾 等 ノ眼 前 二

横 ハ ソ テ居 ノレが、 就 中、「ア レル ギー」ノ如 キハ永 劫 難

解 ノ謎 トシテ 遺 棄 セ ラ レル カニ 見 エル。 實 二慨 ハ シ

イ コ ト ドモ デ ア,レゥ

元 來、「ア の レギー」が爾 ク難 解 デ ア ル理 由 ノ根本 ハ 。

畢 寛 、コ レ ニ關 與 ス ンレ抗 原 物 質 が一 般 免疫 學 上 ノ通 則

二從 ハ ズ、卸 チ感 作 原(Sensibilisierungsantigen,Sens・

ibilisinogen,Sensiblogek)b反 磨 原(Reakti◎nsantigen,

或 ハ特 二Atlergen)ト が相 互 二乖 離 シテ存 在 ス 」レ ト云

フ矛 盾 シ タ事 實 二在 ル ノデ ア ル。

吾 等 ハ 敬 年來 此 問 題 二就 テ 研 究 中 デ ア リ、 倖 二稽 ζ

:アwレ ギー」ノ本 態 二 鵤 レ痢 レ成 績 二達 シ タ1・信 ズ

ル モ ノデ ア ンレが、今 日、 吾 等 ノ見 地 カラ ス ル ナ ラバ、

從 來 矛 盾 ト見 タル 「ア レル ギ=ノ'現 象 コ ソバ實 二何

等 ノ不審 モ撞 著 モ無 キ正 當 至 極 ノモ ノ デ アノレ.

「ア レル ギr症 状 ノ内 、熱 反 慮、脈 撞 反 慮 、 血 像 攣 化

等 ノ如 キハ、寧 ロ不 定徴 候 群 デ ア リ、診 蜥 上 ノ標 識 ト

ヅテ確 實性 乏 シキ モ ノデ ア ル.反 之 、「ツ ベ ル ク リ ソ」

皮 内反 旛 ハ「ア レル ギ ー」ノ確 徴 デ ア リ、「ア の レギ ー」

成 否 ノ實験 二封 シテ ハ 好 都 合且 ソ本 然 ノ標 識 デ ア,レ.

並 二壁 表 ス ノレモ ノへ 「ツベ ル ク リン波 内反 旛 ヲ標 識

トシタ實験 ノ成 績 デ ア ッ テ、現 二著 々研 究 中 ノ組 織 反

慮 ヲ標 識 トシタ塵 ノ實 験 結 果 二照 シテ、些 カモ観 酷 ヲ

來 タ ス モ ノデ 無 イ コ トノ確 信 有 ル モ ノデ ア ルゆ

因 二、 本論 ノ基 礎 ヲ成 ス モ ノ ハ、 同 僚 、坂 村 、李 林 、

島 崎 、谷 口、 楠 、櫃 田 、齋 藤 等 ノ研 究 ト蛇 二故 菅原 ノ

遺 業 デ ア,レヲ以 テ、起 稿 二臨 ンデ、特 二以 上 ノ諸 家 二

敬 意 ヲ表 ハ ス次 第 ト、 爾 言 。

◎ 「ツベ ル ク リ ソコ

1.「 ッベ ル ク リ ン」ハ 正 シク ー種 ノ 「ハ プテ ソ」デ ア,

ル。 而 モ有 毒 ノ「ハ プ テ ン」デ ア ル.

2.「 ツ ベル ク リ ソ」ハ鏡 敏 ナ反 旛 原 デ アル ガ、此 物 が

感 作原 ト成 ル爲 メ ニ ハ 所 謂 賦 活 物 質 ノ 協 同 ヲ 必要 ト

スル㌔

3.「 ツiN・}レク リ ソ3二 封 ス ル賦 活 物 質 トシ テ、實 際 上

ノ意義 有 ル物 ハ、生 膿 ノ臓 器組 織 ノ細 胞 殊 二其 核 成 分

デ ア ル。

先 箪・蜀 ノ「ツベ ル ク リ ン」モ、其 強 烈 ナ 前 虜 讃1ニ ヨ ツ

テ ハ、動 物 二fア レル ギー ヲ賦 與 ス ノ1・・t:tトモ可 能 デ ア
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ルe此 事 ノ＼ 一 見 『ツ ペ ル ク リyJガ 「ハ プ テ ソ」トシテ

ノ本 質 二惇 ル カ ニ思 へ}レ ガ、實 ハ 「ツベ ル ク)}ソjノ 毒

作用 ヲ被 ッ タ 虚 ノ 組 織 細胞 成 分 ガ 賦 活 物 質 ノ配 役 ヲ

演 ジ タ結 果 デ ア η、 何 等 矛 盾 ハ 無 イ.

5。 細 胞 核 加 「ソ ペ ル ク リ ソ」 ノ 感 作 ニ ヨソ テ 成 立 シ

タ塵 ノ實験 的 「ア レル ギ ー」ノ＼ 感 染 二因 ル モ ノニ比 べ

テ ハ實 二輕 微 ノ程 度 二過 ギ ヌ が、 本 態 的 ニ ハ感 染 「ア

レル ギ ー」ト全 然 同 一 ノ モ ノ デ ア ル。

6.本 來 、 「ア レル ギ ー」ハ 感 染 ヲ 必 須 條 件 ト セブ、

「ツ ペ ル ク リ ソ」〉細 胞 核 成 分 ノ 共 存 ヲ 條 件 ト ンテ成

立 ス ル モ ノ デ アノレか

7.從 來 、理 由不 明 ノマ ・二 「ア の レギ ー」ノ唯 一 條 件

トセ ラ レタ感 染 ソノ モ ノ ハ、畢 寛 、細 胞 核 破 埋 卸 チ賦

活 物 質 産 生 ノ強 行 的 機縛 デ ア リ且 ッ生 菌 力ぜ ソ ベ ノレク

リン」産 生 ノ主 盟 デ ア ル が 爲 メ ニ、 「アy;レ ギーご成 立

二就 テ實 際 上 ノ意 義 ヲ保 ツモ ノ デ アル.

・ ◎ 類 脂 膿

1。 結 核 菌 ノ 「リポ イ ー デ」自麗 ハ 感 作 抗 原 性 無 キ モ

ノデ アル ガ、細 胞 核 乃 至 「ヌク レイ ンjノ 共 存 ヲ侯 ツテ

感 作 性 能 獲 揮 二至 ル場 合 ガ アツ テ、 此 物 ハ恰 モ「ハ プ

テ ソ」デ ア ル カ ニ見 エ ル。 然 シ、 此 場 合 、 所 要 ノ類 脂

盟 量 ハ獣 ノ盟 重9プ ロ キ ロ2約20選iト 云 フ大 量 デ アル

貼 二鑑 ミル ナ ラバ 、類 脂盟 ソ ノモ ノガ 「ハ プ テ 乳 デ ア

ル ト認 メ難 イ.

2.恐 ラ 〃 へ 句 ポ イー デ」材 料 中 ニハ 「アWレ ギ ー」

感 作 ノ主 役 ヂ ア ル 「ハ プ テ ソ」ノ 少 量 が 含 有 ヤ ラ レテ

居 ル ト見 ル が稔 當 デ ア'レ.ソ レ カ、 ア ラヌ カ、 ヂリポ

イ ー デ」材 料 中:・痕 跡 ノ窒 素 化 物 が 詮 弱 セ ラvタ 。此

物 が或 ハし・プ テ ソ」鐙 デ ア ル カ モ知 レヌ,、

3.今 、眼 ヲ轄 ジテー 般 抗 原 論 ノ墾 遷 ヲ顧 ル ニ、 免疫

學 ノ初 期 時 代 ニ ハ 抗 原 ・・必 ズ 蛋 白禮 二限,レ が如 ク ニ

説 カ レタ が、其 後 類 脂 膿 抗 原 読 、踵 イデ ハ 含水 炭 素 抗

原 説 ノ擁 頭 二 葺 ツ テ、從 來 ノ観 念 ハ勘 カ ラ ズ動 鑑 ヲ來

タ シ タ癖

然 ル ニ、研 究 方 法 力盆 ζ巖 密 尖 鏡 トナ ツ タ今 日 ノ學 問

デ ハ.非 蛋 白系 物 質 ノ抗 原 性 ハ再 ビ否 定 セ ラ レル カ ノ

形 勢 二立 戻 ソタ。 例 ヘ バ.澱 粉ヌ.ハ 「v`"チ ソ」ノ假 面

的抗 原 性 ノ 原 因 ハ 結 局 ソ レ等 が 含 ム不 純 物 二在 ル コ

トが判 ソ タ(柿 内).現 在 デ ハ、類 脂囎 抗 原 説 ノ獲端 ヲ

成 ンタ虎 ノ有 名 ナ ルF・A・ サ エ モ再 検 討 ヲ経 ル必 要

二迫 ラ レテ居 ル朕 態 デ ア ル.

彼 是 、照 合 ス ル ニ、結 核 菌船 中 ノ類 脂 髄 ハ 抗原 性 無 キ

物 デ ア リ、唯 之 二微 量 戸 ツ ベ ル ク リ ソ」物 質 が含有 セ

ラ の レニ基 イ テ、時 二 し、プ テ ソJ的 性 能 ヲ現 ハ シ得,レ

モ ノ ト解 ス ル ガ妥 當 ダア,レ。

◎ 生 菌 感 染

1.「 アvつ レギ ー」感 作 性 能 無 キ微 量 弱毒 ノ生 菌 モ、之

二細 胞 核 ヲ加 ヘ タ場 合 、甚 ダ容 易 二感 作原 性 能獲 得 二

至,レ モ ノデ ア,V。 即 チ、生 菌 モfハ プテ ン」ノ特 質 ヲ具

備 ヌ ル コ トガ剣 明 シタ。

2.生 菌 ノ菌 膣 蛋 白 ハ 「ハ プテ ソ」 デ ア リ得 ナ4.然

ラ バ、非 蛋 白膿 タ}レ「ハ プ テ ソ」ノ微 量 が生 菌 中 二含有

セ ラ レル が爲 メ ニ以 上 ノ結 果 トナ ツ タ ニ相 違 ナ イ.

3.本 實 験 二於 ケ,v菌 量0.OOOlne中 二含 有 セ ラYタ

虞 ノ 「ハ プ テ ソ」ハ極 メ テ微 量 二相 違 ナ イ が、而 モ此量

ハ賦 活 物 質 ノ共 動 サヘ ア ノレナ ラ バ、動 物 ヲ感 作 ス ル ニ

既 二充 分 ノ量 デ ア ル コ トガ謹 明 セ ラ レタ.然 ラバ、假

二感 染 二用 ヒ ラ レタ 生 菌 ノ 毒 力 が 充 分 強 キ モ ノ デア

ツ タ トヌ レバ、生鵬 組 織 ハ輕 カ ラ ヌ障 碍 ヲ受 ケ テ爲 メ

ニ細胞 核 成 分 ノ遊 離 トナ リ、「ア レル ギ ー ノ成 立 トナ

ツ タデ ア ラ ウゆ

4.生 菌 へ ら ・プ テ ー ンソ 産 生 圭 饅 デ ア リ、叉實 地

上、 多 〃 ノ場 合 、 賦 活 物 質 ノ 強 制 徴 蛋 吏 デ ア ル 爲 メ

ニ、 感 染 ト 「ア レル ギー トが 重 要 關 係 二立 ツ ノデ ア

JVo

5.菌 蛋 白 ソ ノ モ ノハ 、「ハ プ テ ソ」ノ賦 活 物 質 トシテ

ノ役 割 ヲ勤 メ ル モ ノデ ノ・無 イ.若 シ、假 二菌 蛋 白自儘

ガ「ノ・プテ ン」ヲ 「ア ク チ ビー レ・ン」ス)Vモ ノ デ ア ラバ、

本 實験 二見 ル如 〃、既 二感 作 有敷 量「・・プ テ ソ」ヲ包 藏

ス,レ虜 ノ菌 饅 ガ特 二細 胞 核 ノ 補 佐 ヲ 侯 タ ザ ル以上感

作 原 性 能 ヲ顯 ハ ス ニ至 ラナ イ トノ理 由 ガ立 タ ヌ.

6.菌 蛋 白 へ 本論 ノ意 味 二於 ケ ル 「アvル ギー」ノ感

作 原 デ ハ無 ク、感 作 原 ノ前 階 級 タル 「ハ プ テ ソJデ 毛無

ク叉 ソ レ ノ「ア クチ バ トー,レ」デ モ 無 イ。

7.「 ア レル ギ ー」ヲ感 作誘 獲 ス ル モ ノノ・、 如述 ノ 「ハ

プ テ ソ」〉ソ ノ「ア クチ バ トー ル」、 即 チ、rツ ベル ク リ

ン」物 質}・臓 器細 胞 核 成 分 トデ ア ル。

◎ 加 熱 死 菌蚊 二脱 脂 菌

所 謂 感 染 「アVlyギ ー」モ、結 局 ザハ プテ ソ」ノ作用 二鍋

シテ、本 態 的 ニハ菌 ノ生死 ハ 最 早 問題 デ 無 イ コ トが謹

明 セ ラ レタ以 上 、 死 菌 ノ前 威 置 ヲ受 ケ タ 試 獣 が「ア ソ

ル ギ ー」ヲ獲 得 シテ モ 何 等 不 審 デ ナ ク、 要 ノ・rハ プ テ

ソ」 トソノ 「ア ク チ バ トー 朽 トノ問 題 テ・ア ル
。ソ シテ、

賦 活 物 質 ノ・、必 ズ シ モ生 菌感 染 二因 ラズ トモ、軍 ナル
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「ツ ベ♪レ〃 リソ」或 ハ 菌 蛋 白 ノ毒 作 用 二基 イ テ 退 行墾

性 二隔 ツ タ 生 髄 組 織 細胞 カラ 容 易 二 供 給 セ ラ レル コ

トモ明 カデ ア ル.

坂 村 ハ、 加 熱 死 菌 、 酒 精 「エ ー テ ♪レメ脱 脂 菌蚊 ゴ アル

カ リ、 ク ロ ロホ 」レム」脱 脂 菌 ノ三 蓮 リノ物 ヲ以 テ海 猿

ニ ソレ ゾ レノ前 盧 置 ヲ施 シ、 其後1週 目 カテ15週 二

亙 ツテ、試 獣 ノ 糟ヱ ー マ ア戊 反 磨 ヲ観 察 シテ、供 用 シ

タ前 記三 通 リノ 抗 原 物 質 二基 ク'rア レル ギ'一一」ノ強 躬

ヲ比 較 シタ.其 結果 ヲ 概 括 ス ル ニ、 「ア ル カ リ、 ク ロ

mホ ル ム3ノ 強 烈 ナ 脱 脂 塵 理 ノ結 果殆 ソ ド純 粋 ノ蛋 白

bナ ソ タ菌 膿 トノ 「ア レル ギーa感 作 能 力 ノ・甚 ダ 微 弱

デ アル ガ、普 通 ノ加 熱 死 菌 膿 ニ ハ強力 ナ感 作 性 能 ガ存

シテ居 ル コb明 カデ アルe而 シテ、酒 精 「エ ー テ ル」ノ

翠純 ナ脱 脂 操 作 ヲ 受 ケ タ 菌 艦 ノ感 作能 ハ 以 上 雨極 端

ノ中間 二位 シ テ居 ル。 コ ノ事 ハ、 菌 蛋 白 ソ ノ物 ニ ヂソ

ベ'レク リ ソア レ,レギーj感 作 ノ作 用 無 キ コ ト、 感作 性

能 蛋 揮 ノ 圭 盟 ハ 菌 盟 中 二 含 有 セ ラ レル 他 ノ物 質(如

訊 「ノ・プ テ ソJ)デ アル ベキ コ 〉、 蛇 二此 「ハ プテ ン」ハ

睨 脂 塵 理 ノ際 菌盟 カ ラ 喪 失 セ ラ レル モ ノ デ ア ノレコ ト

ノ詮 櫨 デ ア ル。 此 事 實 へ 之 ヲ翻 二類 脂 盤 ノ實 験 ノ項

デ述 ベタ如 ク、菌 盤 カラ抽 出 セ ラVPt「 リPtイ ー デ」中

二 「ハ プテ ソJノ 混 在 ガ 謹 明 セ ラVタ 成 績 ト 照合 ス ル

ナ ラ バ、一 暦 興 味 ガ深 イ.

菅原 氏 「ア レル ゲ ソ」(A.S.)

結 核 菌 培養 ヲ蒸 鯉 ス ノレコ トニ ヨ ツ テ、一種 ノ刺 戟的 臭

氣 ア ♪レ揮散 性 物 質 ヲ捕 集 ス ル コ トが出來 ル.此 物 へ

結 核 罹 患個 盟 二i封 シテ、fツ ベ ル リ リ ソ」トー 致 ノ陽 性

傘 ヲ示 ス所 ノ反 慮 原 デ ア ル ガ、コ ノ新 「ア レル ゲ ソ」ニ

ヨル反 磨 ノ號 現 へ 從 來 ノ 「ツ」反 磨 二比 シ遙 カニ迅 速

デ、 接 種後4-5時 間 目 ニ ハ既 二顯 著 ナ皮 膚 ノ炎 症 が

認 メ ラ レル コ トヲ特 色 トス,レ(菅 原).

上 記 ノ新 「ア レル ゲ ソ」ヲ、 以 後、 吾 等 ハ菅 原 氏 「ア レ

ル ゲ ン」(AS.)b呼 ブ コ トニス ルe

吾 々"'S.A.二 就 テ ソ ノ感 作性 能 有 無 ヲ検 シタ 結 果 、

大 略 次 ノ事 丈 ケ ハ分 明 シタ.

1.S.A.ノ 痕 跡 的 微 量 モ、 之 二細 胞 核 成 分 ヲ加 ヘ テ

動 物 二接種 ス1/バ 、試 獣 ハ容易 ニドア レル ギ ー」獲 得 二

至 ♪レ。

2.S.A.ノ 或 ル量 以 上 ノ場合 ハ、 其 物 軍 濁 デ以 テ、

能 ク感 作 ヲ途 行 シ得 ル。

要 之、S.A.ハ 有 毒 性 「ハ プテ ソ」ノ特 質 ヲ具 備 ス ル モ

ノデ ァ リ、「アVjl・ ギー」感 作 二封 シテ ハ ソ ノ痕 跡 的 徹

量 デ既 二充 分 デ ア リ、反 磨原 ト シテハ紳 速 無 類 ノ反 鷹

ヲ現 ハ ス等 、「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ遮 カ ニ凌駕 ス ル性 能 ノ

所 有 者 デ ア ルe斯 ノ如 〃、S.A.パ ツベ ル ク リ物 ノ

特 質 ヲ最 モ端 的 二表 明 ス ル 所 ノ代 表 的物 質 デ ア ッテ.

恐 ラク ハ ら・プ テ ンjト シテ ノ軍 位 膿 デ ア ルe

若 シ、 「ツ ベル ク リソ」が牝 學 上Polypeptide近 似 ノ

物 デ ア ラ バ、S.A.ハ 恰 ガ モ ソvノ 分 解 産 物 タ 声レ「ア

ミノj酸 ノ如 キ 關 係 ヲ示 シテ、 「ツ ペ ル ク リ ソ..!中二混

在 ス ル ト推 断 シテ可 イ導

◎ 線 括

1.rツ ベル ク リ ソ」物 質 ノ「ハ プ テ ソ」的特 性 へ 凡 テ

SA.ニ ヨツ テ明 確 二表 現 セ ラ レル。S.A.ハ 「ツ ベ,レ

ク リ ソ2物 質 ノ代 表 的 作 用 物 質 デ ア ツ テ、 恐 ラ 〃ハ構

造 簡 軍 ナ ル輩 位 的 「ハ プ テ ソ」デ アル 。1ツ ベ]t"ク リ 殉

トS.A.ト ノ關係 ・・、 恰 カ モ 泳 りベ プ チー デ」ド ア

ミノ」酸 トノ關係 ノ如 キ モ ノb想 像 セ ラV」V(此 鮎 、化

學 者 ノ究 明 ヲ待 望 ス ル次第).

2.生 盟 諸 臓 器 ノ 細 胞核 成 分 ハ 「ツ ベル ク リソ」二封

ス ル賦活 物 質 デ ア ルe「 ツ ペ ル ク リ ソ」カベ ア レル ギー」

ノ感 作原 タ ル爲 メ ニ ハ、必 ズ コ ノ賦活 物 質 ノ協 力 翌必

要 トス,レ。

3.「 ツ ベ ル ク リ ソ、アV」Vギ ー」成 立 二絶 封 必 要 ノ條

件 ト言 ヘ バ、「ツ ベ ル ク リ ン」物 質 ト細 胞 核 成 分bノ 共

同作 用 ガ 郎 チ ソ レデ ア ル.感 染 ハ、 畢寛 、 「ツ ベ ル 〃

リソ]産 生b賦 活物 質遊 離(組 織 破 壌)bヲ 同時 二途 行

ス ルー 機 縛 デ アル が故 二、實 際 上 ノ意 義 重 キ モ ノ デ ァ

♪レo・

4.結 核 菌 ノ菌蛋 白蛇 二類 脂 膿 ハ、 凡 テ 「ソ ベ ル ク リ

ソ、 アy」 レギー」ノ感 作 原 デ ア リ得 ナ イ(若 シ、菌 鵤 蛋

ニ ヨル感 作 ガ行 ハ レタ ナ ラバ、當 然 ノ結 果 トシテ、 菌

蛋 白過 敏症 ガ成 立 ス ベ キ デ ア ル).

◎ 結 論

ら・プ テYJタ,ジ ツ ペ ル ク リ ソ」 ト臓 器 組 織 ノ細 胞 核

成 分 トノ共 同感 作 二基 ク所 プ ーア レル ギ ーソ ・、其 成 立

動 機 二徴 シテ 明 カナ ル通 リ、何 等 抗 菌 的 意 義 無 キ モ ノ

デ ア ル。 即 チ、斯 ノ如 キ 「ア レル ギ ー」ハ免 疫(狭 義)y

ハ全 然 關係 が無 イ。

然,レ ニ、實 際 上 、 結 核 感 染 ノ楊 合 ハ 、 上 記 ノ如 キ ら・

プ テ ソjヲ 綾 ル 『アV?レ ギー 」成 立 ノ 傍 菌 彊 蛋 白 二3ル

感 作 現 象 モ 存在 ス ル ト解 ス ベ キ デ ァ ル.菌 膿 蛋 白感

作 ノ結 果 ハ當然 、 一 種 ノ蛋 白過 敏 症 二 他 ナ ラズ、 即

チ、直 接 抗 菌 的 意 義 ヲ有 ス ル モ ノデ ア ッテ 、免 疫機 嬉
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ノー 端 デ ア ル。

約 言 セ バ、 「))2・x・」レク リ ソゴ過 敏 症 ハAIlergen二 關 ハ

ツ テ、 免 疫 二關 係 ナ ク、 菌 蛋 白過 敏 症 ノ・Immunogen

ヲ綾 ツ テ、免 疫 トノ・不 可分 ノ交 渉 ヲ有 ツ モ ノデ ア ル。

斯 ク観 ル時 、從 來 混 沌 錯 雑 ヲ極 メ タ ル結 核 過 敏 症 ノ問

題 モ、始 メテ 、現 象本 然 ノ實 態 二郎 シタ}レ正 鵠 ノ解 繹

二i達ス ル モ ノ デ ア ルe

最 後 二吾 等 ノ 研 究 が し・プテ ン」學 説 二 寄 與 ヌ ル 所 ノ

ニ三 ノ事 實 ヲ違 ベ テ、 結 尾 トス ル.郎 チ、

1.「 ノ、プテ ソ」ノ原 理 ハ 箪 二 血 清 學 上 ノ ミデ ナ ク組

織 免疫 二關 シテ モ通 鯖可 能 デ ア ル.

2.「 ハ プ テ ソ」學 設 中、賦 活 物 質 トシテ重 要 ナ ァV牛痘

苗 ト 豚血 清 トノ 作 用 モ途 二、 吾 等 ガ實 験 二於 ケ ル如

〃、 核 蛋 白艦 二蹄 著 ス ベ キ如 クデ ア,レ.

3.「 ハ プテ ソ」中 ニ ハ有 毒 性 「ハ プ テ ソ」(實 例 「ッベ

ル ク リ ソ」)ガ ア ツ テ、 此 物 ガ 完 全抗 原 化 ス ル爲 メ ニ

ハ、 ソ レが少 量 ノ場合 ハ 賦 活物 質 ノ添 加 ヲ要 求 シ、 大

量 ノ場 合 ハ 、固 有 ノ毒 性 ヲ侍 ン デ所 要 ノ賦 活物 質 ヲ生

髄 内 二産 出 セ シメ テ 之 ヲ捕 痩 ス ル モ ノデ ア ル.(以 上)

自抄.

26.諸 固艘 樵 査 二於 ケ ル奮 及 ビ分 劃 「ツベ

ル ク リ ン2陽 性 率 ノ差 及 ビ移 動 ノ考 察

東 北 帝 國 大學 讐 學 部 熊 谷 内科 敏 室

石 田 吉 治

「ツ ペ ル ク リ ン」皮 内 反磨 二窩 「ッ ベ ル ク リ ソ2及 ビ奮

「ッ ベ ル ク リ ソ」ヲ三 轍 化 酷 酸 ヲ 以 テ ー 旦 沈 澱 セ シメ

「ア7Y=-7Vエ ー テ,レ」ニテ 十 分 洗 瀞 シ 後再 ビ 水 二溶

解 シタ分 劃 「ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ用 フe稀 繹 度 ハ 種 々 ノ

前 試 験 ニ ヨ リ 中 等度 肺 結 核 患者 ニ テ ハ薩 「ッ ペ ル ク リ

ン」千 倍 二封 比 シテ分 劃 「ツ ペ ル ク リ ソ」五 百 倍 ニ テ凡

ソ同一 程 度 二反 磨 ヌ ルe皮 内 反 旛 ハ此 ノ稀葎 液0.1aq

ヲ用 ヒ5mmヲ 陰 陽 ノ界 トシタ。

今 外 來 結 核 患 者 ニ テ ノ成 績 ヲ ミル ト、肺 結 核 患 者 ニ テ

ハ 雨 者 同檬 二反 鷹 シ、 末 期 重 症 患 者 デ 陰 性 ドア ネル ギ

ー 」二傾 イタ モ ノ及 ビ健 康者 、 初 感 染 、 肋 膜 炎 等 ニ テ

ハ 差 ガ認 メ ラV・ル。殊 二初 感 染 ニ テ蕪 らソベ ル ク リ ソJ

陽 性 ニ テ分 劃 ヂツベ ル ク リ 若 陰 性 ノ者 多 イ事 ガ 目立

ッ テ キ ル(第1表)e

動 的 ニ ミル ト初 感 染 ニ テ同 時 二陽 縛 セ ル モ ノ、一 方 邊

レテ縛 化 セ ル モ ノ(之 ハ多 ク ハ蕉 「ソ ベ ル 〃 リ ン」ガ先

二陽 性 二轄 化 ス,レ。 然 シ反 封 二 分 劃 が 先 二陽 性 二縛

化 ス ル少 数 例 が ア ノレ).榑 化後 中 ニ ハ 陽 性 度 極 弱 イ ノ

の

が ア リ、叉 ハ李 行 セ ズ動 樒 ス ル場 合 等 ガ ア ル。 叉 肺結

核 死 亡 直前 陰 性 「ア ネル ギー」トナ ル 時、雨 者 卒行 シテ

清 失 ヌ ル場 合 ト奮 「ッベ ル ク リソ」反 磨 先 ヅ 清 失 シ分

劃 ノ後Vテ 弱 クナ ～レ場 合 トアル(第2表)。

次 二 動 的 二追 及 シタ ニ 三 ノ例 ヲ 示 ス コ トニス ル。通

常 ノ 肺 結 核 ニ テ ハ 薄 及 分 劃fツ ベル ク リ ン」同様 二反

慮 シ、 治 癒 二 向 フ ト 赤 沈速 度 減 ジ 雨 反 慮 度 弧 ク ナル

(第1例).増 悪 二件 ツ テ 死 前 二 「ア ネ ル ギー費 ナ2Ve

(第2例 〉初 感 染 デ"蕾 陽叉 ハ 弱 陽 二樹 シ テ 分劃 陰性

ノ者 可成 ア ル之 ハ 時 ヲ経 テ 同様 二 反 慮 ス ル ヤ ウニナ

,V(第34例)e陽 縛 後恢 復 二至 ル ト赤 沈速 度 正 常 二近

〃、 雨反 磨 中等 度 トナ ル モ、肋 膜 炎 ヲ起 ス時 ハ、一 時

弱 クナ,レe治 癒 二向 フ時 ハ 雨 反 磨 強 〃ナ ル(第4例)。

雨 者 ヲ併 用 シデ 固禮 二行 ツタ成 績 ハ、2同 以 上 検査 シ

タ人 員 ヲ 固 膿 別 二 分 類 ス ル。 此 ノ中大 學 病 院 看詔 嬬

生 徒及 附添 生 徒 ハ3ケ 月 、5ケ 月及10ケ 月 目 二検 査

シ タ モ ノデ アル ガ、其 ノ他 ハ第1同 ト第2同 検 査 ノ、6

ケ 月 ノ間隔 ガア ル。

1.検 査 ノ初 ト終 二 同標 雨 反 磨 ア リ シモ ノ。

2.初 ヨ リ薄 及 分 劃 「ツ ペ ル ク リ ソ」陰 性 ヨ リ同程 度

二韓 化 セ ル モ ノ(初 メ薄 ヨ リモ 分 劃 少 シク強 キ少数例

モ合 ス ル).

3.初 メ奮 ザツ ペル ク リ ン」陽 性 、 分 劃 陰 性 叉 ハ薄fッ

ペ ル ク リン」反 慮3リ 弱 イ モ ノ、 第2圖 二爾 者 同標 二

陽 性 二反 磨 セル モ ノ.

4.初 メ共 二陽性 ナ ル モ薄 「ツ ベ ル 〃 リソ」反 磨分 劃

ヨ リ強 ク後 二奮 「ツ ペ ル ク リン」反 磨 弱 ク ナ リテ爾者

共 二同様 二弱 陽 ナ ル モ ノ呑

5.陰 性 ヨ リ 雨 反 鷹 ノ イ ヅvカ"弱 陽 性 二 反 慮 セル

モ ノ 。

6.曹 ドツベル クリン」ノ方強 ク分劃弱 久 第2同 目モ

同様 二愛化ナキモ ノ。

=ノ 中(2)→(5)ハ 此 ノ6ケ 月乃至10ケ 月間 二初感

染 ヲ経過 セルモノナルコ ト既述 ニ ヨリ推察 スルコト

が出來 ル.荷 ハ 大部分今初感染症 ヲ患 ヘツ ・アル毛

ノ ト考ヘ ラ レル。

今 團膿 二就 テ ミルニ 松 島灘 島懊 上 二於 クル 宮戸島及

桂 島小學 校生徒ハ既感染 ノモ ノ ・非常 二少 ク、寒風澤

小學校 ハ 市 内小學校 二 近 キ 既感染者 ア ル モ6ケ 月

間二陽性 二轄 化 セルモ ノ郎既述 ノ分類(2)(3)(4)

(5)ノ 数極 メテ少 イ、之 二反 シ市内 ノ小學校、女學校

ハ之 ヨ リ可ナ リ多 イ初感染者 が6ケ 月間 二出テ居ル。
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男 師 範學 校 二於 テ第1同 二既 二9ろ%ト 言 フ非 常 二高

イ陽 性 率 ヲ 示 シテ6ケ 月間 二 初 感染 セル モ ノハ 非 常

二少 〃ナ ツ テ ヰ ル。 之 二 反 シ大 學 病 院 看 護 婦 及 附 添

講 習 生 ・・入學 當時 ノ陽性 率70%ruリ10ケ 月 間 二94

%ノ 陽 性 卒 ニナ ツ テ ヰ ルe即 チ コ ノ10ケ 月間 二牛 激

二近 イ人 員 が初 感 染 ヲ経 過 シタ コ トが解 ル 。

附 記

一 鼠雨 反 慮 共 二同 標 二強 クナ リ更 二弱 ク ナ ル際 二、奮

及 分 劃 ツ ベ1レク リy.1反 鷹 が 再 ビ異 ツテ 反 磨 シ來 ル

コ トガア ル様 デ アル。 即 チ 健 康 二近 イ 人 デ 肺 ヱ 線 像

二石 灰 沈 著 ガ ア リ、僖 「ソ ベル ク リソ」反磨 中 等度 陽 性

ノモ ノ、分 劃 「ツ ベ ンレク リ ソ藩反 磨 極 メテ 弱 ク反慮 ス ル

コbが ア 」Ve即(6)二 治 癒 シタ 結 核 が 一 定 籔 含 マv

テ ヰノレ檬 デ ア ル.之 二就 イ テハ 今 日未 ダ 決 定 的 ノコ

ト・・違 ベ ル マ デ ニ ハ至 ラナ イ.

第26番 《 ノ討論 今 村 内 科 黄 楊 一 雄

「ツ ペ ル ク リ ソ」反 磨 が 陰 → 陽 → 陰 → 陽 ト璽 化 ス ♪レ場

合 ニハ 陰 性 ノ限 境 ヲ 如 何 ナ ノレ黙 ニ オ クベ キ カザ 重 要

ナ事 デ ア リマ ス、 封 照 二濃 縮 「ブ イ9ソ .1ヲ使 用 シテ

「パ ラ レル ギー,」ヲ防 ギ、又 封 照 二比 シテ少 シデ モ反 磨

ガ強 ケ レバ コ レ ヲ 陽 性 ト ミナ シ テ 判 定 ス ル事 が 必 要

ダ ラ ウ ト思 ヒマ ス⑬

第26番 ヘ ノ返 答

東 北 熊 谷 内 科 石 田 吉 治

本 同 ノ演 説抄 録(6頁)10行 二陰 → 陽 → 陰 → 陽 云 々二

就 イテ ハ、コ ノ際 ハ藩 「ツベ ル ク リ ソ」千 倍 、分 割 「ツ ペ

ル ク リ ン」五 百倍 ノ反 慮 観 察 ナ ル モ、陰 性 ノ時 奮 百倍 、

分 割 「ッ ベル ク リ ン」五 十 倍 ニ テ ノ・弱 陽 性 デ アッ タ。

27.1ツ ベ ル ク リ,ン」笈 感 卜結 核 罹 患a就 テ

千葉 磐 科 大 學 佐 々内科 教 室

堂 野 前 維 摩 郷

林 信 雄

高 橋 敏 夫

安 原 俊 郎

杉 山 三 鄭

山 口 靖

「ツ 樹 レク リソ ア レル ギ ー」=caス ル 研 究 ハ 最近 各 方

面 ヨ リ盛 二行 ハ レ、其 報 告 モ紗 クナ イ が、尚 種 々 ノ黙

二於 テ 諸 家 ノ見解 ハ 必 ズ シモ ー 致 ヲ見 テ ヰナ イ。 演
ロ

者等 ハ之 二鑑 ミ昭和6年 以降千葉磐科大學附属 馨院

勤務 ノ看護嬬 二就 キfツ ベルク リソ」反旛 ヲ検 シ、其

反 慮 ノ推移並 二之 ト結核罹患 トノ 關係 ヲ追及 シ、 叉

胸 部 「vソ トゲ ソ」像 二於 ケル陰陽性 者 ノ差異、陽性

縛化後 ノ墾 化等二就 キ観察 シタ.鼓 二 其概略 ヲ報告

ス ル 。

検 査 方法

「ツ」反 旛 ハMendeLMantoux氏 法 ニ ヨ リ、 共 實 施並

二結果 ノ判 定 ハ 小 林義 雄 氏 ノ方 法 二準 ジテ 行 ツ タ.

反 慮検 査 ハ原 則 ト シテ 牛 乃 至1ケ 年 毎 二施 行 シタ が、

一部 ノモ ノニ ハ1乃 至2ケ 月 ノ 間隔 ヲ 以 テ 頻 繁 二行

ツ タ。 検 査 総 数243名 、 観 察 期 間1乃 至4ケ 年 デ ア

ル¢

検 査 成 績

1)新 入 直後 ノ 「ツ」反 磨 陽性 率

4ケ 年 度 ノ李 均 ハ25・2%デ 、 之 ヲ年 齢 別 ニス レバ 其

陽 性 率 ハ年 齢 ト共 二上昇 シ、叉 入學 前 都 市 二居 住 シタ

ル者 ニハ町 村 二居 住 シ タ ♪レ者 二比 シ陽 性 者稽 く多 シ。

被 験 者 ノ登 育 状 態 、撃胸 團 ノ大 イサ、出 勇 家 庭 ノ職 業 ト

陽 性 率 トノ間 ニハ ー 定 ノ關 係 ヲ認 メナ イ.

2)「)y」 反 慮 ノ推 移 ト結核 罹 患

a)新 入 時fツ 」反 旛 陰 性 ナ リシ者 ノ内 ヨ リ毎 年 卒 均

其12%が 陽性 二縛 化 レタ,,從 ツ テ勤 務 年 限 二比 例 シ

テ陽 性 率 が高 ク ナ ル。

陽性 縛 化 二際 シテ ノ「ツ」反 慮 ノ推 移 ハ、陰 性 ヨ リ突 然

強 陽性 二轄 ジ 後略1同 ジ 強 サ ヲ示 ヌ モ ノ 及 ビ先 ヅ弱

陽性 トナ リー定 期 間 内 二漸 次 増 強 ス ル モ ノ多 キ モ、稀

ニハ長 期 間 疑 陽性 、疑 陰性 、 時 二陰 性 トナ リ、時 二弱

陽 性 トナ ル如 キ輕 過 ヲ反復 ス ル モ ノ ガア ル.

新 入 時 「ツ」反 磨 ノ 陰 性 ナ リ シ モ ノ 総 轍162名 中1乃

至4ケ 年 ノ観 察 期 間 中 二陽 性 二縛 化 セ ル モ ノ56名 ア

リ。 コ ノ内31名 ハ何 等 ノ症 歌 ヲ呈 セ ザ リ シモ、6名

ニハ ー過 性 二微 熱 、 咳 漱 、 全 身 倦 怠 等 ノ 不 定 症 獣 ア

リ、残 リ19名 ハ結 核 二罹 患 シタ。即 チ全 陰 性 者 ノ11.7

%、 陽性 縛 化 者 ノ33.9%二 當7レ.之 ヲ細 別 ス ル ト、

灘 性 肋 膜 炎10名 、結 核 性 腹 膜 炎1名 、肺 結 核8名 デ、

コ ノ内5名 ハ急 性 ノ経 過 ヲ1・ツ テ死 亡 シタ
.

b)新 入 當初 ヨ リ「ッ」反 磨 陽 性 ナ リ シ 茎 ノ総 藪81

名 二於 テ ハ、前 述iノ観 察期 間 中 「ツ」反 懸 ノ強 サ バ略 く

同様 ニ シテ陰性 轍 ヒ者 ニ ハ 遭 遇 シナ カツ 死 コノ 内

5名 即 チ陽性 者 ノ6.2%が 結 核 二罹 患 シ タ.肺 結 核

4名 、肺 門 淋 巴腺 結 核1名 デ 今 日迄 死 亡 シ4モ ノ ハナ

イ。

以 上 ノ成 績 カ ラ見 ル ト、新 入 時rツ 」反 旛 陰 性 ナ リシモ

ノハ 陽性 ナ リシ モ ノニ 比 シ 爾 後 ノ病 院 勤 務 生 活 中結

核 二罹 患 ス ル モ ノ遙 二多 久 且 共 ノ死 亡 率 モ大 デ ア ンレ

ト考 ヘ ラ レル.
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3)ド ツ」反癒 ト胸部 「レソ トゲめ 像

a)一 見健康 ナル 「ツ」反 磨陽性者38名 、 陰性 者81

名 ノ胸部 「vソ トゲ ソ」像 ヲ比較 ス,レニ、初期髪牝群、

肺門部石灰牝竈、肺門淋 巴腺腫脹、肺野 ノ石灰化像及

ビ不 規則 ナンレ索状陰性、肋膜 二於 ケル種 々ナル愛牝等

ハ雨者共 二認 メ ラレシモ、其頻度 ハ陽性者 二於 テ遙 力

二大 ニ シテ、叉肺野 二於 ケル寝潤 ハ陽性者 ノ ミニ認 メ

ラレタ.

b)陽 性縛化者 ノ内27名 二就 テ 其 ノ轄化前後 二於

ケ ル胸部「vソ トゲソ」像 ヲ比較 スンレニ、17名 二於 テ

ハ著 シキ差異 ナ カリシモ、10名 二於 テハ縛牝後初期

愛牝群 、肺 野 ノ濃潤、肺門淋巴腺腫脹、肋膜 二於 ケル

髪化等 ノ出現セ ルヲ認 メタ.

第27番 ヘ ノ追加 阪大今内 今 村 荒 男

御調査結果ハ 今 村内科 二於ケ ル 看護婦 ノ調査 トー致

シテ居 リマス.而 シ、最近 大阪 ノ某工場 ニテハ陽性者

二罹患者多 キ統計 ガ 出 テ 居 リマス。生 活賦態 ト感染

様式 ニヨ リテカ ・ル差異 が出 ル ト思 ヒマス.

第27番^ノ 追加

刀根山病院 渡 邊 三 郎

私ハ10数 年來、刀根山病 院 二於 ケル看護嬬生徒 ノ入

學後 ノ勇饅状況 ヲ入念 二検 査追究 シテ 居 リマス。私

等 ノ病院 ザ特殊專門病院 ナル タメ、他 ノ病 院 ノカ ・♪レ

観察結果 ト如何 ナル 差異 がアルカヲ 實際問題 トシテ

興味 ヲ以 テ見テ居 リマス。

入學生徒77人 ノ内 「マ ントウ」反慮 ノ完全 二陰性 ナモ

ノガ32人 即 千41.5%ア リマス。 ソ レ ガ3ケ 月後 ニ

ノ・21.9%、 牛年後 ニハ65.7%、9ケ 月後 二・・87.6%

ナル陽性奉 ヲ示 シ、實 二1年 半後 ニハ全部 が陽縛 ヲ示

シタノデ ア リマス。 カ・ル感 染程度 ノ大 ナル事 が即

チ實 二私等 が人道問題 トシテ 頭 ヲ 李常ナ ヤマ シテ居

ル鮎 デァ リマス。 コ ・ニ カ ・ル 病院 二於 ケル看 護婦

ノ待遇問題 がオコルノデ ア リマス.

初感染 二當 ツテ臨肱二親 シク診 テ居 マス ト、必 ズ髄温

不安定 ヲ初 メ トシテ 私等 ノ早 クカラ主 張 シテ居 マス

初期脚氣標症候群、郎 チ中毒現象 トシテ ノ生騰植物性

機能不安定状態 ガ出現 シテ参 リマス.

殊 二陽縛早期 二來 ル 疾病 が 特螢性漿液膜炎デ ア リマ

シテ約1年 牛 ノ間 二22%ニ ヤツテ來 一7ス。之 ヲ入學

時 「マ ソトウ」反慮 ノ陽性 デア}yモ ノニ就 イテ 見 マス

ト、45%ノ 罹 患デ アリマシテ ソノ間 二非常 ナ差異 ガ

確認 出來 マス.

カ ・ル 感染早期 二來 ル ソノ個艦 ノ植物性機能不安定

状態 ト、ソレニ特登 性漿液膜炎 ノ駿生 が随俘 スル鮎 二

於 テ、金井博 士 ノ特號性漿液膜炎 ノ獲症 ノ直接原因ガ

生膿 ノ植物性機能 ノ異攣 デ アル トノ訊 二 賛成ス ルモ

ノデ アリマス。

第27番 ヘ ノ討論 今 村内科 黄 楊 一 雄

「ツベル クリソ」反慮陰性 者 ノ肺分 野 二於 ケ ンレ石灰竈

ノ螢現度 が1.1%〉 云ハ レマ シタ ガ、ツ ベル ク リYJ

陰性陽性 ヲ判定 ス'レニハ千 倍溶液O.1aaヲ 使用 シタ

時 ノ陰性奉 ト原液O.lcα ヲ使用 シタ 場合 ノ 陰性奉 ニ

ハ大分差 ガァ リマス、私 ハ原液 ヲ使用 シタ時 ノ陰性者

ノ内ニス ラ相當 ノ石灰竈 ヲ 見出 シテオ リマスデス カ

ラ千倍溶液、二千倍溶液 二於ケ ル陰性 ノ場合 ニハモツ

ト大 キナ%ニ ナ リハ シマ スマ イカ、モ ツ トモ石灰竃 ノ

判定如何 ニモ多少關係 スルデセ ウケ レ ド。

28.肺 初感原獲竈 ノ病理組織 二關 スル

賓験 的研究

荒 尾 正 信(金 澤馨科大學谷野 内科)

肺結核症 二於 ケル圭 ナ ル 組織墾 化 トシテ結核結節形

成 ト乾酪性肺 炎竈形成 ト ノ ニ襟 ヲ見マス。結核菌 ノ

毒力 ト個盟 ノ反慮性 ノ程度蛇 二結核竈形成 ノ部位ニ

ヨ リマシテ色 々ノ憂化 ガ起 ル ノデア リマヌガ、今 日ノ

結核 ワ ル レルギーごノ見地 カラ考ヘ マス ト、滲 出性炎

症 バー度結核菌 二感染 シマ シテ 「アル レルギー」二憂

調 シタモ ノガ再 度結核菌 二感染 スル カ初感染竈 カラ

纏移 シタ結核菌 ニ ヨツテ 結核竈 ヲ形成 シタ 場合 二起

ルモ ノデ、繊維性結核竈 ・・比較的免疫現 象 ノ號現 アツ

テ起 ノレモ ノデアノレコ トハ ー般 二認 メ ラレテヰル様 デ

ア リマス¢

病理解剖學上人膿 二於 テ 屡 ζ認 メラル ・最 モ陳藩ナ

結核竈 ハ 肺初感原獲竈 デアルコ トノ・誰 モ 疑 ヲ持 タナ

イ檬 デア リマス.コ ノ初 感原 登竈 ハ ソノ病理組織學

的特 殊構造 ノー トシテ 滲 出性 ノ肺炎竈 ノ包褻iセラV

タ像 ヲ呈 シテ居 リマスeコ レハ 「ノルメルギーJノモ

ノガ最初 二結核菌感染 ヲ シタ 場合 二起 ツタ 病竈 トシ

テハ前述ノ 訊 二反 シマス。 佐多先生 ハ ソレハニ次的

病竈 ダ ト云 ツテ居 ラ レマス、ご一一ル氏 ハ如何 ニ シテコ

ソナ形態 ニナル ノカ訊明 がツ カナイ ト記載 シテ居マ

ス ゥ

私ハ初感染竈 ハ 如何標 ナ形態 ヲナスモ ノカヲ明 ニシ

以テ ソノ肺 炎竈 ノ形態 ヲ呈 スル 理由 ヲ 究 メ榛 ト思 ツ

テ本 實験 ヲ企 圃 シマ シタ、 使 用結核菌 ハ 金澤磐大細
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菌學敏室蛇 二我 ガ教室 ノ人型並 二牛型結核菌 ヲ10時

間 二亙 り痴 醤乳鉢 デ研磨 シ、コvヲ5枚 ノ「が一ゼ」デ

濾過ylaa中0.Ol-10.Omg含 有結 核菌浮游液 ヲ調

製 シ、コレヲ健康成熟家 兎 ノ氣管内及 ビ耳静脈内二注

入接種 ヲシテ肺 二起 ル髪化 ヲ見 マ シタ、帥 チ微量 ノ結

核菌 カラ可 ナ リ大量 ノ結核 菌 ヲ感染 サセテ種 々ノ時

期 二殺 シテ 検 査 シマシタ.結 締織繊維 ノ状態 ヲ検索

スルニハ他 ノ方 法デ へ 面 白クナ イノデ稿士氏 「ゲ ラ

チ ソ」包埋 氷結切 片 トシ、 コv二 淺井氏鍍銀法 ヲ施 シ

マシタ⇔

菌 量、菌 ノ毒性 ノ如何 二關 ラズ初期 ニハ上皮檬細胞及

ビ少数 ハL型 巨態細胞 ヲ 中央 トシ周園 二小圓形細胞

ノ集 ツテキル結 節 ヲ形 成 シマシタ、上皮檬細胞 ノ集 ッ

タ部 デハ核分剖像 ヲ認 メラル ・ノモア リマス.コ レ

ガ時 ノ経過 ト共 二増大 シ中央部乾酪化 シマス、病攣進

行性 ノモ ノデア リマス レバ肋膜、血 管、氣管枝 ノ周園

等 ノ標 二結 締織 成分 ノ多 イ部デハ 僅 二 結締織繊維 ノ

増加 ヲ見マス が他 ノ部 デハ 殆 ド格子状繊維 ノ墳加 ヲ

モ見 マセ ン、恰 モ滲出性 ノ肺炎竈 ノ乾酪化 シタモノ ト

殆 ド墾 リマセ ソ.長 ク経 ツタモノデ 進行停止 シタモ

ノデノ、周園部 二膠基繊維 ノ菲薄ナ被嚢 が アツテ、ソノ

周園ハ 無氣肺妖 トナツテヰ ル肺組織 ト境界鏡利 ナ包

裏竈 ヲ形成 シテヰテ ソノ内部 ハ 直接乾酪化 二昭 ツタ

所謂肺炎竈 ト何 等匠別 シ得 ナイモ ノニ 石灰沈著 シタ

モ ノトシテ残 ツテヰマス、印 チ初感原登竈 ヲ形成 シマ

ス.コ レヲ以 ッテ 見 マス ト肺初感原猶竈 ハ所謂滲出

性 ノ肺炎竈 デナク シテア シ。ツフ氏 ノ所謂 「プロ リフェ

ラチー フJノ炎症 ヲ起 シタ病竈 ノ乾酪化 シタモ ノが進

行停止 ニヨツテ 結締織繊維 デ 包裏 セラ レタモ ノデ ア

ル ト考ヘ ラレマス。 ソレデ 肺 二於 テ 「プ ◎ リフ又ラチ

オソ」ヲ起 スノが 結核菌 感染 二 野スル 「ノルメルギッ

シ司 ノ個盟 ノ 特殊性 デアル ト同時 二肺 初感原獲竈 ノ

特 殊性 カ ト思 ハ レマス.

29.肺 結核竈形成 ノ早期墾化 二就 テ

横 井 藤 太 郎(金 澤讐科大學谷野 内科教室)

結核菌初感染 二俵 リテ 肺 二 結核竈 ヲ形成 スル場 合肺

ノ如何 ナル部位 ヨ リ病竈 ヲ形成 スルモノナ リヤ、結核

竈形成 ニハ早期 ヨリ上皮様細胞反慮ス ルモノナ リヤ、

或 ハ多核 白血球集積 シ所謂化膿竈 ヲ形成 シ然 ル後 ソ

レヲ基礎 トシテ結核竈 ヲ形成 スルモ ノナ リヤ ヲ究 メ

ン ト欲 シテ本實験 ヲ行ヘ リ。

使用結核菌 ノ・本教室貯藏 ノ毒力強 キ人型菌 ニ シテ之

ヲ6時 間連績研磨 シ可及的粗大菌塊 ヲ含 マザラ シメ

タ}Vモ ノナ リ、實験動物 ハ盟重2妊 内外 ノ健康成熟雄

性家兎ニ シテ其 ノ耳静脈内 二1琵 中10選 結核菌含有

浮游液5耗 ヲ注入 シ30分 乃至2週 間 二亙 ル種 々ナ」レ

時 日ノ後之 ヲ撲殺 シ組織 學的 二槍 索 セ リ其 ノ結果 、

(1)血 行性接種結 核菌 二9ル 初感染動物 ノ肺臓 二於

ケ,レ早期細胞 反磨 ハ 多核 白血球 ヲ圭 トス。(2)早 期

白血球反懸ノ・一・過性 ニ シテ直チニ清退 シ、粗大菌塊 ノ

存在 スル部 皇 於 テ ノミ稽 く遽 レ結核菌塊 ノ崩壊 スル

ニ到 し!バ消退 スe(3)結 核竈 ハ初期 ヨリ上皮様細胞 ノ

集 リニ依 リテ、形成 セラル,,(4)多 核 白血球 竈 ノ基礎

ノ上 二 生 ジタル 結核竈 ノ存在 スル ヲ見 ズ.(5)肺 結

核竈 ハ圭 トシテ肺胞壁 ヨ リ形成 セ ラレ、細 血管細 氣管

枝 周園稀 二血 管内膜 ニモ形成 セ ラル ・モ、早期 ニア リ

テハ淋巴濾胞 ニ ハ 形成 セラ レズ。(6)血 行性接種 ニ

テノ・肺胞、肺胞 道内 ヨ リ結節形成 ヲ始 ム,レコ ト稀 ニシ

テ肺胞壁 ヨリ始 マ の レモ ノガ 肺胞内 二 突 出 シテ之 レ

ヲ滴 シ恰 モ 肺胞 内二於 テ形 成セ ラ レタルガ如 キ像 ヲ

呈ス,レモ ノ多 シ.

31.結 核菌 ノ健康 皮虐逼過 二關ス ル

研究及之 レガ冤疫 トノ關係 二就 テ

小 野 勇(山 口縣衛生課細菌室)

第一章 緒 言

皮慮 ガ無損傷 ノ状態 二於 テモ 或 ル種 ノ病原膿 ノ侵入

二i封シ完全 ナ ル 保護的被覆 タラザルコ トハ1863年

Babes馬 ニヨリ始 メテ謹 明サ レタ リ.當 時癩菌 ガ無

損傷皮膚 ノ毛嚢 ヲ通過 シ 得 ル ト云 フ 意 見ア リタル ヲ

以 テ氏ハ癩患 者ノ皮膚 ノ組織 學的検査 二Mリ 之Vヲ

認 メタ リ。

而 シテ本問題 二i封シー・般 ノ注意 ヲ 引 〃 二 至 リシバ

1885年 葡萄状球 ヲ以 テシタルGarr6sノ 實験 以降 ナ

リα

氏 ハ急性骨髄 炎 ノ病竈 ヨリ分離 セ ル 黄色=葡萄状球菌

ヲ全 ク完全 ナ ル 皮 膚面 二塗擦 シタル翌 日塗擦部位 二

20個 程 ノ膿庖 ヲ形成 シ籔 日ニ シテ定型 的廊 トナ リ所

隔腺 ノ腫脹 ヲ來 セ リ.

其 ノ後各方面 二於 テ連 鎮状球菌、葡萄状球菌 、脾脱疽

菌、馬鼻疽菌、Cベス ト」菌、鵠 「コ レラ」菌、鼠 「チフス」

菌、結核菌等 二就 テノ實験的研究績 出ス ルニ至 レリ。

結核菌 ノ皮膚感 染 二關 シテハ、

1882年Kochノ 結核菌螢見 ト共 ニー新機轄 ヲ劃 スル

ニ至 レリ。余ハ 此所 二於 テ 皮膚 二結核菌 ノ侵入スベ
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キ機轄 ト其 レ ニ 俵 テ 免 疫 的研 究 ノ資 料 ヲ提 供 シ得 ペ

キ コ トヲ信 ジ此所 二研 究 二著 手 シ タ リ。

本 研 究 ハ 主 ト シテ 皮 膚 科 領 域 二於 テ 研 究 サ レ皮 膚 結

核 ノ壁 生 ト關 聯 シ 既 二 多 籔 ノ學 者 ニ ヨ リテ 實 験 ガ行

ハ レタ リ。

Koc玩Straus,NagelschmidちKlingmtilleru.Halbeや

st5dter,LewandGwsky,Cornet,Perzu.Simonini,

Ma面ediu.Frisco,Tritsche,Nouri,Mayer,Babes,

Fraenkel,TakeyathTold民 等 ノ・湖 冥或 ハ家 兎 ヲ用 ヒ

Krausu.Kren,Krausu。Gross,Baermannu.Halb・

erstttdter氏 等 ノ・猿 ヲ用 ヒテ 動物 實験 ヲ行 ヒタ ル モ是

等 ノ實験 方 法 ハ 圭 トシ テ 塗 擦 ヲ 行 ヒ タ ル ヲ以 テ其 ノ

成 績 ハ 直 チ ニ首 肯 シ得 ズ。

KδRigsfeld加 藤 氏 等 ハ 相 當 愼 重 ナ ル 態度 ヲ以 テ本 研

究 ヲ行 ヒタ ル モ ノ ト謂 フ ペ シ、雨 者 共 二結 核 菌 ヲ翠 二

健 康 皮 膚 面 二塗 布 ス ル コ トニ ヨ リ該 皮 膚 面 ニ ハ 何 等

ノ病 的愛 化 ヲ獲生 セ ズ 容 易 二皮 膚 ヲ通 過 ス ル コ トヲ

立 詮 セ リ。

結 核 感 染 二際 シ 結 核 菌 ハ 其 ノ侵 入 門 戸 二於 テ 必 ラ ズ

ー 定 ノ結 核 性 病 攣 ヲ螢 生 ス ベ キ モ ノナ リヤ 或 ハ 全 然

病攣 ヲ起 ス コ トナ ク侵 入 シ得 ル モ ノ ナ リヤ、更 ラニ叉

侵 入 シタ ル 結 核 菌 ハ必 ラズ 所 屡 淋 巴腺 ヲ侵 シ 拉 二淋

巴 腺 結 核 ヲ醸 成 シ 然 ル後 更 ラ ニ 淋 巴流 ヲ 傳 ハ リテ血

中 二侵 入 ス ルモ ノナ リヤ.將 タ叉 斯 ク ノ如 キ径 路 ヲ取

ラ ズ シテ 直 チ ニ 血 中 二侵 入 シ 墳殖 ス ル モ ノナ リヤハ

最 モ議 論 ノ 中心 トナル 問題 ナ リ。

結 核 菌 ノ進 入 ス ル 部位 二 壁 化 ヲ 生 ズ ル モ ノナ リヤニ

就 イ テ、

B麗mgarten氏 ハ結 核 菌 ノ侵 入 門 戸 二於 テ明 白 ナ ル結

核 性 攣 化 肇 生 ス ト述 プ.氏 ハ 牛 型 菌 含 有 牛乳 ヲ以 テ

飼 育 匂 レ家 兎 ノ腸 管 二就 イテ ノ 系 統 的 顯 微鏡 學 的研

究 二於 テ菌 ハ 腸 粘膜 ニテ ハ 増 殖 セ ズ 腸 壁 二侵 入 シ全

〃選 揮 的 二淋 巴濾 胞 二集 リ更 ラ ニ淋 巴流 ヲ介 シ腸 間

膜 淋 巴腺 二導 カル。 淋 巴濾 胞 二 集 マ の レー 部 ノ結核

菌 ハ 其所 二定著 シ 定 型 的結 核 結 節 ヲ形 成 シ増 殖 ス ト。

同 様 ナル研 究 ヲ其 ノ弟 子Tangl民 モ行 ヒ其 ノ正 シキ

=ト ヲ立謹 セ リ。(Dasv。Baumgarten・TanglscheLo・

kalisati◎nsgesetz)

Gho膝 氏 ハ小 見 ノ屍 饅 解 剖 ノ成 績 ヨ リ腸 間 膜 淋 巴腺 ノ

結 核 ハ 例 外 ナ ク 淋 巴流 ニ ヨル モ ノ ニ シテ 源 圖域 二特

殊 ナ ル愛 化 ヲ認 ム ト。

肺 臓 二於 ク ル 侵 入 部 位 二關yテ ハParlow氏 以 來 多

〃 ノ 病 理 解 剖 學 者 及 臨 肱 家 ニ ヨ リ 結 核 菌 ハ 侵 入 門戸

二必 ラ ズ 固 定 的 結 核 病 愛 ヲ惹 起 シ 而 シテ 部 局 淋 巴腺

ヲ侵 シ 次 イ デ 全 勇 結 核 ヲ績 獲 ス ル モ ノ ナ リ ト認 容 サ

,レ。 此 ノ事 實 二基 キRankeiGhon氏 等 ノ所 謂Prim

Srkomplex訊 ノ蛋 表 ヲ見 ル ニ至L!り.

斯 ク ノ如 ク腸 管 及 肺 臓 二於 テ ハ 侵 入 部 位 二結 核性 饗

化 ヲ壁 生 ス ル モ ノナ ル ガ皮 膚 二於 ケ ル 進 入部 位 二就

イテ ハ研 究 者 ニ ヨ リ匠 々デ ア)レ。

Cornet,ManfrediandFrisco,TakeyaandTold,

Lewandowsky氏 等 ・・皮 膚 二i墜化 ヲ作 ル ト述 べFrits・

che,Babes,CourmentundLesieur,C。Fraenkel,

Kδnigsfeld,加 藤 氏 等 ハ愛 化 ヲ認 メ ズb云 フ。

余 ハ次 二記述 ス ル 本 實 験 二於 テ 結 核 菌 ヲ 塗 布 セル海

狸30頭 ハ 塗 布 局所 皮 膚 ニハ 實験 全 経 過 中何 等 病 的愛

化 ヲ號 生 セズ。

且 ツ結 核菌 塗 布 後 時 間 的 二 局 所 皮膚 ノ 顯 微 鏡 的所 見

二於 テ進 入 セ ル 結 核 菌 二 封 シ 皮 下 ノ喰 菌 性 細 胞 ノ活

動 ス ル状 態 ヲ號 見 ス ル コ トナ シ。

Kδnigsfeld氏 ・・皮 膚 二墾 化 ノ螢 生 セ ザ ル ノ・皮 膚 ト結

核 菌 ノ親 和 性 乏 シ キ 鮎 ヨ リ 説 明 セ ル モ 寧 口之 γ二野

シテハ 皮膚 ヨ リ進 入 ス ル 結 核 菌 撒 ガ少 キ爲 皮 下 喰 菌

性 細 胞 ヲ刺 戟 シ其 ノ活 動 ヲ起 サ シム,レニ足 ラ ズ 全 ク

無 關 係 ノ態 度 ヲ 以 テ 菌 ノ 通 過 ヲ許 セ ル モ ノ ト論 ズル

ガ妥 當 ナ ル ベ シ ト.

叉 所 隠 淋 巴 腺 ノ態 度 二關 シテ、

Comet氏 ・・四 千 頭 以 上 ノ海 狸 ヲ使 用 シテ 次 ノ如 ク圭

張 セ リ。

盟 内 二侵 入 セ ノレ結 核 菌 ハ 進 入 門 戸 二 於 テ 最 初 ノ最 モ

重 要 ナ ル攣 化 ヲ起 ス 而 シテ ソレ ヨ リ 全 ク 規 則 的 ニー

歩 一 歩 進 行 ス ル、跳 躍 的傳 播 二樹 シテ ハ 決 定 的 二反 樹

セ ネ バ ナ ラ ヌ ト、 之v所 謂DasCometscLeLokali・

sationsgesetzニ シテ之 レニ讃 意 ヲ表 ス ル學 者 多 ・;/、

所 罵 腺 ニ ハ攣 化 ヲ形 成 セ ズ 直 チ ニ 血 流 ヲ 介 シテ傳 播

ス モ ノル ナ リ ト論 ズ〃學 者 二就 イ テ ノ・、

Wakushima氏 ハ海狸 ノ下 腹 部 皮 下 二結 核 菌 ヲ注 射 シ

氣 管枝 腺 ノ墜 化 ヲ認 メLubarsch氏 モ 例 外 トシ テ所

囑 淋 巴 腺 ヲ飛 ビ越 シ テ 結 核 菌 ノ進 入 ス ル コ トヲ豪 見

シ結 核 愛 化 ノ分 布 ニ ヨ リ進 入 部 位 ハ決 定 セ ズ ト云 フ。

L6wensteinundMoritz氏 等 ノ・實 験 的 二注 射 セ,レ結

核 菌 ガ速 カニ流 血 中 二顯 ハ レ 淋 巴腺 二憂 化 ヲ顕 ハサ

ザ ル前 二遠 隔 ノ臓 器 二縛 移 ヲ起 ス ト螢 表 セ リ.

其 ノ他Orth"ndRabinewitsch,Bengert.Durand
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undCharchanski,Weichselbaum,Blumenberg氏 等

モ各方面 ヨリ淋巴腺 が無條件 ナル 濾過器 ニアラズ菌

ハ直チニ血流 二進入 スルモ ノナル コ トヲ主 張セ リ。

本邦 二於 テ佐多博士及其 ノ門下加藤、細 見、宮本、清

水等ハ淋 巴腺 ノ侵 サ レザルニ流血中 二 結核菌 ノ進入

スル コ トヲ實験的 二謹明 セ リ。

余 ノ實験 ハComet/Lokalisationsgesetzヲ 土垂 ト

シテ出骸 シ然 モ全 ク氏 ノLokalisationsgesetzニ ー致

セ ル成績 ヲ示 シ塗布局所淋巴腺二 最モ強 キ愛化 ヲ呈

シ更 ラニ進 ンデ深部腸骨淋巴腺 ヲ侵 シ脾臓 二達 ス、全

ク規 則的 二塑化 ヲ起 シ、 流血 中ヨ リ進行 セル 攣化 ヲ

見 ズ、顎 下及頸部淋 巴腺及肺臓 二於ケル愛化 ハ塗布部

位 ノ結核菌 ニヨ,レ氣道感染 ト見ルベク其 ノ墜化 ハ甚

ダ輕度 ナ リシ事 ヲ認 メタ リ.

余 ハ叉 タ更 ラニ 皮膚感染 ト免疫 トノ關係 二就 テー新

知 見 ヲ認 メ シヲ以 テ此所 二記述 セ ソ。

第二章 腹壁皮膚感染試験

第一項 實験材料及 實験 方法

實験動物 ハ 大約二百瓦内外 ノ健康海狸 ヲ選 ビ1週 間

以上飼馴 シタルモノヲ使用 セ リ.

結核菌 ハ北里研究所保存 強毒菌株、フラ ソクフル ト株

ヲ使用 セ リ。

結核菌 ノ皮慮通過試験 ハ 皮膚 ヨリノ感染試験 ナル ヲ

以テ重 要ナル 因子 ノー ツハ 使用菌株 ノ毒力 ナ リ。余

ハ實験 ヲ行 フ初 メニ 當 リ該 フ ラソクフル ト株 ノ海猿

二i封スノレ毒 力 ヲ検定 セ リ、其 ノ成績 ハ第1表 二於 テ知

ル如 ク本 實験 二 使用 スル フラン〃フル ト菌株 ハ百萬

分 ノー竈 ノ皮下注射 二Mリ 海狸 二40E目 ノ解剖 二y

リ著明カ レ結核性愛化 ヲ淋巴腺及脾臓 二謹明 セ リ。

本菌株 ノ「グ リセ リソブイヨソ」30日 培養 ノモ ノヲ生

理的食璽水 ヲ以 テ 浮游液 トナ シ1蝿 中結核菌百睡 ヲ

含有 セシム,レ濃厚菌液 ヲ製 シ塗布材料 トナセ リ,

結核菌浮游液 ヲ塗布ス ベキ腹壁皮虜 ハ右側鼠螺部 ヲ

選 ビ直径約3仙 米大 ノ皮膚 面 ヲ絶封 二損傷 セザル様

大ナ ル注意 ノ下 二静 カニ 其 ノ毛髪 ヲ鋏切 シ萬一其際

損傷 ヲ與 ヘタル時 ハ之 レヲ除去 シ鋏切 ヲ終ヘ タル後

皮膚面 二於 ケル 肉眼的損傷 ノ有無 ヲ精査 シ何 等異常

ナキモ ノヲ選 べ リ。

次 イデ局所 へ 結核菌浮游液 ノ塗布方法 トシテ 加賀谷

兵 が赤痢菌及 「=vラ 」菌 二就 イテノ實験 ヲ参照 シ氏

ノ所謂 「エーゼ」起毛法 ヲ探用 セ リ.郎 チ滅菌 シタル

大 白金 耳 ヲ用 ヒテ 海狸 ノ無損傷勢毛皮膚試験部位 二

菌液 ヲ三 「エーゼ」置 キ該 白金耳 ノ線部 ヲ動物 ノ長軸

二直角 二維持 シツ ・水李 二 動物 ノ號毛方向 二逆 二動

カシテ毛 ヲ起 ス様 ニ シ決 シテ 皮膚 ヲ塗擦 ス,レコ トナ

ク毛間 ヲ通 シテ 菌液 ヲ 完全 二皮膚 二接醐 セ シムル方

法 ナ リe塗 布 ヲ終 リタル後1時 間=シ テ 塗布面 ヲ輕

ク生理 的食璽水 ヲ 含 メル 「)"一・eJヲ以 テ轍同洗 ヒ表

在 性 ノ結核菌 ヲ取 リ去 ノレ。

爾之 レ ト同時 二 菌液 ヲ全然塗布 セザ ル 健康海狸 ヲ試

験 獣5頭 二i封シ1頭 ノ 割合 ニテ 同棲 セシメ後者 二接

燭 感染 ニ ヨル 結核性攣 化 ノ饗 生スルヤ 否ヤ ヲ観察 セ

リ。

第二項 臨殊的所 見

試験獣及同封照 トシテ加 ヘタル 同棲獣 ハ3日 目毎 二

該動物 ノ健 康状態特 二塗布局所 二於 ヶル 病 的墾 化 ノ

獲現及所罵淋巴腺 ノ腫 脹如何 ヲ観 察セ リ。 其 ノ臨殊

的所 見第2表 ノ如 シe、

塗布局所皮膚面 ノ観察 ハ 精密 二之 ヲ検 査 シ局部墾化

ノ登見 二努 メタルモ 該局部 ハ本實験 ノ全経過 二於 テ

全部何等病 的攣化 ヲ登 見スノレコ トヲ得 ズ 全 ク 無墜化

ノ獣態 二於 テ生存 セ シモノナ リ。

生存 日撒 ヲ40日 トナ シタルハ淋 巴腺 ノ腫脹 スルコ ト

ノ程度ニ ヨザ 菌 ノ進入ヌ 〃 部位 ヲ知 ルニ便 ナラ ソト

思考 セルタメナ リ.

「ソベルク リン」皮内反磨ハ 屠殺2日 前 二 海狸 ノ胸部

皮慮 ヲ抜 毛 シ之v二 藩 「ッベルク リソ」ノ50倍 液 ヲ

0.1蝿 皮内 二注射 シ48時 間後 二該部 ノ反鷹 ヲ検査 セ

ルナ リ。

本反磨 ハ 淋巴腺腫脹所 見 ト殆 ンドー 致 セル成績 ヲ得

タ リ。

所隠淋 巴腺 ノ腫脹 ノ・結核菌塗布動物30例 中23例 ノ

多撒 二於 テ認 メ菌液塗布後20日 前後 二於 テ腫脹 ヲ鮒

診 シ得 タ リ。 而 シテ是 等 ノ所薦腺 ノ腫脹 ハ 其 ノ後 日

ヲ経 ルニ從 ヒ其 ノ大 サ及硬度 ヲ壇加 ス。

残 ル7例 中5例 ハ40日 ノ全経過 中全 ク所罵腺 ノ腫脹

ヲ認 メ得 ズ、他 ノ2頭 ハ早期 二弊死 シ其 ノ腫脹 ヲ鰻 レ

ズ.

其 ノ他表在性 ノ醐診 シ得,レ淋巴腺 ノ内顎下腺 二 於 テ

5例 菌液塗布後30圓 前後 二於 テ其 ノ腫脹 ヲ蝸診 シ得

タ リ。

第三項 解剖的所 見

解剖的所 見 ヲ通 覧スルニ 結核性病墜 ノ最 モ強 キモ ノ ー

ハ結核菌液塗布側所属淋 巴腺 ニ シ テ 小豆大 乃至大豆
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大 二腫脹 シ中心部ハ 皆乾酪様塗性 ヲ呈 シ之 レガ塗抹

標 本 ノ抗酸性染色 ニ ヨリ常 二 結核菌 ヲ謹明 セ リ.且

ツ其 ノ解剖的所見 ハ 臨脈的所 見 ト全 ク ー 致セ ル成績

ヲ示 ス。

生菌免 疫 二關 シテハKochノ 基礎實験 以來其 ノ債値

バー般 學者 ノ充分 ナル認識 ヲ得 タ ンレモノニ シテ 前 記

Rδmer氏 ノ實験 二徴 シテモ明 カナ リ。更 二Hambur・

ger,KrausundV◎1k.氏 等 二sリ テR6mer氏 ノ實

験 ノ正 シキ コ トガ立詮 サ レタ リ.

死菌免疫 二關 シテハKoch以 來種 々ナ ル死 菌製刺 二

就 テ研 究サ レタルモ何 レモ失敗 二終 レ リ.

過去 二於 ケル 幾 多 ノ實験 ハ 無毒生菌 ノ数果少 キ ヲ物

語 リタ ルモ 生菌冤疫 ニ ヨラズンバ 實数 ア ラザルテ フ

意識 ・・途 二今 日世界 ノ覗隠 ヲ集 メタルCalrnette氏 ノ

「BCG」ノ創製 トナvリ e

次 二記池 ス,レ余 ノ實験成績 ヲ考察ス ルニ、

生菌免疫 ノ数果的 ナ ル ハ 先賢諸學者 ノ實験 トー致 シ

人型菌 ヲ以 テモ牛型菌 ヲ以 テモ 等 シク 経皮感染 ヲ防

ギ得 タ リ.

死菌免疫 二於 テハ 從來 ノ成績 ト全 ク異 ル成績 ヲ示 シ、

数果少 カルベク想像 サレタノレ死 菌免疫 ニヨ リ、殊 二人

型菌死菌免疫)渡 邊 「ア ソチゲ ソ」モ之y二 含 マル)二

召リ人型菌経皮感染 ヲ 確實 二防 ギ 得 ルコ トヲ立詮 シ

得 タ リ。 牛型死菌免疫 ニヨ リテ 人型菌 ノ経皮感 染ハ

防 グコ ト稽 く困難 ナルモノナ リ.

「BCG」 二關 シテハ余ハ既 二渡邊 博士指導 ノ下 二原 澤

博士 ト共 ニ カルメット氏 「BCG」 ノ實験 的研究b題 シ

細菌學雑誌第417、8號 二獲表 ン共 ノ 「病原性 ナ キコ

トヲ認 メ更 ラニ免疫學 的 二数果少 ク殊 二Calmette氏

ノ経 口免疫法 ハ 皮下免疫 法 二比 シテ 更 ラニ数果少 キ

ヲ立謹 セ リ.

本實験 ニテハ 数果精 く勝 レタル 皮下注射法 ヲ探用 シ

タルモ経 皮感染 ヲ防グ 黙 二就 テハ 牛型死菌免疫動物

ニー致 セル成績 ヲ得 タ リ.蓋 ジBCG」 ハ元來牛型菌

ナル ヲ以 テ カ ・ル 成績 ヲ得 タルモ ノナ ラソモ病 原性

ヲ有 セザ7レ生菌 ノ免疫数果 二封 シテハ 期待 シ能ハ ズ.

Calmette氏 が「BCG」ヲ牛乳 二混 ジ初 生兇 二投 與 ス♪レ

コ トハ 將來牛乳 二 訓 レ牛型菌 ノ感染 二封 シテハ 或ル

程度 マデ数果 ア ラソモ結核(人 型)二 感染 シヤス キ環

境 ニアル小見 ノ豫防 ニハ共 ノ数果 ハ 未 ダ 噺定 ス ル域

二蓮 セズ.

Kδnigsfeld氏 共 ノ他経皮感染 ヲ承認 スル學 者ノ・之y

ガ豫防=Wシ 大 ナル 注意 ヲ喚起 セ シメ 居 ♪レモ 結核歯

ノ経皮感染 ハ 未 ダ結核感染 ヲ起 サ"ル 者 二i封シテ八

起 リ得 ペキモ 人盟病理解剖所 見、 。レソ トゲ ソ罵眞及

「ッベルク1)ソ 」反慮 等 ノ示 ス 如 〃 我 々生饅 バ ー定年

齢 二達 ス レバ圭 トシテ肺 臓、次 イデ 強 キ 墾化 ヲ起 セ

シモノハ 腸骨腺 ニ シテ 所閣淋 巴腺 ノ腫脹 セル 全例数

二於 テ米 粒大乃至小豆大 二 腫脹 シ 中心部 二輕 度ノ乾

酪檬攣性 ヲ示 ス.

封 照 トシテ同棲 セ シメタル6例 ノ 動物 二於 テ ハ斯 グ

ノ如 キ攣 化 ヲ右 側鼠 瞑淋巴腺及腸骨淋 巴腺 ニハ全 グ

認 ム7レコ トヲ得 ズ。

其 ノ他 ノ淋 巴腺 二於 テ 腫脹 匂 レモ ノハ顎 下腺及頸腺

ニ シテ 顎 下腺 二 於 テハ 塗布試験動物 二4例 、封照同

棲動物 二1例 腫脹 ヲ認 ム。 頸 腺 二於 テハ 顎下腺 ノ腫

脹 二随件 シ腫脹 ヲ來ス.

内臓 二於 ケル結核性墜化 ノ最 モ 強 キハ 脾臓 ナ リ.次

イデ肝臓及肺臓 ナ リ.脾 臓 ノ攣 化 ハ 右側鼠瞑腺 ノ塑

牝 ニー致 シ縄皮感染 ヲ起 セル例 ハ何 レモ 稽{腫 大 シ

粟粒大乃至米粒大 ノ結節 ヲ認 ム.

肝臓 ハ経皮感染 ヲ起 匂 レ例 ノ内少轍 二於テ 嬰實大乃

至粟粒大 ノ小結節 ノ散登 セル ヲ認 ム。

肺臓 ノ攣化 ハ大畷 二於 テ 頸腺 ノ腫 脹 トー 致セ,レ成績

ヲ示 セ リ.

第三章 結核菌健 康皮 窟進 入 ノ組織 學的襯察

以上第二章 ノ皮窟感染 試験 ニヨ リ結核菌 が 皮膚 ヨリ

比較 的容 易 二感染 シ得リレコ トヲ 認 メタルガ 更 ラニ結

核菌 ハ健 康ナル皮 膚 ノ如 何ナ ル 部位 ヨリ進入ス,レヤ

ニ就 キ次 ノ實験 ヲ行 ヘ リ.

盟 重200瓦 内外 ノ健 康海狸 ヲ選 ビ 之yヲ 固定板 二暦

定 ジ其 ノ側腹壁 ヲ型 ノ如 ク鋏 毛 シ 無傷 ナ,レ部分ハ第

二章 二述 ペタル ト同様 ノ方法 ニテ 結核菌液郎チ フラ

ソクフ嵐 上菌株1蝿100竈 ノ菌液 ヲ塗布 シ1時 間、

2時 間、4時 間、8時 間 ノ各 時間 二各 々2頭 宛 其 ノ塗

布局部 ノ皮膚 ヲ切 除 シ 「パラフィン」切片 ヲ作成 シ組織

二於 勿 レ結核菌染色 ヲ行 ヒ顯 微鏡 的 二精査 セシニ何

レノ時間 二殺 シタノレ動物 二於 テ モ 常 二其 ノ上皮中健

康無傷 ナル 角質層及毛根 二結核 菌 ノ存在 ヌ,レコ トヲ

認 ム。 皮脂腺及汗腺 中 ニハ結核 菌 ヲ謹 明スル2ト ヲ

得 ザ リキ.

第四章 各種 免疫海猿 二於 ケル感染試験

前述 セ,レ如 ク健康海瞑 二 於 テハ 余 ノ探用 セ♪レ方法 ニ

ヨ リテハ結核菌 ハ 無揖傷 ノ皮膚 ヲ蓮過 シ其 ノ所罵淋
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邑 腺二先 ヅ攣化 ヲ作 リ次第 二侵入 シ 全身性結 核 ヲ起

ス コ トヲ認 メ得 タ リ。

余 ハ更 ラニ 進 ソデ 免疫 ト皮膚通過 トノ關係 ヲ實験 ヌ

ベク企 テタ リ。

結核 ノ免疫 テ ウ問題ハ 結核菌 ノ登見以來最 モ盛 二研

究 サル.而 シテ之 レヲ大別 シテ三種類 トナシ得 ベシ。

即 チ、生菌免疫、死 菌免疫 及無毒 生菌免疫 ナ リ。

並 二R6mer氏 ノ實験 ヲ述 ブレバ(海狸 二就 テ)

感染
方法

前慮
置

皮 下 注 射

1萬分ノ酬 ・・萬分ノ聴
11年 前以來

結核 難㌶鰺 屡難9何
3ヶ 月以 來

・結 核
再感染異常 ヲ中等度 ノ結核
認 メズ

死菌 免 疫
i

重症結核}重 症結核 。

髪

無毒菌免疫 重症結核

;

庫症結核

封 照動 物
}

重症結核i重 症結核

ハ 結 核 ヲ有 シ免 疫 トナ リ居 ル ヲ 以 テ 成 人 二於 テハ 皮

膚 ヨ リノ感 染 ハ甚 ダ少 キモ ノ ト謂 フ ベ シ.

1874年Demet,ParaskovauηdZablonis氏 等 ガ55

歳 ノ男 子 ノ左 上 謄 ノ 皮 溝 二 結 核 患 者 ノ 喀疾 ヲ塗擦 シ

解 剖 上肺 尖 及 肝臓 表 面 二 結 節 ヲ 認 メ タル 報 告 アル モ

該實 験 二於 ケ;レ内臓 ノ 結 核 ハ 余 ノ實 験 ヨ リ 思考 ス レ

バ 皮膚 ヨ リ進 入 セ ル 結 核 菌 二eリ テ 起 リタ ル モ ノ ニ

ア ラザ ル ベ シ。

第 一 項 實 験 材 料 及 實 験 方 法

實 験 動 物 ・・膣 重200瓦 内外 ノ 健 康海 狸 ヲ選 ビ1週 間

以上 飼 馴 シタ ル モ ノ ヲ使 用 セ リ.

免疫 材 料 トシテ フ ラ ソク フ ル ト菌 株 生 菌及 死 菌、牛 型

結 核 菌三 輸 株 生 菌 及 死 菌渡 邊 義 政 博 士 ノ ー 新 免疫 元

渡邊 「ア ソ チ ゲ ソ」及 「BCG」 ヲ使 用 セ リe

ヱ ラ ン ク フと上 菌 株 及 三 輪 菌 株 ハ 共 二「グ リセ リンー・

ブ ・キヨ ソ」30日 培 養 ヲ使 用 シ「BCGP▽ グ リセ リソー

馬 鈴 薯培 地30日 培 養 ヲ使 用 セ リ.

免 疫 方法 ハ次 表 ノ如 シ.

皮膚 感 染 ハ 斯 ク ノ 如 ク シ テ 免 疫 セ ル 後3週 間 目二第

二 章 第 一 項 二 述 ベ タ ル ト 同一 方 法 ヲ以 テ フ ラ ソク フ

.と上 菌 株30日 間 培 養 ノ1耗 中100彪 生理 的食 盤水 菌

浮 游 液 ヲ直 径 約3仙 米 大 ノ 鋏 切 匂 レ黒 霞 部 ノ 健 康皮

膚 二塗 布 セ リ、 ・

免 疫 種 類 菌量(彪) 注射

フ ラ ソク フ ル ト生菌11萬 分 ノ]腹 腔 内

フ ラ ソ〃 フ ル ト死 菌i1
1
右側腋

牛 型 三輪 生菌 陣 分ノ璽 腔内

牛 型 三 輪 死 劇1 右側腋

渡 邊 「ア ソ チ ゲ ソ」1
l
l右側腋

BCGiユ
}

右側腋

注射部位

フラソクフ」レト及三輪 死菌 ハ撮氏80度1時

間加熱 セル毛ノ

第二項 實験成績

塗布後1週 毎 二 局所 ノ病 的攣 化 ノ登現及所鴎淋巴腺

ノ腫脹 ヲ観察 シ第6週 目二屠 殺解剖 セ リe

其 ノ所 見ハ第4表 二示ス 如 ク 塗布局所 ニハ 實験 期間

中全試験動物 二何 等 ノ病 的饗 化 ヲ認 メ得 ザ リキ.

所囑淋 巴腺 ノ腫脹 ハ フラソクフル ト生菌 免疫動物 、

フラソクフ]レト死菌免疫動物、渡邊 「ア ソチゲ ぬ 免疫

動物、及三輪牛型生菌免疫動物 二於 テ 各 々1例 三輪

牛型死菌免疫動物及9BCG」 免疫動物 二於 テ4例 宛、

封照bシ テ行 ヘ ル 健 康動物 二於 テ8例 ノ割合=登 見

シ該腫脹 セル淋 巴腺 ニ ハ 解剖上及顯微鏡的槍査 二於

テ中心部二乾酪様饗性 ヲ有 セル 結節 ヲ認 メ 結核菌 ヲ

謹明 ス.

塗布 セ,レ結核菌 ノー部 ニテ 食餌 ト共 二 経 口的 二顎下

淋巴腺 二進入 シ結核病攣 ヲ起 ス 例ハ 三 輪牛型死菌免

疫動物、 「BCG」免疫動物及封 照動物 二 各 々1例 獲見

セ リ。

屍盤解剖上 フ ラソクフヱヒ上及 三輪 生菌免 疫動物 二 於

テハ何 レモ肺臓 肝臓、脾 臓、網膜及腸 間膜淋 巴腺 二

強 キ結核性墜化 ヲ示ス.其 ノ他 ノ實験 動物 即 チフラ

ンクフルb及 三輪死菌免疫動物、渡邊 「アソチゲン」免

疫動物・ 「BCG」免疫動 物及封照動物 二於 テ 所罵淋 巴

腺 ノ腫脹 セルモノハ 大膿第 二章第三項 二於 ケル、 同

檬 ノ結核性攣牝 ヲ内臓 二認 ム。

本實験 二於 テモC◎met氏 ノLokalisationsgesetz二

反 ヌル例 即チ表在淋 巴腺 ヲ越 エテ 塗部淋 巴腺或 ハ内

臓 二結核性攣化 ヲ形成 セルモノハ1例 モナ シ。

第六章 結 論

前述 シタル余 ノ各實験成績 ヲ綜合 ス レバ 結論 二致達

ス ペ シ。

健康海狸 ノ側腹壁 ノ健康無傷 ナル 皮嚇面 二結核菌 ノ

浮游液 ヲ塗布 スル時 ハ、

1・ 塗布局部皮膚 ニハ何 等 ノ病的墾化 ヲ獲生 セズ 皮
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膚 ヲ貫通 シテi進入 シ、

2.一 定期間 ノ後 二於 テ 所隔淋 巴腺先 ヅ腫脹 シ更 ラ

ニ進 ンデ 深部淋 巴腺及脾臓 二 定型的結核遜化 ヲ登現

セ シム◎

亀 一部 ノ結核菌 ハ輕 口的 二口、咽、鼻腔粘膜 ヲ蓮 リ

顎下淋 巴腺 ヲ侵 シ頸部淋巴腺 ヨリ肺臓 二至ル.

4.結 核菌塗布後 ノ皮膚 ノ顯微 鏡的標 本 二 於 テ 角 質

屠及 毛根部 二結核菌 ノ迷 入セル状態 ヲ謹明 ス.

免疫 海猿 ヲ側腹 壁ノ健 康無傷 ナ ル 皮膚面 二結後菌 ノ

浮游 液 ヲ塗布 ス,レ時 へ

5.塗 布局部皮膚 ニハ何等 ノ病的饗化 ヲ蜜 生 セズ。

6.一 定期 間 ノ後 二於 ケ ル 所團淋巴腺 ノ腫脹 ハフラ

ン〃フル ト及三輪生菌免疫動物、フ ラソクフル ト死菌

及渡邊 「アソチゲ ソ」免疫動物 各 々10頭 中何vモ1頭

宛、三輪死菌免疫動物 及 「BCG」免疫 動物 各 々10頭 中

何vモ4頭 宛、野照健康動物10頭 中8頭 ノ割合 ナ リb

第1表

實験 動 物 、200瓦 内外 ノ健 康 海狸

結 核 菌 、北 里研 究 所保 存 強 毒 菌 株 、フラ ソク フ,レト株

1qq100彪 。

塗 布 局 所 、 皮 窟 、 右 側鼠 瞑 部 、 直 径約3仙 米 、

鋏 切 、 皮 膚 異 常 ナ キ モ ノ、

同 棲 、 試 験 獣5頭 二封 シ1頭 ノ割 合 、

第1表 、 臨 駄 及 解 剖 所 見

塗 布 局 所攣 化 ナ シ、コ ♪レネットノLokalisatio繍sgese肱

二 從 ヒ ニLymphogen二 侵 入 ス。

食 餌 感 染 、 顎 下腺 ノ腫 脹 、試 験 動 物 二4頭 、同 棲 獣

二1頭 。

結 核 菌 皮 圃 侵 入 ノ組 織 學 的 観 察

1、2、4、8時 間 目2頭 宛 、

角 質層 及 、毛 根(皮 脂 腺 、 汗 腺 ヨ リノ侵 入 ナ シ)。 免

疫 トノ關 係

表 二就 イ テ述 ブ昏

免疫海狸二於ケル皮膚感染試験

i

湖 虞 饅 重i
番號___」 免 疫 方 法

器疫醗

「ツ ベ7レ

〃 リ ソ」

反 磨 一}…

謡矯 染
」塾遡1烈 フランクフハ 蜻

φ

二{.土
55180

}_

56180

571柄
還i

霧

,,

一

,,
モ
ー ㎜

一

十一
十一
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一

一
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十
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-
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-
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}
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}
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-
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-
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-
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}
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-
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-

160
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-
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-
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{
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-
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-
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-
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-
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-
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,,

,,
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囎
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十
7
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一

一
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-
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}
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-
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-
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}
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}

200
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}
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-
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受性 ヲ有 スルヤ否 ヤ ヲ實験 スル 機會 ヲ得 タ.ソ ノ結

果 本動物 ハ 牛型結核 菌感染 二依 ッテハ 著 シイ病饗 ヲ

呈スルガ 人型及 ピ鳥型結核菌 二 依 ツテハ 局所的病饗

ヲ呈スルノ ミデ アル コトヲ知 ツタ.此 ノ 事實 ヨ リシ

テ吾 々ハ本動物 が海狸、家 兎 ト共 二結核研究 動物 トシ

テ用 ヒラル ・可能性 がアルコ トヲ信 ジ、特 二人型牛型

ノ鑑別 二用 フルコ トガ 出來 ルデアラ ウ ト云 フコ トヲ

豫報 セyト スルモノデ アル。

33.犬 ノ實験 的結核 二於 ケルー知 見

微生物病 研究所竹尾結核研究部

加 納 正

余 ハ 竹尾結核研究部所藏 ノ毒 力強 キ 牛型菌 ノ馬鈴薯

培養基 二4週 間培養 セ シモ ノ5竈 ヲ膿重1850--4950

9・ノ犬 二耳静脈内注射 シテ3週 ヨ リ5週 間 二殺 セ シ

モノ叉 ハ死亡 セ シモ ノヲ解剖 シテ 得 タ ル所 見 ノ内
、

稽 く興味 アリ ト思 バ レル黙 ヲ大略器 グ レベ

1・ 肉眼的二肺臓 ニハ 粟粒大 ヨ リ麻實 大 ノ灰 白色圓

形 ノ結 節 ヲ多鍛認 メ、此部 ヲ顯微 鏡的 二見 ルニ圓形

細胞 ガ集籏 シテ 結 節 ノ 如 クナ レ リ。 其他 ノ臓 器 二

結節 ヲ 見ル コ ト殆 ド稀 ナ リ。 叉淋 巴腺 ノ腫 脹モ稀

第31番 ヘ ノ追加 満大 戸 田 忠 雄

ソレダケノ實験 デ死菌 ヨ リ生菌 ノ方 ガ 免疫 力少 シ ト

云 フ理論 ハ薄弱 ダ ト思 フ。 結核免疫 ノ本腿 ハ 複雑 ダ

カラシテ、 モ少 シソノ邊 ノ御 考案 ヲ希望 スル
.

第31番 ヘ ノ討論 二封 スル答

山 口縣 衛生課 小 野 勇

結核菌 ノ感染、即 チ登病 トナルフヶデハァ リマセ ン.

郎チ・皮膚 ヨ リ感染 ヲ行 ツタ場合 二、全部獲病 シテ居

リマセ ン。使用 セル結 核菌 が強毒 ナル 場合 二於 テ且

ツ使用動物 ガ結核菌 二 非常 二感染性強 キ海瞑 二於 テ

経皮感染 ガ 起ル ノデア リマス。 サ レバ 此 ノ動物 二免

疫 ヲ行 ヒ結核菌 二封スル 抵 抗力 ヲ高 メルコ トニ ヨリ

脛皮感染 ヲ豫 防 シ得 ルヤ ガ本實験 ノ圭 旨デア リマス。

32。 満豪産 「ハ タ リス」ノ人型及 ビ牛型

結核菌 二劃 スル感受性 ノ差異 二就 テ

震 果 響(漱 微生物)
満 蒙 ノ原 野 二 農 ク 棲 息 ジ ベ ス ト諜 介 者 トシテ 知 ラ

レタ 「ハ タ リ.ス」(CitellusmGngolicusramosusTho ・

mas・CiLm・ng・umbrafu・Th ・)ガ 結 核 菌 二勤 テ感
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胞 二喰 セ ラv、 一一細 胞 内 ニハ23個 ヨ リ56個 位 ノ菌

ガ束 状叉 ハY字 状 ニナ リ、菌 ハ長 ク伸 ビ テ約3倍 近

ク ナVJレ モ ノ ア リ、 又 ハGonidienヲ 有 ス,レモ ノ

ア リテ、 恰 モSlidecellcultUre法=9k,v全 血液 内

結 核 菌 培 養 ノ増 殖 ノ像 ニー 致 シ、全 ク細 胞 内 菌 墳埴

ヲナ 匂 レモ ノ ト考 ヘ ラル。

從 來 犬 ハ 結 核 二封 シ 自然 免 疫 ヲ有 ヌ ト 構 セ ラ ル ・モ

此 抵 抗 力 二打 勝 ッ 丈 ケ ノ菌 量 ヲ 注 射 ス レバ 結核 二罹

患 シ、然 モー 時 ハ結 核 菌 ガ増殖 ス ル コ トヲ本 實 験 二於

テ知'レ コ トヲ得 タ リe然vド モTitZeu.Weidanzノ

實 験 報 告 二 見 ル 如 ク1年 以 上 ヲ 経 過 ス レバ 全 然治 癒
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出 シテ、局 所 二抵 抗 カ ヲ登 生 ス ル ガ爲 メ ナ ラ ンヵ。

34.猿 二於 ケ ル實 駿 的 結 核 症 二就 テ

東北 帝 國 大學 瞥學 部 熊 谷 内科 敬 室

大 橋 宏 一

盟 重2乃 至3竜 内 外 ノ垂 源猿(Macacuscyclopsis)ト 、

rア カゲ ザ ♪レ」(Macacusrhesus)合 言†24頭 ヲ、 自然 感

染 遊 二相 互 感 染 ヲ充 分 二 顧 慮 シ タ,レ動 物 舎 二飼 養 シ,

胸 部X線 像b生 物 反 慮 トニ ヨ リ健 康 ナ ル コbヲ 確 メ、

ナ リ。

2.顯 微鏡 的 二肺臓 ノ髪化 ハ加答 見性肺 炎=orテ 、氣

管枝 及血 管 ノ周園 ニハ 圭 トシテ 小圓形細胞 ガ集籏

シ、大圓形細胞及少籔 ノ上皮様細胞 が混 ジテ結 節 ヲ

作 リ多核 白血球 ハ 比較 的稀 ナリ.故 二結 節 ノ中心

部 二血管 ヲ有 スル が如 キ像 ヲ屡 ζ見、叉 肺胞中隔ハ

肥 厚 シ且 ツ融合 シテ結 節 ノ如 キ形 ヲシ 島唾状 二散

在 シ、中央 部 ハ稽 くhellデ 懸粗 ナ リ。之 ヲ構 成ス

ル細胞 ハ 前記 ノ如 クニシテ是 等ノ部 ニハ 多藪 ノ結

核 菌 ヲ認 ム.

歌 肝臓 ノ組織學 的愛化ハ 圭 トシテ 上皮細胞 ヨリ成

ル圓形 ノ結節 ヲ多薮 二 見ルモ 周園 ハ 健康部 ト明劃

二匠別 セ ラレテ、讐通二見ル結節 ノ如 〃淋 巴球 ノ寝

潤 層認 メ ズ。此部 ニモ多薮 ノ結核菌 ヲ認 ム.

4.脾 臓及淋 巴腺 ノ結節 ハ大差無 ク、腎臓 ニハ結節 ヲ

認 メザ リキ。

銑 上 記 ノ結節 ニハ巨態細胞及乾酪墾性 ヲ認 メ ザ ル

コ トハ先進諸家 ノ報告 ノ如 シ。

6。 肺臓肝臓脾臓及一LZZノ淋巴腺 二於 テ 前記 ノ如 ク

多数 ノ結核菌 ヲ認 ムル が、仔細 二之 ヲ見ルニ全部細
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数株 ノ人型結核菌 ノ1乃 至500分 ノ1竈 ヲ経 口的二、

1乃 至50萬 分 ノ1彪 ヲ皮下及 ど静脈 内二擁種 シ、初

感染 ヨリ弊死迄 ノ纒過中、前記 ノ検査襯察 ヲ定期的 二

行 ヒ、剖検並 二組織學的所見 ニヨ リ次 ノ如 キ實験成績

ヲ得タ。 帥チ

経 口接種群 ハ何 レモ 只1同 ノ接種 デ 確實 二感染 シタ

ガ、菌量500分 ノ1竈 ヲ與 ヘタモ ノ・中 デ、結核感i染

ヲ起 シ、「ツベルク リソ」皮内反磨及 ビ補盟結合反磨陽

性 トナ リ、赤 血球沈降速 度促進 シ、血液像 ノ著明 ナ攣

化 ヲ來 タ シ、 肺結核 ノX線 像 ヲ呈 シタ後、陰性 「アネ

ルギー」bナ ツテ死亡 シタモ ノ トー旦、皮 内反磨 ノ陽

性縛化 ト輕度 ノ赤血球沈降速度促進 ヲ示 シタ後、X線

像及 ビ共他 ノ生物 反鷹ノ饗状 ヲ示 サナイデ、再 ビ皮内

反 磨ハ陰性 トナ リ赤血球沈降速度 ハ 常態 二復 シタ儘

盆 ミ活澄 二生存中 ノモノ トノニ種類 がアル。

皮下接種群 モ、1同 ノ接種 デ皆感染 シ、生物諸反慮 ノ

顯著 ナ墜状 ヲ示 シ、血行撒布 ノX線 像 ヲ現 ハ シ、大 多

薮 ノモノ・・,結局、陰性 「アわ レギー トナツテ死亡 シ

タガ、菌量50萬 分 ノ1選 ヲ注射 シタモノ ・中デ、只

1頭 ハ、接種後4ケ 月頃 カラ輕微 ナ縦 隔膜肋膜 炎 ヲ起

シタ儘デ近來盆 ζ元氣 二生存中デ アル。 此 ノ例 デハ、

初感染 以來、Cツベル ク リン」皮 内反磨 引績 キ陽性、赤

血球沈降速度 バー時促進 シタガ 間モ無 ク常態 二復 シ、

補膿結 合反慮 ノ・終始陰性、血液像 モ亦常態 ヲ績 ケテ居

ンレ。次 二静脹内接種群 ハ、前者 ト同襟 二何 レモ結核感

染 ヲ起 シ、生物諸反噸 ノ定型的攣遷 ヲ辿 リ、多籔 ノモ

ノノ・、 血行撒布 ノX線 像 ヲ示 シテ 死亡 シタノデ アル

ガ、並 二注 目スベキ事實 が現 ハレタノデ、以下 二其 ノ

梅略 ヲ述 ペル コ トニスル。

ソレノ・、熊谷内科教 室ガ、患者 ノ喀疾 ヵラ分離培養 シ

テ保 存中ノ菌株 ノウチ、佐 々木菌 ト森菌 ノニ菌株 ヲ用

ヰ、4頭 ノ猿 ヲ2頭 宛 ノ2群 二分 チ、雨菌株 ノ各、50

萬分 ノ1竈 ヲ、静脈 内及 ビ皮下 二、夫v夫 レ同 ジ日二

注射 シタ塵 が、森菌 ヲ用 ヰタ1群(第 コ7號、第1S號)

ハ、皮 下蛇 二、静脈 内 ノモ ノ、共 二美麗 ナ血行撒布 ノ

像 ヲ現ハ シタケyド モ、 佐 々木菌 ヲ用 キタ1群 ノウ

チ、静脈内接種 ノモノ(第19號)ハ 渡潤性肺結 核 ノ像

ヲ呈 シ、皮下接種 ノモノ(第15號)ハ 、肋膜炎 ノ像 ヲ

示 シタコ トデアル。今是等 ノ動物 ノ 個 々ノ場 合 二就

テ病状経過 ノ大要 ヲ述 ベル ト、第17號 猿(膿 重、2930

瓦)・・、昭和9年8月10日 、森菌 ヲ静脈 内二注射後先

ヅ血液像 ノ攣化、 盟温上昇 ア リ、次 デ、 『ツベルク リ

ソ」皮 内反慮陽性、 赤血球沈降速度促進 シ、其後 二補

髄結合反磨陰性 トナ リ、9月27日 、血行 撒布 ノX線

像現 ハv、10月4日 ハ播種 ノ陰影増加、呼吸困難、

咳漱、食思減退 ヲ來 タシ、途 二皮 内反旛陰性、補盟結

合 反磨減弱、盟温常態以下 トナ リ、11月17日 死 亡、

燈重、2110筑 デ アツタ。第18號 猿(燈 重2290瓦)ハ 、

前者 ト同日二森菌 ヲ側腹部 皮下二注 射、而 シテ諸 生物

反磨 ノ現 ハレ方ハ、大膿前者 ト同様 デアツタガ、死亡

當時 ハ、皮 内反慮陰性、赤血球沈降速 度 ハ還 元 シ、補

燈結合反慮 ハ強陰性 デ、11月2日 ノX線 像 ニハ典型

的血行撤布 ガ見 ラv、 同月7日 弊死、盟重2130瓦 デ

アツタ.第19號 猿(盟 重2450瓦)ハ 、佐 々木菌 ヲ静脈

内へ注射、諸生物 反癒 ノ攣i遷モ大略 同様 ノ曲線 ヲ示 シ

タケ レドモ、X線 像 デハ、9月27日 二、 中央陰影 ノ

右側 二沼 フテ 微 カナ 曇 リヲ生 ジタモ ノガ 籔 日後 ニハ

右肺中野 ノ帯歌禰蔓性 ノ淡 イ曇 リトナ リ、此頃 ヨ リ呼

吸促迫 、禮 温上昇 が著 明 トナツタが、 更 ラニ、11月

2日 ニハ、中野浸潤 二相 當セル鮮 明ナ像 トナ リ、此 ノ

陰影 ハ漸次 上下二 振大 シテ 右肺 ノ大 牛 ヲ占ムル ニ至

リ途二本年1月19日 死 亡、盟重2330瓦 デ アッタ。 次

二第15號 猿(膿 重1970瓦)ハ 、佐 々木 菌 ヲ側腹 部皮下

二接種、爾來諸生物反慮 ノ推移 ハ前例 ト大 差 ガナ イ、

X線 像 ・・、10月4日 、縦隔膜肋膜炎 ヲ.12月5日 ニ

ハ、雨側滲出性肋膜 炎、粂肋膜癒著 ノ駄 ヲ示 シ、同月

27日 死亡、盟重1850瓦)デ ァッタ。

以上 ノ實験 成績 ヲ綜合 シテ、次 ノ如 キ結論 ヲ得 タ。

(1)幼 若猿 二、人型結核菌 ヲ接種(経 口的、皮下及

ビ静脈 内)シ テ、人類 ノ肺結核 ト同様 ノ肺結核 ヲ駿

生セ シムルコ トが出來 タ。

(2)幼 若猿 ノ、人型結核菌 ニ ヨル接種結核症 ノ、初

感染 ヨリ弊死 二到 ル経過 中、血液像、赤血球沈降速

度・ 「ツペルク リン」皮内反磨 、補儘結合反磨並 二、

一般臨肱症候 ノ動向推 移ハ
、人類結核 症 二於 ケル夫

レ等 ト大禮一致 シタ。

(3)幼 若猿 が微 量 ノ人型結核菌接種 ニ ヨ ル 経 口的

初感染 ヲ惹起 セル場合、輕感染 ヲ來 タ シタモノハ、

一旦 「ア レルギー
」トナルケ レ ドモ、早晩、臨 駄的 ニ

ハ全 ク治癒 シ、「ツベ♪レ〃 リソ仮 慮陰性 トナ リ
、所

謂陰性 「アネルギーJヲ示 シタ.

(4)此 ノ實験 二使用 シタ人型結核菌株 中ニハ、動 物

實験上、初感染以後 ノ経過 二於 テ、寝 潤性肺結核 ヲ

蛋生 シ易 イモノ ト、血行 撒布 ヲ惹起 シ易 イモノ トノ
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二種類 がアツタ.

35.實 験的肋膜炎 ノ研究

東北 帝國大學讐學 部熊谷内科数室

若 宮 英 三

Paterson以 來動物 二結核菌 ヲ接種 シ肋膜 炎 ノ實験 的

研 究 二從事 ヅタ者 ハ豫 メ 生 叉ハ 死結核菌 ヲ注 射 シー

定期 間 ノ後 二於 テ 胸腔 内菌再接種 ニヨ レバ 容易 二其

登生 ヲ來 ス ト考ヘ タ、サ レ ド最近結核病學 ノ進歩 ニ ヨ

リ特 費性肋膜炎 ノ 大多数ハ 結 核初感 染時代 ノ軍 ナル

ー症 状 二過 ギズ トー般 二認メ ラル ・二至 ツタ、是 ハ動

物 實験 ノ成績 ト矛盾 シテヰル.

余 ハ1群 ノ健 康海瞑 ノ雨側鼠齪腺 二 交互 二人型結核

死 菌或ハ コッホ 氏生菌 ヲ追加 的二 注射 シー定期間 ノ

後(死 菌 ノ・1ケ 月以内 二全量10竈 、コッホ氏生菌 ・・3

ケ月以内二全 量16.1彪)、 更 二人型結核生菌 ヲ胸腔内

二注射部位(1ハ 胸壁肋膜 二]ハ 縦隔膜肺門部近 クニ)

ト菌 量 ヲ種 々(O.1、0.01、0。OO1、O.OOOlre)ニ シテ

接種 シ、他 ノ1群 二於 テハ前庭 置ス ル事 ナ ク直 チニ人

型結核 生菌 ヲ接種 ン置キ、其後1日 半 ヨ リ40日 間順

次屠殺 シ2群 ノ動物 ヲ剖検比較 シタ、剖 楡時流 血中、

尿 中ノ菌培養(前 者 ハ飯淵賃 フィブ リン法、後者 ハ佐藤

氏膿汁法)各 臓器 ノ塗抹標本或 ハ培養 ニヨリ菌 ノ有無

ヲ槍索 シタ、叉實験 中各動物 二就 キ臨肱上 ノ所 見 ヲモ

観察 シタ.

胸腔 内瀦溜液 ノ獲生 ・・接種菌量大 ナル(O.1、O.01re)

前慮置動物 二於 テ ハ 菌接種2日 後 ヨリ瀦溜 シバ ジメ

該2日 後 ノ9例 申6例 二於 テ陽性、非前慮置動物 二於

テハ 菌接種1日 牛後yリ 瀦溜 シ・・ジメ、 液 ヲ観 タモ

ノノ・10例 中S例 ニ シテ液 ヲ観 ザiV2例 ・・菌接種後6

日以内 ノモ ノナ リ(第1表)。 接種菌 量少ナJV(0.001、

O.OOOlre)前 慮置、 非前庭置 動物 二於 テハ 接種14日

後 ニハ 共 二全例 二於 テ 液 ヲ詮明 シ得 タ1第2表)。 瀦

溜液 ヲ観 タル 動物 ノ症状 ハ 接種菌量大ナ ル 非前塵置

動物 二於 テ最 モ甚 シク 而 ヵモ疾 患 二耐ヘ ズ 弊死 スル

モ ノが 多 イ、 之 二反 シ菌量少ナル前庭 置動物 ノソレ

プ・最 モ輕 イ 接種 菌量少 ナルモ ノニ於 テハ ー 旦瀦 溜セ

ル液 ハ瀦 溜始 メ ヨ リ約2週 間前後ニハ 自然 吸牧 ヲ來

シ瀦溜液 ニ ヨル障碍 ハ輕滅 サ レ途 二清失 ス、サ レ ド全

劣 ノ結 核病饗 ハ漸次塘進 ス、液 ノ完全吸牧 ニハ少 ク ト

モ40日 以上 ヲ要ヌ(第3表)。 肋膜 炎 ヲ蛋生 セルモノ

ノ胸腔内 二於 テハ 縦隔膜 ノ炎症蚊 二 副氣管腺及後胸

骨 腺腫 脹最 モ甚 シク、初期 二於 テハ共程度瀦溜液 ノ量

ト大禮一致 ス、胸壁 肋膜 ハ輕 度 二肥厚、潤濁、充血ア

リ、肺門部淋 巴腺腫脹 ハ副氣管腺及後胸 骨腺 ノ ソレヨ

リ遙 二輕度 ナ リ、是 等 ノ攣 化 ハ肋 膜炎 ヲ壁生 セ,レモノ

ノ全例 二於 テ 接種 側胸腔 内 ノ ミナラズ野 側胸腔 内ニ

モ多少輕度 二観 ラ レタ、斯 ノ如 ク縦 隔膜 ノ炎症最 モ甚

シキ事 實 ニ ヨリ菌 ヲ 該部 二接種 スル事 ハ所謂肋膜炎

ノ駿 生 二好 條件 タル事 ハ 首肯 シ得 ベキモ 余 ノ實験 二

於テ ハ接種菌量異 ナル 爲 二 接種部位 ニ ヨル其 ノ登生

ノ云 々ヲ論 ズル事能 ハズ、瀦溜液 ノ性状 ハ接種菌量大

ナ ルモノ叉非前虜置動物 ノ ソレハ 血性 ヲ帯 ブ,レモノ

多ク、菌量少 キモ ノ、叉前塵置動物 ノソレハ多 ク漿液

性 ナ リ、其他 「リパルタ」反鷹、 比重(Hammerschlag

氏 法)、蛋 白含有 量(Eintauchreflaktometerニ ヨ'レ)総

テ人類 ノ滲出酸 二類似ス、 叉液 中結核菌培養(固定培

地 二其儘1、2滴 滴下ス)ハ 殆 ソ ド全部陽性成績 ヲ得

タ、肋膜 炎獲 生 ト前後 シテ禮 温上昇、食慾減退、赤血

球沈降速度増 加 ヲ來 ス、瀦溜液増加 ト共 二呼吸困難 ヲ

來 シ、一種特有 ノ蝿音 ヲ聴取 シ、試験穿刺及 「め 線像

ニ ヨリ液 ヲ詮明 シ得 ル ニ到 ンレ、「ツベルク リン」皮内反

磨 ハ瀦溜液 ヲ観 タルモ ノ ・中3例 ハ陰性 ナ リ、補麗結

合反慮 ハ前 虞置動物 二於テハ 多 ク 陽性 ナル モ非前塵

置動物 ノ ソレハ 之 二反 シ 而 モ弱陽性 ノモ ノ1例 ヲ観

タルニ過 ギズ,生 菌接種後未 ダ胸腔 内 二瀦溜液 ヲ概,レ

程度 ノ攣化 ナキモ ノニ 於 テモ流血 中或 ハ胸腔 以外 ノ

肉眼的 二正常 ナル臓 器二菌 ノ存在 ヲ認 メタ、爾 ホ流血

中ノ 菌培養 ハ 今 日迄 ノ所生菌接種後1ケ 月前後迄陽

性成績 ヲ得 タ、叉尿 中菌培養 ハ肋膜 炎登生後 ノモノニ

3、4陽 性成績 ヲ得 タ、血液像 ・・肋膜炎 ノ登生 ト前後

シテ中性 白血球 ノ増加、淋 巴球 ノ減 少 ヲ來 シタ、此 ノ

動 樒ノ・人型死菌注射 ノモ ノニ於 テハ 既 二其注射期間

内二観 ラレタ。

以上 ノ實験 二依 リ胸腔 内 二人 型結核 生菌 ヲ接種 ン置

キ而 カモ何 等誘號原因 ヲ 加 フ,レ事 ナ シニ ー定期間後

ニハ前塵 置、非前盧置雨動物群共 二滲 出性肋膜炎 ノ壁

生 ヲ観 タ 其獲生率 ハ 寧 口非 前蕗置 ノモ ノニ於 テ稽 く

優 ル、爾剖 槍早期二過 ギテ其獲生 ヲ観 ザルモノモ若 シ

ー定期間剖検時 ヲ遅延 セ シム レバ 少 ク トモ 非前塵置

動物 二於 テ必 ズ其駿生 ヲ観 ル、滲出液 ノ登 生 ニハ縦隔

膜 ノ炎症 が其主 役 ヲ演 ズルモノナ リト信 ズ、而 シテ其

炎症 ノ程度 ハ初期 二於 テ・・瀦溜液量大艦一致 ス、肋膜

炎 ヲ獲生セ勘 動物 二 於 テ大 多徽菌接種封側胸腔内 ニ

モ同時 二炎症 ト滲症 液 ヲ観 タ滲 出液 ノ所 見、其他臨脈
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上 ノ所見 モ人類 ノ ソレト酷似 ス、叉肋膜炎 螢生以前流

血 中或 ハ胸 腔以外 ノ肉眼的正常ナル 臓器 ニモ菌 ノ存

在 セル事實 ヨ リ動物膣 内二結核菌潜入後未 ダ 臨脈上

何等 ノ症状 現 ハレザル 期間 中二 既二 流血 中或 ハ淋巴

流 中該菌 ノ移行 スル事 ヲ知 ル。

36.結 核家兎 二於 ケル賓験的動脈硬 愛

症 二就 チ

大阪帝 大馨學 部今村 内科、微生物研究所

竹尾結 核研 究部

小 倉 勇

動脈硬攣症 ハJosu6が 所 謂「ア ドyナ リyJ型 動脈硬

攣症 ヲIgnat◎wskyが 所謂 「=t・ス テリンJ型動脈硬

攣症 ヲ實験 的二登生 セシメ、以來 多藪 ノ業績相次 ギ其

ノ原 因大 二蘭明 セラレ之 ニハ血麗充進作用、血液還流

ノ過剰、細菌及 毒素 ノ作用、新陳代謝及榮養障碍素質

等 ヲ暴 グ。

結核 患者二於 テハ ー般 二共 ノ重症 者程共 ノ血瞳値低

久 血 中「コレステ リソ」含有 量少 シ トナス者多 ク其他

ノ新陳代謝及榮養 障碍 ア リテ 是等 ノ原因 トモ密 接 ナ

ル關係 ニア リ他 方成人 ノ結核屍盤 ノ大動脈硬攣症ハ

Saltyk◎w及Fahrハ 之 ヲ多 シトナーk」1/モAskanazy,

Bartel,Cramer,Schmidtmam,Moskowitzバ ー般 二

其 ノ登現程度 ハ輕度 ナルカ或 ノ・一定 ノ場合 ノ他 ハ稀

有 ナ リトナス 江藤氏ハ 雨者 ノ間二 特殊 ノ因果 關係 ナ

シト報告 シ今 氏ハ高年者 二於 テハ 結核ハ 動脈 硬愛症

ノ獲生 ヲ促進スル モノナ ラズ トシ高 血墜者ハ 低 血膣

者 ヨ リモ著 シク動脈硬愛 が高度 ナ リト稽 ス。

演者 ノ・結核家兎及其 ノ菌毒 ヲ以 テ庭 置 シタル 家 兎 二

健康家兎b共 二 「コ レステ リソj型 及 「ア ドレナ リン」

型動脹硬愛症 ヲ獲 生セ シメタル時及 ビ雨者 ノ静脈 内

二「ア ドレナ リソJヲ 再三週期的 二注 射 シタル際 二現
ヤ

ハ,レ其 ノ血歴 曲線 ノ攣化 ニツキ 其 ノ成績 ヲ報告 セ ソ

トスルモ ノナ リ.

家兎ハ 成熟雄性 ノモ ノヲ選 ビ之 二家 ノ如 キ 方法 ニテ

當研究所所有 ノ中型第一菌 ヲ接種 シ其後20日 目Nリ

健 康家兎 ト共 二雨型動脈硬饗症 ヲ起サ シメタ リ.

而 シテ結核家兎 ハ之 ヲ次 ノ3群 二分 チ

1.静 脈内注射群 中型 菌O.01re耳 静脈 内注射

1.腹 腔内注射群 中型菌0.1選 腹腔 内注射

1.皮 下注 射群 中型菌1.0彪 下肢皮 下注射

ノ如 ク接種 シ

「コyス テ リソ」型動脈硬攣症群 ニテ 無水 「ラノ リソ」

ヲ毎竜1.0瓦 ノ割合 二 豆腐糟 二混 ジテ 毎 日経 ロ的 二

與 へ「ア ドVナ リソJ型動脈硬饗症群 ニ テ ハ 毎朝空腹

時 二三共製干倍唖化 「ア ドレナ リソ」ヲ 同一罎 ノモ ノ

ヲ毎ffO、1αc・ノ割合 二 耳静脈 ヨ リ注射 シ前者 ニテハ

4ケ 月 目後 者ニテハ16日 目二撲殺 セ リゆ

成績

1.「 コvス テ リン」型動脈 硬攣症 二就 テ

今之 ヲ表 示セバ次 ノ如 シ。

第1表 結核家兎 二於 ケ)レ「コyス テ リン」型動脈 硬墾症

群
菌量番號

禮 重(瓦)
コ投

ヲ與
_日

;籔
L

』投
フ與
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L)
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結 核 性 病 攣
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表 ノ如 ク結核家 兎二 於 テモ 共 ノ大動脈 二硬髪攣 化 ヲ

惹 起ス ルモ ー般 二其 ノ獲現 程度ハ健康家 兎 ノ其二比

シ輕度 ニ シテ其 ノ結核性病墾 二反比例 ス、各接種 群 二

於 テ静脈内注射群 バ ー般 二他 ノ接種群 二比 シ 其 ノ曇

現 程度ハ弱 シ,

肺動脈 ノ動脈硬攣 ト結核性墜化 モ 大略大動脈 二於 ケ

ル動脹硬饗症 ノ登現程度 ト同檬 ニ シ テ次 ノ表 ノ如

シ ⇔

第2表 肺臓 二於ヶ ル結核 性箋化b「 コVス テ リソ」型 動脈 硬墜症及 脂肪及類 脂肪 沈著 トノ關係

群i皮 下注射酬 欝 内酬 徽 内翻 群}封 照 群

番 號 12e2204i2e612e81

--F一
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騨

血管内被、間質、軟骨 、筋細胞
等 二於 ケル脂肪 叉類 脂肪沈著

喜繭 コ=+{
一一十 一

柵t十十i十十甘
結核性病璽部位 二於 ケル脂 肪及

類脂肪 ノ沈著

._L

一 一

_}

_L
l

2.「 ア ドレナ リソ」型動脈硬攣症 二就 テ 今 之 ヲ表示 セバ次 ノ如 シ。

第3表 結核 家兎 二於ケル「ア ドレナ リン」型動 脈硬攣症

盤 重 完
「ソ

大動脈硬 結 核 性 攣 化
i 胸水 腹 膜

群/番號
菌量 (瓦) ド注

ア」

ド注
レ射

攣性愛化

i肉眼的靴 陳 微鋤 靴 液量
1 (彪)

レ射
ナ輿;

ご

ー

開始

時
解剖
時

ナ 日

リ撒 リ$
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表 ノ如 ク結核家兎 二 於テハ 大鵤「コ レステ リソ」型動

脹硬攣症 ノ所 見 ト同様 二其 ノ登現程度ハ 健康家兎 二

比 シ輕度 ニ シテ且 ツ 其 ノ結核性病愛 二反比例 シテ登

現 ス 静脈 内注射群 バ ー般 二他 ノ接種群 二比 シ其 ノ獲

現程度 ハ輕度 ナ リ。

銑 結核菌毒 ヲ以 テ塵置 セル家 兎二於 ケル「ア ドレナ

リン」型動脹硬饗症 二就 テ

前實験 二使用 セ シ牛型菌 ヨ リ加熱死菌及 「ツベルク リ

ン」ヲ作 リ毎 同前者 ハ5.0彪 後者 ヲ0.1cα ヲ各5日 目

毎 二耳艀脹 二注射 シ第5同 目ノ翌 日ヨ リ前實験 ト同

様 ノ方法 ニテ健康家兎b共 二fア ドVナ リン」ヲ注射

セ リ。今之 ヲ表示 セバ次 ノ如 シ。

本實験 ニテ死菌群 ハ 第1同 ノ 「ア ドvナ リンJ注射 ニ

ヨリテ多数鼻出血 ヲ起 シ難死 セ リ特 二表 示 ナ ギ モ

10・0竈 ヲ同襟 二注射 セシ家 兎 二於 テハ著明 ナ リキ。

表 ノ如 ク 其大動脹硬愛症 ハ 死菌群 ニテハ6例 中2例

高度 ノ憂 化 ヲ起 セ シモ「ツベルク リン3群ニテハ其 ノ

載現程度及蛮現奉 ハ健康家兎 ノ其 二比 シ輕度 ナ リ。

4.盤 化 ザア ドVナ リ ソ」液 ノ再三注射 ノ結核家兎血

墜 曲線 二及 ボス影響

iア ドyナ リン」型動脈硬饗症 ノ原 因ニハ血魅充進説
、

中・毒説、雨者共同作用説等 ア リ。

前述 ノ如 ク結核家 兎 二於ケル 動脈硬攣症 ノ獲現程度

・・健康家兎 ノ其 二比 シ輕度 ナ リシヲ以 テ 雨者 二本剤

ヲ再注射 シタル際雨者 ノ血歴曲線 ノ攣牝 二如何 ナル

差異 アラyヤ ト観察 シタ リe

結核家兎ハ 前記 中型菌 ノO、01eeヲ 耳静脹 内二注射 シ

1ケ 月以上経 タルモノニシテ健康家兎 ハ結核家兎b略

く同饅重 ノモ ノ郎2・0乃 至2.4妊 ノモノ ヲ使用 セ リ。

盤化 「ア ドvナ リンj液 ・、三共製千倍 ノモノ1aqヲ 生

理 的食璽水0・9cqト 混 ジ1.0αabナ シ之 ヲ耳静脈 ヨ

リ1時 間毎 二再三注射 シ其 ノ血塵 ノ墾化 ハ 頸動脹 二

於ケ 」レモノヲ「キモグラフィオ ソJニヨ リ紙上 二描爲 セ

シメタ リ。

即結核家兎 ノ血歴曲線 ハ「ア ドVナ リソ」注射 ニ ヨ リ

テ第 一次上昇 ヲ示 スモ 其 ノ持績時間 バー般 二健康家
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兎 二比 シ短 カク 且 ツ第二次 下降 ハ著明 ニ シテ而 カモ

此 ノ 攣i化ハ「ア ドvtリ ソJノ 注射同籔 ヲ 重 ヌルニツ

レ明 トナ リ健康家 兎ニテハ 第3同 注 射 ニヨ リテas-一

次上昇 ノ ミニ シテ 第二次 下降 ナ キモ ノ アルモ 結核家

兎 ニテハ 依然第二次下降 ア リ叉健 康家 兎二 第二次下

降 アル 際 ニテモ 共際 ノ第一次 的上 昇持績時 間ハ結核

家兎 ノ其 二比 シ長 シ。

37.腎 臓結核症 二關 スル實験的研究

其 ワー 血行性 感染 二依 ル腎膿 ノ早期愛化

多 賀 一 鄭(金 澤讐科大學谷 野内科激室)

腎臓 ノ結核菌感染 ハ 圭 トシテ 血行性感染 二依,レモノ

ナルが、此 ノ血行性 二來 の レ結核菌 ハ健康ナ,レ腎臓 ヲ

通過 シ得 ルモノナ リヤ、通過 ス トセバ如何 ナル機縛 二

俵 ルモ ノナ リヤ、且叉血行性轄移結核菌 ハ腎臓 ノ如何

ナ7レ部位 二 最 モ多 ク 停止 スルモノナ リヤ ヲ究 明セ ソ

ト・yテ本實験 ヲ企圖 セ 鶴 使用動物 ハ2・5Kgノ 成熟

健 康家兎 ニシテ、 使 用結核菌 ハ 家 兎耳静脈 内二1qq

中1mg含 有菌液接 種二依 リ2ケ 月ニ シテ高度 ノ結核

症 ヲ惹起 スル毒カ ヲ有 スル 我 が 敏室貯藏 ノ人型結核

菌 ノ 「グ リセ リソー ブイヨ ンj培 養基4週 ノモ ノヲ覇

瑠 乳鉢 ニテ6時 間i連績研 磨 シソノ10q中 二2mg含 有

結 核菌浮游液 ノ 所定量 ヲ 耳静脈 二注入 シ時 間的二其

ノ尿沈 渣 ヲ槍鏡、培養、動物接種 ヲナ シ且 ソノ腎臓 二

付 キ病 理組織 學的 二検 索 ヲナシタル實験成績 ナ リ。

其 ノ結果、(1)結 核 菌接種後60分 ニシテ己 二全例 二

於 テ尿中 二結核菌 ヲ詮明 シ、同時 二赤血球、多核 白血

球 、腎上皮 ヲ詮明 セラル.(2)血 管系統 二於 テ初期 二

結 核菌 ノ最 モ多 ク謹 明 セラル ・部 ハ緯毬禮ナ リ、而 シ

テ=ノ 部 二存在 スルモ ノハ 微小塊状 ヲナス カ或・・多

核 白血球 二 少藪 含 マ レタルモノ多 シ。叉 ボーマ ソ民

嚢 腔内 二遊離 シテ 存在 セルモ ノア リ。 次 二多 キノ・迂

曲細尿管周園 ノ毛細管腔内、吹 デ直細尿管周園毛細管

腔内 ニシテ 圓錐部 二於 テハ 著 シク少 シ,(3)細 尿管

系統 二於 テハ迂曲細尿管腔 内二最 モ多ク 次 デ ヘ ソレ

ー民太脚 腔内蛇 二其等 ノ上皮 内ニ シテ細脚、集合管 ニ

ノ、少 撒認 メ ラルe(4)時 期 ノ経過 ト共 二 縣毬鵬部 ノ

結核 菌ハ減 少ス。(5)練 毬膿部 二存在 セ ル 結核菌ハ

血 管壁 ヲ障碍 スル カ 或 ハ 多撒 白血球 二含 マ レテ 虻 ニ

マ ソ茂嚢 腔 二 出ル カ或 ハ 再 ビ綜毬盤 ヲ被覆 セル軍核

細胞 二取 リ込 マレ ソレが壌死脱落等 二俵 リ ボーマソ

氏嚢腔 二出デ細 尿管 ヨ リ排泄 セラル ・モノナ リ。(6)

故 二腎粟結核症 ノ場合結節 ガi練毬膣 ヨリ號生 スンレコ
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トノ少 キモノナルベキヲ本態的 二訊明 シ得 タ リ。(7)

腎臓 ノ結核菌排泄 ハ 結核菌 ニ ヨリテ縣 毬禮 ノー部障

碍 セラレテ 起 ルモ ノナ リe(8)迂 曲細 尿管(圭部)ヘ

ンレー氏太脚 ノ上皮ノ・管腔 ヨリノ結核菌 ヲ取 リ込 ミ

得 ルモノ ・如 シ。(9)以 上 ノ成績 二依 リテ 腎粟粒結

核症 ノ場合皮質高度 二侵 サ レ髄 質 ノ侵 サル ・コ ト少

キヲ説明 シ得 タ リ.

3&海 猿 及家兎 ノ肛 門周團 二注 入セル墨汁

雄 二結核菌 ノ分布状態 二就 テ(第1報)

住 吉 彌 太 鄭
宮 田 一 男

肛門周園 二 注入 セラし・タル 墨汁 ノ時間的分布状態 ヲ

正確 二観察 スル コ トハ ヤ がテ 結核性肛門周園炎 ノ場

合肛門周園 二 包裡 セ ラレタル 結核菌 ノ蓮命 ヲ トス ル

ニ足 ルモノ ト信 ジ本實 験 ヲ行 ヒタ リ.

試獣 ハ400武 以上 ノ成熟海狸 ヲ使用 シ注射部位 ハ肛

門周園部 ノ右側 ノ内或ハ 外肛 門括約筋 ト思 ハル ・部

ヲ選 ビ墨汁 各0.lac宛 ヲ注入 シ之 ヲ1時 間、2時 間、

3時 間、5時 間、12時 間、24時 間、48時 間 ノ7同 二

亙 リ時間的二各10頭 宛撲殺 シ墨汁 が如何ナル臓器 二

如何 二i速カニ侵入 セルカヲ知 ラン トセ リ。

肛門周園 二 注入 匂 レ墨汁ハ1乃 至3時 間 ヲ経 レバ脊

桂前面 二沼 フテ上昇 シ居 ルヲ認 ムレ ドモ 胸部 二達 ス

ジレハ稀 ナ リ。然 ルニ5時 間 ヲ経 レバ 墨汁 ハ 腹部 ヨ リ

胸部 二達 シ居 ルヲ認 ム。次 二12時 間 ヲ経過 ス レバ殆

ド胸部及腹 部共 二墨痕 ヲ認 ムルニ至 ル。更 二24時 間

ヲ経過 ス レバ各例 二於 テ 肺 二侵入 シ居 ル 墨汁 ヲ著明

二認 メ腹部 脊桂 前ニハ墨痕次第 二減少 ス。 更 二48時

間ヲ経 レバ 注入部 二残存 匂 レ墨汁 ハ 爾僅 カニ認メ得

ルモ次第 二淋 巴管 二沼 フテ上昇 シ胸部 二達 シ腹 部脊

桂前 ニハ 殆 ド認 メ得 ザルニ至 リ肺臓 二沈著 スルニ至

ンレ。

第2ノ 實験 トシテ墨汁 ノ代 リニ結核死菌 ヲ用 ヒタ リ、

印チ肉汁培養 ノ結核菌 ヲ蒸氣滅菌 シ結 核菌ノ ミヲ集

メ30%ノ 盤酸 ヲ30分 間作用 セシメテ 脱脂 シ之 ヲ生

理的食 璽水 二浮游 セ シメ 之 二「アル カ リ」ヲ加 ヘテ酸

ヲ中和 シ再 ビ濾過 シテ得 タル結核菌 ヲ「フク シンロー

bJヲ 以テ染色 ス。而 シテコノ 「フク シソJニテ染色 セ

ル結核 菌 ヲ以テ 相當濃度 ノ乳鋼 ヲ作 リ之 ヲ墨汁 ト同

様海狸 ノ肛門周園 二注射 シテ ソノ分布状態 ヲ観察 セ

リ。

而 シテ墨汁試験 ノ場合b同 ジク1時 間、2時 間、3時

間、5時 間、12時 間、24時 間、48時 間 ノ7同 二亙 リ

毎同5頭 宛撲殺 シテ 菌 ノ行衛 ヲ観察 セ リ。 併 シテコ

ノ場合 ノ・墨汁 ト異 リ肉眼 ヲ以 テ菌 ノ行術 ヲ観 察スル

コ トハ不可能 ナル ヲ以テ肺、肝、脾、各臓 器 ノー部 ヲ

取 リ之 ヲ塵搾 シソノ液 ヲ試験 管 二入v之 ヲ3%ノ 酷

酸 ヲ以 テ虎置 シ夏 二遠心沈澱 シ 之 ヨ リ各臓 器ニツキ

3放 宛 ノ塗抹標 本 ヲ作 リ之 ヲ チール ネルセ ソ氏法 二

依 リ染色 シテ槍索 セ リ。

右 ノ如 ク時間的 二撲殺 シタ ル海狸 ノ内臓 ヨ リ作 リタ

ル標本 ヲ精密 二鏡検 シタ2レニ48時 間二至 ルモ肝及脾

臓 ヨリ作 リタル標本 ニテハー ツモ 菌 ヲ登 見 シ得 ズ只

肺臓 ヨリ作 リタル標本 二於 テ 菌 ヲ登 見セ リ。 づノ成

績 ノ・1時間乃至2時 間ニテノ・各15赦 ノ標本 中1枚 モ

結核菌 ヲ登 見セズ、3時 間 二至 リ15枚 中2放 二於 テ

結核菌 ヲ登 見 シ5時 間 ノ標本 カラハ3枚 、12時 間 ノ

標本 カラ4枚 、24時 間 ノ標本 カラ3枚 、48時 間 ノ標

本 カラ5枚 二於 テ結核菌 ヲ登見 セ リ。

次 二第3ノ 實験bシ テ10頭 ノ海狭 二生結核菌 ノ乳鰯

0.2mgヲ 肛門周園 二注 射 シテ 其経過 ヲ仔細 二観察 セ

リ。生菌 ヲ注射 セル海猿 ハ 何 レモ 元氣悪 ク不活澄 ト

ナ リ食慾 モ減少 シテ膿重 ハ次第 二減 少 セ リ。内1頭 ハ

60時 間 ヲ経 テ 弊死 セル ヲ以 テ剖 見セルニ肝、脾 ハi蓼

常 ナ リシモ肺臓 二1個 ノ小 ナル 結節様物質 ヲ認 メタ

ル ヲ以 テ=vヨ リ注 意 シテ3枚 ノ塗抹標本 ヲ作 リチ

ー ルネルセ ン氏法 二依 リ染色 シテ細 密 ナル注意 ヲ以

テ ヨ〃鏡検 シタル ニ 非常 二繊細 ナル 抗酸性菌 ヲ3個

程認 メタ リ、コレハ普逼 ノ結核菌 二比 シ非常 二細 ク小

ニ シテ恐 ラク幼弱ナル結核菌 ナ ルベ シ。

次 デ7日 二1頭 弊死 セシモ之ノ・肝 ハ尋常、脾 ハ少 シ〃

腫大 シ肺 ノ表面 二明 カニ3個 ノ結節 ヲ認 メタ リ。

更 二8日 二至 リ1頭 弊死 ス、肝脾共 二異常 ヲ認 メズ肺

二2個 ノ結節 ヲ認 メタ リ。

其後7頭 ノ海狸 ハ 次第 二 元氣 ヲ恢復 シ蓮動活澄 トナ

リ食慾 モ尋常二復 シ盤重 モ増加 シ來 レ リ。

14日 二至ツテ残 リ7頭 ノ内3頭 ヲ撲殺 シテ 剖見セ ル

ニ肝脾共尋常 ナルモ 肺臓 ニ ノ・少 キハ12個 多 キハ56

個 ノ結 節 ヲ認 メタ リ.

更 二21日 二至 リ残 リノ4頭 ヲ撲 殺 シ剖 見 シタル ニ1

頭 二於 テ禮血肝 ヲ他 ノ1頭 二於 テ 少 シク脾臓 ノ腫大

セルヲ認 メタルモ他 ハ何 レモ肝脾 共 二尋常 ナ リキ、然

ルニ例外 ナク 肺臓 二 結節 ヲ認 メ 少 キハ12個 多 キハ

78個 モ結 節 ヲ見 タ リ。'

以上 ノ如 〃生菌 ヲ 肛門周園 二注射 ヌル ニ他 ノ部分 即

チ大腿 内側 二注射 シ タル トキ 附近 ノ 淋 巴腺 ノ腫大化

膿 ヲ生 ズル トハ 全然 趣 ヲ異 ニシ注 射孔ハ 全 ク閉塞 シ

34圓 目ヲ以 テ治癒ス。而 シテ60時 間 ヲ経過 ヌvバ 早
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クモ肺臓 内二結核菌 ヲ認 メ7日 、8日 スvバ 既 二肺臓

内 二結節 ヲ作 ルニ至 ルナ リ。

爾 家兎 ヲ罵 ヒテ行 ヒタ,レ實験 ニテハ墨汁試験 、死菌試

験 共 二海猿 ノ場合 ト大差 ナク 只生菌 ヲ用 ヒタル場合

ハヤハ リ肺臓 二結節 ヲ作 ルモ 海猿 二比 シ結節 ノ数 ハ

少 シ.コ レ家兎ハ 海猿 二比 シ結核菌 二i封スル 種族免

疫 強 キタメナルベ シ。

39.少 量結核菌及 ビ肺臓細 胞核物 質 ヲ

以 テ前虚 置 ヲ施 セル家兎眼球 二於 ケル

結核過敏笈旗 二就 テ

谷 口 修 一(有 馬研究 『の

家兎 二封 シテ少量結核菌 ノ ミノ前虞置 ヲ施 セルモノ、

同 ジク少量結核菌 ト肺臓細胞核 トヲ以テ 前虜置 セル

モ ノ、並 二肺臓細胞核 ノ ミヲ 以 テ 前虞置 ヲ行 へ}レモ

ノ ・3群 ヲ設 ク、以上 ノ試獣群 二 封 シー定期間 ヲ経

テ眼球 角膜實 質内二結核感染 ヲ施 シ テ 眼球過敏反慮

號現 ノ状況 ヲ槍 シタルニ其 ノ成績次 ノ如 シ。

1。 少 量結核菌前虜置群 ハ 反慮症状螢現 スルモ 極 メ

テ遅 ク且 ツ共 ノ度強 カラズ。

2.少 量結核 菌及 ビ細胞核混合物質前虜置群 二 於 テ

ハ前 者二反 シ感染 直後 既二著 明二 眼球各部位 二反慮

螢 現 ア リ、且 ツ共 ノ病状 ハ 他 ノ何 レノ群 二於 ケルヨ

リモ強 シ。

3.肺 臓細胞核 ノ ミヲ以 テ 前虞置 ヲ施行 セル家兎群

二於 テハ所 見匠 々ニ シテ時 二炎症 ヲ蛮 スルモ ノモア

リ、 時二全 ク之無 キモ ノア リ。

40.少 量結核菌戴 二細胞核物質接種二依ル

海撰諸膿器 呂於 ケル組織及感 二就 テ

楠 節 子(有 馬研 究所)

少量生結核 菌並 二海狸肺臓細胞核物質 ヲ以 テ 豫 メ健

康獣 ニー程度 過敏性 ヲ附與 シ、人工 的二共素質 ヲ縛換

セシメ皮膚 過敏症 ノ明二豪顯 ス ル 時期、3週 日目二

於 テ、 結 核菌 ノ静 脈内、 再 感染試験 ヲ行 ヒ、 而 シテ

後、1、3、6、9、18週 二瓦 リテ、撲 殺剖見並 二、「ヘ

マ トキシ リン」「エ オジンJ染色 ヲ爲 シ、各群 二向 ツテ

如何 ナ,レ病憂 ヲ惹起 セ,レヤヲ比較検 セルニ 大約次 ノ

如 キ、結果 ヲ得 タ リ.

1.實 験動物 ハ盟 重300武 前後 ノ 健康 ナル 雄性海猿

ヲ用 ヒ、之 ヲ3頭宛4群 二分 チ、第1群 ニハ肺細胞核(毎

日2蓬 、3回)、 第2群 ニハ肺細胞核(毎 日2彪 、3同)

及、 生結核 菌(1萬 分 ノ1彪 、1同)、,第3群 ニハ生結

核菌(1萬 分 ノ1竈 、1同)何yモ 、皮下接種 トス。以上

各群並 二第4群 二封 シ更 汽3週 日目二於 テ同株 生結

核菌 同量郎チ、1禽 分 ノ1選 ヲ静脈 内二注入 シタ リ。

2.1、3週 日目撲 殺群 二於 テハ他 ノ臓 器 二結核愛性

輕度 ナルニ 肺臓 ハ結核性愛化 ヲ惹起 シ殊 二肺細胞核

接種 二俵 ルモノハ其 ノ程度強 キガ如 シ。

3.9、18週 目撲殺群7・-b般二各群各臓器結核性病愛

強度 ナル モ肺 細胞 核物質接種 二 依 ルモ ノハ 肺臓 亀於

テ其病愛 稽 く輕 キ如 キ感 ヲ呈 セ リ。

41.結 核 感染海猿 二罰 スル肺膿細胞楼

物質 ノ及ボ ス影響

篇 ロ謹 享(有馬研究所)

結核感染海猿 二i封シ肺臓細胞核物質 ヲバ、時期 ト量雌

二同勲 ヲ種 々ニシテ、腹部皮下 二接種 ヲ試 ミタルニ其

ノ接種 ノ時期 ト量 ノ相違 二從 テ 試獣 ノ結核病愛ノ異

ナル ヲ認 メタ リ。郎 チ其 ノ大要 ヲ列記 セバ次 ノ如 シ。

1.感 染接種後30日 目二細胞 核成分 ヲ受 ヶタルモノ

へ 其 ノ量 ノ多少 ヲ問 ハズ1同 塵置群 二於 テ其 ノ感染

何 レモ封照群 二比 シテ強 シ。

2.感 染接種 後20日 目二細胞核成分 ヲ受 クタルモノ

ハ、其 ノ量 二拘 ノ・ラズ、叉接種同鍛 ヲ重 ヌル トモ感染

度 ハ封 照群 二比 シテ輕 シ。

3.感 染接種後10日 目二細胞 核成 分 ヲ受ケタルモノ

ノ・各群共接種量並 ビニ接種同数 ヲ問ハズ 封照 ト選 プ

トコロナ キ状況 ヲ示セ リ。

42.結 核動物膿器 ノ「ヴtタ ミンJC固 定

能力 易就 テ

山 上 茂(竹 尾結核研究所)

演 者ハ 嚢 二 實験 的結核 海猿各臓 器 ノ 含有 セル 「ヴィタ

ミソjC量 ハ正常海瞑 ノソ レヨ リモ著 シク減 少セ,レ事

ヲ報告 セシが、最近結 核感染海狸 ノ頸艀脈 ニー定量 ノ

結 晶性 「ヴィタ ミ"ソJcva液 ヲ注射 シ、 時間的 二各臓器
「ヴ

415eミソ」量 ヲIndophenol法 ヲ用 ヒテ測 定 セ・;/=、

臓 器「ヴィタ ミソJC固 定能 カバ 正常海瞑 ノソvヨ リモ

弱 ク、時 間的二遽 延 シ、且 ツー度固定 サ レタル「ヴィタ

ミンjCハ 臓 器 ヨリ消 失スル事 困難 ニ シテ正常 二復鎌

スル ニ、正常海猿 ノソレヨリモ、著 シク長時間 ヲ要ス

ルヲ認 メタ リ。

余 ノ行 ヒタ;レ結核感染海狭 臓器 ノ 「ヴィタ ミソ」C固定

能 力検査成績 ヲLe.De,Carsカ ◆壊血病時 二於クル海

猿臓 器 ヲ以テ セ,レ成績 ト比較ス ンレニ、其態度 二極メテ

相接 ヌル モノア リ。故 二結核海猿感染臓器 ハ常 二「ヴィ

タ ミン」C鋏 乏状 態 ニアルモノ ・如 ク、結核 ハ「ヴィタ

ミンJC訣 乏状態 ヲ誘 引スb考 フルモ必 ズシモ過言 ニ

ア ラザルベ シ。

第銘 番^り 追加
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大 阪 市 立 刀根 山病 院 辻 本 次 郎

'私 ハ臨 駄 的=刀 根 山病 院 患 者 ノ血 中V・Cヲ 定 量 シマ

シタ。 ソノ結 果 ニ ヨ ル ト輕 症 者 二於 テ モ 既 二 非 常 二

滅 少 シ、重 症 者 程 ソ ノ程 度 著 シク、一般 二結 核 ハ常 二

潜 在 性V・C訣 乏 状 態 ニ アル モ ノ ・如 ク デ ア リマ ス。

叉V。C附 加 試験 二於 テ重 症 者 程 ソノ 血 中増 加 少 シ、

ヵ ・ル堆 減 ヲ直 チ ニ 臓 器 ノ増減 トス ル ハ 爾 早 デ ス が、

仙 上氏 ノV。C固 定 能 カ ノ減 少 トヨ クー 致 ス ル現 象 ダ

ト思 ヒマ ス。 私 ハV・Cノ カ ・ル 減 少 バー 面 肝 臓 ノ機

・能 障 碍 ト關 係 ス ル モ ノ ト思 ヒマ ス
.

第42番^ノ 辻 本 氏 ノ追加 二劃 ス ル答

山 上 蔑

只 今 辻本 氏 ヨ リ 人 盟 血 液 試 験 二於 テ モ 同様 ナ ル 結 果

ヲ得 ラ レタ トノ追 加 ヲ受 ケ マ シテ、私 甚 ダ意 ヲ強 ク ス

,レ次 第 デ ア リマ ス。

私 が血液 二就 テ検 査 シナ カ ツ タ理 由 へ 現 時 血 液 中 ノ

VitamiRCガ ー 部 酸 化 型 デ 存 在 ス ト稽 セ ラvテ 居 リ

マス ノデ、若 シ斯 カル事 實 が存 ス,レ ト致 シマヌ ナ ラバ

Ptndophenol法 ニ ョ)v還 元 値 ノ測 定 ノ・何 等意 味 ヲナ サナ

イ ト思 ヒ、 中止 シタ モ ノ デ ア リマヌ.

辻 本 氏 ハ結 核 患者 がAvitaminoseCノ 状 態 ニ アル ノ

ヲ、 圭 ト シテ 肝 臓 機 能 ノ愛 調 ニ ヨル ト言 ハ レマ シタ

が、 私 ハ 私 自勇 ノ 成績 ヨ リ 致 シマ シテ、 結 核 ニ ヨル

、AvitaminoseCノ 状 態 ハ各 臓 器 個 々 ノ攣 調 ニ ヨ リ招

'來ス ンレモ ノ ト信 ジテ居,レ モ ノデ ア リマス 。

第 銘 番 ヘ ノ追 加

阪 大 今 村 内科 西 垣 明 治

結 核bVitaminCノ 關 係 ・・興 味 アル 問題 デ ア リマ シ

テ 、

(1)結 核 二抵 抗 強 キ家 兎 ハVitaminC鉄 乏食 デ長

ク飼 養 ス ル モ、壌血 病 二罹 ラズ、結 核菌 二抵抗 力弱

キ海 狸 ハ埋 血 病 二容 易 二罹 患 ス 〃、帥 チVitaminC

ヲ麗 内 デ合 成 ス,レ犬 、家 兎 、鼠 等 ハ結 核 二封 シテ抵

抗 強 ク、盟 内 デ合 成 シ得 ナ イ人 及 ビ海 猿^結 核 二封

シテ抵 抗 ガ弱 イ様 デ ア リマス。

,,(2)肺 結 核 ノ進 行b共 二血 中 ノAlbllmin量 ガ減 少

シ、Albumin・Globulin比 が低 下 ス ル事 ノ・衆 知 ノ事

項 デ ア リマス ガ、Ascorbin酸 ノ・血 清Albumin量

ヲ増 加 ス'レ性 能 ヲ有 ス ル ト報 告 サ レテ居 リマ ス。

〈3)重 症 肺結 核 患 者 デ ハ、血 清 酸 中和 能 が減少 シテ
あ

來マスが、最近李尾 氏ハVitaminC鉄 乏飼養動物 ノ

血清酸 中和 能 ハ減少 シテ居 ル事 ヲ認 メ、之 二Asce㍗

bin酸 叉 ハ「トマ ト」汁 ヲ投 與スル ト血清酸中和 能 ガ

高 マツテ來ル事 ヲ認 メテ居 り、私 等ハ肝油 「トマ ト」

汁療法 ニ ヨリ、健 康人 二於 テモ、重症肺結核患者 二

於 テモ、血清酸 中和能 ノ高 マル事 ヲ験知 シテ居 リ

マ スo

(4)VitaminC二 止 血作 用 ノ アル事 ハ 諸 多 ノ 學 者

ノ報 告 ス ル所 デ ア リ、

(5)Mae.Conkey等 ノ・VitaminCガ 腸 結 核 ノ成 因

二圭 要 ナ役割 ヲ演 ズル事 ヲ報 告 シテ居 リマヌ。

以上 諸!鮎 ヲ考 ヘ マ シ テモVitaminCb結 核 ノ間 ニ ハ

或 ル密 接 ナ?レ關 係 が存 ス?レ様 デ ア リマス。

今 日山上 氏 ハ 結核 海猿 各 臓 器 二於 ケ ルVitaminC固

定能 カ ノ検 査 カ ラ結 核海 狸 がVitaminC飲 乏 状 態 ニ

ア ル事 ヲ謹 明 シ 辻 本 氏 ノ・全 〃濁 立 二血 中VitaminC

量 ヲ測 定 シテ、 直 接 肺結 核 患者 ガHypovitaminoseC

ノ状態 ニ ア7レ事 ヲ追 加 セ ラvマ シタ◎

一 方 ・・動 物 試 験 カラ、一 方 ハ人 盤 試験 カ ラ肺 結 核 患者

ガVitaminC鉄 乏 状 態 ニ ア,レ事 ガ謹 明 サ レマ ・yテ誠

二 興 味 ヲ 感 ズル モ ノデ ア リマス 。 此 ノ 方 面 ノ 研 究

二私 モ 多少 關與 シテ居 リマ ス 關係 上 一 言 追 加 致 シマ

ス ◎

43.實 験的急性廣汎牲 無氣肺 ガ肺結核

感染 二及ボ ス影響

大阪市立刀根山病院(院 長 太縄 博士)

河 端 明

肺結核 二封 スル各種虚脱療 法 ハ、ソノ企圖 スル所 ノ多

クハ所謂歴迫性若 クハ静止性無氣肺 デ アツテ、眞 ノ意

味 ノ無氣肺即チ氣管枝閉塞 二3ル 所 謂閉塞性無氣肺

ノ場合 二、果 シテ肺結核 二封 シテ如何 ナル影響 ヲ及ボ

メ カバ興味アル問題 デアル。

曇 二大阪帝大 小澤外科武 田義章茨 ハ 家兎 二 就 キ ソノ
ー 側ノ氣管枝 ヲ肋膜外 ニテ結紮 シ、實験的 二急性麿汎

性無氣肺 ヲ惹 起スル コ トニ成功 シタが、余 ハ同民 ノ肋

膜外氣管枝結 紮法 二依 リ、家兎左側氣管枝 ヲソノ分岐

部 二於 テ結紮 シ、術後各種菌 量 ノ人型結核菌 ヲ耳静脈

内二接種 シテ、肺臓 二蟹生 スル結核病竈 ノ分布畝 ビニ

ソノ進展 ノ状態 ヲ観察 シタ。

1.氣 管枝結紮ニ ヨル肺臓 ノ攣化(豫 備試験)

マヅ術側肺 ハ、 術後2、3時 間ニテ全 ク萎 縮 シ、無氣

肺性 トナ リ、高 度 ノ欝血 ヲ示 シ所 々出血竈 ヲ認 メ、顯

微鏡 的ニハ血管 ノ弛緩 ヲ示 シ、主 トシテ中央部 二高度

ノ充血及 ビ出血像 ヲ認 メル。

術後2、3日 ニハ肺臓全容積ハ正 常 ノ約4分 ノ1以 下

トナ リ、筋 肉様 ナルモ日 ト共 二更 二萎縮 シソノ血 量乏

シク、顯微鏡的 二動駆乾管 ノ牧縮 ヲ認 メンレ。

屡 く既 二早期 ヨ リ氣管枝 内及 ビ肺葉末梢 部二白色分
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泌物 ノ瀦 溜 ヲ示 スモ ノアリ.顯 薇鏡 的ニハ、肺胞 内及

ビ氣管枝 内 二 多籔 ノ疑 「エオジン」嗜 好性 ノMakro・

phagen及 ビ圭 トシテ多核 白血球 ノ存在 ヲ謹 明ヌル。

2.氣 管枝結紮後逐 日接種試験(第1表)

サ テ氣管枝 結紮後翌 日ヨ リ10日 間 二亙 リ逐 日結核菌

ノー 定量(6。0選11耗)ヲ 耳静脈 ヨ リ接種 シ1ケ 月後

屠 殺観察 セルニ、 ・

非 術側肺 ハ、各群共多 クノ・膨大、氣腫 性 ヲ呈 シ、何 レ

モ多薮 ノ粟粒 大乃至米粒大 二至ル 小結 節 ノ播種性獲

生 ヲ認 メ屡 くソノ中央乾酪化 ヲ示ス。

コV二i野 シ術側肺 へ 著 シク萎縮 シ、多 クハ全 ク無氣

性 ニ シテ血量 二富 ムモノ或ハ貧 血性 ノモノア リ、屡 く

針先大、若 クハ盟子粒大、時 二粟粒大 二至 ル結 節 ノ登

生 ヲ謹明ス ルモ、 非術側 二比較 シテ 甚 シキ相違 ヲ示

シ、無氣肺側ハ ソノ籔及 ビソノ大 サ ニ於 テ著 シク紗 ク

且輕 度デ アツテ 屡 く肉眼的二 全 ク結核性病竈 ヲ登見

シ得 ナ イ場 合がアル。

即 チ本實験 中偶 々結紮 ヲ施 サザ リシ1例(第37號 家

兎)ノ 病竈分布 ハ雨側殆 ンドソノ差 ヲ見 ズ且 ソノ病攣

ノ比較的輕度 ナルニ封 比ス レバ 極 メテ 興味 アル事實

ト云ハ 大ケ レバナ ラナ イ。

爾無氣肺側 ニハ屡 ζ嚢 二結 紮無虞 置家 兎二 見タル如

キ分泌物 ノ高度 二 瀦溜 セルニ 遭遇 スル場合 ガ比較 的

多 イ。

手術後 ノ接種 日次 ニ ヨル攣牝 ハ、 晩期 二 接 種セルモ

ノハ 屡 くソノ結 節比較 的大 ニ シテ 乾酪化傾向著 明 ト

ナル が如 キモ特 二著 シキ差異 ヲ認 メナ イ。

3.接 種後 ノ輕過

次 二結核感染後 ノ病 竃 ノ進展 ヲ見 ノレタメ ニ、接 種後週

ヲ追 ヒテ観 察 スル ニ(第2表)二 示 ス如 ク、

非術側肺ハ 第2週 饒 二針先大若 クハ粟粒大 二至 ル小

結 節 ノ多鍛播 種性 二駿生 シ、顯 微鏡 的ニハ既二大 ナル

結 節 ヲ形成 シ、一部 既二乾酪化 ヲ示 セルニi封シ、

無氣肺側 ハ、多 クハ針 先大 ノ小結節 ヲ極 メテ少数登見

ヌルニ過 ギズ、時 二肉眼 的二之 ヲ謹明 シ得 ナイコ トガ

ア リ、顯微鏡的 ニハ所 々二上皮様細胞 ノ極 メテ小 ナル

集團 ヲ認 ムルニ過 ギナ イ場合 モ アル。

週 日ノ進 ムニ從 ヒ、非 筋側・・結 節ノ大 サ ヲ培 シ且乾酪

化傾 向著明 トナ リ、肉眼的 ニモ乾酪性肺炎像 ヲ トルモ

ノアルニ封 シ、無氣肺側 ハ著 明ニ ソノ進展 ノ抑制 サル

ル ヲ認 メルコ トが出來 ル。

4.微 量接種 試験

次 二量的關係 ヲ見 ルタメニ マ ヅ微量 トシテ前接種菌

量 ノ10分 ノ1量(0・6竈1蛯)接 種後 ノ塗化 ヲ見lv・ト、

第3表 二示 ス如 ク、感染 早期群 ニハ、氣管枝閉塞不全

ノモ ノガ 多 カツタタメカ 寧 ロ術側肺 二著明 二且比較

的進行 セル結節 ノ號生 ヲ認 メタガ、第4週 以後 ノモノ

ニ於 テハ、無氣肺側 ノ病竈 ハ 明 カニ僅少 且輕微 デァ

♪レ0

5.大 量接種試験(第4表)

次 二前菌 量 ノ5-10倍 量(3U-60瑳)ヲ 接種 セルニ、

多 クハ2、3週 間 ニテ弊死 シ、肺臓ノ、雨側 〉モ著 シグ

膨大 シ全鵬 硬キ浸潤性 ヲ呈 シ、全 ク白色若 クハ黄色粟

粒大以下 ノ小結節 ヲ以 テ埋 メ ラル ・モ、術 側肺 二於ケ

ル モノハ 屡 く著明 二結 節 ノ撒及 ビ大 サニ於 テ輕微デ

アル。

以 上家 兎 二就 キ ソノー側氣 管枝 ヲ結 紮 シテ惹起セゲ

メタル急性廣汎性無氣肺 二於 テ、血管 内接種 ニヨツテ

獲生 スル結核病竈 ノ分布 ハ、非術捌 二比 シテ著 シク僅

少 デアル。而 シテ、ソノ病 竈 ノ進展 ハ著 シ〃抑制 サレ

,レ0

44.結 核感染 卜歯髄 ノ態度

野 上 入 十 入(北 里研究所)

本研究 ハ結核 菌 二封 ス ル 歯髄 ノ 中心性及遠心性感染

状 態 ヲ試験動物 ニヨ リテ實験 シ、更 二此實験 二使用,

スル歯科用fセ メ ント」刺 ノ結核菌 二i封スル 殺菌力 ヲ

試験 セ シモ ノナ リ。歯牙 二於 ケ ル結核病 ノ 中心性感

染設 ・・1800年 代 二於 テ米國 ノベ ンジャ ミン、 ブッフ

(BenzaminBuch)ニ ヨリテ 唱導 セ ラレタ リ。爾來幾

多 ノ研究績 出セ シモ世人 ノ注意 ヲ喚起 セ シノ・1900年

代 二始 マレ リ、然 レ ドモ當時 ノ研究 ハ凡 テ完壁 ヲ期ス

ルコ ト難 キノ感 ア リ、然 シ其研究 ノ結果 ハ歯髄 二沈着

セル結核菌 ハ其部 二固有 ノ結核結 節 ヲ作 ル ト云ヒ或

ハ軍純 ノ刺 戟}吠態 ニテ通過 シ叉 ノ・菌態 ハ抗酸性 ヲ失

ヒテ「ムフ」顕粒歌態 二攣化 シテ通過 スル 〉云 フ、余ハ

之 ガ追試 ヲ行 フ爲 メ動物 ノ歯牙 ヲ 「レ」線 ニ ヨリテ罵

眞像 ヲ撮 リ、 甲ハ歯牙 ノ象牙質 内二穿孔 シ其孔底 ヲ

歯髄 ト象牙質 トノ境界 ヨ リ約10分 ノ1糎 ノ位置 二止

メ、乙ハ歯髄 二直接穿孔 シテ濃厚 ナル結核菌液 ヲ細小

ノ「ゴム」棒 叉ハ 吉野紙 二吸着 セ シメテ 該穿孔内二描

入 シ、菌 ノロ腔 内 二漏 出 ヲ防グ爲 二該薗牙二銀冠 ヲ装

置 シ「セメ ンbj煉 鋼 ヲ以 テ之 ヲ固定 セ リ、其結果歯牙

ノ硬組織 ハ結核菌 ヲ通過 セ シメザル モ歯髄 ハ完全二

菌 ヲ通過 セ シム叉菌 ノ沈 着 セル所 ニノ・細胞 ノ聚落 ヲ

來 シー種 ノ膿瘍 ヲ形成 スルモ 固有 ノ結核性結節 ヲ形

成 セ ズ、且 ツ沈 着ヤル結核 菌ハ「ムフ」顯 粒状態 二幾化

セルヲ全然認 メザ リキ。亦薗髄 ノ蓮 心性 感染=e野 シテ

ハ今 日マデ確實 ナ ル報告 二接 セズ、俵 テ余 ハ更 二其追
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試 ヲ行 フ爲 メ 食塩 水叉 ハ絢橡酸曹達水 ヲ以 テ結核菌

液 ヲ作 リ動物 ノ頸動脈 ノ片側叉 ハ雨側 二注入 シ、明 カ

ニ歯髄 内二結核菌 ノ輸逡沈着 セ シ惣 トヲ實詮 セ リ。然

シ其沈 着 セ ル結核菌 ハ前面 ノ求心性沈 着 ハ同様 二其

部 二細胞 ノ浸潤聚落 ヲ來 シ膿 瘍状態 ヲ形成 シ固有 ノ
そ

結核結 節 ヲ形成 セズ,且 ッ菌態ハ「ムフ」顧粒歌態 二髪

化 セ ルヲ謹 明セズ、其結果次 ノ結論 二達 ス。

1。 動物歯牙 ノ硬組織 ハ結核菌 ヲ通過 セシメズ、然V

ドモ歯髄 ハ求心性叉 ハ 遽心性 二結核菌 ヲ沈着通過 セ

シ ム ◎

2.遠 心性 二使用 スル菌液 ハ絢激酸曹達水 ヲ以 テ製

スル ヲ良 トス癖

3.生 活 セル動物 ノ歯髄 ハ結 核菌 ニョ リテ結核 二特

有 ナル結核結節 ヲ形成 セズ。

歯科用 「セメ ン ト」刺 殺菌 カバ 内外製 品ハ 殆 ド同一 ニ

シテ粉末 ハ全 ク殺菌カ ナキモ溶液 バー定 ノ殺菌 力 ヲ

有 シ、其原液 ハ24時 間後 ヨ リ漸次殺菌力 ヲ現 出 シテ

72時 間 二於 テ完全 二殺菌 ス。叉 「セメ ンbJ煉 鋼 中二

結核菌 ヲ混合 ス ル トキハ72時 間後 ニハ 完全 二殺菌

ス、故 二隔歯 ノ窩洞内 二「セメyrJヲ 充填 ヌ,レ場合 ハ

窩洞内 ヲ充分乾燥 シテ 「セ メソbj煉 鋼 ヲ密 着充墳 セ

シムレバ結核 菌及其 他 ノ雑菌 モ完全 二殺菌 セ ラル。

・ 特 別 講 演

45.肺 結核患者 二於 ケル胃腸隆碍

名古屋馨科大學敏授

馨學博士 岡 田 清 三 鄭

肺結核 二於 ケル 胃腸障碍 ノ・實際問題 トシテモ重要 デ

アル ト共 二理論 的ニモ 極 メテ 興味深 キ問題 デア,レ。

元來肺臓 ノ結核性病墾ハ 種 々ノ 臓器 二多種多様 ノ障

碍 ヲ誘起 スルモ ノデハアルが、頻度 ヨ リ云 フモ亦重要

性 欝リ云フモ、消 化器官 ノ障碍 が其首位 ニアル ト云 フ

モ過言 デナイ。漕化器官 ノ障碍 ハ 肺結核 ノ 各期即 チ

初期 ヨリ末期 二至 ル 何 レノ時期 二於 イテモ 來 リ得 ル

ノデァ,レ、 時 トシテハ 胃腸障碍 ハ 初期肺結核 ノ唯一

ノ訴 デアルコ トガアル。 叉肺結核 ノ末期 二 於 イテ胃

腸障碍 ノ著 ンキ爲頓 二榮養 障碍 二昭 リ、起 死同生 ノ方

途 ヲ失 フ場合 が少 クナイ、 肺結 核 二於 イテ 胃腸障碍

ノ頻猶スル事實 ハ 之 レヲ 翠ナノレ偶蟹現象 トナヌ ヲ許

サナ イ.肺 結核 ト胃腸障碍 トハ 密接 ナル 因果關係 ノ

存在 スルモ ノ ト認 メザル ヲ得 ナ イ。 而 シテ 胃腸障碍

ガ肺結核 患者 ノ榮養、輕過、豫 後等 二樹 シテ極 メテ重

要性 ヲ有 スルニ鑑 ミ、細 心ナル注意 ヲ以 テ之 レヲ検討

精査 シ、適 當ナル方法 ヲ講 ズル ノハ肺結核患者 ヲ治療

ス ルニ當 ツテ極 メテ重要 ナル 任務 デアルコ トハ 敢 テ

i拉二喋 々スル ヲ要 シナイ。

先 ヅ肺結核 ノ胃腸障碍 二就 イテ 考 フル ニ之 ヲ2種 ノ

障碍 二考 フルコ トが 出來)v。1ッ ハ 特 異性 ノモノデ

他ハ 非特異性 ノモノデアル。 胃 ノ特 異性病 憂帥チ胃

結核 ハ肺結核 二併螢 スルコ トガ 極 メ テ翠 デ アル。原

蛮性胃結 核 二至 ツテハ 更 ニ ー層窄 ナモ ノデアツテ臨

肱上之 レヲ診噺 シ得 ルコ トハ 稀有 ノコ トニ屈 スル。

非特異性 胃障碍 二至 ツテハ 之 レニ反 シテ 頗 ル 頻壁性

ノモノデアツテ、自畳的 ニハ既二肺結核 ノ診断 ガ確實

二下 シ得ナ イ時期 ニモ來 り得 ル ノデア,レ。 肺結核ガ

確 賢 トナツ タモノ三於 イテモ 勿論場合 ニ ヨツテ著 シ

ク異 ルノデ或 ル者ハ早期 二起 リ、他 ノ者 ハ末期 二至,レ

マデ起 ラナ イ。 而 シ概 シテ病 期 ノ進行 二連 レテ頻度

モ多 ク、且 ツ障撮 ノ種 類及 ビ程 度 ガ多 クナル。他曼的

ニハ胃 ノ加答 見性病髪、魔欄、潰瘍等 モ來 り、胃分泌

機能障碍、胃運動機 能障碍 等 ヲ見 ルコ トモアル。 胃液

分泌 ハ 遅延スル 場合 ガ 比較的多 イ爲.軍一胃液 検査 デ

ノ・分劃 的検査 二比 シテ 遙 カニ 分泌 障碍 ヲ見ル 場合 が

多イ。 然 シ要スル ニ 自畳 的症}伏ノ頗ル 著 明ナルニ比

シテ他魔 的攣 化 ノ著 シク少 キ コ トノ、注 目二値 スル。

腸障碍 モ亦特異性虹 二 非特異性 ノ2ッ ニ 分 チ得 ル謬

デハアルガ 肺結核 ノ場合 ハ 腸 ノ特異性愛化 即チ腸結

核 ヲ來 ス場合 ガ極 メテ多 ク、純粋 ナ非特異性障碍 ヲ湛

べ,レコ トガ 寧 口困難 デアル。 叉腸 ノ自曼 的障碍 ノ・割

合 二翠 ナモ ノデアル。 即チ吾人 ハ 拉 二 顕著 ナル封象

ヲ見 ル ノデアツテ、胃 ノ特 異性病 攣乃至機能障碍ハ極

メテ準 デ、腸 ノ特異性病愛 ハ極 メテ多 ク、反封 二胃 ノ

自畳的症状 ハ極 テ 多 ク 腸 ノ自畳 的症候 ノ・寧 ロ攣デア

ル ト云 フ事實 デアル。 前 者 ノ 關係 即 チ胃 ノ特異性病

愛 ノ少 キ理由 トシテハ 種 々ノ 因子 ガ 學 ゲラレテ居ル

ガ、何 レモ根櫨 が不充分 デアツテ、結核臓器特異性 ト

云 フノガ最 毛 至當 デアラ ウ。 後 ノ關係 即チ胃症状ノ

比較 的多 イノノ・胃 自己 ノ機 能障碍 カラ來 ルコ トハ比

較 的輩 デ、肺結核 ソノモ ノ若 シクハ腸結核、腹膜結核

乃 至結核感 染 自己 ニヨル 中毒現象等 二 基 クモノガ多

イ ト認 メザル ヲ得 ナ イ。 此鮎 ヲ充分考慮 スルコ トハ

治療上頗 ル有意義 ノコ ト・思 フ、

肺 結核 ノ場合特 二 開放性 ノ場合ノ・胃内容及 ビ糞便 二

常 二多鍛 ノ結核菌 ヲ謹 明ス ルモ ノデ ア リ、 閉塞性ノ

モ ノデモ之 レヲ澄 明 スルコ トが 少 〃ナイ。 即 チ肺結

核患者 ヲ取扱 フ場含 ノ・翠 二喀 疾 ノ ミニ 注意ス ルコ ト

無 ク、胃腸 ノ排泄物 ニノ、深甚 ノ注意 ヲ以 テ底置 スルコ

トガ肝要 デアル。

次 二肝臓 ト膵 臓 トノ 關係デ アルガ 肺結核 ノ場合肝臓
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ノ結核性病髪 ヲ來 スコ トハ 比較的窄 アルガ膵臓 二至

ツテハ更 ニ ー層侵 サ レ難 イ。 胃分泌機能 モ中 々侵 サ

γズ末期 二於 イテ 精 ζ障碍 ヲ見 ル場合 が多 イが膵 臓、

肝臓 ノ分泌機能 二至 ツテハ更 ニー層障碍サ レ難 ク、高

度 ノ肺病愛 アルニ拘 ラズ 此等機能ハ多クハ 完全 二維

持サv2レ 。 血糖 ヤ 尿 「ウロビリyJナ ドノ關係 ヲ見 テ

モ機能 ノ著 シキ 減退 ハ認 メ ラレナイ。 血液 ノ像 二至

ッテハ寧 ロ墾化 が著 シク、特 二白血 球、 赤沈速度攣化

ナ ドハ著明デアル.

胃腸障碍 ト最 モ 關聯不可分 ノモノハ 新陳代謝蛇 ビニ

榮養状態 ノ 關係 デアル。 肺結核 患者 二於 イテハ病機

ノ。進 ムニ從 ヒ、無熱時デモ基礎新陳代謝 が上昇 シ、登

熱ア レバ ソノ充進 が 一層顯著 トナル。 從 ツテ健康盟

ト登熱 シテノ標 準榮養 量デハ 盟重 ヲ維持 スルコ トが

出來 ナイ。撮取量 モ減少ス ル場合 ガ少 クナイが 盟重

ノ減少 バー層顯著デ アル。

標準量以上 ヲ掘取 シツ ・アル 患者デ 盟重 ノ減少 ヲ示

ス者モ少 クナイ。 重症 患者 二 於 イテハ 糖 ノ燃焼減少

シ、脂肪 ノ燃焼壇加 シ、呼吸商 ハ低下スル從 ツテ肺結

核患者ニハ可及的 胃腸障碍 ヲ除去 シ、過分 ノ榮養振取

ヲ圖 ラナクテハナ ラヌ。 此方面ハ 最近 ノ努 カニ依 ツ

テ著 シク進歩 ノ、シタが 爾 ホ理想的数果 ヲ齎 スマデニ

ハ立チ至 ツテ居 ラナイ ノデアル。

・46
.肺 結核患者 ノ血清「トリプb77ンJ

量 及 ビウヱル トマ ン氏及感 二就 テ

岡山磐科大學稻 田内科敏室

生 山 昌 敏
石 井 堅 夫
山 名 堅 二

蜂 谷 道 彦
長 野 噸
山 中 英

肺結核患者 二於 ケル 血清蛋白殊 二 「ア ミノ」酸 二關 ス

ル研究 ハ從來極 メテ少 キモ、 最近 二至 リ血清fbリ プ

トフ7ソ」量二關 シテFischer,Lang,ohlsson,undritz

今井馬等 ノ業績 ヲ見 ルニ至 レリ。 然 シ血清 「トリプ ト

ファソj量 ト赤血球沈降速度及 ビ血液像 トノ 關係 二就

テハ其報告比較的少 シ。 依 ツテ余 等ハ 我稻 田内科 ノ

入院乃至通院 患者50絵 名 二就 テ夫等ノ比較観察 ヲ試 ミ

タリ。肺結核患者 二就 テノ槍索 二 先立 チ先 ヅ健康人

ノ血清「トリプ トファン」量及 ビ赤血球沈降速度 ヲ測定

t}v=男 子二於 テハ124-164mg%、zド 均143mg%、

赤血球沈降速度 ハ1時 間1-6粍 ヲ示 セ リ。叉女子 二

於 テハ123--170mg%、 卒均148mg%ニ テ、赤血球沈

降速度 ハ1時 間3--10粍 ナ リキ。 乃 チ 以上遽 ベ シ如

〃血清 「b」fiハ男女間 二於 テハ 者 シキ 差異 ヲ認 メザ

ルモ、稽 ζ女子 二於 テ培加 セル傾 向 ヲ認 ム。而 シテ男

女 ヲ通 ジテノZF均 量ノ・146mg%bナ レリ。

次二肺結核患者 ハ之 ヲ臨殊上 ノ所 見ニ ヨ リ大盟輕症、

中等症及 ビ重症 二大別 シテ観察 セルニ、輕症(20例)二

於テハ血液像 二著愛ナ ク、赤血球沈降速度 ハ稽 く促進

セルモ其血清 「ト」ハ最大221mg%二 達 シ正 常値 ノ最

大量(170mg%)以 上 ヲ示ス モノ10例 ア リ、 全例 ノ雫

均値 ハ168mg%ト ナvリ 。 叉 中等症 二於 テハ血液像

二於 テハー般 二赤血球数 ノ減少、白血球 ノ塘加 ト共二

中性多核細胞 ノ核左方移動、淋 巴球 ノ減少 ヲ來 匂 レ傾

向 ヲ示 シ、其赤血球沈降速度 モ中等度 ノ促進 ヲ認 メ、

血清 「ト」量ハ 全例 二於 テ 正常含有量以上 ノ増加 ヲ示

erZ}s均194mg%二 達 セ リ。

更 二重症患者 二於 テハ 赤血球沈降速度 ハ 強度 ノ促進

ヲ來 シ其血液像 二於 テモ 中等症 二比較 シテ夏 二共悪

化 ヲ招來 シ、 同時 二其血清 「b量 ハ最大317mg%二

及 ビ全19例 中18例 ハ180mg%以 上 ヲ示 シ卒均215

mg%ト ナvリ 。

而 シテ斯 ノ如 キ肺結核患者 ノ血清 「トリプ トフγン」培

加 ノ原 因二就 テノ・今井、Ohlsson等 ハ 「グロブリンJ

ノ増加 二蹄 シ、Fischerモ 亦血清f>」 量 ノ増加 ヲ來 ス

時 ハ「グロブ リン」ノ墳加 ヲ來 シ、赤血球沈降速 度 ノ促

進 ヲ認 ム ト云 ヘルモ、Baroneハ 「トリプbフ ァソ」〉

「グロプ リン」ノ増減 ハ 必 ズツ モ 相並行 セ ズ ト述 べ

叉Langハ 血清 「トJ量 ト赤血球沈降速度 トノ間 ニハ

ー定 ノ關係 ヲ認 メザ リキ
。

余等 ノ成績 二於 テハー般 二重症患者 二於 テハ血清「b

量 ノ増加 ヲ來 シ赤血球沈降速度 モ 促進 セ ラル ・場合

多 キモ、 其程度ハ 必ズ シモ 相並行 スルモ ノニ非 ズ叉

「ト」量 ノ墳加ハ血液像
、臨肱 的所見 ノ墳悪 ト虹行 スル

モ ノ トハ限 ラズ。 從 ツテ 本法 ハ 赤血球沈降速度 ノ測

定、血液像等 二比較 シテ診断 或ハ豫 後測定 上特 二優秀

ナ,レモノbハi速 噺 シ難 シ。

然 シ「トリプ トファン」ハ尿中 二現 ル ・rウ ロクロモー

ゲ ン」或 ハrチ ア ゾ」反感 ヲ呈 スベキ物質 ノ母盟 トナ リ

得 ベキモノナVバ 、 血清 「ト」ノ 壌加 ニヨ リ組織 中 ノ

「ト」二其鋏損 ヲ來 ス可 キハ 明 ラカニ シテ 斯 加 レ場合

生饅 ノ「トJ必需量 二 其鉄損 ヲ 來ス モノナVバ 之 ガ補

給 ヲ充分 ナラシムル コ トハ 治療上留意 ス可 キ ー條件

ナルベシ ト考ヘ ラル。
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次 二血清蛋 白髄 ノ熱凝 固二開スル研究 ハSchade以

來相次 イデ行 ハ レタ,レモ、 最近 二至 りWeltmannニ

ヨリテ初 メテー定 ノ方法 ガ考案 セラレ、一 定 ノ條件 ノ

下 二於 テハ 血清 蛋白 ノ熱凝 固ハ種 々ノ疾 患 ニヨ リテ

著 シキ 差異 アル黎 トガ 認 メラ レ其臨林的磨用 ニツイ

テ諸學 者 ノ注意 ヲ喚起 スル ニ至 レリ。

俵 ツテ余等ハ肺結核 患者50絵 名 二就 キ本 法 ヲ試 ムル

ト共 二赤血 球沈 降速 度及 ビ血液 像 二就 テ検索 シ、以テ

ウ氏 反磨 ノ肺 結核 二 封 スル 診噺蚊 二豫 後鋼定上 ノ債

値 二就 テ比較 観察 ヲ行ヘ リe余 等ハ先 ヅ健 康者15名

二就 テ凝固帯 ノ正常値 ヲ検査 セルニ13例 二於 テ其完

全凝 固箒ハ0.5%迄 現v2例 ハ0.4%迄 現 レタ リ。

此 ノ際男女性別 ニヨ,レ反鷹 ノ差異 ヲ 認 メズ。赤血球

沈降速度ハ正常圏内 ヲ示 セ リ。輕症 肺結核 患者(15例)

二於 テハ其凝 固帯(以 下K・Bb略 ス)ハ 多数 ノ例 二於

テ0.6%迄 現y、 少数 二於 テ0。7%迄 現 レタ リ。堆殖

性肺結核(5例)二 於 テハー般 二 赤血球沈降速度 ノ 促

進、及 ビ中性多核 白血球 ノ核左側移動 ヲ認 メタルニ拘

ラズ3例 ノ・0。7%2例 二於 テ0.5%ヲ 示 シタ リ。

次 二滲 出性肺結核(13例)二 於 テハ7例 二於 テ 凝固帯

ハ0.7%迄 現v、3例 二於 テ0.8%、2例 二於 テ0.6

%叉1例 二於 テ0.9%迄 現 レタ リ。 是等諸例 二於テ

ハ其赤血球沈降速度 ハ著 シク 促進 セ ラ レ白血球 ノ核

左側移動淋 巴球及 ビ『ヱオジ ソ」嗜好細胞 ノ減少 ヲ 認

メタルモ、症例 ノ総 テニ於 テ赤血球沈降速度 ノ促進 ト

凝固帯 ノ短縮 トハ必 ラズ シモ相並行 スル トハ限 ラズ。

混合型肺結核(8例)二 於 テ4例 ハ0.8%迄 現 レ、残 ル

4例 ハ各2例=於 テ0.7%及 ビ0.6%迄 ノ完全凝固

ヲ認 メタ リ。 然 シ本例 二 於 テハ 血液像 ノ悪化 ハ滲出

型 二於 ケルガ如 ク著明ナ ラズ。

滲 出型肋腹膜 炎4例 二就 テ 見タル 凝固帯 ハ0.8%及

ピ0.9%迄 現 レタル モノ各1例0.7%迄 ノモノ2例 ヲ

認 メタ リ、 其血液像及 ビ赤血球沈降速度 ハ 混合型肺

結核 二於 クル所 見 ト略 ζ同様 ナ リキ。

更 二同一患 者二就 テ経過 ヲ追 ヒ テ 反復検査 セル ウ氏

反磨 ノ状態 ヲ8例 ノ肺結核患者 二就 テ 検索 セルニ臨

然 上 自魔的及 ピ他壷的所 見 二 共憂化 ヲ 認 メザ リシニ

拘 ラズ凝固帯 ニハ著 シキ勧鑑 ヲ來 ス コ トアリ。

要之、輕症患者及 ビ培殖性肺結核 二於 テハ其完全凝固

帯ハ正常圏内 ヲ動揺スルモ ノナ キニ非 ザルモ、滲 出型

及 ビ混 合型肺結核 、虹 二滲出型肋腹膜炎 二於 テハ其i著

シキ短 縮 ヲ認 メ得 タ リ。 然 シ斯 カル 凝固帯 ノ短縮 ト

赤血球沈降速度 トノ間 ニハ ー定 ノ關 係 ヲ示 サズ。叉

血液像 トノ間 ニモ何等認 ム 可 キ 關係ナ キコ トヲ知 リ

得 タ リ。

爾ホ本 反慮 ノ本態 モ且下不 明 ノ域 ヲ脱 セズ、其臨駄的

意義 二就 テモ 今 後 ノ研究 二侯 ッ所大 ナルモ ノナ リト

考ヘ ラル。

A7.肺 結核 患者血清 沃度酸値 ノ吟味、

並 二rト リプ トファンs負荷 呂 ヨル骸値

ノ璽動 二就 テ

大阪 市立刀根川病院(院 長 太縄 博士)

西 村 隆 行

(A)「 トリプ トフ7ソ」員荷試験 。

重症 肺結核 患者尿 ハ常 ニエー,レリッ三氏 ノ「ヂ アツオ」

反慮 ワイス ノ 「ウロクロモゲ ソ3反 慮 ヲ與 フルハ周知

ノ事實 ナ リ。 而 シテ 此 「ウロク ロモゲ ソ」ナルモ ノハ・

辱 リプ トフ7ソ」ヲ母質bス ルモノニシテ重症肺結核

患者二於 テハ盟内 二於 ケル「トリプ トファソj酸化不全

ノ存 在 スル事ノ・今 日疑 ナ キ所 ナ リ。

、1924年、古武敏室 二 於 テ故近野博士 ニ ヨツテ創案セ

ラ レタル 血清 沃度酸値測定 法 ナルモノハ ー般 二蛋白

代謝殊 二其 中間代 謝産物 ノ浩長 ヲ表 ハス 尺度 ト爲 シ

得 ベキモノナ リ。 而 シテ「トリプbフ7yJモ 亦血清沃

度酸値 ヲ與 フル重 要 ナルー物 質 ナ リ。

故 二余ハ刀根 山病 院入院中 ノ患 者二就 キテ「トリプ ド

ファン」資荷試験 ヲ行 ヒ其血清沃度酸値 ヲ逐時 的二測

定 シ病 症 ノ輕重 ニヨル 資荷曲線 ノ 差異 ヲ観 察 シ以テ

結核 ノ活動性診噺 二向 ツテ資 スル所 ア ラソ トセ リ。

血清沃 度酸値測 定法 ハ 西城氏墾法 ヲ用 ヒ「トリプ ト

フ.ソ」ハ 其0.5瓦 ヲ5%葡 萄糖20aq二 溶解 シ撮氏

60度 二30分 加温殺菌 シ正 中静脈 ヨリ注入 セ リ。

患者 ノ分類 ハ第1表 二示ス ガ如 シ。.

(1)「 トリプ トファソ」員荷後其血清 沃度酸値 ノ資荷

前 ノ値 二迄 下降スル 時間的關係 ヲ見ルニ 健 康人 二於

テハ2時 間乃至3時 間、輕症 二於 テハ早 キハ30分 以

内i渥ク トモ4時 間 ニシテ前値 二下降 スルニ反 シ、中等

症及 ビ重症 二 於 テハ5時 間 ニ シテ 前値 二蹄,y力 或 ヒ

バ5時 間 ヲ経,レモ爾前値 ヨ リ高 シ、今其 卒均値 ヲ病型

別 二算出orテ 示 セバ第2表 ノ如 シ。

(2)「 ト」資荷直後 ノ上昇奉 ヲ各病型別 二算 出ス レバ

第2表 ノ如 ク病相 ノ進行 ト共 二漸 次大 ト爲,レヲ認 ム。

(第1表 ト第2表 ノ實験 例撒 二相違 アルモ之 ハ「hJ

員荷 直後 上昇 二關 シテ甚 シキ異常 ヲ示 スモノア リ
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第 1 表

病型實験
例数 蜘鶏

鐸

蛋熱 盟重
尿 ス

残
1イ磨

発
ア反
ツ磨

轡 」貢 荷後費荷前 ノ値 二迄

下降スル時 間 備 考赤沈中
間値

關 商時醗 商礪噸噂

攣2
硬化性

s症14↓
墳殖性

中等 、。蝉 性

滲出性

無

加

愛

墳

不

無

、

微

1

一弱
【
〒 無中 塘加=}

十
皿 微高 不愛 什

微高
淀 鰺 出性i㌦

健常値
一 ↓

境界値

健常値
一 ↓

境界値

十
輕 度

↓
強度促進

婆 補 弓錨 進

計32

3

3

1

3

4

1

2

3

6

6

5

5

10

5

1

6

泳 沈 中間値ハ下 ノ如 ク
類 セ リ
1-8田m(健 常 値)

9-15mm(境 界 値)

1ε=魏繹峯離 垂)
41mm以 上(強 度促進)

獲 熱 ハ 下 ノ如 ク分類 セ リ
37。4℃(微 熱)

37.5℃

↓(中 熱)
38.4℃

38.5℃ 以 上(高 熱)

第 2 表

病 型例蝋 魏 薩調3・分i塒陣 時間}為5時3鯛4姻5時 畷 難 嬉喬下座購
健 康 人O.1050。0890.0820.1470.099

述 症

中等症

重 症

2

一
10

菊

で

0。093

O.078

0.080

O.177

0.163

0,117

0。119

0。1640.111

0.111

0。107

0.!03

0.101

0.091

0.0800.0710.074

0。097

0.094

0。088

0.086

後1

3時 間793%

0.0763時 間 強

0.0835時 間 以 上

0.0775時 間 弱

903%

1090%

1050%

シ爲 メ第2表 ニ ハ之 ヲ除 外 セ ル モ ノナ リ、此 ノ異 例

二就 テ ノ吟 味 ハ此 盧 ニハ 省 略 セ リ)。

(3)次 二第3表 二 示 ス ガ 如 グ 血 清 沃度 酸値 ノ低 キ

モ ノ ヨ リ高 キ モ ノ ・順 二蛇 べ 之 ヲ3群 二分 類 シ各 群

ノ李 均値 ヲ求 メ テ其 直 後 上 昇 率 ヲ算 出 ス ル ニ、血 清 沃

度 酸 値 ノ低 キモ ノ程 其 直 後 上 昇 率 大 ナル ヲ知 ル、之 ハ

生 腿 二刺戟 ヲ與 フル時 其 反 磨 後 ノ 値 ハ 刺 戟 前 ノ値 即

チ出 駿 値 ノ小 ナ;レ程 大 ナ リ ト謂 フJosefWilderノ 所

謂Ausgangs-Wert・GesetZ二 適 合 セル ヲ示 ス モ ノナ

リ。

第3表

群別陶 釧 農罐 陛轟
0,057

第 一群 12 ↓ 115.6%
0,075

0,082

第二群 8 ↓ 95.4%
0,095

0,100

第三群 12 ↓ 53.5%

ρ,151

以上 ノ實験成績 ノ・肺結核 患者髄 内二於 ケ」V「ト」酸化

不全 が略 く其病 勢ノ 進行 培悪 二 旛 ジテ 漸次高度 ト爲

レル ヲ示ス モノ ニシテ 其「ト3資荷後血清沃度酸値 が

員荷前 ノ値 二下降 スル 時間的關係及 ビ 参考 トシテ其

直後上昇率 二著 目スル時ハ臨躰 所見、殊 二赤沈速 度 ト

略 く合致 匂 レヲ認 ム、故 二本實験 ハ度 々ノ探 血 ヲ要 シ

患者 二苦痛 ヲ與 フル ノ貼 二 於テ 決 シテ 實用 的 ニハ非

ザ;レモ爾之 ヲ學問 的 二観 レバ 結核 ノ活動性診漸 二向

ツテ意義 アルヲ信ズ。

(B)肺 結核 患者血清沃度 酸値 ノ吟味

健康人30例 、肺結 核患者171例 二就 テ共 血清沃度酸

値 ヲ剣定 シ之 ト病型 、赤沈速度、骸熱等 ノ關係 ヲ調査

シ次 ノ結論 ヲ得 タ リ。

(1)肺 結核患者血清沃度 酸値 ハ 病勢 ノ進行墳悪 ス

ルニ從 ツテ上昇ス、然 レドモ極 メテ重篤 ナルニ至 レバ

再 ビ下降 スルモノ多 シ(第4表 、 李均値参照)。

第4表

病 型欝 補1病 型翻 鞠 値

重

0.099

(0.093)

(1)肺 結核患者血清沃度 酸値 ノ・赤沈速度1・略 く李
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行 ス、然 レ ドモ促進強度 ナルニ至1/バ 再 ビ下降 スルモ

ノ多 シ。

(3)灘 血清沃 度酸笹 ハ犠 熟 癖熱二 於 テハ

無熱 ノモノニ比 シ著 ジキ 差異 ヲ認 メ難 シ然 レドモ高

熱 ノモノニハ該値 ノ下降ス ルモノ多 シ。

(4)健 康人 二於 テ 其血清沃度酸値 ノ 低 キハ恐 ラク

ハ新陳代謝健常 ニ シテ、蛋 白代謝 モ亦能 ク終末迄分解

セラ♪レ・ガ爲ナ ルペク 重症 二於テ 其血清 沃度 酸値 ノ

低 キノ・其新陳代謝著 シク 障碍セ ラレ蛋 白分 解 ノ甚 シ

ク遅滞 セルガ爲 ナルペ シ、而 シテ輕症 中等症 ノ ソレハ

蛋 白分解 ノ程度 ガ 健康人及 ビ重症 ノ中間 二位 シテ漸

次 二血清沃度酸値 ヲ與 フル 物質 が 血 中二雛積 スル ノ

結果 ナルベ シ。

第A7番 ヘ ノ討論 西 垣 明 治

肺結核患者 二「トリプ トフγンjヲ注射y、 其血清沃度

酸値 ノ奮値 二復ス ルニ要ス ル時間 ニヨ リ、肺結核 ノ活

動性 ヲ云爲 セ ラル ・コ トハ無理 カ ト考^マ ス。

昨今 「ベプ トソ」資荷試験 ニヨツテ 肝臓機能 ヲ検査 シ

テ居 ル人 モア リ、肺臓所見如何 ニヨ,レヨ リモ、寧 ロ肝

臓機能 ニ ヨソテ多 〃左右 セラル ・カラデア リマス。

48.肺 膿機能 卜血液燐酸及類脂肪饅量二就 テ

京都府 立讐科大學淺 山内科敏室

林 正 治

肺臓機能 ト燐酸、類脂肪禮及食盤 ノ代謝 トノ關係 二就

テ研究 セシ業績 ハ極 メテ齢 シ。 之 ヲ以 テ 余ノ・昨年本

學會席上 二於 テ、肺結核及肋膜炎患者血液 ノ是等諸物

質量 ヲ測定 シテ、之 ヲ報告 セ シが、更 二進 ミテ、之 ヲ

追及 セyガ タメ、今 同 ハ動物 實験 ニヨ リテ、一方 ニハ

左右雨 心室血液 ニ オケル 是 等諸物質 ノ量 的差異 ヲ検

シ、他 方人工氣胸 が頸動脈血液 ノ是等含有量 二及 ボス

影響 ヲ観察 セ リ。

實験動物 トシテハ、盟重 凡 ソ2・5妊ノ健康家兎 ヲ用 ヒ、

一定食餌 ヲ以 テ、飼育 シタルモノヲ2群 二分 チ、1群

二於 テハ 何等虜置 ヲ施 ス事無 ク胸壁 ヨリ穿刺 ニ ヨリ

テー定量 ノ左右雨心室血液 ヲ各別 二探取 シ、他群 ニ

ハ盟重1竃i二 野 シ、20乃 至30蛯 ノ空氣 ヲ雨側胸腔 二

分 チテ人工氣胸 ヲ行 ヒ、施術 前蛇 二其 ノ1時 間後 二頸

動脈血液 ノー定量 ヲ穿刺 セ リ。 而 シテ各血液 ノ総燐

酸、 無機燐酸、溶酸性燐酸、類脂肪鐙燐酸、 「コ レス

テ リソJ及 食盤 量ヲ測定 セ リ、尚實験 ハ常 二空腹時 二

行 ヒ、血液 ニハー定量 ノ蔭酸 曹達 ヲ添加 シテ其 ノ凝固

ヲ防止 セ リ。

総燐酸 ハ豫 メー定 量 ノ血液 ヲ「ミクロキエルダー〃コ

ルベンま二取 恥 ノイマ㌶編 二從 とザ灰 牝 シ、無機燐酸

ハ10%三 顛牝酷 酸溶 液 ヲ以 テ蛋 白質 ヲ除去 シタル血

液 ノ濾液 ヲ、溶 酸性 燐酸 ハ更 二之 ヲノイマ ソ氏 二從 ヒ

テ酸 化 シ、類 脂肪盟燐酸 ハ血液 ノ「エーテル」抽 出液 ヲ

酸牝 シタルモ ノニ就 キ、何 レモ ベル。ドアジー氏 二準

ズル比色法 ヲ以 テ測定 セ リ。

「コ レステ リy」測定 ニハ血液叉 ハ 血漿 ヲ用 ヒ、線 「コ

レステ リソ」「コレステ リソーエステ,レJ及遊離 「コVス

テ リy」 ヲブルーア氏比色法 二則 リテ 行U、 全血液、

血漿及血球 ノ食 盤ハルスチ ニアク氏 法 ヲ以テ定 量 シ、

同時 二血液 ヲ遠心沈澱(1500廻 轄15分)シ テ血球 ト血

漿 トノ容積比 ヲ参 考 トシテ璽素指 鍛 ヲ算定 セ リ。

實験 成績。

表1、A、 左右雨心室血液 ノ燐酸 量。

實験 動物10例 二就 キテ左右 雨心室血液 ノ各燐酸量 ヲ

比較 シタル成績次 ノ如 シ。

総燐酸 ハ左心室血液 二多 キモ ノ7例(70%)ニ シテ、右

心室血液 二 多 キモ ノ3例(30%)ナ リ。 無機燐酸ハ8

例(80%)二 於 テ左 心室血液 二多 ク、2例(20%)二 於 テ

ハ右 心室血液 二 多 シ。 溶 酸性 燐酸 ハ 左心室血液 二多

キモ ノ ト右 心室二 多 キモノ ト相 牛ス(50%)。 有機性

溶酸性燐酸 ハ1例(10%)ハ 左右 雨心室血液 二 差 ヲ認

メザ リシモ、3例(30%)ノ ・左心室血液 二多 ク、6例

(60%)ハ 右心室血液 二多 シ。 類脂肪 偽燐酸 ハ9例(90

%)ハ 左心室血液 二多 ク、1例(10%)ノ ミ、 右 心室血

液 二多 シ。

B、 人工氣胸前後 二於 ケル頸動脈血液 ノ燐酸 量。

實験動物5例 二就 キテナセ,レ賓験 成績次 ノ如 シ。

総燐酸 ハ3例(60%)ハ 人工氣胸後 ノ血液 二増量 シ、2

例(40%)ハ 減量 セ リ。然ル ニ人工氣胸 ヲ行ハ ズシテ1

時 間 ノ間隔 ヲオキテ 探取 セル 血液 二 於 テハ2例 共 二

後 ノ血液 二於 テ減 量ス。 無機 燐酸 ハ 人工氣胸後増量

セ ルモ ノ2例(40%)ニ シテ、 減量 セルモノハ3例(60

%)ナ リ。 氣胸 ヲ行 ハザ リシモ ノニハ2例 中1例 ハ後

ノ血 液 二於テ壌量 シ、1例 二於 テハ減 量 セ リ。 溶酸性

燐酸 ・・5例 共(100%)氣 胸 後 二増量 セ リ。 氣胸 ヲ行 ハ

ザ1}シ 毛ノハ2例 共 二後 ノ血液 二減 量 ヤ リ、

有機 性溶 酸性 燐酸 二於ケル 成績ハ 全 ク 前者 二於ケル

ト等 シ。 類 脂肪盟燐酸 ハ5例 共(100%)氣 胸後a減 量

or、氣 胸 ヲ行 ハザ リシモノ ・2例 中、1例 ハ後 ノ血液

二増 量 シ、1例 ハ減量 セ リ。
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表2、A、 左 右 雨 心 室 血 液 ノ「=vス テ リ ソ」量 。

實験 動物10例 二 就 キ テ 得 タ ル 成 績 次 ノ如 シ。 総 「コ

vス テ リy」 ノ・1例(10%)ハ 雨 血 液 二 於 テ等 シク、4

例(40%)ハ 左 心 室 血 液 二多 ク、5例(50%)ハ 右 心室 血

液 二多 ・y。 「コvヌ テ リソーエ ス テ2レ」ノmer.レ ス テ

リ ソJ二 封 ス ル 比 牽 ハ7例(70%)ハ 左 心 室血 液 二多

〃、2例(20%)ノ ・右 心 室 血 液 二多 ク、 残 リノ1例(10

%)ハ 差 異 ヲ認 メ ズ。

遊 離 「コvス テ リソJノ 線 「コ レス テ リ ソ」二封 ス ル比

率 ハ全 ク前 者 二反 ス。

B、 人 工氣 胸 前後 二於 ケ ル 頸 動 脈 血 液 血 漿 ノ「コvス

テ リソ3量 。

實験 動 物6例 二就 キテ ナ セ7レ實 験 成績 次 ノ如 シ。

総∫コ レス テ リソ」ハ1例(17%)・ ・不 憂 ニ シ テ、3例

(50%)・ ・氣 胸 後 ノ 血 漿 二 壌 量 シ、2例(33%)・ ・減 量

ス。 氣 胸 ヲ 施 サ ザ リ シ2例 ハ 共 二 後 ノ血液 二於 テ減

量 ス。

「コVス テ リ ソー一エ ス テ ル」ノ総 「コ レス テ リ ソ」二封 ス

ル比 卒 ハ1例(17%)二 於 テ氣 胸 後 壇大 シ、5例(83%)

ハ減 少 ス。 氣 胸 ヲ 行 ハ ザ リ シ2例 中1例 ハ 後 ノ血 液

二培大 シ、1例 ハ 減 少 ス 。 遊 離 「コvス テ リソJノ 総

「コvス テ リ ソ」二封 ス ル 比 ハ 全 ク 「エス テ)V」 ノ場 合

ニ オケ ル逆 ナ リ。

表3、 左 右 雨 心 室 血 液 ノ食 盤量 。

實験 動 物10例 ニ ツ キ テ得 タ ル成績 次 ノ如 シ.

血球 ト血 漿 ノ 容 穣 比 ハ6例(60%)ハ 左 心室 血 液 二大

ニ シテ、4例(40%)二 於 テ ハ 右 心室 血液 二大 ナ リ。

全 血 液食 盤 量 ハ1例(10%)二 於 テ 左 心 室 血 液 二多 キ

モ、9例(90%)二 於 テ ハ右 心 室血 液 二 多 量 二 含 有 サ

ル。 血 漿 食 魎 ハ1例(1.0%)ハ 左 右 雨 心 室 血 液 二差 異

ナ ク、2例(20%)ハ 左 心 室血 液 二於 テ 多 ク、7例(70

%)ハ 右 心 室 血 液 二多 シ。 血 球 食 璽 ハ2例(20%)二 於

テ左 心 室 血 液 二多 ク、8例(80%)二 於 テ ハ右 心 室 血液

二多 シ。 盤 素 指 敬 ハ10例(100%)共 二 左 心 室 血 液=

於 テ小 ナ を ヲ見 タ リ。

総 指 及 考 案 。

燐酸 代 謝 二野 ス ル 肺 臓 機能 二 關 ス ル 文 獄 ハ 極 メテ欝

ク、二 階 堂、片 山 氏 等 ハ左 心室 血 液 ノ無 機 燐 酸 ガ右 心

室血 液 ノ ソ レニ比 シ高値 ナ ル ヲ認 メ、肺 臓 ハ 血 液 二無

機 燐 酸 ヲ供 給 ス ル モ ノ ト想 像 シタ ル モ、ソノ擦 ッ テ來

ル基 源 二關 シテハ 何 等 ノ 説 明 ヲ 見 ズ。 叉 片 山 氏 ハ實

験 的 「ア チ ドー ジ ス」及 燐 酸注 入 時 二 於 テ カ ・ル關 係

ハ全ク逆 トナル事實 ヨリ肺臓 ハ 血液燐酸 ノ調節 二關

奥 スルモ ノナラ ソ ト言ヘ リ.

燐脂肪膿 二關 ンテ ハロー ジヱ及 ビネ、 ライテス、森、

古川 ノ諸氏 ニ ヨリテ研究サ レ、肺臓 二於 テ之 ガ脂肪盟

ヨ リ合成 サル ・モ ノ ト説 明セ ラル ・モ 未 ダ ソノ詳組

ヲ悉 サズ。

余 ノ實験成績 ヨリ之 ヲ観 ルニ、左心室血 液ニ オィテ無

機 燐酸 ノ多量 二含有 セラル ・事實ハ 從來 ノ報告 ト・一

致セ ルモ、ソノ根源 ハ恐 ラク圭 トシテ有機性溶酸性燐

酸 ニシテ、燐脂肪盟 ハ此 ノ無機燐酸 滋 リ合成 セラル ・

爲 メニ左心室血液 二 多量 二 含有セ ラル ・モ ノ ト設 胆

ス,レ事 ヲ得 ベ シ。 即 チ肺臓 ハ燐酸代謝 二封 シテ分解、

合成 機能 ヲ有 スルモ ノ ト想像 セ ラル。人工氣胸 ハ 燐

脂肪禮 ノ減少 ト有機性溶酸性燐酸 ノ 堆加 ヲ招來 シ、

無機燐酸 ハ 著 シキ 愛化 ヲ呈 セザルモノア レ ドモ牛数

以上 二甚 ダシキ減少 ヲ示 セ リ。

肺臓 が脂肪代謝 二 關與ス ル事 ハ 肺臓 ノ位置的關係 ニ

ヨ リ古 クヨリ想像 サvタ}レ モ、1922年 ロー ジヱ及 ビ

ネ氏 ガ肺臓 二於 テ 脂肪禮 が 抑留及分解 サル ・事 ヲ唱

ヘ シ以來、多数 ノ實験行 ハ レ、ライテス氏ハ動物實験

上 力 ・ル抑留、 分解作用 ノ 他 二 類脂肪盟 ノ合成 ヲ認

メ、森氏及古川氏 モ之 二賛同 セ リ。 サ レドシユ ミッツ

及 バイザー氏等ハ其 ノ分解 作用 ヲ疑 ヒ、吉村、中村、

宮澤氏等 ハ以上 ノ如 キ 肺臓 ノ特 殊機能 ヲ認 メ ズ。余

ノ實験成績 ヲ観,レニ 血液総 「コVス テ リソJ二i封シテ

肺臓 ガ著明ナル關係 ヲ有スル モノ トノ・認 メ得ザ;レモ、

「コVス テ リソーエステ,レ」及遊離 「コVス テ リン」ノ含

有 傘 二於 テ差異 ノ生 ズルヲ 護明 セ リ。 斯 ル事實 ヲ以

テ肺臓 二於テ遊 離「コレステ リソ戸 ザ コ レステ リソー

エステ,レ」が合成 セ ラノレ・モ ノ ト想像 サ;レ。食 璽代 謝

二i封ヌル肺臓機能二關 シ1909年 ワー・ルグ レソ氏 ガ肺

臓 ハ血液食盤 ヲ貯留ス ルモ ノナ リ ト唱ヘ シ以來、二階

堂、牧氏等モ之 ヲ肯定 シ、更 二牧 氏ハ弧度ノ磯餓 等 ノ

際 ニ ハ璽素 ハ肺臓 ヨリ血液 二 移行ス ンレヲ認 メタ リ。

余 ノ實験成績 モ亦前 述諸茂 ノ成績 ニー致 シ、左右 雨心

室血液 ノ成績 ヲ比較 スルニ、前者 ノ血球 ト血漿 ノ容積

比 ハ多籔 二於テ大 ナ リ.反 之血液、血 漿及血球 ノ食盤

含有量 ハ低下 スル ト同時 二 盤素指籔 ハ減少 ス。 即チ

肺臓 ハ該顛 ノ抑留作用 ヲ有 スル ト同時 二其 ノ血液 中

臨素分布 二移動 ヲ惹 起 セシムル=事ヲ認 メタ リ.

結論。

1.肺 臓 ハ燐酸、類脂肪膿及食 盤代謝二關與 スル臓器
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ナ リ ト認 ム。

既 肺臓 ハ血液燐酸 ノ 分解作用 ヲ有 スルモ ノ ト想像

ス0

3.肺 臓 ハ類 脂肪 盟 ノ 合 成 機 能 ヲ 有 ス ル モ ノ ト想 像

ヌ⑤

4、 肺臓 ハ血液 食盤 ヲ抑留 シ、之 ニ ヨリ血液盤素 ハ ソ

ノ分布 二移動 ヲ生 ズルモ ノ ト認 ム.

第47番 ヘ ノ追加 桂 重 鴻

私共 モ肺結核 患者 ノ血液脂肪 類脂肪量、蛇 ビニ犬及 ビ

家兎 二於 ケ ル 左右 雨心室血 ノ血 漿脂肪類脂肪量 ヲ比

較定量 シタ ガ、肺結 核患者 ノ血液脂肪及 ビ類脂肪盟量

ハ健康者 ト全 ク差 が無 久 唯入院サ セテ長期間豊富 ナ

脂肪 ヲ與 ヘタ者 二於 テ ノミ著 明ナ 培量 ヲ ミル。 叉犬

及 ビ家 兎 ノ左右雨 心室 ノ血漿 デハ空腹時 デモ、脂肪 吸

敢時 デモ、脂肪及 ビ類脂肪量、 就 中遊離 「コ レステ リ

ソ」モ「コvス テ リソェス テ}V」モ饗化 ガ無 イ。唯脂肪

吸攻 時二於 テ 上行大静脈 血 ノ血 漿 ガ左心室血漿 二比

較 シテ中性脂 肪量 が多 イ 事 ヲ認 メル。 叉脂肪乳鋼 ヲ

静脈 内二注 射スル 時ハ 右 心室血漿 ノ脂肪量 が左心室

ノモ ノ曽 リハルカ』・高 イ.私 共 ハ 肺 が 脂肪代謝 二積

極的 二關與 スルモ ノデナ シニ、機械的 二脂肪 ヲ抑留ス

ルモ ノデアル事 ヲ考ヘル.

49.血 清 「ビリル ビン」量二開スル知 見補遺

阪大、今村内科 米 田 庄 三 耶

余 ハ今村 内科 二於 テ経験 シ、實験 セル所 ヲ通覧 シテ次

ノ成績 二達 セ リ。

(其1)健 康者 二於 ケ ル 血清 「ビ リル ビン」量。健康

人血 中「ビリルビ ン」含有量 二就 テハ 既 二 諸家 ノ報告

ア リ。 其成績匠 々ニ シテー定 セズ.余 ハ 看護婦生徒

50名 ノ検 査 二俵 リテ健康者血 中「ビ」含量ノ・H.v.d .

Bergh氏 法 二俵 レ・q・OB・E・(O.5mg%)以 下、 然 毛

其過牛数 ハ痕跡的 二「ビ」反磨 ヲ認 メルニ 過 ギザル ノ

結果 ヲ得 テ 之 ヲ報告 セ リ。(日 本結核病學會 第12同

総 會、今村敏授 宿題 報告参 照)

然 〃 二其後大阪帝大學生130名 二 就 テ 調査 シタル所

二依 レバ第1表 中 二示 セル 如 ク痕 跡以下ナルモ ノハ

18%二 過 ギz"`、1・OB・E以上 ノモノ實 二20%二 達 シ、

看護婦 二於 クンレ成績 トハ著 シキ差違 ヲ示 ス.

此差違 ノ因由 ヲ索 メテ 詳細 二 調査 ヲ進 メタルニ 前記

看護婦 ノ89%ハ 「)ソペルク リソj反磨陰性 者ニ シテ、

學 生 ノ・之 二反 シ86%迄 「ソ ベルク リン」反慮 陽性 ナ リ

キ。於並 余 ハ血清`ビ」量 ト「ツペルク リソ、 ア レルギ

第1表 健康者 ノ血清 「ビ リル ビソj量

＼ 匿繍
學 生 職 工

血 清
fビ 」量B .E. 畷% 入藪 % 緻移

一 7i 11.1 6 4.6 115 3.7

± 21i {33.3 19 13.9 41 10.0

0.2-0.5 1828.5 19
{

60

14.6 127 31.8
-

41.0
-

16.5
-

1.0　
LO

0.5-1.0

一一一一i-一 一

i23。815

一
46.1

一
164

1.0-1.5 2i3β
§

15 11.5 46

1.5-2.0 oio 4 3.0 4

2.0-・3。0 oiO 7 5314

3.0以 上 0}0 0 oi1 0

計i63名 130名1402名
一 ㎜}… 一

一」トノ間 ニー定 ノ關 係 ア,レベ ン トノ 豫 想 ヲ抱 キ俵 テ

被 槍 赫 料 ノ全 部(健 康 者(看 護 婦 、 學 生 、 男 女 職 工 等〕

464名 、 肺 結 核 患者461名 、合 計925名)二 亙 リテ「ツ

ベ,レク リ ンj反 磨 ト血 清 「ビ」量bノ 關 係 ヲ考 察 シタ7レ

結 果 第2表 ヲ得 タ リ。

第2表fツ ベ ル ク リソJ反 磨 ト血 清

「ビ リル ビ ソ」量 トノ關 係

者患核結肺

辛…
♂

甘

13
[

26
↓

21
一

24
一

5
一

1
一

〇
一

901

十

32

}

墨
重 7一

。
一

-
一

914

一

15
一

6
【

37
一

」

0
一

〇
一

』

59

軒

-
[

2
　

14
[

9
一

5
一

2
一

〇

奮

十

33
一
11
一

18
一

21　

12一

三

』

96

一

11
[

8
}

4
}

0
一

ユ

0
一

〇
一

24

者康健

辛

什

2

8
[

3
一

10

湧一

〇
一

〇

露

十

至

17
一

13
一

2

1

0㎜

』

38

…
…
…

…

……

ー

…

一

10
}

18
一

17
}

ユ

コ

』

2

61

舎

什

0
一

3
一

至

21
一

10
一

2

8
一

50

十

315

112

68

蓄
3一
3

璃

一

」7

…

7

垂

…

　

iー

ー

13

著

℃
【

0
}

65

欝
＼
嵯 一

±

傭
}

㎎
"か0
焔卜1.

⑳
}

聴

上以"

計
925名 。

即 チ健 康 男 性 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者65名 中42

名 ノ・血 清 「ビ」反 磨 痕 跡 以 下 ニ シ テ、20名 ハ0。2-O.5

B・E・ ノ間 ニ ア リ、1.OB.E.ヲ 凌 駕 ス ♪vモ ノハ 僅 二3

名 二 過 ギ ズ。 」又健 康 女性 ニ シテ 「ツ ベ」反 慮 陰 性 者61

名 ハ血 清 「ビ」反 慮 盤 ク1.OB.E.以 下 ニ シテ 然 モ其 中

28名 ハ痕 跡 以下 ノ「u"」反 慮 ヲ呈 ス ル ノ ミ。 然 ル ニ健

康 者 ニ シ テ、 「ツ ベj反 慮 陽 性 者 ハ 、 男 女 共 二、 血清

「ビ」量 ノ高 キ モ ノ多 ク
、特 二男 子 ニ テ 「ツ ベ」陽 性 健 康

者 ニ シテ 血 清 「e'j値 が 痕 跡 以 下 ナ ♪レハ 僅 二6.9%ナ ・
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リ。

血 清 「ビ」含 量 ナ ル モ ノ ハ 固 ヨ リ諸 種 ノ 生理 學 的 要 約

ニ ヨ リテ支 配 セ ラ ル ・モ ノナ レ ドモ、 ソノ要 約 ノー ツ

トシテ結 核 感 染(「 ツ ベ,レク リ ソ、 ア の レギ ー」ノ有 無

ザ、重大 ナ ル 役割 ヲ演 ズ ル モ ノナ ノレヲ思 ハ シ ム。 然 シ

テ女 子 ノ血 清 「ビ」量 バ ー般 二 男 子 二 比 シテ 低 値 ナ ル

ヲ見}レ.饗 ノ事 實 ハ 初 生 見黄 疸 が 男 見 二於 テ 號 生 率

多 ク、叉 加 答 見性 黄疸 、肝 硬 髪 が男 子 二於 テ高 率 二號

生 ス ♪レ機 縛 トヲi封比 ス レバ 其 間 二何 等 カ ノ連 鎮 ノ伏

在 ス ルニ ア ラザ ル乎 ヲ思 ハ シムル モ ノア リ.

(其2)肺 結 核 患 者 二於 ケ ル研 究

肺 結 核 患 者重 症 ナ ル ニ 從 ツテ 血 清fビ 」量 ノ 低 下 ヲ來

シ、 輕症叉ハ中等症 患者二於 テハ却 ツテ輕度 ノ過 ヂビ

リバ ビソ」血状態 ニアノレモ ノ多 キハ 昨年 ノ本學會 二於

テ今村教授 が余 ノ調査 ヲ基礎 トシテ 報告 セラ レタル

所 ナ,レガ、 其後 ノ材料 ヲ 追加一括ス レバ 第3表 ノ如

シ⇔

之 ヲ其 患 者 ノ「ツ ベル 〃 リ ソ、アv}vギ ーJ/1伏 態b比

較 ス ル ニ(第2表 参 照)fア レル ギ ー」強 キ輕症 、中 等症

患 者 ハ血 清 「ビ」量 多 ク、「ア の レギー溺 キ モ ノ(Nega一
く

tiveAnegie)二 於 テ ・・血 清 「u"」量 低 シ。 即 チ軍=「 ア

v}レ ギー」ヲ根 櫨 ト シテ云 ヘ バ 健 康 者 ト全 ク 同様 》 ノレ

關係 成 立 ス.、

第3表 肺 結 核 患 者 ノ血 清 「ビ リノレビ ンJ量

症 播 種 型慧

性慢
}型下混

型出滲

r

1ー

重

【

鐘
急
癬

く中等
症

小 計
慢 性

性『

合 併 症 ナ キ モ ノ 腸腹膜結核 ヲ件 ヘルモ ノ

±
0.2
;

0.5

173617

23

τ
0

27

16

3
41

5696

3臼 石

播 種 型

4

0
θ

小

綴 窪
計9

8

τ

可
143

9

τ
の
診
-

40

セ4

0.5
1

1.0

15

3

【
-

3

0

22

U

9「 『

三

34

5

可

P
以
上

人 0.2

±1

0.5

O.5

1

1。0

沿
以

上

1

2}8710
016217

一δ鼎「蕊 「す

1「9

0{26
ト

31217

13

0

612

3i200

二亙[重 工 …」-
00311

0

0

n
U

1

0

9
勧

1

0
召

a
U

3

6

《U2

0

踵り

12
0-1～

ー
1-0ー

262

2

緬15
8

130

τ

τ
0

2

o「 『

10

2i3

人

籔

5

万

歪
了
竺
4豊 .4

τ6
0了
0 τ

喉 頭結核 ヲ件ヘ ルモ ノ

小 硝三
鑓

ττ
恋3

2,116
10}7
豆 23

1
下

τ
0

3

11

0

1

1

2

±

0
マ

Ω
召

-

の
β

0.2

…

0.5

1
禰万 謄

τ
0

0

7_i、
00

O.5
!

1.0

0

0
ぬτ

0

0
V

0

10

0」L-r

100

ユ
0

沿
以

1

0

0

0

O
V
八り

人

2
一万

τ
-

駕
σ

τ
恋

190

00

τ 7
o一 丁

此 間 ノ消息 ヲ模式牝 ス レバ下圖 ノ如 シ。

↑

血
清

「
ビ

リ

ル
ビ

ン
」
量

o「 『

登病

翌

陰 性cア ネ ル ギーj

結核患者→

死

叉肺 二於ク ノレ病墾 ガ 略 く同程度 ト考ヘ ラル ・患者ニ

テモ腸結核、腹 膜炎及 ビ喉頭結核 ヲ合併 セルモ ノ・血

清 「ビ」量 ハ特 二著 シク 低下 ス。 斯 ル場合肝臓 ハ種 々

ノ障碍 ヲ受 クベキハ容易 二思惟 セラル ・所 ニ シテ、

肝機能障碍 ヲ受 クレバ、機 能 ノーツ タル「ピ」排泄 ハ遅

延 セ ラル ・筈ナ リ。 從 ヒテ 「ビ リルビン」ハ血 中 二停

滞 シテ、寧 ロ血清 「ビ」ハ高値 ヲ保 ツベキ筈ナ リ。事實

上肺結核患者」 ビリル ビン」員荷 ヲ行 フbキ へ 第4

表 二示セル如 ク、特 二腸結核、腹膜炎 ヲ合併 セルモ ノ

ニテへ 血 中二輸入 セラ レタ,レ「ビ」ノ排泄時間 ハ健康

者二比 シテ邊延 セラル.

如斯 「ビ」排泄障碍 ア リテ、而 モ血 中「ビ」量低 キ、此 ノ

ー見逆設 的ナ ル現 象へ 「ビ リルビソ薩 生 ノ減 少 ニソ

ノ原因 ヲ索 メザルベ カラズ。 即 チ重症結核 患者ニテ

ハー般 的衰弱 ノ結果網 状織内被細胞 亦疲懸 シテ
、「ビ」

成 生能 力ヲ失 フモノ ト考 ヘ ラル。 カク 観 ジ來 レバ輕

症 ナル 結核 患者二於 テ 寧P過rビ 」血賦態 ノモ ノ多キ
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第4表 肺結核 患者二於 ケル「ビリル ビン」負荷試験

職 質 験 例 韓 膿 蓉簾 血潔 鋤 ・膝
肺 症 状 合 併 症 ・縛蹄

犠 …膿 勢}商覆羅 灘
1■

2■
3■
3■
至■
至 ■
2■
多■
2■
璽■
11■

些■
聾■
墾■
些■
董■
璽■
18■

溺0

翻0

40a

磁軌

50軌

銘0

⑳0

±

32軌

茄0

20軌

±

跡痩

土

±

♂

一♀

一♀

τ
士

♀

一♀

τ
†
一♀

一♂

一♂

一♂

下
土

♀

一♂

{♀

一♂

一合

{♀

31

}
21

[
22

一
20

}
21

【
20

一
63

[
36

駈

一
31

一
25

一
48

一
20

一
25

}
25

}
59

一
34

一
32

1.6

1.3

1。8

2.2

.5

1。8

些

36

竺

29

52

45

1.324

1.550

2.142

1.3

0.9

1.6

1。7

1.4

1,8

1,6

2.0

1.9

墾

53

}30

一58

一
40

一43

一望

33

18

可
9

τ
18

15

/
23

/

/
万
19

7

里

丑
/
21

i一

9 0

00

3 一≦L健 康者(対照)
2」L

o」L

o」L

/左 側肺結核重症増殖:0一～「
南側肺結核重症滲出/

07棚 滞 櫨 症圭髄一
〇右側肺結核中等症混合型/

421231

/
π

9

τ
7
亙
∠

死

O

s南 側乾酪性 肺炎

5

τ
0

0

左側肺結核空洞混合型中等症

死

南側肺門部及肺尖軽症 腹膜炎

左側肺結核重症滲出型 腹膜炎、腸結核 死

南側肺結核重症混合型 腸結核、肋腹膜炎 死

両側肺結核重症圭増殖型 腹膜炎

9

[12

南側肺結核重症混合型 腸結核 死

南側肺口核重症混合型 腸、喉頭結核 死

ヘ アル程度 ノNoxeが 加 ハ リタルタメ、 づv二 野

ス,レ反 応 トシテ 網状織 内被細胞 系統 が 活動化 主ラv

タル象 徴ナ リトシテ 大過 ナ 加 レベ シ。 即 チ結核罹患

二於ケ ル血 中「ビ」量 ハ 個饅 ノ 反応力抵抗力 ノ表現 ト

見倣 シ得 ルモ ノニ シテ 從 ッテ 結核 ノ豫後疾病 ノ経過

等 ト關聯 シ來 ル コ トハ、既 二今村教授 ノ論 ぜラ レタル

所 ナ リ。

(其3)胸 水患者二於 ケル知 見

温 性肋膜 炎患者(32例)二 胸水穿刺 ヲ行 ヒr其 ノ「ビリ

ル ビンJ量 ヲ測 定、 同時 二村静脈 ヨ リ採 取セル血液 ノ

fビ の レビ ソ」ト比較 セ リ
。 淡 黄色乃至黄褐 色 ノ色調

ヲ有 セ ル 漿液性滲 出液 ニ チ ハ 毎常間接 反応性 「ビ」

ヲ詮 明 ス。 滲 出液 ノ「ビ」量 ハ 大盤色調 ニ 一致 ス。此

場合血清 「ビ」量 ハ有無 期二 於 テ 稽 く過 「ビ」血状態 ヲ

示 シ、解熱後 ハモ トノ値 二戻 ル。反之滲 出液 ノ「ビ」含

量 ハ滲 出液 が陳藩 トナ レルモ ノニ於 テ高 キ傾向 ア リ。

膿胸患 者(3例)二 於 テハ血清 「ビ」量ハ低 キニ拘 ラズ、

胸水 中 ノ「ビ」含量ハ2。8-3。6B.E.二 及 ブヲ見タ リ。

血胸(3例)二 於 テモ、 ヌレ ト同様 二血清fビ 」最低 ク、

而 モ8.06及 至20。OB。E.ノ 「ビ」ヲ ソ ノ胸膜滲 出液 中

二含有 セ リ.

(共4)肺 炎、狸紅熱及 ビ其他 ノ非黄疸性疾 患 二於ケ

)V血清 「ビ」量 ヲ測定 セ シ結果 、肺炎、 狸 紅熱及 ピ腸

「チフス」ノー部 ノ患者 ハ
、有無 期 二於 テ血清 「ビ」量 ノ

上昇 ヲ來 シ、 疾病恢 復後 二於 テ低 下 シ 來 ルヲ認 メタ

リ。

50.結 核組織及 ビ肺結核患者血漿蛋 白質 ワ

窒素分布M關 スル研究

京都府立轡科大學 淺山内科

鷲 津 砧 道

演者 ハ襲 二滲 出液蚊 二 滲漏液蛋 白質 ノ窒素分布 二就

キテ検討 シ健康者血漿:蛋白質 ノ ソレ トノ間 二著 シキ

差異 アルコ トヲ昨年本會 ノ席上 二於 テ報告 セ リ。

扱 テ結核病璽 二於 ケル 蛋 白質 ノ代 謝 ハ 甚 ダ重要 ナル

研究圭盤 ニ シテ、コレが研究 報告 ハ枚學 二逡 アラズ。

然vド モ 余 ノ寡聞 ナル未 ダ結核病愛 ト蛋 白質 ノ化學

的構造 ノ攣化 二就 キテ論述 セル ラ見ズ。

余 ハ結核病憂 が蛋 白質 ノ構造 ニ一 定 ノ攣 化 ヲ及 ボス

ナ ラソ ト想像 シ結核組織特 二 結核性淋 巴腺腫及 ビ肺

結 核患者血 漿蛋 白質 ノ諸種 「ア ミノ2酸 即 チ 「フ ミソ」

盟、rア ミド」盟、 「モノJ及 ビ「ヂア ミノ」酸、 「アルギ

ニ ン」、「ヒス チヂ ン」、 「リヂ ン」、「チスチ ソ」、「^キ

ソソ」盤基各窒素 ノ分布状態 ヲ測定 セ リ。演者 ハ更 二

fア ミノv酸構成分解 ノ理論 ヨ リ考察 ヲ加^興 味 ア)V
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結論 ヲ得 タ リ。

實験方法

被験材料 トシテ 血液 ノ探取並ニ ソノ虎置 ハ 昨年滲 出

液蛋 白質 ノ窒 素分布 二關スル 研究 二於 テ 詳述 セシ所

ナ 躍。結核組織 ハ 特 二 外科的手術 ニヨ リ摘 出セ シ結

核性淋巴腺腫 ヲ用 ヒ、今 同 ハ乾酪髪性 二昭 ラザル部分

二就 キテ研究 セ リ 郎 チ摘 出セル 淋巴腺 ハ 直 チニ金剛

砂 ト共 二乳 鉢二入 レ食鞭水 ヲ加 へ 研究 シ乳状 トナ シ

以下血漿 ト同一操作 ヲ加 へ 諸窒素ハ ゾソス ライク賃

怯 二俵 リテ測 定セ リな

實験 成績

大要ハコVヲ 表示 シテ 訊明 セy。 各窒素 ハ 凡 テ総窒

索 ノ百分 率 ヲ以 テ之 ヲ示 セ リ。

(1)健 康者血漿蛋 白質 二就 イテ

健康成人7名 内男性3、 女性4例 二就 キテ 得e]v成

績ハ第 表 ノ如 ク男性 ニア リテハ、線 「ア ミノ」窒素、
む くき

tチ ス チ ソ」
、 「ア ル ギ ニ ン」、 「ヒ ス チ ヂ ンJ、rリ ヂ ン3、

「ヘ キ ソ ソ」盤 基 各 窒 素 量 ノ・夫 々85
.O-92.2ZPt均87・5

%。2・9-3・4李 均3.19%、10.1-12.3卒 均10,9%。

2・7-7・1李 均4・8%。17.3-27.6李 均22.5%。36。8

-40 ・5準 均38・3%ナ リ。 叉 女 性 ニ ア リテ ハ 各 窒 素 量
り くラ

バ 夫 々84.6-92.4李 均87.2% 。3.0-3。27李 均3.1

%。9・8-10。2李 均9.9%。 李 均8.3%。16.4-25.3

卒均19・4%。35・1-42.0李 ・均37.7%ナ リ。

男女 雨 性 ノ 李 均値 ハ夫 々87。3%e3。1%。10。46%。

6・5%。21・O%。38。0%ナ リ。 「フ ミソ」盟 、 「ア ミ ド」

盟 、「モ ノ」及 ビ 「ヂ ァ ミね 酸 窒 素 二關 シテ ハ昨 年 本會

席上 二於 テ報 告 セ シ所 ナ})。

斯 ノ如 ク血 漿蛋 白 質 ノ総 「ア ミノ」窒 素 及 ビ、 ヂチス チ

ンjニ ハ 雨 性 間 二著 シキ 差 異 ナ ク 「ヒ ス チ ヂ ン」ハ男性

〔ア ル ギ ニ ソ〕

〔ヒ ス チ ヂ ソ)

(ト リプ トプア ソ〕

NH2

警>CH

l…
CH。NH。

l
COOH

バ ー 般 二 女 性 二 比 ス レ バ 値 小 ニ シテ 「アル ギニ ンj

及 「リヂ ソJハ 反 之 稽 ζ大 ナ リ。 以 之 見Vバ 男性 蛋 白

盟 ハ 「ヘ キ ソ ソ」盤 基稽 ζ多 ク、「イ ミノ」基 二 乏 シ キ が

如 シ。

(2)肺 結 核 患 者血 漿蛋 白 二就 キ テ

5例 共 重 症 肺 結 核 患 者 ニ シテ 其 ノ 内1例 ハ 喉 頭 結 核

ヲ、他 ノ1例 ハ腸 結核 ヲ合 併 シ、 何vモ 男 性 ナ リ.各

「ア ミ ね 酸 窒素 量 ノ・第 表 二示 ス 如 ク 夫 々1 .6-2.1

李 均1。94%。7.2-7.6李 均7.54%。57.1-58。0李

均57.9%。41.6-42.8李 均42.35%。80.9-82.7雫

均81.77%。3.04-3.13卒 均3.09%。11.9-12.2李

均12。10%。12.92-15.89李 均14.37%。11.2-13.4

卒 均12.7%。38.7-39.7ZF均39.2%ナ リ。 郎 チ 「ア

ル ギ ニ ソ」、 「ヒ ス チ ヂ ソjノ 壌 加 ド リヂ ソ」窒 素 ノ減

少 ヲ見,Vモ 「チ ス チ ソj及 ビ 「ヘ キ ソ ソ」藍 基 ハ健 康 者

ト大 差 ヲ認 メ ズ。 「ヒス チ ヂ ン」及 ピ 「リヂ ソ」ノ攣 化

ハ最 モ著 明 ニ シテ総 「ア ミノj窒 素 ノ減 少 及 ビ「ア ミ ド」

嘘 窒 素 ノ墳 加 ト共 二興 味 アル 問題 ナ リ。

(3)結 核 性 淋 巴 腺 腫

男 性4例 、女 性1例 二就 イテ行 ヒタ ル成 績 ハ第 表 ノ

如 シ、 帥 チ 各 「ア ミノJ酸 窒 素 ハ 夫 々1.7-6.9ZF均

4・64%.7・O-8.8zF均8.1%。54.1-59.6zF均56.6

%。35.9-42.6211均38.9%。43.7-76.8李 均62.7

%。1・97-3・37李 均2.32%。11.7-1.4g李 均13.7

%。9・8-13・1李 均11。6%。9.2-15.3李 均11。4%。

34。0-38.4李 均36.2%ナ リcr

綜 括 及 考 察

各fア ミノj酸 ヲ ソ ノ構 造 式yリ 見 ル ニ、「モ ノア ミ ノ」

酸 ナ ルfト リプ トプ ア ソ」窒 素 ノ112、 「ヘ キ ソ ン」盤 基

ナ ル 「ア ル ギ ニ ン」ハ ソ ノ窒 素 ノ1/2、 「ヒ ス チ ヂy」 窒

NH>

C-NH-CH2-CH2-CH2・-CHNHrC・ ・H

o副 　 ㎜
NH

〔オ キ シプmリ ン〕OH・CH--CH2

11H
2CCH・COOH

＼/NH

〔プ ロ リ ン)H2CCH2

il
H2CCH。COOH

＼/
NH
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素 ハ2/3、 非 「ア ミ ノ」窒 素 二鴎 シ、 ナ ホrプ ・ リ ソJ及

「オキ シプ ・ リソ窟 素 ハ 何 レモrイ ミ ん 基 二罵 ス9P

チ前 ノ如 シ。

即 チ各 「ア ミノ」酸 中 「ヘ キ ソ ソ態 基 二 罵 ス ♪レrヒ ス チ

ヂ ソ」ハ 「ア ル ギ ニ ソ」、 「リチ ソJ等 二比 シテ 「イ ミ ノ」

基 二富 メ リ、叉 総 「ア ミノ」窒 素 ノ塘 減 ハ 「イ ミノ」基 ノ

消 長 ヲ 示 ス モ ノ ナ リe「 ヂ ア ミノ」酸 バー 般 二 「モ ノ ア

ミ ノ」酸 二比 シテfア ミダ ヂオ ソ」高 度 ニ シテ 等 電 鮎 ハ

盤 基 側 二傾 ケ リ。

次 ニ ノ ソネ ソブ ル フ、 ク ノー ブ、ヱ ムデ ン民 等 二俵 レ

バ生 麗 内 二於 ケ ル 「ア ミノ」酸 ノ 合 成 分解 ニ ハ 組 織 内

二於 ケ ル酸 化 及 還 元 作 用 ト随 俘 メ ル モ ノニ シテ
、rア

ミダ チ オ ン」ニ ハ酸 化 ヲ「デ ザ ミダ チ オ ソ」及 ビ 「イ ミ

ノ」酸 成 生 ニ ハ還 元 ヲ件 フ モ ノナ リ。

是 等 ノ關 係 ヨ リ 「モ ノ ア ミノ」酸 ノ 増 加 ハ 結 核 個 盤 ノ

組織 酸 化 ガ不 充 分 ナ ♪レヲ示 シ、総 「ア ミノ」窒 素 ノ減 少

及 ビ 「ヒス チ ヂ ソ」ノ増 加 へ 還 元 作 用 ノ盛 ナ ル ヲ意 味

シ、「ア ル ギニ ン」、「リヂ ソ」等 ノ 「ヂ ア ミノ」酸 ノ減 少

ハ血 漿 蛋 白質 ノ 等 電 鮎 が 酸 側 二傾 ヶ ル ト 理 解 ス ノレコ

ト ヲ得 。

以 上 ノ事 實 ニ ヨ リ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

1.健 康 者 血 漿 蛋 白質 ノ 窒 素 分 布 ハ 男女 間 二 差 異 ヲ

認 メ 、 女性 ニ シ テハ 「ヒス チ ヂ ソ∫二 富 ミ 「リヂ ソ」及

ビ 「ヂ ア ミノ」酸 稽 ζ少 キ傾 向 ア リ.

(2)結 核 病 愛 ハ 血 漿 蛋 白質 ノ 化 學 構 造=一 一定 ノ攣

化 ヲ惹 起 セ シムe帥 チ「ア ミ ド禮 」及 「ヒス チヂ ン」窒

素 ノ増加 ト1ヂ ア ミノ」酸 殊 二 「ア ル ギニ ソ」及 ビ句 ヂ

ン」ノ減 少 ヲ見 ル。

(3)コ ノ 事 實 ハ 結 核 組 織 及 血 液 ノ 酸 化 還 元蛇 二緩

衝 作用 ト密 接 ナ2ン關 係 ア リge

(4)結 核 性 淋 巴腺 腫 蛋 白 質 ノ 窒 素 分 布 ハrフ ミソ」

盟4.64%e「 ア ミ ド」鐙8.1%,「 モ ノァ ミノJ酸56.6

%、 「ヂ ァ ミノj酸33。9%、 「チス チ ンJ2.3%。 総 「ア

ミ ノ」窒 素62.7%。 「アル ギニ 判13.7%。 「ヒ ス チ"

ン」11。6%。 「リヂ ン」11。4%、 「ヘ キ ソ ソ」盤 基36.2

%ナ リ。

51.結 核 患 者 血 中 ノ 「ヴtタ5ン 」

C量 二就 イ テ

辻 本 次 郎(大 阪 刀根 山病 院)

「ヴィタ ミン」C鉄 乏 時 二於 テ ハ結 核 症 状 ノ培 悪 ス ルハ

夙 ニー 般 二提 唱 セ ラ レタ ル 所 ナ リ、 是 レ ニ 鑑 ミ結 核

患 者 ノ血 中 「ヴィタ ミ》・」Cヲ2・6Dichlor・phenol-ind一

ophenolヲ 用 ヒテ 定 量 セ ル ニ 健 康 者 二比 シ、 ソノ明

カニ減 少 セ ル ヲ 見 タ リ。 殊 二重 症 患 者 二 至 リテハー

般 ニ ソ ノ程 度 著 シ、而 シテ ソノ減 少 度 ハ必 ズ シ モ赤血

球 沈 降 速 度 ノ大 小 二 關 セ ザル ヲ知WJ。 恐 ラ グf鑑

タ ミソ」C減 少 ハ肝 臓 機 能 障 碍 トー 定 ノ 關 係'=立 ッ モ

ノ ・如 シ。

第51番 ヘ ノ追 加 西 恒 明 治

血 中 ノVitaminC量 ヲIndophenol法 ヲ用 ヒテ 直接

測 定 ス ル コ トへ 辻 本 氏 モ云 ハ ル ・如 ク、 今 日荷 議 論

ノ ァ ル所 デ ァ リマ ス。 ソvハMuller等 ガ 眼房 水 中=

VitaminCノ 血 清 二比 シテ 著,レ シク 高 イ ノノ・、 血 清

中 二酸 化型 ノVitaminCガ ア リ、 之 ガ眼 房 水 中デ水

晶禮 ニ ヨ ツテ 還 元 セ ラ レテ 、 還 元 型 二 攣 ゼ ラレル カ

ラ、 眼 房水 ノVitaminC量 が 高 イ ノデ ア ル ト 圭張

シ、ApLaktischeAugeデ 低 イ コ ト、 及 ビNaphtbalin

中毒 時 ソ ノVitaminC量 ノ減 少 ス ル事 實 ヲ説 明 シ ヨ

ウ トシテ、 血 中 二酸 化 型 ノVitaminCノ 存 ス ル コ ト

ヲ假 定 ジタ ノデ ア リマ ス。

其 後Eckeleen等 モ血 清 中 デ ハVitaminCノ ・一一部 酸

化 型 デ存 在 シ、之 二硫 化水 素 ノ通 ズ ル ト選 元 型 ニナ ル

b云 ツ テ居 リ、Gabbeノ ・血 清25蝿 ヲ用 ヒ テ三 璽牝 酷

酸 デ除 蛋 白 シ、 ソ レニ硫 化 水 素 ヲ通 ジテ、酸 化 型 ヲ選

元型 二代 ヘ テ定 量 ス ンレ血 清VitaminC量 ノ定 量 ヲ公

ニ シテ 居 リマ ス。

私 モ實 ・・酸 化 型 ノVitaminCが 將 シテ血 清 中 二存 在

ス ル カ否 ヤ ヲ疑 ツ テ居 ル1人 デ ア リマ ス。

其理 由 ・・辻 本 氏 モ認 メ ラ7レ ・標 二、VitaminCヲ 多

量 二有 ス ル モ ノヲ取 ラセマ スb、 ソノ血 清 ノーVitaminc

量 ノ・壇 量 シ テ來 、 相 當 時 間血 清 中 二Indopheno1法 デ

謹 明 サv・ マス。 叉 一 方私 等 ガ血 清IndOphenolデ 直接

法 デ測 定 シテ得 マ シタ値bGabbeカ'硫 化 水 素 ヲ蓮 ジ

テ得 タ値 ヲ比較 シ マ シテ モ 、殆 ソ ド攣 ラナ イ値 ヲ示 シ

テ居 リマス。 若 シ酸牝 型 ノVitaminCガ ア 」レナ ラバ

遙 カニ 差 ガ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ筈 デ ア リマ ス。

殊 二 眼房 水 ノVitaminC量 ノ・AphaktischeAUgeデ

減 少 シマ ス ガ、之 二蔽 穫 草 ヲ多 量 二與 ヘ ル ト、正 常 眼

ノVitaminC量 以 上 二高 マ リマ ス。 ヌ、Naphthalin・

kataraktaヲ 起 シテ 居 ル 眼 デ モ 同 檬 ノ コ トガ云 ヘ マ

ス。 房 水 ノVitamiRC量 ノ高 イ所 以 ・・Lingeノ 作

用 ト云 フ ヨ リハZelle/Aktivit5tニ ヨ リ血 清 中 二少'

シデ モ高 マ ル ト盛 二 房 水 中 二 移 行 サ セ ラ レ ル ラ シイ

ノデ ア リマ シテ、 恐 ラクLinseノ 作 用 ニ ヨル モ ノデ

◎
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ナ イb思 ヒマ ス。 殊 二、 私 ハ血 清 中 二酸 化 型 ノVita・

minCノ 存 否 ヲ疑 ウ モ ノデ ア リマ ス。 從 テ辻 本 氏 ノ

成 績 ハ恐 ラク ハ間 違 ヒ ノナ イ モ ノデ ア リ、殊 二結 核 研

究 二封 シテ ハ 非 常 二 意 味 ノ アル モ ノデ ア ル ト思 ヒマ

スの

52.肺 結核 患者1血 液酸堕基4衡a就 テ

驚1オ 憂 蘇ぐ大阪刀根山病院)

肺結核患者 ノ輕 中症 二於 テへ 静的 ニハ其血液酸盤基

亭衝 ハ未 ダ殆 ド侵サル ・二 至 ラズ.然 リト錐 モ之 レ

ニー定 ノ輕度 ・刺 戟殊 二微量 ノ 「ツベ♪レク リめ ヲ投

與 スルゴ其李衝 ハ不安定 ナル ヲ示 スモノ多 キヲ知 ル.

其攣動 ト病機 トノ關係 二就 キ研究 セ リ.

53.實 験的結核病竈 ノ水 素「4オ ン」

濃度 二就 テ

竹尾結核研究所 西 村 英 男

所 謂血液 「ア チ ドーkbが 臓 器組織 ノ局所 「アチ ドー

ゼ」、 即 チ酸性化 ヲ來 ス事 アルハ 既 二幾 多 ノ丈獄 ニコ

レヲ見ル所 ニ シテ、余 モ亦顧化安門 ノー定量 ヲ連 日服

用 セシメタル健常海狸 蛇二家兎 ノ實験的「アチ ドーゼ」

二於 テ、臓 器組織 ノ酸性化ス ル場合 ヲグ レッフ氏法 ニ

テ経験 ス.

次 二實験的結核病 竈局所 ノ反慮 ヲ検 セシニ、健常状 態

二比 シテー般 二瞳基側二在 リ.更 二 余 ハ 盤化安門 ヲ

連 日服用 セ シメ タル 結核感染海狸 蚊二 家 兎 ノ實験 的

「アチ ドーゼ」二於 テ
、ソノ結核病竈 ノ反磨 が幾 分前 者

ヨリモ瞳基度 ヲ弱 メタルモ 健常状態 二比 シテ 尚臨基

側 二在 リシヲ知 レリ。

余 ハ以上 ノ實験成績 二依 リ、實験的結核 二於 テ組織破

壊現象 ナキ時へ 寧 ロ藍基側 二傾 ケル事實 ヲ知 リ、結

核 モ亦一 ノ炎衝機韓 ナ レバ ー般 二水素 「イ オソ」濃度

ノ上昇 アルベ シbナ セ シSchade及 ビClaussen等 ノ

考察 二反 シ、此 ノ事實 アル ヲ補足 スルモノナ リ.

第53番 へJ追 加

阪大今村内科 日 置 達 雄

私ハ最近 多轍 ノ肺結核患者 ノ喀疾 乳PHヲ グ レフノ方

法 ニヨリ、七種 ノ色素 ヲ用 ヒテ測定致 シマシタ。 ソ

ノ成績 ニ ョリマス ド アル カ)」」二傾 クモ ノノ・約70%

ヲ占メテ居 マスe喀 疲 ノPH測 定 ニッキ マ シテハ喀

疾中 ノ細菌(圭 二混合感染)、肺臓破壌物質、蛇 ビニ血

液成分等 二關係ス)レ事 ハ勿論 デスが、空氣 二接醐 ヌ1レ

トイフ事 モ大 イニ 關係 アル事 ト思ハ レマス。是等 二
〇

ッ キマ シテ ハ既 二二 三 ノ成 績 ヲ得 テ居 マス ガ、喀 疲 ノ

PHが 「ア ル カ リ」二傾 クモ ノ 多 イ トイ フ事 實 ト 只今

ノ西 村氏 ノ 實 験 的 肺 が ヂア ル カ リテ イ ト」高 イ ト云 フ

御 報告 ト興 味 アル 關 係 アル ト思 ヒ ー 言追 加 致 シマ ス,

54.肺 結核 患者 ノ尿 酸 化商 二就 テ

京 都 府 立 磐 科 大學 淺 山 内 科 敏 室

黒 田 安 一

1926年 ヘ ル ムー ト、 ミラ ー氏 が 尿 酸 化 商 ハ 尿炭 素 商

ト共 二 「オ ル が ニス ムス」ノ 中 間 新陳 代 謝 ヲ 襯 察 ス ル

ニ重 要 ナ ル ヲ 唱導 シテ 以 來 余 モ亦 鼓 二 籔 年 二 三 學 會

ニ テ 其 ノ 重 要性 ヲ論 述 セ リ。 肺 結 核 患者 ノ新 陳 代 謝

二就 テ モ亦 古 クNリ 蕃 リニ 検 索 セ ラ レ 其 ノ業 績 枚 暴

二逗 ア ラズ ト錐 モ、尿 酸 化 商 ノ探 究 二至 リテ ハ比 較 的

等 閑 二附 セ ラ レ未 ダ 明 カナ ラズ.故 二 余 ハ 肺 結 核 患

者 二就 キテ 得 タ ル成 績 ノ大 要 ヲ報 告 セ ソ トス.

實 験 材 料 及 方 法

患 者 ノ・我 が 淺 山内 科 入 院 中 ノモ ノ ニ シテ、 被 槍 尿 ハ

24時 間 ノ全 量 ヲ冷 暗所 二貯 へ、 「ヴァカー ト」酸 素 量 ハ

.ミュラニ氏 液 、窒 素 ハ キ筑一 ル ダー ル氏 液 、盤素 ノ・ホ ー

ル ハ ル ド氏 液 二依 リテ測 定 セ リむ

實 験 成績

1.健 康 成 人 二就 キ テ

封 照 ト シテ健 康成 人9例 年 齢30・-30歳 ノ男 子 二就 キ

テ行 ヒタ ル成 績 ハ第1表 ノ如 シe尿 ノ総 窒 素 ハ0,49

-K) ・7849/dl、 李 均O.64Sg/dl、1日 量4.149--10.976

瓦 ・ 李 均6・837瓦e鞭 素 ハo.406-O,7849/dl、 尿 ノ

「ヴ
γカー>」 酸 素 量(以 下V・0ト 記 ス)0.582-1.156

91dl、zF均O.8529/dl、1日 量4.811-15.586瓦 、 』雫

均9・019瓦 。 尿 酸 化 商 債(以 下0.Q.ト 記 ス)ノ・1.157

-1 ・596、ZF均1.324e総 窒 素 ノ多 キ モ ノ ニ 於 テ・・一

般 二VO大 ナ ル が如 シ ト錐 モ 尿0.Q.ト 窒 素 量 、 懸

素 量、尿 量或 ハ比 重 ト ノ間 ニハ ー定 ノ相 互 關 係 ヲ認 メ

難 キハ 既 二演 者 ノ報告 シタ ル所 ナ リ.

2.肺 結 核 患 者 二就 テ

肺 結 核 患 者 ハ 合併 症 ナ キモ ノ ノ ミヲ 選 揮 シテ 行 ヒタ

リ。 便 宜 上 臨駄 的症}伏蛇 二X線 所 見 ニ ヨ リテ滲 出性 、

壌 殖 性 トニ分 チ更 二重 、 中、輕 症 ノ三 症 二分 チテ検 測

セ3e

A・ 輕 症8例 ノ成 績 ハ第2表 ノ如 シ、 総 窒 素 量0.553

-1 ・08291d1、 卒 均0.716 e1日 量3。52-18.93e卒 均

9・41瓦 。V・OO.474-1 .0829/dl、 李 均o.7539/dl、

1日 量3・61-19.24瓦 。 李 均10 .188瓦 。O.Q.o.939
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一・一一1・566。 卒 均1。09窒 素 量 ノ・3例 二 於 テ 健 康債 ヲ越

へ 他 ハ 正 常 便 ヲ示 ス
。8例 中7例 ノ墳殖 性 、1例 ノ滲

出 性 ニ シテ、V・O、O.Q,ハ 輕 度 二低 下 ノ傾 向 ア リ。

然 レ ドモ是 等 ト熱 型 トノ 間 ニ ハ ー 定 ノ關 係 ヲ認 メ難

シ⑬

B、 中等 症5例 滲 出性 ノ モ ノ ニ シ テ 第3表 ノ如 ン.

総 窒 素 量 及V-Oハ 正常 債 二位 ヌ ル モ ノ3例(第1、2、

3例)ニ シテ他 ハ大 ニ シテ、 臨 肱 的 所 見 二墾 動 ナ キ場

合 ハ〆第4、5例)其 ノ経 過 中 二 著 シ キ 差 異 ヲ認 メ難

シ.QQ,バ ー一般 二稽 ζ健 康 成 人 ノ ソvノ 値 ヨ リモ増

大 ス ル 傾 向 ア ル ヲ 認 メ得.然 レ ドモ 熱 ノ高 サ トハ 關

係 ナ キ事 輕 症 二於 ケ ル が如 シ.

C、 重 症 例5例 滲 出性 ノモ ノ ニ シテ 第4表 ノ 如 シ。

総 窒 素 含 量 ハ 正 常 債 ヨ リ大 ナ ル モ ノ2例 ヲ 認 メ タ ル

モ、総 排 泄 量 ハ 健 康 者 ノソ レ ヲ出 デズ.却 ツテ減 少 セ

ル場 合 多 シ.然 ル ニvo塘 大 ス ル 場 合 多 ク、 且 ツ

O.Q.・ ・総 テ ノ所 二於 テ甚 ダ高 キ 債 セ リ。 而 シテV・O

債 大 ナ ノレモ ノ ニ ハ窒 素 排泄 ハ 比 較 的小 ナ ル傾 向 ア リ。

例 ヘ バ第1、2、4例 ノ如 シ。 而 シ テ 経 過=就 テ 観 察

ス ル ニ輕 快 シタ汐場 合 ニ ア リテ ハ、窒 素 ノ排 泄 培 加 ト

共 二 〇.Q.ハ 低 下 ス,レニ、増 悪 ノ傾 向 アル 場合 ハ 反之

窒 素 量 ・・低 下 シ、0.Q.ハ 更 二墳 大 セ リ。V・0ハ 前 者

ニ ア リテ ハ 低 下 叉 ハ 著 シキ 差 異 ヲ來 サ ズ。 後 者 ニ ア

リテ ハ培 大 セ リe叉 臨 肱症 状 ト熱 ノ高 サ ト0.Q.ト

ハ略 ミ消 長 ヲ共 ニ ス ナレヲ認 メ タ リ,

綜 括

以 上 緩 述 シタ ル所 ヲ綜 括 ス レバ 次 ノ如 シ、

1.健 康 者 尿 ノV・0ノ ・卒 均O.8・591dl、 線 量 ノ・9.01

ニ シテ、O.Q.ハ1.324ナ リ。

2.肺 結 核 患 者 輕 症 ニ ア リテノ・V・00.Q.共 二健 康

成 人 値 ト著 シ キ墾 化 ナ ク、輕 度 二低 下 ス ル場 合 ア リ。

中等 症 ニ ア リテ ハV・0ハ 正 常 債 或 ハ之 ヨ リ稽 ζ大 ナ

ル場 合 アyド モ 縄 過 ニ ヨ リテ 憂 化 ヲ認 メ難 シ。0.Q .

バー 般 二 稽 ζ健 康 成 人 ノ ソ レニ 比 ス レバ 精=高 シ,

重 症 ナ ル 肺 結 核 患 者 ニ ア リテハVOO.Q.ノ 墳 大 ト

窒 素 排 泄 ノ 減 少 ヲ來 ス 場 合 多 ク、 疾 患 ノ壌 悪 ハ更 二

V・0ヲ 大 ナ ラ シ メ輕 快 二向 フ時 ハ 低 下 ス ル傾 向 ヲ認

メタ リ.斯 ル が 故 二肺 結 核 患 者 ニ ア リテ ハ 不 完 全 燃

嶢 分解 産 物 ノ培 大 ヲ來 ス事 ヲ謹 明 セ リ.

55.病 的 饅 液 ノ色 素 盈 二就 テ

京 都 府 立讐 科 大 學 淺 山 内科

大 西 良 雄i

尿 色 が 生 瀦 各 臓 器 機 能 ノ 正 否 ト密 接 ナ ル 關 係 ヲ有 ス

ル 訟 トニ就 テハ 多 籔 先 進 家 ノ 研 究業 績 ア リ ト錐 モ病

的 饅 液 ノ其 レニ 關 シテ ハ 未 ダ 闘 明 セ ラ ・所 ナ シ斯,レ

ガ故 二 演 者 ハ 炎症 性 滲 出 液 及 ビ 非 炎症 性 滲 漏 液 ノ色

素 量 ヲ測 定 シ、一・方 之 が疾 患 ノ種 類 及 経 過 ニ ヨ ル墾 化

ヲ、他 方 之 ㍗該 患 者 尿 色 素 量 トノ關 係 ヲ探 索 シー定 ノ

成 績 ヲ得 タ ル ヲ以 テiiEl!E二其 大 要 ヲ報 告 セ ソbスe

實 験 方 法

病 的盟 液 ハ患 者 ノ空 腹 時 ヲ選 ビテ無 齢 勺二探 取 シ溶

器 ニ ハ「ゴ ム」栓 ヲ施 シ冷 暗所 ニテ繊 維 素 ヲ析 出 セ シメ

タ ル後 ・ 之 ヲ遠 心 分 離 シ タル上 清 ヲ又 尿 ハ 解 時 間 中

二排 泄 セ ラ レタ ル モ ノ ヲ冷 暗所 二貯 ヘ テ實 験 二供 シ
、

色 量 ノ測 定 ニ ハ プー ル リッヒ氏 「ス ツ ー フヱソフォトメ

ー タ ー」ヲ用 ヒ其 赤
、 線 及 ビ青 色 濾 過 板 ノ透 過 光 量 ヲ

讃 ミ夏 二其 等 ノ 屈 折 係 籔 ヲ求 メ 麗 液 ニ ア リテ ハE

ヲ、 叉 尿 ニ ア リテノ・Egヲ 以 テ色 素 量 ノ標 準 トシ尚後

者 ニ ア リテ ハ色 債(F)、 還 元 色 債(F・)及 ビ24時 間

中 ノ線 色 素 排 泄 量(F×M)ヲ 求 メ タ リ。

實 験 成 績

1.滲 出液 二就 テ ノ成 績

肋 膜 炎 患 者 ノ胸 水 滲 出液13例 及 腹 膜 炎 患 者腹 水1例

二就 キ テErO.03--O.16、EgO.037-O.18、Eb・ ・0.27

-O ・61ニ シ テ0・36ヨ リ大 ナ ル モ ノ多 轍 ナ リ而 シテ疾

患 ノ経 過 二從 ヒ テ 鍛 同 検 索 ヲ 行 ヒタ,レモ ノニ 於 ケ,レ

成 績 ヲ見,レ ニ、第9、10、11、13例 ノ如 クEbハ 漸 時低

下 ヌ ル場 合 多 〃、疾 患 ノ初 期 二低 キ債 ヲ示 シー 時大 ト

ナ リ、 再 ビ漸 次 低 下 ス ルモ ノ ア ルノ・第10表 ノ如 シ。

而 シ テ熱 ノ高 サ トノ・必 ズ シモ 常 二 卒 行 ス,レモ ノ ニア

ラ ズ。 滲 出液 ノEbノ ・健 康 者 血 清 ノ ソv二 比 較 ス レバ

小 ナ ル モ ノ ト正 常 ナ ル モ ノ ト相 牛 セ リ。炎 症 性 滲 出液

ノEg/Erハ0・94-1・66卒 均1.17二 ・yテEb/Egハ

2・59-7・40李 均4.37ナ リ尿 ノ12.0-72.6F×Mハ

ニ シ テ邦 人 健 康 者 二就 テ細 田 、安 田 丸 本 等 ガ検 シタ

,レ成 績 二比較 ス レバ 甚 ダ 大 ナ リ。 之 モ亦 経 過 ト共 二

漸 次 正 常 償 二近 ヅ ク ト錐 モ 、途 中著 シ キ排 泄 堆 加 ヲ見

ル コ トア ルノ、、 第10例 二於 ケ ル が如 シ。

2。 畷 脊髄 液 二就 テ ノ成 績

次 二脳 腫 瘍 及 ビ流 行 性 鵬 脊 髄 膜 炎 ノ3例 二就 キ、謄 脊

髄 液 ノ色 素 量 ヲ 槍 シタ 〃 二、E,ハO、023-O.10Eg

O。041--0.13ニ シテEl}ノ ・0.08-L13ナ リEbハ 購

腫 瘍 患 者 ニ ア リテ ハ輕 過 ニ ヨル 著 シキ墾 化 ヲ認 メ ズ。

拶 膜 炎 ニ ア リテ ハ 漸 次 其 債 ハ 大 トナ リ 尿 ノ総 色 素 排
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泄 量 ・・9.6-36.3ニ シテ 経 過 ト 共 二 多 少 壌 大 ス ル傾

向 ヲ認 メ タ リe爾1例 ノ尿毒 症 患 者 ノ拶 脊 髄 液 ノEr

ノ・0.0016、EgハO.002、EbハO.007ニ シテ 之 ヲ 上

述 ノ場 合 ト比 較 シテ 著 シ ク 小 ナ リ.且 ツ該 患 者 血清

ノEbモ 亦0.48ニ シテ低 下 ヲ示 シタ リe

3。 非 炎 症 性 滲 漏 液 二就 テ ノ成 績

心臓 鵬膜 疾 患1、 肝 臓 疾 患3、 胃癌1/5例 ノ腹 水 及

胸水 ノ 色 素 量 ・・E,0.015-O.11EgO.02-一 一一〇、13Ei,

0.21-O.97Eb・ ・3例 二於 テ血 清 ノ正常 債 ヲ示 シ、2

例 ・・著 シク小 ナ リ。 非 炎 症 性 滲 漏 液 ノEg/E,ハ1.02

・-1・73李 均1 。22ニ シ テEb/Egハ2.86-9。84李 均

5、71ナ リ。 尿 ノ 色 素 排 泄 量 ハ 禮 液 ノEb大 ナ ル モ ノ

ニノ、3暑rむロヲ來 セ リe

尚 疾 患 ノ経 過 二 就 キ テ 考 フル ニ 肋膜 炎 ノ胸 水 色 素 量

ハ疾 患 ノ輕 快 ト共 二 漸 次 低 下 ス ル 傾 向 ア ルモ 其 経 過

長 キ ニ 亙 ル モ ノニ ア リテ ハ 途 中稽{塘 加 ノ傾 向 ヲ示

ス コ トア リテ治 癒 二近 ケ バ 再 ビ減 少 ヌ ァレモ ノ ・如 シ。

即 チ多 少 ノ動 鑑 ア,レ ヲ認 メ得 ベ シ.

綜 括

本 實 験 ハ 猶 績 行 中 ニ シテ 未 ダ 結 論 ヲ下 シ難 シ ト錐 モ

以 上 縷 逓 シ タル所 ヲ総 括 ス レバ次 ノ如 シ.

1.炎 症性 滲 出液 ノ色 素 量 ヲEbヲ 以 テ 表 セ バ 其 便

ハ0・27-O.61ニ シテ健 康 者 血 清 ノ ソ レニ比較 ス レバ

多数 ハ小 ナ リ而 シ テ疾 患 ノ経 過 中 二動 揺 ヲ來 シ、叉 培

加 ス ル コ トア リ ト錐 モ ー 般 二輕 快 ス ル ト共 二 漸 次 低

下 ス.

2.滲 漏 液 ニ ア リテ ハEbハ0.21-O。97ニ シテ著 シ

ク小 ナ リ シニ 其 ノ移 動 範 園 ハ 大 ニ シテ 尿 ノ総 色素 排

泄 量 トハ略 く準 行 シテ増減 ス。

3.鵬 脊髄 液 ノ色素 量 ハ 疾 患 ノ種 類=Bリ テ異 ナ リ、

Erハ 正 常 血 清 、 滲 漏 液 ノ ソ レニ比 較 シ、 甚 ダ小 ニ ン

テ疾 患 ノ経 過b共 二 壇 加 ヲ示 ス。1例 ノ尿 毒 症 患 者

ノ場 合 ハ極 メ テ小 ナル債 ヲ 示 シ 該 患 者 血 清 ノEbモ

亦 正 常 血 清 ヨ リ低 下 セ リ。

第54番 ヘ ノ追 加

阪 大 今 村 内 科 米 田 庄 三 鄭

胸 水 ノ色 素 燈 二關 シテ

余 ハ漁 性 肋 膜 炎(30盤 例)ノ 検 索 二 於 テ、 胸 膜 炎 初 期

(有 熱 期)二 於 テ ハ寧 ロ色素 量少 ク.陳 奮 性 ノ胸 水 二於

テ色 素 量 多 キ ヲ 認 メ タ リ。 叉 血 胸3例 二於 テ ソノ胸

水 中 ニハ 甚 ダ血 素 量 多 キ ニ拘 ラズ、血 清 及 尿 ノ色 素 量

ハ 特 二正 常値 ヨ リ 高 キ ヲ 見 ズ.故 二 滲 出液 血 素 量 ハ

常 二必 ズ シモ 血 清 及 ビ尿 ノ 夫 レニ ー 致 ス トイ フ能 ハ

ズ ト考 フ。

56,滲 出 液 及 滲 漏 液 蛋 白質 ノ窒 素 分布 二

關 スル研 究(第2回 報 告)

京 都 府 立讐 科 大 學 淺 山 内科 、

鷲 津 砧 道

演 者 ハ墨 二病 的機 縛 ト蛋 白 質 ノ 化 學 的構 造 ノ攣 化 ト

ノ關 係 ヲ詳 ニ セ ソ ト企 テ、滲 出液 及 滲 漏 液 蛋 白質 ノ窒

素 分布 ヲ探 究 シ之V)'一.部 帥 チ「フ ミ ソ遭豊,「ア ミ ド」

盟 、 「モ ノ」及 ビ「ヂ ア ミ ノj酸 窒 素 二 就 キ テ報 告 セ リ。

今 同 ハ 更 二各 「ア ミね 酸 二就 キテ詳 系田二 検 討 セ ソ ト

欲 シ、fチ ス 千 ソ」、fア ル ギニ ソ」、 「ヒス チ ヂ ソj、

句 ヂ ソ」、rヘ キ ソソ」盤基 ノ 各 窒 素 量 ヲ 測 定 シ、 且

ツ コ レ ヲ「ア ミ ノ」酸 代 謝 ノ 化 學 的機 轄 ヨ リ 考 察 ヲ加

ヘ タ レバ コ レ ヲ報 告 セ ソ トヌ.

實 験 方法 二 關 シテ ハ 昨 年本 會 席上 二於 テ 報 告 シタ ル
む の む く　

ガ故省略 ス.

實験 成績 大要 ・・コ レヲ表示 シテ 説明セ ソ。 各窒素
む ぐき くラ リ

量 ハ縫 窒 素 ノ百 分 率 ヲ以 テ之 レ ヲ示 セ リ.

(1)健 康 者血 漿 蛋 白質 二 關 シテ ハ 本 會 席 上 既 二 詳

述iセ シ所 ナ レ'バ省 略 ス。

(2)滲 出液 蛋 白質

肋 膜 炎7例 、腹 膜炎1例 二於 ケ ル成 績 ハ第 表 ノ如 ク

ニ シテ、 即 チ総 「ア ミ ノ」窒 素 ハ80。9-89.5李 均83.7

%。 「チス チ ソ」窒 素 ・・2、3-3。6亭 均2.9%。 「ア ノレギ

ニ ンJ窒 素 ノ・6.4-12.4ZIS均9、6%。 「ヒス チヂ ソ」窒

素 ノ・5.3-15.1李 均7.94%。 「リヂ ン」窒 素 ハ6.3-

26.8李 均15.7%。 「ヘ キ ソ ソ」盤 基窒 素 ハ27.O-39.2

卒 均34.75%ナ リ。

之 レヲ健 康者 血 漿 蛋 白質 ノ場 合 ト比 較 ス レバ総 「ア ミ

ノJ窒 素 ハ輕 度 ノ減 少 ヲ示 シfチ ス チ ソJハ4例 二減 少

シ2例 二増加 シ、2例 二愛 化 ヲ認 メ ズ。「ア ル ギ ニ ソJ

ハ減 少 ノ傾 向、「ヒス チヂ ソ」ハ3例 二著 シキ墳 加 ヲ呈

シタvド モ他 ハ著 明 ナ ル差 異 ヲ來 サ ザ リキ、「リヂ ン」

ハ5例 二減少 シ「ヘ キ ソ ン」盤 基 モ 亦 減 少 ノ傾 向 ア 恥

「ヒス チ ヂ ン」償 ノ著 シク墳 加 シタ ル モ ノ ニ ハ「リヂ ソ
」

及 ビ 「チス チ ン」償 小 ニ シテ 前 者 ノ低 キ 頂 ヲ示 ス モ ノ

ニ 「チ ス チ ン」債 ハ大 ナ リシ が 「リヂ ン」ハ必 シモ 常 二

増 加 ヲ來 サ ザ リキ.コ レ等 ノ事 實 ヲ 臨 肱 諸 徴 候 ト比

較 ス ル ニtヒ ス チ ヂ ン」ノ 増 加 匂 レハ 炎 衝 盛 ニ シテ 高

熱 ヲ持 績 シ、 或 ハ滲 出液 ガ出血 性 ニ シテ 「フ ヰ ブ リノ

ゲ ンJ二 富 ミタル例 ナ リ。 本 現 象 ハ重 症 ナ ル肺 結 核 患
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者血 漿蛋 白質 窒 素 分 布 トー 致 シタ リ。

(3)滲 漏 液 蛋 白質 二就 テ

肝 硬墾 症3例 二就 キテ検 シ タ 》V成績 ハ第 表 ノ如 シ.

帥 チ 各 「ア ミノ」酸 窒 素 ハ 夫 々85。7-86。8卒 均86.3

%.3.28-3。48李 均3.3%.10。1696.5.9-6.9ZF均

6.41%.16.4-18.72奉 均17.58%。32.5-36.1李 均

34,3%ナ リe帥 チ「ヘ キ ソ ソ」歴基 ハ稽 く減 少 匂 レ傾

向 ヲ認 ム ル ノ ミニ シテ各 「ア ミね 酸 量 ハ健 康 者 血漿

ノ ソ レ ト大 差 ナ カ リキ.

綜 抵 及 考案

「ア ミ ノ」酸 ノ 生 成 分 解機 縛 ト組 織 叉 ハ 禮 液 内 ノ物 理

牝 學 的 墜 化 ト ノ 關 係 ノ・結 核 組 織 蛋 白質 内窒 素 分 布 ノ

研 究 二於 テ 論 述 セ シ 所 ナ レ ドモ 爾 一 言 追 加 ス 可 キ必

要 ア リ。

「ア ミノ」酸 二於 ヶ ル 無 窒 素 化 合 基 ハ 脂肪 酸 及 ビ ソ ノ

他 ノ有 機酸 二由來 シ、随 テ「ア ミ ノ2酸 ノ代 謝 及 ビ構造

ノ憂 化 ハ脂 肪 生成 能 ト ソ ノ消長 ヲ共 ニ ス。 而 シテ脂

肪 生 成材 料 ハ 圭 トシテ 含水 炭 素 ニ ア ル コ ト周 知 ノ事

實 ナ リ。 今 一一分 子 ノ葡 萄 糖 ヨ リ ー 分子 ノ「カ プ ロ ソJ

酸 ガ作 ラル時4個 ノ酸 素 原 子 ヲ放 出 ス.叉 コ ノ「脂 肪

酸 ド エ ス テ 粕 ヲ作,レ可 キ 「グ リセ リソ」ハ 「グ リセ リ

ソ アル デ ヒー ド」等 ノ還 元 二依 ル が 故 二、 假 二100瓦

ノ脂 肪 ヲ270瓦 ノ糖 ヨ リ作 ル トセ バ、02ノ 供 給 ナ シ

ニ65「 カ ロ リ」ノ熱 ヲ放 出 シテ 「ヱ ネ ル ギー一・」ノ節 約 ヲ

行 フ コ トヲ得 帥 チ 脂 肪 生 成 能 ノ 充 進 ハ 組 織 ノ選 元 作

用 ノ旺 盛 ナ ル ヲ意 味 ス.

夏 二叉 脂 肪 酸 ノ生 成 過剰 ナ ル時 ハ ザア ミ ダチ オ ソ」 ヲ

受 ケ テ生 成 サ ル可 キ 「ア ミノ」酸 二構 造 ノ墾 化 ヲ及teL

シNH2基 二乏 シ クCOO基 二富 メiレ 「ア ミノ」酸 ノ

増加 ヲ來 ス 可 シ.

以 上縷 蓮 セ シ所 ヲ省 察 ス ル ニ滲 出液 二於 ケ ル 「モ ノア

ミ ノ」酸 、 及 ビ 「ヒス チ ヂ ソ」窒 素 ノ 壌 加、 総 「ア ミノ」

窒素 、 「ア ノレギニ ソ」、9リ ヂ ソJ、 「ヘ キ ソ ソ」盤基 ノ減

少 ハ滲 出機 縛 ノ旺 盛 ヲ現 ハ シ、滲 出機 轄 ノ旺 盛 ハ局 所

ノ酸 化 作 用 低 下 シ、ム シ ロ選 元 作 用 優 勢 トナ リ爲 メ ニ

「ア ミダチ オ ソ」ヲ低 下 セ シ ムル モ ノ ト解 セ ラ ル
。本 事

實 ノ・森 、 古 川 、 比 留 間 、婁 斗 、我 敏 室 ノ林 氏 等 ガ滲 出

液 及 結 核 患 者 血 液 二就 キ テ行 ヘ ル 脂 肪 及 ビ脂 肪 酸 ノ

測 定 成 績 トー 致 ス ル所 ナ リ.

以 上論 述 セ シ所 二俵 リ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ.

(1)滲 漏液 蛋 白質 ノ 「ア ミノ」酸 窒 素 ノ分 布 ハ 健 康

者 血 漿 蛋 白質 ト大差 ヲ認 メ ズ.

(2)滲 出液 蛋 白質 ノ 「ア ミ 石 酸 窒 素 ノ 分 布 ・・健 康

者血 漿 蛋 白質 ノ ソ レ トノ間 二差 異 ヲ認 メ、滲 出性機 樽

ハ・滲 出液 蛋 白質 ノ構 造 二欝 シ テ、肺 結 核 患 者 が血 漿蛋

白質 二及 ポ ス トホ"同 檬 ナ ル墾 牝 ヲ與 フ.

(3)滲 出液 蛋 白 質 窒 素 ノ 分 布 状 態 ハ 同 液 内 二 於 ケ

ル脂 肪 生 成 能 ト密 接 ノ關 係 アル が如 シ.

57.肺 結 患者(特 二 男 子)ノ 尿 中 所謂

「ヒス チ ヂ ン」二 就 テ(1)

山 名 利 治(大 阪 刀 根 山病 院)

KapelleやAd¢rノ 改 良 サ レタ ♪レ原 法 二 從 ツテ、 男 子

肺結 核 患 者163名 及 ビ健 康 男 子35名 二就 テ、 尿 中 ノ

所 謂 「ヒ ス チ ヂ ソノ 検 索 ヲ試 ミタ ル ヲ 以 テ ソ/結 果

ヲ報 告 セ ン トス,検 査項 目 トシテ 年 齢 、 量 、 色、 澄

濁、 比 重 、 反 慮、 蛋 白、 糖 、「ワイ ヌリ反庶 、及 ビ病 症

等 二就 テ(患 者 ハ服 藥 ノ儘)施 行 、ソ ノ主 ナ ル モ ノ次 ノ

如 シ.

(1)患 者100名 中、10mg%(尿5蛭 中)以 上 ノ陽性 者

35名 、(イ)年 齢=(11--20)7、(21-30)20、(31-40)

8、 ナ リ。(ロ)反 磨=尿 ノ 「アル カ 恥 性 強 キ場 合 ハ陰

性 二傾 ク。(ハ)病 症=重 症6名 、 中等 症18名 、 輕症

11名 ナ リe

(2)重 、 中、 輕 症 、 各21名 、 年 齢 各(11--20)7、(21

-30)7 、(31-45)7、 計63名 二於 テ10mg%以 上 ノ

陽性 者 ハ中 等症 二2名 ノ ミ。

(3)健 康 男 子35名 中10mg%以 上 ノ 陽 性 者6名 ナ リ

キ。

(4)所 謂fヒ ス チ ヂ ソ」ノ 尿 中 出 現 ハ 長 期 観 察 二依V

バ、 日ニ ヨ リテ増 減.ス ル コ トア リ。

(5)防 腐 鋼 ハ 呈色 反 慮 ヲ抑 制 ス ル ガ如 シ。

5&ウ チ オ コ ー ル」二關 ス ルニ 三 實 駿

成績 二就 テ

外 山 重 高

微 生物 二鍔 ス ル 化學 的 研 究 ハ 近 時 長 足 二 進 歩 シタ感

ガ ア,レ、結 核 菌 二就 テ モ ソ ノ薗 盟 ヲ構 成 ス ル各 化 學 的

軍膿 二分 離 シ ソノ各 々 ノ持 ッ 性}伏 ヲ明 ニ セ ソ トス ンレ

努 力 ・・1926年Andersonノ 研 究 以 來 著 シク湛 ソデ來

タ ヤ ウ デ ア ル。

最近 叉AnderSOR及 ビNewmanハ 結 核 菌 禮 ヨlj一

種 ノ色 素 ヲ分離 ・y「phthioco1」ト名 付e2methyl・3hyd・

roxy4.4naphthoquinoneノ 構 邉 式 ヲ奥 ヘ タ。

コ ノ 構 造 式 ヲ 見 ル ニ2個 ノKetogruppeb1個 ノ

Hydroxylgruppeト ヲ同時 二有 ス ル カ ラ コ ノモ ノ肩 身
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Oxydoreduktioぬssystem二neス ベ キ モ ノデ アル、 從 來

結 核 菌 膿 中 二SulfohydrylgrupPeノ 存 ス ル コ トノ・不 明

デ今 日未 ダGluthationハ 謹 明 サ レテ ヰナ1ヤ ウデ ア

ンレ。

故 二 「フ チ=一 ル」ガOxydoreduktionssystem二 罵 ス

ル コ トハ結 核菌 禮 ノ 生 理 二封 ンテ 甚 ダ 興 味 ア ル コ ト

デ ア ル ガ 叉 ソ ノ構 造 式 讐 リ見 テ コ ノ物 質 ガ 動 物盟 二

i封シテ持 ツ作用 モ極 メテ興 味 ア ル モ ノ ト思 バ レル。

コ ノ故 二私 ハAnderson等 ノ記載 二從 ヒ「フ チ オ コー

,レ」ヲ合 成 シ先 ヅ家 兎 二就 キ實 験 ヲ行 ツ タ。

1)血 穂 蚊 二血 清 沃 度 酸値 二及ecス 影 響

血 糖 ハHagedomundJensentc法 、血 清 沃 度 酸値 ・・

西 垣 氏 墜 法 ヲ以 テ 時間 的 二探 血 シ測 定 シタ。

20mg耳 静 脈 内 浅 射 二於 テ 血 糖 ノ降 下 セ ル ヲ認 メ タ、

血 清 沃 度 酸値 ハ上 昇 セ,レ ヲ認 メ タ。

30mg耳 静 脈 内 注 射 二於 テ モ 略 く同様 ノ成 績 ヲ得 タ。

50mg耳 静 脈 内 注 射 二 於 テ ハ 血 糖 ハ 略 〈同襟 二降 下

セ}レ ヲ認 メ タ が 血 清 沃 度 酸 値 ハ 極 メ テ 著 明 二上 昇 ス

ル ヲ認 メ タ.

2)尿 二及 ボス影 響

注 射 翌 日 ノ尿 量 ハ著 シ ク減 少 シ 比 重 増 加 シ 黒褐 色 ヲ

呈 シ酸性 トナ リ、蛋 白反 慮 、還 元 反 慮 ヲ著 明 二呈 ヌ ル。

「ク レア チニ ソ」量 ノ、殆 ン ド憂 化 ナ ク
、窒 素 量 ニ モ殆 ン

ド璽 化 ナ イ、「カル シ ウ ム」量 ハ著 シク減 少 シテ居 ル、

無 機 硫 駿 ハ 場 加 ジ エー テ,レ」硫 酸 ハ 殆 ン ド墾 化 ガナ

イ。

3)生 盤 的運 命 ノ考察

尿 中 ノ還 元 性 物 質 ヲ検 索 中 「フ チ オ コー ル」が尿 中 二

於 テ強 テ選 元 反 懸 ヲ 呈 ス ル ヲ験 知 シタ ノ デ 試験 尿 ヲ

「バ リッ㌧ 水 ニテ 虞 理 シ 操 作 シタ ル ニ 再 ビ ヂフ チ オ コ

ー ル」ヲ同 牧 シ得 タ
。

尿 ノ所 見 中窒 素 騒 二 攣 化 ナ ク シテ 硫 酸 ノ 堆 加 セル コ

〉他 方 「フ チ オ コー ル」ノ結 晶 ヲ 濃 硫 酸 デ 慮 理 ス ル ト

尿 中 二排 泄 サ レタ ル 物 質 二 性 状 酷 似 セル 物 質 ヲ得 ラ

v)v=ト 等 ヨ リ考 察 ス レバ極 メ テ1・cker二 硫 酸 ガ結

合 シテi排ミ世サ レル 毛 ノ ・ヤ ウデ アルe

59.肺 結 核 ノ活 動性 診 断

大 阪 市 立 刀根 山病 院 長

磐學 博 士 太 縄 壽 耶

第 一 章 緒 言

第 二 章 活 動性 結 核 ノ定 義

第 三 章 實 際 二臨 肱 上 問 題 二登 ル ベ キ 肺 結 核 活 動 性

ノ範疇

第四章 肺結核 ノ活動性診 噺 トハ如何

第五章 肺結核活動性 ノ表 現 ハ何 ンデァルヵ

第六章 肺結核活動性診噺 ハ如何 ニスル ヵ

第七章 肺結核活動性 ノ補 助診漸法

第一節 マyト ウ反慮 ノ強弱 ト病 勢 トノ關係

第 二節 赤沈反慮 ト熱 型及喀疲 中結核 菌有無 トノ

相互關係

第一項 開放性及閉鎮性 ト赤沈 反癒 トノ關 係

第二項 熱型 ト赤沈反磨 トノ關係

第三項 熱型 ト疲 中結核菌有無 トノ關係

第三節 「ツベルクリソ」皮内接種 ト赤沈 反慮 二及

ボス影響

第 四節 赤沈反旛 トコスター、マテ フイ反慮 ノ相 互

關係蛇 二 反慮 ト高 田氏反磨 ノ疾 中結核 菌

有無 トノ關係

第一項 赤沈反 磨中間値1-8mmヲ 示 セルモ ノ

トコスター、 マテフイ反磨 ノ關係

第二項 同値9-15mmヲ 示 セ1レ モノb以 上 二

反慮 トノ關係

第三項 同値16-25mmヲ 示 セル モノ ト以上 こ=

反磨 トノ關係

第四項 同値26-40m田 遊 二 其以上値 ヲ 示 セル

モノ ト反懸 トノ關係

第五項 開放性肺結核 ト赤沈反 磨、 コスター、マ

ヱz∠t、 高 田氏反磨bノ 關係

第六項 閉鎮性肺結核 ト以上反 懸 トノ關係

第五節 赤沈反磨 ト血液像(核 移動)

第六節 病 勢 ト赤沈反鷹、コスター、マテ フイ反磨、

核移動 トノ關係

第一項 病勢 ト赤沈反慮 トノ關係

第二項 病 勢 トコスター反慮 トノ關 係

第三項 病勢 トマテフイ反慮 トノ關 係

第四項 病 勢 ト核移動 トノ關係

第七節 超 生膿染色法 ニ ヨル 淋 巴球 ハ 軍核 白血球

比蚊 二網状赤血球 ト血色素系藪 トノ關係

第入節 吉田氏反磨

第 九節 「ツベル クリソ、皮 内接種 ノ 肺結核患者赤

血球抵抗性 二及 ボス影響

第十節 血液滴映像 ト病勢蚊 ニコ レニ及ボスヂツベ

ルク リン」皮 内接種 ノ影響

第十一節 「ウmク ロモゲ ン」反磨(ワ イス)
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第十二節 「トリプ トファ ン」員荷 トfウ ロク ロモゲ

ソ」反慮

第 十三節 「ウロビ リソ」尿 二就 テ

第 十四節 「トリプ トプア ン」資荷 ニ ヨjV肺 結核患

者血清沃度酸値攣 動

第 十五 節rツ ベルク リソ」皮下接種 ト血液酸盤基

奉衡

第 十六節 肺結核患者 二 甲状 腺物質 或ハ沃 度加里

投 與 ノ影響

第 十七節 肺結核 患者「ヴィタ ミソ」C量 二就 テ

第 十入節 肺結核 患者 ノ肺活量

第十 九節 運 動員荷後 ノ血液 粘稠度 ノ饗化

第 二十 節 基礎i新陳代謝

第入 章 肺結核活動性 ノ臨駄診断

第一節 ポッテ ソジーヤ氏肺結核症候分類 二就 テ

第一項 中毒症候

第二項 反射症 候

第三項 局所症候

第二節 肺結核 ト熱 トノ關係

第三節 臨脈 ノ實際 二於ケル反磨相 ノ動 キ

第九章 結 論

60.實 験 的結核海撰 ノ酸 素治費量 二

就 キ予(第1同 報告)

績 木 正 大(傳 染病研 究所)

一定菌量 ノ人型結核菌 ヲ以 テ 實験 的結核 二罹 ラ シメ

タ,レ海猿 ノ酸素 消費糧 ヲ、 「〃ニッビソグアパ ラー ト」

ノー部 ヲ改 造 セ ル 酸素消費量測 定器 ヲ用 ヒテ測定 セ

リ。

同 ジク健 康海瞑 ノ酸素消費量 ヲ測定 シ、雨者 ヲ比較 セ

シニ、結核海狸 ノ酸素 消費量 ハ遙 カニ少 ナキ ヲ認 メタ

ル ヲ以 テ、並 二報告 セ ン トス。

61.肺 結核患者 ノ基礎代謝

第二、進 行性滲 出型雄 二増殖型肺結核

患者 ノ基礎 代謝

矢 部 拡(東 京 市療養所)

昨年 ノ線會 二於 テ、 第1同 報告 トシテ 肺結核患者 ノ

stationsreproduktiveForm立 立二ZirrhotischeForm

ノ基礎代 謝 二就 イテ述 ベマシタ が、今 同ハ合併症 ナ キ

重症進行性結核 ニ シテ、圭bシ テ、exsudativeFo㎜

ノモ ノノ基礎代謝 ヲ、 報告 イタ シマス.

装置 ハ前同同様Knipping氏 ノ 「がス」代謝測定装 置

ヲ用 ヒ、術式 ハ正確 二同氏 ノ方法 ニ ヨリ、 麗表 ハDu

Boisノ 表 ヲ用 ヒ、 測 定 時 温 度 ハ20℃bシ マ シ タ.

試 験 成 績 ヲ申 シマ ヌ ト、進 行 性 重症 結核 患 者 ノ基礎 代

謝 値 ハ、大 部 分 郎 チ22名 中15名 ハ正 常値 ノ範 園 内 ヲ

動 鑑 シ、7名 ガ、5%以 内 ノ充 進 ヲ 示 シ テ 居 ル ニ過

ギ マ セ ソ。

只 、正 常値 ノ範 園 内 二在 ル モ ノモ、 ソノ上 界 二近 イモ

ノガ多 数 デ ア リマ ス,即 チ、健 康 人 封 照 二比 シテ、僅

カ ニ充 進 セ リ ト云 フ可 キ デ ア リマ セ ウ。

コ レヲ 停 止 性 肺 結 核 患者 ノ 基 礎 代 謝値 ト比 較 考 察 ス

ル ニ、 病 型 、病 竈 ノ廣 サ 、赤 沈 反 晦値 トハー 定 ノ關係

ガ ナ イ事 ハ認 メ,レ事 が 出來 マス 。 爾 、 熱 、榮 養、紳 経

系統 、等 ノ状 態 トノ相 封 的關 係 ニ ツ イ テハ、今 後 ノ研

究 ニ ヨッ テ報 告 セ ソ トス,レ モ ノデ ア リマ ス。

62.肺 結 核 患 者 ノ血 璽 及 ビ 「ア ドレナ

リ ン」血 墜 笈 感 二就 テ

山 田 孔 友(大 阪 刀根 山 病 院)

演 者 ハ 大 阪 市 立 刀根 山病 院 二入 院 中 ノ 患 者 二就 テ 血

歴 蚊 二 「ア ドVナ リ ソj血 腿 反 慮 ヲ検 シ ー定 ノ 成 績 ヲ

得 タ ル ヲ以 テ 之 ヲ 同時 二行 ヒタ ル 其 他 ノ臨 肱 的検 査

ト封 比 シ共 ノ意 義 二就 テ述 ベ ン トス.

第61番 へ1追 加

阪 大 今 村 内科 小 倉 勇

私 ハ約700例 デ 最 高 血 歴 値bビ ル ケ ー民 反 磨 トノ關

係 ヲ 見 マ ンタ が、一 般 二陽 性 者 ハ 「ネが ティベ ア ネ,レギ

ー.1ノ者 ヨ リモ血 趣 値 ガ高 イ事 、 病 勢 進 行b共 二陽性

者 が陰 性(ネ ガテ イベ ア ネル ギ ー)ト ナ ル際 血 歴 値 モ

漸 次 下 降 シ雨 者 間 二略 ζ蚊 行 的 二 關 係 ア ル事 、 及fネ

ガティベ ア ネ ル ギー」判囑 ス ル 者 ノ 中 二 低 血 趣 者 ノ多

轍 存 在 ス ル事 ヲ見 マ シタ。

次 二「ニ ソ ヒ ドロ ソ」連 鎮 法 ニ テ 血 漿 ノ 酸 中和 能 ヲ検

シ、 「ア チ ドー ゼ」ヲ謹 シ タル 成 績(昨 年 ノ今 村 教授 宿

題 報 告 中 ノ西 村、 伊 藤 氏 ノ成 績)ト 最 高 血 麗 値 トノ關

係 ヲ50録 例 ニ テ見 マ ス ト、 一 般=.rア チ ドー ゼ2ナ,レ

者 ハ ソ ノ高 度 ナ ノレモ ノ程 血歴 値 低 久 亦 「ア チ ドー ゼ2

ア ル者 ハ 「ア ル カ ロー ゼ」ア ル者 、及 「ア チ ドー ゼ」ナ キ

者3リ モ 血 歴 値 ノ 低 下 セ,レヲ 見 マ シタ。 一 言追 加 ・y

マス 。

63.肺 結核患者 ノ血液粘稠 度二就4テ

大 阪市立刀根 山病院(院 長 太縄毒郎)

渡 邊 三 郎(指 導)
嶺 尾 線

血液 ノ粘稠度 ハ種 々ノ要約 ニ ヨツテ 愛化 シマス。蓮



第5號 】 線 會 演 設 要 旨 399

動員荷二依 ツテ鵬液 二 惹起 サ レル トコロノ諸種 ノ墾

化 ハ粘稠度 ヲ示標 トシテ 追究 スノレコ トが 出來 マス。

髄液恒常ハ 生麗 ノ植物性機能正常 ノ 結果デ アツテ之

二異常 が起ル トソコニ 現示的叉 ハ潜 伏的 ノ璽鯛 が來

ルコ トハ 既 二我ガ 刀根 山病院渡邊博士等 ガ謹 明 シタ

トコロデ ア リマスけ

結核患者デハ健 常 二比 ンテ 運動員荷 ニヨル鵬液 ノ反

慮度 ガ異 ツテ居 リ、ソノ際 二於イテ粘稠度測 定 ノ上 ニ

モ、一ツ ノ偏移 ノ來 ル湧 トが想像出來 マス.

第1表(a)ニ ソノ線膿 ノ観察事項 ヲ描 ゲマス。病勢

ト粘稠度 トノ動キ(運動員荷)

第1表(b)ニ ソノ李均値 ヲ掲 ゲマス.

繍 轍 轡 畢 鰍 間
石 群

13人

S・pec
10人

P・S群

6人

4.8

5.7

5.7

0.5

0.8

10.8

14.1

0.811.2

54分

1時 コ5分

1時30分

之 カラ見 マス ト極 ク輕 症 ト病 機 ノ 活 動 性 が少 シ強 イ

ト思 ハ の レ患 者 トニ 於 イテ ハ 明 カニ 差 が アル コ トが

認 メ ラ レマス.

健 常 血 液 粘稠 度 ハ4.0ヨ リ4.4ト サ レテ 居 リマス ガ

極 ク輕 症Stationsr群 デ ハ李 均4.8デStatio認rPro

gressiv群 トProgressiv・Station5r群 トデ ・・5.7ト ナ

リマ ジタ。

安静 時 ト勢 働 時 ノ最 高bノ 差 ・・S群 デ ・・O.5、S-P

群 トp-S群 トデ ・・O.8デ ァ リマスe上 昇 奉 ・・S群

デノ・1(♪.8%デ ア リ、S-P群 デ ハ14.1%デ ア リ、P

-S群 デ ノ・11 .2%ト ナ リマ シ タ。P--S群 ノ場 合 ソ

ノ上 昇 率 ノ下 ツ ・タ ノ・・Ausgangswertstheorie二 丁 度

ア テ ハ マル 謹 デ ア ゆ マス。 何 レニ シ マ シ テモ 活 動 性

ガ現 の レ ト粘 稠 度 が上 昇 シ、ソ レニ蓮 動 ヲ與 ヘ タ場 合

ソノ上 昇度 が大 トナ ノレコ トが解 リマ ス。

殊 二恢 復 時 間 ヲ 見 マス ト 明 カニ 重症 ニナ ル ニ ソ レテ

遅 延 ス ル コbが 解 リマ スe帥 チ、S一 群 デ ハ54分 ト

S群 中○ 泉27歳i♂

〃

畿1
度瑳多

〃45〃lf2v時 間
運動直後

群 淺016歳 舎

〃粘
55

稠5〃

度45

〃4∫ 〃!52r時 間

運動直後

S-P群 岡○健19歳i舎

粘d5

稠 〃

度蕩
〃45〃 ∠タKIV時 間

蓮動直後

S-P群 吉○吉036歳 ・♂

〃
粘〃

〃

5

ρ
》

6

5

5
剛

稠

度

〃 ゐ「/〃 ∠タ!〃 時間

運動直後

石○太026歳 ♂

乃

鰐諏

5〃
〃{25〃 ∠グ2〃 時 間

運 動 直後

ナ リ、S-P群 デ・・1時 間15分 トナ リ、P-S群 デ

・・1時 間30分 トナ リマ シ タ。 ソノ攣 化 ノ模 様 ・・曲線

二就 イテ(第2表abcd)表 シマ シ タ。

注 意 ス ベ キ=bハS-p群 トP-S群b二 於 イ テ三

ッ ノ表 現 が ア リマ スゆ

第1、 粘 稠 度 ノ高 イ モ ノハ 攣牝 ガ 少 イ傾 向 ガ ア リマ

ス ゆ

第2、 爾 粘稠 度 が 高 ク シ カモ 憂 化 ノ著 シ イモ ノ が ア

リマス。

第3ハ 最 モ 異 常 が 大 ナ ル 場 合 デ ア ツ テ、 第1、 第2

ハAusgangswertstheorieが アテ ハ マ ツ タ爲1ノ現 象 デ

ア,レ ト思 ヒマ ス。

1萬 倍稀 繹 「ヅ ベル ク リ ソ」0.1耗 皮 内注 射 後24時 間
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ノ愛 化 ヲ見 マ シタ が 此 ノ操 作 デ ハ 粘 稠 度 ノ動 キ が不

著 明 ナ ノ ヲ認 メ マスeカ ・ル 「ッ ペ ル ク リ ン」注 射 ニ

ヨ ル饗 調 ハ勿 論 ソノ時 ノ 個 髄 ト刺 戟 二用 ヒタ 「ツ ベ ル

〃 リ ンソ 用 量 トニ關 係 シテ決 シテ ー 定 デ ナ イ コ トガ

想 像 サ レマ ス。

6A.肺 結 核 症 二於 ケ ル赤 血 球 ノ直 脛 及 ビ

容積 二 關 スル臨 躰 的 研 究

東 京 帝 國大 學 磐學 部 坂 口内科 数 室

永 井 立 一

森 田 久 男

肺 結 核 二於 ケ ル 白血球 像 ノ愛 化 が 最 モ 嚴 密 二研 究 サ

レテ居 ル ニ比較 ス レバ、赤血 球 方 面 二就 イ テ ハ比 較 的

知 ラル ・所 齢 ク、 殊 二是 ヲ軌 近 ノZel1enmessungノ

立 場 ヨ リ検 索 サ レタ モ ノハ稀 デ ア リマ ス。

我 ガ國 デ ハ曇 二不 破 氏 ノ報 告 が ア リ、昨 年 勝 沼 敬 授 が

肺 結 核 ノ豫 後 ノ見 地 ヨ リ御 報 告 がア リマ シタ ガ、今 日

ハ文 厭 ノ コ トハ 省略 致 シ マ シテ、私 共 ノ得 タ成 績 ヲ簡

軍 二 申上 ゲ タ イ ト存 ジ マ ヌ.

昨 年 、永 井 ガ東 京 磐學 會 雑 誌 二費 表 致 シ マ シ タ實験 方

法 二櫨 リマ シテ 、 帥 チ赤血 球 直径 ・・Btirker・Collatz

氏 法 二 櫨 リ、 各 個赤 血 球 李 均 容 積 ハStarliRger氏

rHaematokritjWertヲB6rker氏 法 赤 血 球 敷 ヲ以

テ除 シ テ求 メ マ シタ.其 他 二血 色素 量 色 素 係 敷 、 白

血 球 轍 、網 状 赤血 球 薮 、血 清 蛋 白質 、 赤 血 球 沈 降 速 度

等 ヲ検 シテ各 症 例 ノー 般 血液 性 状 ノ愛 化 ヲ窺 と、患 者

ノ臨 脈 的及 ビ 「vン トゲ ソJ爲 眞所 見b併 セ テ考 察 ス

ル ニ 努 メ タ ノデ ア リマ ス.

槍 査 症 例 ハ総 激52例 デ ア リマ シ テ 中、男 が30例 、女

ガ22例 ニ ナ ソテ居 リ マス,、全 例 中明 二 眞性 貧 血 ヲ認

メ ラvタ モ ノ が20例 ア リマス。 肺 結 核 患 者 が腸 結 核

ヲkombinierenシ タ場 合 二貧 血 力'最モ顯 著 トナ ル コ

トハallbekanntノ コ トデ ア リマス が、此 ノ場 合 ニ ハ

慢 性 出血 二俵 ルBlutungsan5mie/Bildが 加 ツ テ参

リマ シ テ、eigentrich/Tbc/An5miehハ 匠 別 シ

テ考 ヘ ラvネ バ ナ リ マ セ ン ノデ、 私 共 ハm6glichst

Darmtuberkulose/Komplikationノ ァ ル 場 合 ノ・

ausschliesseR致 シマ シ,タ。 検 査 成績 ヲ通 覧 考察 ス}V

便 宜 上 此 塵 二 掲 ゲ マ シタ 第1表 ノ如 ク 全例 ヲ假 リニ

5ッ ノGruppe二 分 ヶ マ シタ。 第1群 及 ビ2群 二團

ス ル モ ノ ニノ・Chlorose・ 銭hnlicheAn釜mie或 ハARky-

lostomiasisansmieソ ノ他 ノ合 併 症 無 キ限 リAn5mie

ヲ認 メナ イ ノデ ア リマ ス ガ、此 ノ場 合 ニハ 赤 血球 直径

及 ビ奉 均容 機 ノ愛 化 ヲ モ認 メ難 ク、此 方 ノ圖 ニ モ 見 ラ

VJレ ヤ ウ ニPrice・Jones'scheKurveノ ・殆 ド正 常 型 ヲ示

ス ノ デ ア リマ ス。 即 チ 是 等 ノ 輕 症 肺 結 核 ノ 場 合 ニ ハ

赤 血 球 ノ・QuantitativeVerttnderungヲ 呈 セ ザ ル ト共

二、Qualitativニ モ墾 化 ヲ認 メ難 イ ノデ ア リ マ シテ、

肺 二於 ケ,レ是 等 ノPr◎zessハErythropoeseノ 上 二

何 等 影 響 ス ル所 無 キ モ ノ ト思惟 サ レル ノ デ ア リマヌ,

反 之 、 第3、 第4、 第5群 二隠 ス ル所 ノ病 竈 廣 範園 二

亙L/ル 場 合 、或 ノ・滲 出型 、急 性 型 ノ肺 結 核 二於 キ マ シ

テ ハ牛 轍 例 以 上 二 中等 度 ノ貧 血 が 認 メ ラ レマ シ タガ、

是 等 ノ場 合 ニ ノ・赤 血球 直径 及 ビ李 均 容 積 ガ少 シク正

常 値 上 界 ヲ 超 エ テ 壌 進 シテ ヰ ル 場 合 が ア リ、price・

Jones'scheKurveノ ・少 シクRechtsverschiebungヲ 示

ヅ或 ノ・abplattenス ル場 合 等 が見 ラ レマ シタ。

第1表 ノ終 リ ニ 掲 ゲ マ ヅ タ 第2群 所 罵 ノ1例 ニハ

34.5%二 及 ブ著 シ イMikrocytoseが ア リマ シテ所 謂

Chlorose・ihnlicheAntimie/Komplikationガ アル・

ノ デ ア リマ ヌ が、 此 ノ場 合 ニ ノ・餓 撃 療1法、Eisenstoss)

が急 速 二 奏敷 シ マ シテ約2ケ .月後 二・・Blutbildガ 殆

蛭正 常 値 二迄 恢 復 致 シ テ 居 リマ ス。 肺 結 核 患 者 二於

テ モ 何 等 カ ノ理 由 二依 ツ テMikrocytiir'eAnamieヲ

呈 ス ル 場 合 ニ ハ 鐵 撃 療 法 が ソノ紳 数 ヲi奏 ス ル ノデ ア

リマス が、 他 ノnormocyttireAnamie/Bildヲ 呈

ヌ7レモ ノ ニ ・・鐵 撃療 法 が ソ ノeklatdntナWirkung

ヲ現 サ ナ イ ノデ ア リマス。

Reticulocytenノ 壇 減 ・・Krankheit§prozessノ 輕 重b

Parallel・verh翫nissヲ 認 メ ラ レズ、A語mie/Grad

トモparallelgehenシ ナ イ ヤ ウデ ア リマス。Serume。

iweiss・ ・Endstadiumノ 患 者 デ ノ・低 減 ヲ示 シテ居 リ

マ スe

次 二 人 工 氣 胸 施 行 ノ 直後 二 血 色 素 及 ビ赤血 球 ノー 過

性 墳 加 ノ認 メ ラ レタ コbヲ 既 二Btirkerec等 ガ犬 二於

ケ ル實験 二慷 ソ テ報 告 シテ居 リマ ス ガ、私 共 モ亦 患 者

二就dテ2-3例 、氣 胸 直 後 ノ血 液 像 ノ愛 化 ヲ時 間 的

二追 究 シテ 見 マ スh.此 ノ第2表 二示 シマ シタ ヤ ウニ

2時 間 後 二最 高=達 シ、血 色 素 約10%、 赤 血 球80萬

ノ塘 加 が認 メ ラvタ 例 が ア リマス。 此 ノ場 合 二Ery・

throcytengr6sseノ 墾 化 ガ興 味 ヲ以 テ考 ヘ ラ レタ ノデ

ア リマ ス ガ、是 等 ノ例 デ ハ確 カナ ー 定 方 向 ノ饗化 ヲ認

メ ラ レナ イ ノ デ ア リマ ス。 尚此 ノ 鮎 二就 キ マ シテ ハ

今 後 多 籔 例 二就 イテ 検 索 ヲ蓮 メテ カ ラ 御 轍 告 致 シ度

イ ト思 ツ テ居 リマ ス。
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絡 二臨 ミマ シテ本 研 究 上、多大 ノ御 便 宜 ヲ賜 リマ シタ

碓 居 龍 太 博 士 及 ビ 田 澤 東 京 市療 養 所長 二 特 二 感 謝 ス

ル次 第 デ ア リ ヤス。

65.實 験 的 結 核 海 獲 二及 ボ ス赤 外 線 及

人 工 太 陽 燈 董 外 線 ノ種 々 ナル波 長領

域 ノ影 響 二就 テ

眞 屋 一 鄭(金 澤 讐 科 大學 大 里 内科)・

登 育期 ニア ル海 狸62頭 ノ皮 下 二 人 型 結 核 菌0。02mg

ヲ接 種 シ、 是 等 ノ 試 獣 ヲ 頭 轍、 性 、 膿 重 、 毛 色 等 二

就 キ、 可 及 的 李 等 ノ7列 二 分 チ、 第1列 ハ封 照 ト シ、

第2例 ハ人 工太 陽燈 ヲ凡 ソ4916-3352A.U.ノ 波 長

ヲ透 過 ス ル濾 過 「グ ラスjデ 濾 過 シ、菌 接 種 、 翌 日 ヨ リ

1週2同25㎝ ノ 距 離 ヨ リ30分 間 照 射 シ、 第3列 ハ

人 工 太 陽燈 ヲ凡 ソ4078-2894A.U.ノ 波長 ヲ透 過 ス

ル濾 過fグ ラス2デ 濾 過 シ、菌 接 種 ノ2日 目 ヨ リ1週2

同25cmノ 距 離 ヨ リ20分 間 照 射 シ、

第4列 ・・人 工 太 陽 燈 ヲ凡 ソ4916-2857A.U.ノ 波 長

ヲ透 過 ス;レ濾 過fグ ラス」デ濾 過 シ、菌 接 種3日 目9リ

1遇2回25cmノ 距 離9リ10分 間 照 射 ン、

第5列 ・・人 工 太 陽燈 ヲ凡 ソ4916-26ろ5AU.ノ 波 長

ヲ透 過 ス ル濾 過 「グ ラス」デ濾 過 シ、菌 接 種 ノ3日 目 ヨ

リ1週2同50cmノ 距 離 ヨ リ5分 間 照 射 シ、

第7列 ハ 人 工太 陽 燈 ヲ 菌 接 種 ノ3日 目 ヨ リ1週2同

70cmノ 距 離 ヨ リ5分 間 照 射 シ、

第7列 ハ赤 外線1""ラソプ3ヲ 凡 ソ600叫 以 上 ヲ透 過 ス

ル濾過 「グ ラ ス」デ濾 過 シ、菌 接 種 ノ2日 目 ヨ リ1週2

同30cmノ 距 離 ヨ リ30分 間 照 射 ヲ 約1ケ 月縫 績 シ、

其 後 ノ・20分 二照 射 時 間 ヲ短 縮 シタ.

以 上 ノ如 〃二 照 射 シタ 各 列 弐獣 ノ 艦 重 ノ消 長 ハ第1

表 ノ如 ク デ、第5及 第6列 二盟 重 ノ塘 加 ノ著 明 ナ ル モ

ノ最 モ多 ク、第3及 第4列 が之 二次 ギ、第1、 第2、

第7列 二 僅 少 デ ア ルe各 列 試 獣 ノ残 存 頭 鍛 ハ 第2表

ノ如 ク デ、第6週 ノ終 ニ ハ爾 弊 死 シ タル モ ノナ ク、第

19週 ノ終 ニ ハ 第1列1頭 、 第2及 第7列2頭 、 第4

及 第5列3頭 、 第3列4頭 、第6列4頭 ナ リ、第6列

二生存 艮 期 二亙 」Vモ ノ最 モ多 ク、第3列 之 二次 ギ、第

4、 第5、 第2、 第7列 ノ順序 二減 少 シ、第1列 二最

モ僅 少 デ ア ル.是 等 ノ試 獣 ノ剖 槍所 見 二於 テ脾 、肝 、

肺腹 膜 、大 網 膜 等 二高 度 ノ結 核 性 愛 化 ヲ呈 ス ル モ ノ ヲ

病 墜 高 度 トシ、諸 臓 器 ノ結 核 性 攣 化 が僅 少 デ、繊 維 化

傾 向 ノ著 ンイ モ ノ ヲ病 攣 輕度 トシ、其 中 間 ニ ア ル モ ノ

ヲ中等 度 ノ病 愛 トシテ、各 列 ノ試 獣病 墾 ヲ総 括 ス ル ト

第3表 ノ如 クデ、第1列 ニ ハ結 核 性 饗 化 ノ輕 度 ナ ル モ

ノ1頭 ニ シテ他 ハ全 部 著 明 ナ ル 病 攣iヲ起 シテ弊 死 シ、

第2列 ハ高 度 ノモ ノ6頭 、 中 等 度 及 輕 度 ノ モ ノ各1

頭 、第3列 ハ高 度 ノモ ノ5頭 、中 等 度及 輕 度 ノモ ノ各

2頭 、 第4列 ハ高 度 ノモ ノ6頭 、 中等 度 ノモ ノ2頭 、

輕 度 ノモ ノ1頭.第5列 ハ高 度 ノモ ノ4頭 、 中等 度 ノ

モ ノ3頭 、 輕 度 ノ モ ノ2頭 、 第6列 ハ 高 度 ノ モ ノ5

頭 、 中等 度 及輕 度 ノモ ノ2頭 、第7列 ハ早 期 死 亡 ノ1

頭 ヲ除 キ、 高 度 ノ モ ノ7頭 、 中等 度 ノ モ ノ1頭 デァ

ツ テ、赤 外 線 照 射 ノ第7列 及 封 照 ノ第1列 二病 攣 最 高

度 二現 ・・レ、第2列 ノ4916-3352A.U.ノ 光線 照 射

獄 之 二次 ギ、 第4列 ノ4916-2857A.U。 ノ光線 照 射

獣、 第3列 ノ4078-2894A.U。 ノ光 線 照 射 獣 、 人 工

太 陽 燈照 射 ノ第5列 ノ 順 序 二 減 少 ン、 第5列 ノ4916

-2655A ・U.ノ 光 線照 射蹴 二最 モ輕 度 トナ リ、大 膿 二

於 テ 人工 太 陽燈 茎 外線 中 ノ 長 イ 波長 領 域 ヲ 照 射 シタ

モ ノ程 、如 斯 経 過 ヲ トル結核 海 狸 二封 ス ル治 数 ハ減 弱

シ、赤 外線 ノ照 射 ニ ヨツ テノ・著 シキ好 影 響 ヲ認 メ ナ カ

ツタ9

66.月 纒 熱 ノ意義

大 阪 市 立 刀根 山病 院(院 長 太 縄 博 士)

渡 邊 三 鄭

山 中 和 江

月経 が結 核 二如 何 ナ ル 影 響 ヲ及 ボ ス カ 或 ハ 結 核 が月

経 二如 何 ナ ル影 響 ヲ及 ボ ス カニ 就 テ ー 方 刀根 山病 院

二勤 務 セ ノレ看護 婦 ト他 方 入 院 セ ル 結 核 患 者 ノ植 物 性

機 能 ノ動 鑑殊 二 熱 トノ關 係 ヲ 比 較 観 察 セ シ ニ三 ノ臨

駄所 見 ヲ報告 致 シ マス 、 並 二云 フ月経 トハrン ニ タ ー

ル チ ク,レス」ノ 事 ヲ 指 シテ ヰ 」Vノデ 月経=が 無 ク テ モ

fチ ク」レス」ハ ア ル ノ デ ア リマヌ
.

先 ヅ 月経 熱 ノ現 ハ レ方 ノ・看 護 婦 デ ハ 月 経 前 熱 ア ノレモ

ノ44・8%デ 月経 中及 後 熱 ヲ見 ル モ ノハ皆 無 デ ア リ、

患 者 デ ハ髪 化 アル モ ノ60.3%デ 月 経 前 熱 ヲ示 ス モ ノ

43・7%デ 月纒 前熱 ノ 出現 率 ハ 雨 者 大 差 ナ キ モ月 経 中

及 後 熱 ヲ示 ス モ ノハ12%デ コ ノ7名 中4名 ハ既 二死

亡 シマ シタ.

患 者 ト看 護婦 トノ 異 ル ノハ 月経 前 熱 ノ 出 現 シテ ヰル

期 間 デ ア リ看 護 婦 デハ1週 間 乃 至10日 前 ヨ リ出現 ス

ル モ ノ46ユ%デ 最 多 ク 患 者 デ ハ10日 乃 至2週 間 前

ヨ リ出現 ス ル モ ノ63 .9%デ ス。 即患 者 ハ 月経 前熱 ノ

現 ハ レテ ヰ ル 期 間 ガ 長 ク ナ,レ事 ハ 注 意 ス ベ キ事 柄 デ

ス 燈
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熱 型 ト月経熱 トノ關係ハ 看護婦 ハ前熱 が 常 温者 二來

ルモ ノが稽 ζ多 ク患者デム悉 ク、微 熱者 二來 ルニ反 シ

月終 中及後熱 ハ常温者 ヲ除 イタ 各熱型者 二來 マス。

郎之 ハ 月経 前熱 ト月経 中及後 熱ノ意味ノ 異 ナル事 ヲ

万ζシマス¢

次 二月経 熱 ト病勢 トノ關係 ヲ見 マス ト、

月経 前熱 ヲ示 スモ ノ27名 中輕症 者 二 最多 ク4S・2%

デ月輕 中及後熱 ヲ示スモ ノハ皆重症者 二罵 シマ シタ。

不攣 二止 マル モノハ輕症 ヨ リ 中等症重症 ニナルニツ

レ漸 次壇加 シマシタ、即 月維前熱ハ輕症 者二多 ク月経

中及後 熱ハ重症者 二多 ク且豫後不良 ノモノニ來 マス。

次 二赤沈 ト 月経 トノ關係 ハ 月経前熱 アルモ ノハ 赤沈

中間値40mm以 下 ノモノ 多ク 無 月経 ノモ ノ・・40mm

以上 ノモ ノガ多 クア リ々 シタ.

次 二月経熱 ノ來 ル種 々ノ}伏況 ト其他一般朕 態 ノ攣 化

ヲ追究 スル ト同一 患者デモ 各月同一 ノ攣 牝 ヲ來 スモ

ノデナ ク病状 ノ動 キニー 致 シテ熱型 モ 著明及不 著明

ニナル モノデ ス。

債1月経 ト生麗 ノ植物性機能 ノ動揺 ヲ 見マスニ 先 ヅ血

歴 ノ攣化 ヲ夏季及冬季 二於 テ 測定 シ ソノ結果 ヲ見 マ

スニ、月経 ト共 二最高血瞳 ノ不攣 ノモ ノ夏25・O%、

冬59.4%デ 冬 ハ動揺性 が少 クナ リ、 月経 ト共 二上昇

スルモ ノ下降 スルモ ノハ雨者大差 ナク 雨極性 ヲ示 シ

最低血歴 モ冬 ノ・不攣 ノモ ノガ堆加 シマス。

次 ニアサシユ ネル氏反慮 ヲ月経前 中後及 中間二於 テ測

定 シマス ニ、.月経 ト共 二強 クナルモノ又弱 〃ナ ルモ ノ

各31.2%、 不愛iノモノ37.5%デ ア リ、李 常時即月経

中間期 二於 テハ コノ反慮陽性 ヲ示ス モノ71・9%、 陰

性 ノモノ28.1%デ 陽性 ヲ示 スモ ノ・内月経前熱 ア」レ

モ ノ91。3%ノ 高率 ヲ示 シマ シタ。

要 スルニ月経 ト共 二 女性 ノ植物性機能状態 ハ移動 シ

月経 前熱 ノ・此墾移 ヲ表現 スルーヴ ノ徴候デ アッテ、以

上述 ベタ如 ク其 モ ノ 自盤 ハ絵 リ意味 ナキモ其個燈 ノ

Vegetativelabilittttヲ指示 スル黙 二於 テ意味 ア リ。月

経前熱 ノ模様 ノ攣牝 ハ 郎一時 的 ノ植物性機能 ノ髪移

トシテ認 メ ネバナ ラズ 月経 ヲ機會 二 種 々ナ状態 ノ憂

牝 スルノハ亦之 ヲ物語 ルモ ノデァ リマス。

臨肱 ノ實際 二於 テハ 月経熱 ハ 熱 曲線動 揺 ノ吟味 ノ際

二必 ズ顧 慮サ レネバナラ ヌ項 目デヌ。

67.桓 二微熱 ヲ示 ス看護婦 ノ臨1沐槍査成 績

欝 譲(大 阪刀根山病院)

卒常微熱 ヲ示セ ル看護 嬬 ヲ選 ビ勤務 ヲツ"ケ サセ乍

ラ定期 二親 シク之 ヲ診 察 シ且 ツ種 セノ方面 甥 之 ヲ

観察 シ、 其 ノ成績 二依 ツテ 微熱 ノ意味 ヲ吟味 セント

ス0

68.症 歌 著 明 ナ ラザ ル病 竈 撒 布 性 肺 結 核

ノ臨 淋 的 所 見 二就 テ

天 川 政 隆(阪 大 今 村 内科)

肺 臓 ノR6ntgen像 二於 テ、。所 謂DisseminierteLuπ

gentuberkuloseノ 陰 騎 ヲ示 シ、 且 ツ 臨 林 諸 検 査 ノ結

果 結 核 性 ト認 ムル モ ノ ニ シテ、一 般 粟 粒 結 核 二於 ケ～レ

ガ如 キ峻 烈 ナル 症獣 ヲ呈 サ ズ、病 竈 ノ圭 トシテ肺 臓 二

撒 布 散 在 ナ シ、ソノ全 葉 又 バー 部 ヲ侵 シ所 謂 全 易性粟

粒 結 核 ノー 部 分 現 象 トシテ 來 ル 粟 粒 性 肺 結 核 ト匠 別

サ ル可 キ モ ノ ヲ病 竈 撒 布 性 肺 結 核 ト呼 ビ就 中、其 ノ症

獣 ノー 般 二比 較 的 著 明 ナ ラ ザ ル症 例 報 告 ヲ既 二 第11

同 、本 學 會 二於 テ報 告 セ シ モ、今 同 ハ ソ ノ追 加 トシテ

Sanatorium患 者 二就 キ テ得 シ症 例34ヲ 報告 ス。

肺 臓 二斯 カル病 竈 ヲ生 ズ ル 爲 ニ ハ 圭 トシテ 結 核菌 ガ

血 行 ヲ介 シテ撒 布 サ ル ・モ ノナ リ ト信 ゼ ラ レBardハ

Granuliediscretaナ}レ 名 構 ヲ以 テ、 全 勇 性 粟 粒性 結

核 ノ如 ク豫 後 不 良 ナ ラザ ル塵 ノ所 謂、DiskreteMili・

artuberkuloseヲ 報 告 セ リ。 血行 性 肺結 核 ノ成 立並 ニ

ソ ノ展 開及 ビ結 核 菌 ノ血 行 傳播 経 路 等 二關 シテハ、内

外 國 二多 ク ノ丈獄 論 説 ヲ 見聞 ス ル 虜 ナ ル モ 實 地 上胸

部R醜en熊 襯 テ、其ノ病竈燥 シテ血行性二生

ゼ シモ ノナ リヤ否 ヤ、血 行 性 二振 大 セ シモ ノナ リヤ否

ヤ ヲ決 定 スル ハ 至 難 ノ業 ナ リ ト信 ズ。 今 同 ノ 報 告例

二於 テ モ斯 力2v病 竈 が如 何 ニ シテdisseminierenセ シ

ヤ ノ問 題 二就 テ ハ論 ズ ル ヲ避 ケ 圭 トシテ 臨 肱 的 二観

察 シタ ル所 見 ノ報 告 二止 メ ソ トス。

一・般 二粟 粒 性 肺 結 核 ト謂 ヘ バ 其 ノ症状 ハ 重 篤 ニ シテ

豫 後 亦 殆 ソ ド不 良 ナ リ ト信 ぜ ラル モPi6ry,W.Neu.

mann,Hagen等 ノ経 験 セ シ無 熱 或 ノ・微 熱 性 ノ症獣 輕

微 ナ ル豫 後 良 好 ナル モ ノ ア リ。Pi6ryハ 之 ヲGranulie

aformedepyrexieatt翫ueeb呼 ベ リ。 叉 経 過 中 二

於 テmiliareSchtibeガ 李 等 デ ナ イ 場 合 壇 悪 ヲ來 タ

シ、Bardノ ・之 ヲTuberkulosismiliarismigra鵬b

呼 べ リ。

報 告 ノ患 者 ノ胸 部R6ntgen鶉 翼 ハ何vモ 極 メ テ著 明

ナル 細 粒 性 乃 至 細 葉 性 、結 節 性 ノ陰 騎 ヲ肺 臓 ノ全葉 若

シ 〃 ハ ソ ノー 部 分 二 散 在 撒 布 シ細 葉 性 結 節 性 ノモ ノ

ニ ア リテ ノ・圭 堆 殖 型 ノモ ノ ト圭 滲 出 性 ノ モ ノ ァ リ。
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叉 病 竈 ノー 部=於 テ小 融 合 ヲ認 ム 」Vモノ ア リe(Rδnt-

genfilm供 覧)

圭 ナ ル臨 肱所 見 次 ノ如 シ。

1.胸 部 理 學 的 所 見

一般 二呼吸 音 ハ 微 弱 ニ シテ 粗 裂 シ 僅 カ ニ呼氣 ノ延 長

ヲ認 メ時 トシテfeineRasselnヲ 聴 取 ス。 打 診 的 ニ

ノ、著 愛 ヲ認 メ ズ。 概 シテ理學 的所 見 ハ輕 微 ナ リ.

2.饅 温

最 高盟 温37.3℃ ナ ルモ ノ2例 ノ 他 ・・何v毛37℃ 以

下 ナ リ。

3。 赤 沈 反 磨

WestergreeR・Katzノ 中等 値3r)-40--50粍 二促 進 ス。

4.「 ツ ベ,レク リ ン」皮 膚 反磨

陰性 ナ ル モ ノ1例 ノ 他 ハ 全 テ 弱 乃至 強 陽性 反 慮 ヲ呈

ス。

5.喀 疾 中 ノ結 核 菌

結 核 菌 ヲ詮 明 ス ル モ ノ19例

結 核 菌 ヲ詮 明 セザ ル モ ノ15例

6.血 液所 見

赤 血球 敷 ハ男 女 共 二著 愛 ヲ認 メズe血 色 素 量64-80

-110%ニ シテ著 シ キ減 少 ヲ見 ズ。色素 係数 バー般 二

Hypochromaemieヲ 呈 ス ル モO.81-O.9--1.02ナ リ。

白血 球 鍛 ・・6080-9200-13000ニ シ テ 稽 く堆 加 ノ傾

向 ヲ示 ス。 白血 球 百 分 卒 ハ下 ノ如 シ.

璽 基性 細 胞O.-O.6-0。8%

「エ オ ジ ン」嗜 好細 胞 … ・5。5-7、5-12.0%

軍 核 細胞4.O-6.5-9.5%

淋 巴 現19.0-27.0-48%

中性 嗜好 性 細 胞32.0-68%

概 シテ 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 及 淋 巴球 ハ 堆率 ノ傾 向 ア

リ◎

7.績 號 症及 合併 症

喉 頭結 核 ヲ績 獲 セ シモ ノ1例

結核 性 中 茸炎 ヲ績 獲 セ シ モ ノ1例

経 過 中 「プ リク テ ソノヲ屡 ζ起 セ シモ ノ2例

痔 痩 ヲ合 併 セ シモ ノ4例

結 核 性 關 節 炎 ヲ合併 セ シモ ノ1例

8.家 族 二於 ケル結 核 患 者 ノ有 無

家 族 二結 核 歴 ヲ有 ス ル モ ノ13例

9.壁 病 時 ノ圭 ナ ル症 状

疲 勢 感 、全 勇 倦 怠 感 、輕度 ノ咳 漱 喀 褒 ヲ訴 フ ル モ ノ多

ク特 二血 疾 喀 血 ヲ 以 テ 獲 病 ヲ 自箆 セ シ モ ノ12例 ア

リ。

10.経 過蛇 二縛蹄

観察 日敷最小65日 以上540日 間 ノ経過 ヲ観 テ、

A、 一般症妖良好 ナルモノ(無 熱 膣重塘加 ヲ示 老自

箆他範症状極 メテ輕微 ナルモ ノ)22例

B、 一般 二症状不攣 ナル毛ノ8例

C、 病朕悪化(績 獲症駿生及死亡 ヲ含 ム)ノ モ ノ

4例

以上Rδntgen胸 部爲 興二於 テ病竈撒布 スルモ ソノ症

状著 明ナ ラザ,レモ ノア リ.然 ヅテ症 状著明 ナラザル

病竈撒布性肺結核 ニア リテハ 其 ノ経過亦良好 ナル縛

闘}ヲトルモノ有 ルヲ報告ス.

70.刀 根 山保養所 二牧容 サ レタル

弱質見童 二就 テ ノ観察

農 墨 撰 裏(大阪刀椥 病院)

大 阪 市 立 刀根 山保 養 所 二 牧容 シ タル 弱 質 見童 二於 テ

ノ臨 脈 的 諸検 査 ノ成 績 ヲ述 べ、尿 「ウ ロ ビ リソ」ノ墳加

b他 ノ事 項 トノ間 ノ關 係 ヲi直究 セ リe

第68番 ヘ ワ討 論 熊 谷 内科 佐 藤 榮

「弱 質 見童 」トハ如 何 ナ ル標 準 ヲ以 テ ス ル カ
、叉 如 何 ナ

ル 條 件 デ 敢容 サ レル カ。

第68番 ヘ ノ討 論 二答7

大 阪市 立 刀根 山病 院 渡 邊 三 郎

刀 根 山保 養 所 デ ノ・ ソノ 小 學 校 ノ校 磐 が 弱 質 見 童 ト シ

テ指 定 シ、之 ヲ當 核 小學 校 力5迭 ツ テ参 ツ タ モ ノデ ア

リマ シテ、「定 義 如 何 」ハ存 ジマ セ ソヵ'、bモ カク牧 容

シ マ シタ見 童 ノ 牛 分 ハ 既 二 結 核 感 染 ヲ経 テ居 ル事 ヲ

明 ニ シ得 ル者 デ アツ タ 事 ノ ミが事 實 デ ア リマス。

71.「 トリ プ 争プアー ン」負荷 試 験

ヂ7ツ オ及 感 り意 味 ノ再 吟 味

大 阪 市 立刀 根 山 病 院(院 長 太 縄 博 士)

渡 邊 三 郎
藤 野 保 次 難

古 武 教 授 並 ニ ソ ノ 門下 諸 氏 ノ研 究 ニ ヨ リテ カ ノ結 核

患 者 尿 二「ヂ ア ツ オ」反 慮 ヲ與 フル 圭盤 ナ ル ワ イス ノ所

謂 「ウ ・クPモ ゲ ソソ 母 膿 ノ・「bリ ブbフ γ一 ぬ デ ア

ル 讐 ト、及 ビ新 二「キ タVニ ソjノ 蟹 見 ニ ヨ リテ尿 中 ノ

「1>Bppモ ダ ン」ガ 回 プbフ
γ一 ソ」ヨ ゾ キ ヌv

ニ ソ」ヲヘ テ形 成 サ レル コ トが 明 カニ サVタ 事 ハ度 々

渡邊 が述 ペ タ所 デ ア ル。

「結 核 患 者 ノ鵬 内 二於 テ盛 ナル 組 織 蛋 白崩 壌 ア リ
,ソ

ノタ メ 生 ジタ ル 「ト リブ トファー ソjが 容 易 二 「キ ヌV
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ニ ソj二 墜 化 シ,コVヲ 相 去 ル事 遠 カ ラ ザ}レ「ウ ロク ロ

モ ゲ ソJト シテ尿 中 二 排 泄 セ ラ,V・ モ ノ ニ シテ、 部 チ

全 ク膣 内 二 於 ケ ル 「トリプ トフゾー ソj分 解経 路 ノ偏

移 、 恐 ラ ク ハ酸 化 不 全 ノ結 果 二基 ク モ ノナ ル ペ シ」b

ハ 古 武 敢 授 ノ設 デ ア ル.

演 者 ノ1人 渡 邊 ハ既 二「ヂ アPtt」 反 癒 出 現 ハ蛋 白 中 間

新 陳 代 謝 、 殊 二 「トリ プ トフγ一 ン」代 謝 ノ 障 碍 ノ表 現

ナ リ トス ル コ ノ新 知 見 ノ上 二立 ツ テ、該 反 磨 出 現 ノ意

味 ヲ吟 味 シタ.而 シテ 該 反 懸 出現 ハ 必 ズ シモ所 謂 普

通 重 症 ナ リ トサ レル 組 織 蛋 白崩 壌 ノ 顯 著 ナ ル 患 者 ノ

ミニ來 ル モ ノナ ラ ザ ル ヲ ノベ、カ ・ル新 陳 代 謝 障碍 ハ

中毒 現 象 ノー 種 デ毒 素 ノ強 イ個 艦 二 之 ヲ 謹 ス ル モ ノ

ナ ル.ベシ トシタ窃

中毒 現 象 ノ登 現 コ ソバ 即 チ、結 核 ノ活 動 性 ノ表 示 デ ナ

ク テ ハ ナ ラ ヌe「 ヂ ア ツ ち 及 ピ「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」反慮

ノ出現 ハ組 織 崩 壌 ノ贋 サ トハ 必 ズ シモー 致 セ ズ、毒 素

ニ ヨル個 膣 ノ 侵 害 ノ 強 サ ニ 依 ル モ ノデ ア ラ ネバ ナ ラ

ヌ コ トハ赤 血 球 沈 降 速 度及 ビ熱 型 二 封 ス ル 關係 ガ 必

第1表

(2)熱 型Fワ イス氏 反慮 トノ關係

男 子459名 ニ ツイテ

第1表

(1)赤 血球沈降速度 トワイス氏反磨 トノ關係

男子459名 ニツイテ
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4。2%

(7)

て 赤
ワ＼沈
イス＼

15マ デ 25マ デ 50マ デ 50以 上 総禮

一 100%
(45)

96%
(23)

77%
(30)

59.7%
(34)

80%
(132)

十
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(4)

5.2%
(3)
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ズ シモ強 促進 デ ア リ、登 熱 セ ル モ ノニ ノ ミ陽 性 二出 ル

ノデ ハ ナ イ コ トヲ示 ス(第1表)ヲ 見 テ モ 明 カデ アル。

古 來 ヨ リ該 反 癒 が 持 績 ス,レ が如 キ 場 合 ハ肺 結 核 ハ重

症 デ ア ル トサ レタ 事 ハ 周 知 デ テル.然 シ臨 肱 ノ 日常

二於 テ、種 々ノ現 象 が 出現 シテ、然 モ ソ レが患 者 ノ状

態 ノ 少 シデ モ 侵 害 サ レタ ル ヲ 表 現 ス ル場 合 可成 容易

ニ ソ ノ尿 中 ニー 時 的 二 「ウ ロ クmモ ゲ ソjヲ 立派 二誼

明 ス,レ事 出 が來 ル.節 チ コ ・二例 示 ス ンレが如 ク、號 熱

ヲ來 セ ル場 合 、脹 搏 不 安 定 ニ ナ ツ タ時、喀 血 血疾 ヲ俘

フ トキ、内 臓 反 射 顯 著 ナ ル トキ ニ容 易 二詮 明 ス ル事 が

出來,レ(第2、 第3表)。 叉 干 倍 「ツ ベ ル ク リyJヲ0。1

鵬 皮 内 二接 種 シタ ル 場 合 陽 性 ニ ナ ソ タ 例 ヲ纒験 シテ

ヰ ル。 カ ・ル 場 合 直 チ ニ 清 失 ス ル トキ ハ 兎 モ角 トシ

テ、一 定 期 間 ソ レが持 績 ス ル ガ様 ナ時 ニ ハー 時 的病 勢

悪 化 ト見 倣 ス コ トニ 異 存 ハ ナ イ。 即 チ結 核 ノ活 動性

ノ判 定 ニ ハ 「ウmク ロ モ ゲ ン」反 慮 ハ 鉄 ク ベ カ ラ ザ ル

モ ノデ アル㌔
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第4表 「トリプrフ ァー ソ」負 荷 試験

(1)健 康 者 ニ ツ イテ 判 定(一)

24舎

瞬 蹴 注射直前 1時 間後 2時 間後 3時 間後 塒 畷 塒 問後
i

尿 量: 235ε 砿
一

37《識

.一

61鵬 55α α 55c,¢ 30qα20α 似

比 重 1025 1022 1017 】015 1017 1022 一

反 磨 酸 性 雛響 弱酸性 ,, 酸 性 ,, ,,

fウ ・ ク ・ モ ゲ ソ
」 0

… 一

〇 42.7 159.5 121 1S 0

「ウ ロ ク ロ ー ム」
一一一 『

1668

i-

185 244 209 264 132 108

『ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」

「ウ ロ ク ロ ー ム」 0 0 0.2 0.8 0.46 0.14
ぎ

0

(2)軽 症 者 ニ ツ イテ 判 定(十)

24♀ ・

1時 間前 注射直前 1時 間後 2時 間後 3時醐 塒 離 5時 間後

尿 量 92《協 65《ちα 82q¢ 116c.¢ 184cc 90こ 敬 48鵬

比 重 1025 1015 1015
響

1007 1005 1007 1012一一一
反 磨 毒 性 ,, ,, 弱酸性 ,嚢 酸 性 ,,

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」 0 0 115 174 166 54 34

「ウ ・ ク ・ 一 ム」 230 91 107
～

116 129 90 82

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」
0『ウ ロ ク ロ ー 勾 0 ・.・{L5 1.3 0.6 0β

(3)軽 症者 判定(什)

一17♂

1時 間前 注射酬 塒 間後2時 間後 3時醐 塒 間後5時 間後

尿 量 9aα 92α α1265αG
匪 65cα 71(識 146¢ α

29α(≧

比 重 『 1007 1013 1015
¶

1007 1015 一

反 調 磨 酸 ●艦 ,, 中 性 蓼, 酸 ,魯

「ウbク ロ モ ゲ ソ」 0 0 186 299 170 46 23
「ウ ロ ク ロ ー ム」 22 138 159 91 107 92 87
「ウ ロ ク ロ 患 ゲ ン」

「ウ ロ ク ロ ー ム」 0 0 1.1 3.3 1.6 0.5 0.27
一

(4)中 等症患者 判定(什)

26舎

1時 間前 注射直前 1時 間後 2時醐3輔 後 4時 間後 5時 間後
卜

尿 量 132α α 15qα 43qα 35砿9 42《識 34qα 27q瓜

比 重 1017 一 1017 1017 1017 1017 1020

反 慮. 酸 性 要撃 ,, ,, 夢, ,, ,,

fウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」 40 6 211 595' 5争3 231 156
fウ 樽 ク ロ ー ム 」 185 57 133 105 132

㎜

122 97
「か ロ ク ロ モ ゲ ン」

「ウ ロ ク ロ や ム」 0.2
毎

0.1 1.6 5・7i

一一一一

4.1 1.9 ユ.6
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(5)中 等症患者 判 定(柵)

27舎

】.時間前 注 射直前
ヒ

1時 間後 2時 間後 3時醐 塒 間後5時 間後

尿 量
一 …

90α酬30α α 41α α 102α 敬 84q砿173q砿i 67αa

比 重 1010 1015 1005 1005 1007{1010
…

1012

反 慮 酸 性 ,, 中 性 ,響 ,,1,, ,,

「ウ ロ 〃 ◎ モ ゲ ソ」
ユ8 6 74 306 32S 409 335 ,

fウ ロ ク ロ ー ム」 117
i

51 37 102 109 146 134

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン 」{

0.1510.1「ウ ロ ク ロ ー ム」 2.0 3・・}3.・12.8 2.5

(6)重 症患者 判定(柵)

一43♂

隔 鷺 注射直
前

2時

間後

4時

間後

6時

間後

尿 量1140qα;
150cq 130cα 1100a

一
90(識

比 重 ;1015i 1015 1013 1012 1015

反 剰雛L ,, ,, ,,

「如 〃 ・モ〃 」13081珈 2470 4037 21露4

!「如 ク ・一 ム眞252i300 416 363 279

㍑ 響 諭 ・2・.・ 5.9 11.1 7.6

第5表

「ト リプ トフ7一 ソ」負荷 試験 ヲ109名 二施 行

シ タ,レ成 績i欠 ノ如 シ

健康者1輕劇 中等症
…

重症 綿 膿

一 100%
(27)

8.2%
(4)

128.4%
(31)

十

…

155.1%
(27)

24.8%

(幻)

昔 懸鼻 22.7%
(5)

20.2%
(22)

惜 2%
(1)

77.3%
(17)

100%
(11)

26.6%
(29)

計
i

27149 22 11 109
1

叉 結核 が陰 性 「ア ネル ギ ー」ヲ來 セ ル場 合 二、色 々 ノ反

応消 失 ス ルモ ノデ ア ル が コ ノfウ ロ クbモ ゲ ンJ反 応

モ消 失 シ マ タ ハ 減 弱 ス ル コ トヲ14例 二於 テ置 賜 シ

タ.

以 上 ハ 現 示 性 ノ愛 化 デ アル。

拷 テ、 渡 邊 ハ年 來 結 核 患 者 二 「トリプ トフwソ 」ヲ負

荷 シ、現 示 性 ニハrウ ロ ク ロモ ゲ ンJ反 磨 陽 性 ナ ラ ザル

患 者尿 二於 テ 負 荷 ニ ヨ リテ 潜 在 性 ノ 蛋 白 中間 新 陳 代

謝 障 碍 ヲ認 知 ス ル 事 が 出来 ル コ トヲ ノベ タ0コ ノ立

場 ヨ リ余 等 ハ 「トリプ トファー ン」0、5瓦 ヲ20鉱 ◎ノ5

%=葡 萄 糖 液 二溶 解 シ、早 朝 空 腹 時 二解 版 内 二注 射 シテ

出 ル 「ウ 鴇 ク ロ モ ゲ ソiノ 量 ヲ1時 間 毎 二20萬 倍rエ

ヒ トゲル プ1溶 液 ヲ標 準 液 ト シテ ワ イ ス氏 法 ニ ヨ リ比

色 定 量 シタ結 果 、 次 ノ成 績 二到 達 シタ.

健 康 者 二於 テハ 少 量 ノ 「ウ ロ ク 切 モ ゲ ソ」ヲ謹 明 シ、2

時 間 後 最 高 二連 ス ル が 「ウ ロク ロモ ゲ ン:ウGク ロー

ム」ハ1ヲ 越 エ ナ イ。(一)ト ス ル 。

軽 症 患 者 二於 ハ、 ソノ病 勢 ニ ヨ リ異 ツ タ態 度 ヲ示 ス。

健 康 者 二近 イ モ ノ デ ハ 最 高2時 間 後 ノ値 ハrウ ロ ク ロ

モ ゲ ン:ウQク 満一 ムJハ1r2ノ 間 ニ ア1レ。(十)ト

ヌ,レCコ ノ 程 度 ノ モ ノ が 結 核 ノ 早 期 診 断 二重 要 ナ)V

モ ノデ ハ ナ カ ラ ウ カ。

精 く病 勢 が進 行 セル モ ノ デハ 、 次 第 二rウ ロク ロモ ゲ

ソ:ウGク ロー ム」ハ 増 加 ス ル が然 シ5時 間 ヲ輕7レ ト

零 トナ ル カ、少 ク トモ最 高 値 ノ牛 バ以 下 二下 ル。(什)

トス ル。

中 等症 二於 テ 孔・、前 ノ如 キ モ ノ ・外 二最 高 値 ノ牛 バ以

下 二5時 間 ヲ経 ル モ 下 ラナ イ モ ノ ヲ 見 ル。(帯)ト ス

,レo

重 症 者 二於 テハ ス ベ テ(帯)ノ 態 度 ヲ トル。 コ ノ場 合

最 高 比 率 が ア マ リ高 ク 上 ラナ イ ノ ヲ 見 ル コ トア リ。

コv・ ・出登 値 法 則(Ausga籍gswertsgesetz)二 從 フモ ノ

デ アル。 卸 チ重 症 ノ場 合 既 二 現 示 性 ニ モCウ ロ ク 河モ

ゲ ソ」ヲ詮 明 ス7レ がタ メiア マ リ高 値 二上 ラ ナ イ ノデ

アルe

以 上 ノ方 法 二 言 リ109名 二於 テ 成 績 ヲ 得 テ コ レヲ病

勢 二 訓 分 ツ久 健 康 者27名 全 部(一)ニ シテ、重 症

者11名 全 部(帯)デ アツ タ。 軽 症 者 デハ8%(4名)陰

性 デ他 ハ 陽性 デ アツ タ が、コ ノ4名 ハ開 放 性 結核 デ ハ

アツ タケLド 全 均症 状 見 ル ベ キ モ ノナ ク、.__.般状態 が

良 好 デ アッ タ モ ノデ アル。中 等症 ニ ア ツ テハ 全 部(卦)
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カデ ア ツ タ.コ ノ方 法 ハ 結 核 ノ 活 動 性 ヲ 剣 定 ス ル ニ

非 常 ニ ヨ イ非 特 異 性 反 慮 デ ア ル ト信 ズル.

コ レヲ要 ス ル ニ

(1)現 示性 ノ 表 現bシ テ ハ 「ウPク ロモ ゲ ソ」反 磨

ハ病 勢 ガ ヨ リ活 動 性 ニ ナ ッ タ トキ ニ、タ トヘ ソ レガー
や

時 的 ノモ ノデ ア ツ テ モ容 易 二 陽 性 トナ ル モ ノデ ア ル。

(2)潜 在性 ノ表 現 トシテ ハ、コyヲrト リプ トファー

ソ」0・5瓦 ヲ静 脈 内 二 注 射 ス ル つb二esリ 現 示性bナ

ス 惣 トニ ヨ ッテ、余 等 ノ方 法 ニ ヨ リ結 核 ノ活 動 性 ノ程

度 ヲ知 ル コ ル が 出來Ve

第71番 ヘ ノ追 加 紳 戸 天 見 民 博

「ヂア ッ オ]反 旛 及 ビリ ロ ク ロ モー ゲ ソ」反旛 ノ検 出 二

當 ヅテ、 被験 尿 ヲ丁 度 「ヴィダー 」レ」反 磨 ヲ 検 ス ル際 ノ

如 ク順 次 倍 数 稀糧 ヲ行 フニ、病 症 ノ進 行 二從 ヒ漸 次 高

度 稀 糧 二陽 性 トナ ル ニ反 シ、病 症 ノ輕 快 ス ル ニ從 ヒ低

稀 輝 陽 性 ヨ リ途 二陰 性 二移 行 ス ル.

第71番 ヘ ノ追 加 二答 フ

大 阪 刀根 山病 院 藤 野 保 次

「ウBクnモ ゲ ソJ反 磨 ノ 陽 性 度 ハ 色 調 ノ 濃 度 ニ ヨツ

テ決定 ス,レモ ノデ ア ル。

然 シ之 ヲ比 色 ス ル場 合、ア ル濃 サノ色 ニ ナ 〃迄 稀 繹 シ

テ.ソ レ ヲ20萬 倍 「エ ヒbゲ ル プ」溶 液 ト比 色 ス ル ノ

デ アノレ.故 二結 局 同 ジ事 ヲ見 テ 居 ル ノデ ア ル ト思 フ。

72.肺 結 核 トドウ ロ ビ リ ン」尿

大 阪 刀根 山病 院(院 長 太 縄 博 士)

渡 邊 博 士 指導 藤 野 保 次

尿 中 「ウ ロビ リ ソ」増 加 バ ー 定 ノ 要 約 ニ ヨ ツ テ 麗 内 二

於 ケ ル産 生 増 加 ノア,レ コ ト ヲ指 示 ス ル が、他 方 ソ レ が

肝臓 内 二於 テ 脆 色 素 二 移 行 ス ル 機 轄 二不 全 が アル事

ヲ意 味 シ、師 チ コ レ ガ肝 臓 機 能障 碍 ノ表 徴 トシテ近 時

強 調 サ,レ ・所 デ アル。

余 ハ コ ノ意 味 二於 テ、「ウロ ビ リy」 尿 ヲ指 標 トシテ肺

結 核 患 者 ノ肝臓 機 能 ヲ ウ カがハ ン トス。

先 ヅ赤 沈 ノ促 進 ヲ病 勢 重 症 ナル モ ノ ト假 定 シテ、ソ ノ

關 係 ヲ シラベ タ,レニ、赤 沈 ガ健 常 値 ヲ示 セ ル場 合 二於

テ、牛激 近 ク ノ陽 性 者 ヲ見 出 シ、且20乃 至30%ノ 強

陽性 者 ヲ見 ル.マ タ 赤 沈 中間 値50mm以 上 ノ者 二於

テ34%ノ 陰性 者 ヲ見 出 ス。 故 二赤沈 トノ關 係 ハ ア マ

リ密 接 ナ モ ノデ ハ ナ イが、高 値 ヲ示 ス ニ從 ヒ陽 性 者 ハ

壌 加 スル。

次 二骸 熱 が 如 ビ リソ費 密 接 ナ ル 關 係 ア リ ト構 セ

ラvテ キル ノ デ、登 熱 トノ關 係 ヲ シ ラベ タ ル ニ.38.5

度 以 上 ノ號 熱 ヲ來 シタ ル場 合 ヲ除 外 ス レバ、赤 沈 トノ

關係 以上 ノ 關 係 ヲ 見 出 シ得 ナ イ.故 二結 核 二於 テハ

「ウ ロ ビ リ ソ」尿 ハ 直 接 獲 熱 トハ ア マ リ 大 ナ)V關 係 ヲ

有 シナ イ ト言 へ;レ.

第 三 二「ウ ロク ロ モ ゲ ソ」bノ 關 係 ヲ シラ ベ タ ル ニヂウ

ロクmモ ゲ ン2反 旛 陰 性 ナ ル モ ノ デ猶 「ウ ロ ビ リソ」陽

性 ナ 勘 モ ノ50%、 強 陽 性 ナ ル モ ノハ男 子32%、 女 子23

%デ ア ル.叉 「ウ ロク ロモ ゲ ソ」強 陽 性 ナ,レモ ノ ・中

デ ハ80%モ 「ウ ロ ビ リ ソ」強 陽 性 者 ヲ 見 出 ンタ.ケ ダ

シ 「ウ ロ 〃 ロモ ゲ ソ」ナ ル モ ノハ ドトリ プ 〉ファー ソ」ヨ

リ「キ ヌy=ソ 」ヲ経 テ、肝臓 ノ酸 化 作 用 不 全 アル場 合

二形 成 サ ル ・モ ノデ ア ッ テ、肝臓 機 能 障 碍 ヲ指 示 ス ル

「ウPビ リソ」ト密 接 ナ ル 關 係 ア ノレコ トハ當 然 デ ア ル。

第 四 ニ カク 「ウ ロク ロ モ ゲ ソjト 「ウロ ビ リyjト ハ密

接 ナ ル 關係 ア ル モ ノ ト ス レバ、 「ウ ロク ロ モ ゲ ソ」ガ

「ヴ
ィタ ミ ソjB投 與 ニ ヨ リ容 易 二清 失 シマ タノ・減 量 ス

ル コ トハ渡 邊 博 士 ノ 謹 明 ス ル所 デ ア リ、 叉 臨 鉢 上 「ウ

ロ ク ロモ ゲ ソj二 封 シ 肝 臓 製 齊ザヘ パ ソ」及 ビ肝 臓 解 毒

「ホ ル モ ソ」ト稽 セ ラル ・「ヤ ク リ ト ソ」が 「ヴ
ィタ ミyJ

Bト 同檬 ナル 作 用 ヲア ラハ ス 事 ハ 同 博 士 ノ経 験 セ ラ

ル ・所 ナ ル ヲ以 テ、 「ウ ロ ビ リ ソ」ガ「ヴィタ ミ ソJB二

封 シテ 如 何 ナ,レ 態 度 ヲ トル カバ ケ ダ シ 興 味 アル問 題

ナ リ.依 テ コ レヲ 検 シ タ ルニ ザウ ロ ク ロモ グ ソ」ト同

檬 「ヴィタ ミンJBニ ヨ リ容 易 二減 量 ス ル コbヲ 認 メ タ。

(方 法 ハ 「ピ ソクッセ ソ」ニ ヨ リ千 倍 ノ「フル オ レス チ エ

イ ソJ溶 液 ノ倍 藪 稀 糧 列 ト螢 光 ヲ比 較 ス ル方 法 ニ ヨツ

タ)。 故 二余 ハ 渡 邊 博士b共 二 「ヴィタ ミ ン」Bガ 先 ヅ

肝 臓 機 能 ト重 大 ナ ル關 係 ヲ有 ヌ ル モ ノナ ラ ソ ト考 フ。

然 シテ、肺 結核 ノ場 合 二於 テ、 ハ ジ メ ニ ノベ タ ♪レガ如

クニ 輕 症 患 者 二 牛籔 近 ク ノ 「ウ ロ ビ リ ソ」尿 陽 性 者 ヲ

見 ル コ トニ ヨ リ、 叉12、3歳 ノ 弱 質 見童 ヲ 槍 シ タ ル

際 二 「ツ ベ ル 〃 リ ンア の レギー ノ 強度 ナ ル モ ノ ・側

二 多薮 ノ「ウnビ リ ン」尿 陽 性 者 ヲ見 出 シ
、ソノ 中 二肝

臓 ヲ燭 知 ス ル モ ノ多 カ リシ事 實 ヨ リシテ、結 核 ノ初 期

二於 テ 中毒 症 状 が著 明 二謹 セ ラy
、然 モ 「ウ"ビ リ ソ」

ト同様 二 「ヴィタ ミ ソJBニ ヨ リ容 易 二清 失 セ シメ得 ル

コbヨ リ シテ、 「ヴィタ ミ ン」Bガ 肝 臓 二作用 ス,レ ト1

フ見地 ヨ リス レバ、中毒 症 状 ナ ル モ ノ モ實 二肝 臓機 能

ノ不 全 二基 クb考 ヘ ラ レルe即 チrウ ロ ビ リソ」尿 モ

中毒 症 状 ノー ニ シテ、 叉 所 謂fヴ ィタ ミ ゐB歓 乏症 状

群 ノー ト見 倣 ス コ トヲ得 ベ シ。

コ レヲ要 ス ル ニ

●



釦8 線 會 演 識 要 旨
夢

【第13k

第1表

(1)赤 血球沈降速度 ト尿 「ウmビ リソJ

男 子459名 ニツ イテ

誉灘
額 ・,と ＼……闇{皿_

一及十

{

10マ デ 20マ デ

軌

50マ デ

}

50以 上 総盟
F

52%
(67)

・44%

(24)

ド46%

(71)

F34
%

(40)
44%
(202)

什 i16%(21)20%
(11)

17%
(26)

11%
(14)

16%
(72)

帯
32%
(41)

36%
(20)

37%
(56)

55%
(68)

40%
(185)

計 (29) (55) (153) (122) (459)

女 子165名 ニ ツ イテ

＼
＼赤1沈15マ デ25マ ヂ

齢 ＼1
__._、 玄

7596{5996
(18)

50マ デ 50以 上 総膿

一及 十 60%
(27) (23)

38.696!5496
(22)[(go)

督
20%
(9)

4%
(D

15%
(6)

22.8%1
(13)

18%
(29)

柵
20%
(9)

21%
(5)

26%
(10)

38,696
(22)

28%
(46)

計 (45) (%) (39) (57) (165)

(2)熱 型 ト尿fウ ロ ビ リ ソJ

男 子459名 ニ ツ イテ

第 磐 表

(1)「 ウ ロクUモ ゲ ソ」尿 ト「ウ ロ ビ η ソ」尿 ノ關 係

男 子 患 者459名 ニ ツ4テ

＼ ワ
＼ イ

醗 ぐ
燭 十

薯

什
○

柵 総麗

一及 十 50%
(182)

早

31.25%
(10)

21%
(6)

11%
(4)

.-

44%
(202)

替116§16
12.5%
(4)

7%
(2)

9%
(3)

16%
(72)

柵 鷺蕾 56.25%
(18)

72%
(20)

80%
(28)

40%

α85)
…
…

計1 (364) (32)

殉

(28)(35) (459)

女 子 患 者165名 ニ ツ イテ

＼ イ

醗 ぐ
一及十

柵

計

十 柵

60.6%71.4タ6B3。3タ67。1%

(80)(5)(4)(1)

16.6%14.3%33.3%14.3タ6

(22)(1)(4)(2)

/
0ρ/

)

Ω
リ
ハU

・
3

0
θ
(

0
8

)

14.3%133.3%
(1)(4)

(132)!(7) (12)

78.6%
(11)

(14)

総盟

54τら勇

(90)

17.6%
(29)
27.9%
(46)

(165)

斎艶
李熱

不安定熱
日差
0.7

以 上

∫

撒38・5
、 マ デ

マ デ ・

38.5

以 上 総鵬

一及 十 50%
(104)

39%
(%)

45%
(56)

ド

32%
(15) 1㌢1脇

十十
17%
(37)

9%
(6)

17%
(21)

畢17%

(8)

16・6

(72)

柵
33%
(71)

52%
(33)

38%
(49)

51%
(24)

80%
(8)

4σ%

(185)

計 (212) (64) (126) (47) (10) (459)

女 子165名 ニ ツ イ テ

1湊
へ

コ雫熱

り

酬 」一曲"

不安定熱
日差
0.7

以 上

微 熱
37.5
マ判

38.5

マ デ

38.5

以 上 総 饅

64タ6旧

(90)
一及 十 62.5%

(45)
61タ6

(U)

42.9%
(18)

5L7%
(15)

25%
(1)

十十
16.7%
(12)

11%
(2)

23.8%
10)

13.8タ625%

(4)、(1)

コS%

(29)

柵
20.8%
(15)

28%
(5) 14)

33.39;34.5%「

(10)

50%
(2)

{-

28%
(46)

計
」

(72) (18) (42) (29) 」{(4)1(165)

(1)「 ウ ロ ビ リ ソj尿 ・・輕 症 患 者 ノ牛 数 近 ク ニ 陽性

ナ ル コ トノ・、結核 ノ初 期 二於 テ肝 臓 が障 碍 サ の レコ ト

ヲ詮 明 ス,レ.

(2)登 熱bハ 結 核 ノ場 合 、特 二關 係 ヲ認 ム ル程度 デ

ナ イ.

(3)尿 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソJト 尿 「ウ ロ ビ リ ソjbハ 相

共 二肝臓 機 能 ノ不 全 ニ ヨル モ ノ デ アル カ ラ、相 互 二密

接 ナ 關 係 が アル.

(4)尿 「ウ ロ ビ リソ」モ亦 尿9ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」b同

標 二 「ヴィタ ミソjB投 與 ニ ヨ リ減 量 ス ルt.
の

(5)尿 「ウ ロ ビ リ ソ」培 加 ハ 間 接 二 「ヴィタ ミ ソjB訣

乏 ノー 徴候 ト言 ヘ ル.

73.肺 結 核 二於 ケ ル診 断 法 トシテ ノ動 態

「レ ン トゲ ン」爲 眞(R6ntgenographisChes

BewegungsbildoderR6ntgen%chenki・

megraphie)二 就 テ

矢 部 升 く東 京 市療 養所)、

1.動 態 「Vソ トゲ ソ」爲 箕 ノ原 理 、撮 影 装 置、 撮 影

方 法

2.動 態 ㌦/ソ トゲ ソ」窺 眞 判 誼 ノ原 理v蛇 ビニ方 法
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3.呼 吸運動、蚊 ビニ心臓 ノ運動 ニヨル肺結核病竈 ノ

蓮動妖況

4。 盧脱療法 ノ肺 結核病竈 ノ蓮動 二及 ±"ス影響 二就

テ述 べ動態 「vy>グyJ窺 眞 ヲ供覧 ス。

74.鏡 下菌 陰性 ヲ示 シタ肺結核 患者 ノ

喀疾培養成績

東北帝國大學聲學部熊谷 内科教室

片 倉 孝
楊 志 雄

肺結核 ノ治癒 ヲ決定 ス,レ場令喀疾 ノ菌 ノ有無 ハ 重大

ナル關係 ガ有ル ガ翠 二塗抹標本 ニ ヨル トキハ 鏡下菌

ヲ蛋 見スル事 が出來 ナイ場合 ガ屡 くアル。 最近ノ丈

厭 ニヨレバ鏡 下菌陰性喀疾 翁リ培養 二sリ テ 高牽 二

菌 ヲ謹明 シテ居 ル。 郎チ1928年 ヨ リ1935年 マデ ノ

各實験 者19名 ノ成績 ヲ見 ルニ最 高デハ58.3%ノ 陽

性 ヲ得、ソノ成績 ヲ李均 シテ見 ルニ16.19%ヲ 示 シテ

居ル。

余等ハ之 ヲー層園明 セ ンガ爲 メニ 五種 ノ卵培養基 ヲ

用 ヒ92名 ノ輕症肺結核及 ビ治癒 二近 イ塗抹標本及集

菌法 ニヨル鏡下菌陰性患者 ノ喀疾 ヲ選 ビ培養 ヲ行 ヒ

テ次 ノ如 キ成績 ヲ得 タノデ 此虞二 獲表 スル次第 デア

)Vo

(1)肺 結 核 患 者 ニシテ殆yド 治 癒 二近 イ鏡 下 菌陰 性

患 者43名 ノ喀 疾 ヲ各 人1ケ 月 オ キ ニ連 績 培 養 ヲナ シ

タJV二26例 二培 養 陽性 ヲ得 タ、即 チ60.5%デ ア ♪レe

(2)早 期 浸 潤 患 者18名 ヨ リ 同標 ニ シテ10例 ノ陽

性 ヲ得 タ。 卸 チ55。6%デ ァルe

(3)再 燃 性 寝 潤 患 者5名 中2例 陽性 、 即 チ40.0%

(4)血 行 撒 布 患 者11名 中8例 陽 性 、 即 チ72.7%

(5)初 感 染 患 者6名 ハ培 養 陰 性 二終 ツ タ。

(6)肋 腹 膜 炎 患 者9名 中2例 陽性 、 即 チ22.2%デ

有 ル。

以 上 第1同 目 ノ培 養 ヲ線 計 スvバ92名 中48例 菌 陽

牲 トナ リ即 チ52.17%ノ 成i績 ヲ得 タ.爾1ケ 月後 以

上 ノ患 者 中再 培 養 ヲ行 ヒ得 タモ ノハ64名 ニ シテ陽 性

30例 、 同標 二 第3同 目 ノ 培 養 ヲ 行 ヒ 得 タ モ ノ45名

中16例 ノ陽性 、第4同 目ハ17名 、第5同 ノ・9名 ノ陽

性 ヲ得 タ。 即 チ9。8%デ ア]vb

入 院 時 塗 抹標 本 菌 陽 性 患 者 ニ テ 陰性 トナ リ シ毛 ノ ト

最 初 ヨ リノ菌 陰 性 患 者 トヲ 分 ケ テ 見 ル ニ 前 者 ノ総 数

ハ44名 ニ シテ 培 養 陽性 ノ、24例 、 即 チ54。54%後 者

ハ45名 中陽 性23例 、 即 チ51.11%デ アツ タ.

吾人 ノ使用 シタ 培養 ハ 鈴木氏、 ホー ン氏「ア ミノ」、

レxウエ ソスタイy氏 、Kト ラニアニ氏、及 ビ小林氏

卵培養基 ノ五種 デ ア,レ。以上 ノ培養 基中三種 各3本

宛 各人 二使用 シ培養基総本敬ハ 第1同 培養 二於 テハ

810本 中289本 陽性 ニ シテ 即 チ35.18%デ ア》レ。 鏡

下菌陰性 カラ培養 マデノ 日薮 ハ 卒均105日 ニ シテ最

長 日鍛 ノ、571日 ノモアルe

以上 ノ成績 ニ ヨリテ見 ル ニ 開放 性肺結核 患者が治癒

機縛 ヲ トルニ從 ヒテ 喀疾ハ 鏡 下菌陰性 トナル ガ然 シ

斯 カル患者 ヲ直 二 菌陰性 トシテ 取扱 フコ トハ頗 ノレ危

瞼 ナ事 デアツテ 是 等ハ 唯鏡下菌陰性 二過 ギナイ。之

ヲ培養 スi!バ52.17%ノ 高率 ナJves陽 性 トナ」レカラ

菌陰性 ヲ云 々ス ル爲 メニハ 掲 リ顯微鏡 ノ ミニ依 ラズ

シテ必 ズ培養 二依 ラネバナ ラヌ.

75.結 核患者尿 中二於 ケル結核菌分離培養

の 熊谷 内科 佐 藤 榮

フ鳶一 し!ルトソ、 ヒリヱー雨氏 ガ非病 的結核菌 尿 ヲ唱

へ出 シテ以來 ソノ存在 ガ問題 ニナツテ居 ル。1932年 ダ

1ス ト氏ハ3例 ノ陽性例 ヲ以テ 肯定 シテ 居 ルが氏 ノ

ハ併登症 ヤ方法 二 宜 シキヲ得 ヌ所有 リ.最 近 ノ登表

ヲ蓮覧 スルニ 非病的結核菌 尿ハ 無 イ標 デア リ有 ツテ

モ極 ク稀 デ有 ラウ トサ レテ居 ル.東 北帝大熊谷 内科

入院及 ビ外來 患者看護婦生徒更 二 結核感染 ノ猿海狸

及 ビ家兎総藪405例 二就 イテ 尿 中 ヨリ結核菌 ヲ分離

培養 セ リ。 ソノ内課第1表 ノ如 シ。 方法 患者以外 ノ

者 二於 テハ「ヵテーテ,レ」使用困難 ナルヲ 以 テ 初余 ノ

考案 セル廣 ロ ノ 「エーvソ マ イエル コルベ ソ」ヲ用 ヒ

テ起床時尿 ヲ滅菌 的二探 り培養 陽性 ナル 例 ノ ミ直チ

ニ「カテー テル」尿 ニ ヨ リ再度 培養 セ リ。培養 法 トシ

テノ、從來 ノ硫酸法 ヲ 改良 匂 レ余 ノ脆汁 法 二依 レリ。

即チ尿10aq10%、 硫酸5ca牛 膿汁培養基0.1-0.2aq

ノ割合 二混 ジテ輕 〃振 盈 シ、30分 放 置 ノ後強力遠心

5分 ノ後 ソノ沈渣 ヲ銀 杏培養或 ハホー一ン氏 「ア ミノ」

培養基 二培養 セ リ。陽性例 ハ 染色検鏡 ノ上更 二動物

實験 二依 り其 ノ確實 ヲ期 セ リ。斯 クシテ人間 二於 ケ,レ

総例385ノ 中陽性52例 ヲ得 タ リ。 其 ノ中28例 ハ肺

結核症 ト共 二臨肱的 二 泌尿器結核 ヲ併 蛮 シ居 レ リ。

是等 二於 テハ概 ネ尿ハ 淡 色 ニシテ 多少 ノ溜濁 ヲ有 シ

蛋 白及 ビ白血球 ヲ謹明 シ 其 ノ他 ノ性歌 亦正 常ナ ラズ

培養上 ノ「コmニ ー」ノ数甚 ダ多 ク 叉成長早 シ。 他 ノ

24例 二就 キ考察 スルニ15例 ハ何vモ 重 症結核 患者二

・yテ(第2表)X線 像 二 明 カニ 血行撒布 ヲ示 シ赤沈速
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度 ハ 正常 或 ハ 中等度促 進「ソベルク リソ」皮 内反慮ハ

中等度 陽性 或 ハ陰性補禮結合反慮 ハ 殆 陰性極 稀 二 弱

陽性 ナ サ。此 ノ中流血 中 ヨ リ結核菌 ヲ培養itJVモ ノ5

例 ア リ.補 燧結合反磨 陽性 ナルモ ノニ 於 テハ 培養 陰

性ナ リゆ 他 ノ9例 二就 キ見ル ニ2例 ハ 早期 血行 撒布

型 ニ シテ7例 ハ何 レモ初感 染 ノ時期ナ リ。第3表 二示

ス如 〃生物學 的諸反慮 ハ重症肺結核患者二於 クル場合

〉殆 ソドー致 スル ヲ見 ル、 是等24例 二於 テハ尿 中蛋

白及 ビ白血球 ハ陰性 ニシテ其他 ノ異常 ナク培 養基ノ上

「=ロ ニーJノ籔極 メテ少 ク1・-2個 或ハ激個 ヲ籔 フJレ

ノ ミ初感染7例 二於 テハX線 像 ハ全 〃 墜化 ヲ見 ザル

カ或 ハ肺 門淋 巴腺 ノ輕度腫脹 ヲ見 ルノ 程度 力 或 ハ極

ク輕度 ノ血行撒布 ヲ示ス。血行撒布2例 二於 テハ明 カ

ナ1レ血行撒布 ヲ示ス。第1例 ノ・9月19日 胸痛背痛微

熱全勇違和 ヲ圭訴 トシテ入院、初感染 ノ診噺 ノ下 二加

療 中滲 出性肋膜炎bナ リ3月8日 全治退院 セ リ。・第

2例 ハ10月2日 、第4例 ハ7月14日 、同上 ノ主訴 ヲ

以テ 入院 セ シが雨側肺結核症 トナvリ 。 第3例 及 ビ

第7例 ハ尿中 ヨ リ結核菌 ヲ培養 セ シ當時1ケ 月間輕

度 ノ風邪感 ヲ訴ヘ シノ ミニ ジテ入院 スルニ 至 ラズ 赤

沈速度正常 ニナルニ 及 ビ全治 セ リ。 第6例 ハ 同襟 ノ

圭訴 ヲ以テ3月10日 入院初感染 トシテ加療 中肋膜炎

ヲ起 セ リ。第5例 ハ尿 中 ヨ リ結核菌培養 陽性後約1

ケ.月即 チ11月8日 ヨリ12月24日 二至jVマ デ風邪感

ニテ 入院初感染 トシテ 加療後全治 セ リ.第4表 ハ動

物 二於 ケル 場合 ニシテ種 々ノ方法 ニテ 動物 ヲ結核

二感 染 セシメ 然 モ種 々ノ時期 二探尿 シテ培養 セ リ。兎

二於 テハ7例 中4例 海狸 二於 テハ7例 中2例 猿 二於

テ ハ6例 中2例 ノ陽性 ヲ 見タ リ。 コvラ 陽性8例 中

5例 二於 テハ 腎臓 二於 テ 病理學的 二結核性愛化 ヲ認

メズ。第5表 ハ 初感染 二於 テ尿 中 二結核菌 ノ排泄 セ

ラルベキ時期 ヲ 示 セルモノニシテ 皮内反懸陰性赤沈

速度 中等度促進 セ ル 場合(2)皮 内反磨陽性縛化 直後

赤沈速度稽 く促進 セル 場合 ニシテ 何 レノ場 合モ 補盟

結合反慮 ハ陰性 ナ リ。 此 ノ時代 二 反復培養スル事ニ

ヨ リテ陽性例 ヲ得 ペシ.

総 括 〔1〕。結核菌尿 ノ出現 スル時期及 菌数

A、 肺結核 ノ場合(イ)初 感染 ノ 場合 ハ 皮内反慮陰

性 或 ハ 陽性韓 化直後 赤沈速度 中等度促進補饅結合反

庶 陰性 ノ時期。(ロ)重 症肺結核 患者 二於 テ ハ 明 カナ

ル血行撒布 ヲX線 像 二示 シ 生物學 的反磨 同上 ノ如 キ

場合、(ハ)早 期 ノ血行撒布型 ニ シ テ補盟結合反慮 ハ

陰性 ニ シテ赤沈速度 ノ動揺 セル時期、以上 ノ場合尿中

ヨ リ結核 菌分離培養 可能 ニ シテ其 ノ培養基上 ユ於クル

「コロニー」ノ激甚 ダ 僅 ナ リ。B、 泌尿器結核 ノ場合

二於 テハ 培養 基上 二於 クル 「コ穏ニー」ノ撒 ハ甚 ダ多

ク注 目スベキハ 赤沈速 度補髄結合反 悪及 ビ 皮 内反慮

二何 ラノ關係 ナク何 レノ場合 二於 テモ培養 シ得ル.

〔瑚 以上 二依 リ考察 スルニ 結核菌 ハ肺結核 ノ極 ク初

期 二流血中 二入 リ尿 中二 排泄 サ 、!其ノ後血行撒布型

ノ初期 二於 テ押 進的 二流血 中二入 リ從 ツテ尿 中二排

泄 サ レノレ事有 ノレモ 次第 二結核菌尿陰性 トナ リ重症 ト

ナルニ及 ビ流血中 二入 リ從 ツテ 尿 中二排泄 サル。結

核菌 が腎臓 ヲ通過 スル 場合腎臓 ハ 多 〃、或 ハ甚 ダ少

ナク障碍 サルベク ソノ間 二 種 々ノ條件加 ハ リテーハ

泌尿器結核 トナ リ他 ハ 無障碍 二止 ル。 腎臓 が全 ク障

碍 サ レ,レ事 ナ シニ 結核菌尿 ノ生 ジ得 ルヤ 否 ヤハ初感

染患者 ノ場合 二於 ル 剖 見例 ナキ ヲ以 テ 明確 二噺言 シ

得 ザ,レモ 余 ノ経験 セ,レ動物 ノ数例 ヲ以 テ シテハ大 ナ

ル障碍 ナ〃 シテ 通過可能ナ ル ヲ想 ハ シム。 サ レバ初

感染 ノ時代尿 中結核菌 ヲ詮 明セ シ場合 ハ肺結核 トト

モニ泌尿器結核ヘ ノ 進展 ヲ注意 シ 尿中結核 菌 ヲ反復

培養スJレヲ要ス ベク 重症肺結核 ノ場合 二於 テハ末期

タルヲ知,レ。

76.胸 膜炎滲出液 ヨ リノ結核菌培養 二就 テ

東北帝國大學馨學部熊谷 内科敢室

富 田 好 夫

培養 法ハfフ4ブ リソJ法 ニヨ リ、 圭 二 「マラヒヅトグ

リユ ソ」加銀杏培地上 二5%硫 酸 デ前虎置 シテ培養 シ

タ。 ソノ結果 概略 ハ次 ノ様 デアル。表Ie及 ビ表 皿。

是等 ヲ穿刺液 ノ性状 カラ見」レト反膳 ハ弱 「アルカリ」

ヌ,ハ「アルカ リj性 デ ソノ色調 ハ大盟、線色、黄褐色、

血性 ノ4ツ ニ分 クラv何vノ 色 調 ノモ ノモ 培養 ノ陽

否 ハ略 ζ同数 デ色調 ニ ヨツテ 培養 ノ 陽否ハ 左右サ γ

ヌ標 デ アル。

比重 ノ・1020-一一一1023ノ モ ノ 全同撒680同 中74%ヲ 占

メ1019及 ビ1024ノ モノ之 二次 ギ1017ヲ 示 シタモノ

ハ陰牲 例 ノ2例 デアル。蛋 白量 ハ エスバッハ氏法 ニテ

4-7%ノ モ ノ全 同厳 ノ87%ヲ 占メテヰル。是等 ヲ

各種 別 二培養 トノ關係 ヲ 見,レト特壁性胸膜炎 デハ穿

刺1同 デ、培養陽性 ノモ ノ66例 中測定 シ得 ナ カツタ

5例 ヲ除 キ比重1020以 上 ノモ ノ57例 、1019ノ モノ

4例 、蛋 白量4%以 上 ノモ ノ59例 、3.5%ノ 毛 ノ1

例 ア リ。穿刺2同 以上 デ常 二培養陽性 ノモ ノ11例 中
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全部比重1010以 上 デ 蛋 白量4%以 上 ノ モ ノ9例 、

3。6%ノ モ ノ2例 ア リ比重 ハ不愛 力叉 ノ・減少 ノ傾 向 ヲ

有 シテヰル。 穿刺鍛同デ初 メ 培養陽性 デ ア リ比重 ノ

誠 少 ト共 二陰性 トナ リ叉 ハ 初 メ 培養陰性 デ比重 ノ壌

加 ト共 二陽性 トナ ツタモノ23例 、培養 ハ陽性 ヨリ陰

性 へ轄 ジテモ比重不愛 ノモ ノ6例 、之 ト逆 ヲ行 クモ ノ

ハ僅 カニ9例 デアツタ。

叉 蛋白量ニツイテ モ 同様 二 培養 ト卒行 スル モノ21

例、不愛 ノモ ノ6例 、逆 行スルモ ノ12例 デアツテ、

大部分ハ比重蛋 白量 ハ不攣 力叉 ハ 培養 二李行 スル 毛

ノ ト云 ヘル。

随俘性胸膜炎 デ ハ 穿刺1同 培養 陽性 ノモノハ全部比

重1021以 上、蛋 白量4%以 上 ヂ、穿刺2同 以上常二

培 養陽性 ノモ ノ8例 中比重減少 ノ 傾向 ヲ有 ス;レモ ノ

5例 、堆加 ノ傾向 ヲ有 シテヰルモ ノ3例 、蛋 白量減少

ノ傾向 ヲ有 シテヰルモ ノ4例 、壇加 ハ2例 、不 攣2例

デア リ、比重 ハ不攣デ蛋 白量 ノ減少 ト共 二培養陰性 ト

ナ ツタモ ノ1例 、逆 二蛋白量 ノ培加 ト共 二陽性 トナ ソ

タモノが1例 アル.

氣胸性 ノモノデハ穿刺1同 培養陽性 ノモノ1例 、穿刺

2同 以上 デ常 二培養陽性 ノモ ノ22例 中比重減少 ノ傾

向 アルモ ノ12例 、屠加 シテヰルモ ノ8例 、蛋 白量 ノ

減 少 シテキルモ ノ9例 、増 加 シテヰルモノ11例 デ培

養 ト比重 ノ増減b略:一 致 スルモ ノ10例 、培養陽性

カラ陰性 へ、或 ハ陰性 カラ陽性へ轄 ジテモ比重不攣 ノ

モ ノ6例 、比重 ノ壇減b培 養b逆 行 スルモ ノハナイ。

蛋 白量デハ ソノ塘減 ㍗李行 シテヰルモ ノ10例 、蛋 白

量不攣デ培養陽性叉ハ陰性へ縛 ジテヰルモ ノ3例 、逆

行 シテヰルモノ3例 デアル。

以上 ノ事 カラ見,レト、大盟特登性胸膜 炎ハ初期穿刺液

二結核菌 ヲ詮明 シ数 同穿刺 シタモノハ 比重蛋 白量 ノ

壇 減 ト亭行 シテ培養 ノ陽否ガ 表 ハ レテヰル。是等 ノ

事實 ハ先 二敏室 ノ鈴木氏等 ガ 云 ソテヰル如 ク恐 ラク

疾病 ノ経過 二伴 ツテ 滲 出液 ノ 惚 伏二攣 化 ヲ來 シ結核

菌 出現 ニー定 ノ消長 ヲ來 ス ノデアラウ、唯、此塵 デ注

意 スベキハ初 メ 培養陽性 デアツテ 比重蛋 白量共 二高

イ便 ヲ示 シテヰテ次 二 培養陰性 ニナル ニ及 ンデモ特

二比重蛋 白量ハ 漏 出液 ト稽 スノレ程 マデ低 下 シ切 ラヌ

つ トデアル。試 二陰性例 ヲ見 レバ特 獲性胸膜 炎陰性

例 中、比重1014、1017、1018ノ モノ各1例 、蛋 白量

ハ3・2%ノ モノ1例 、他 ハ 皆比重1020以 上、蛋 白量

4%以 上デ アツテ漏 出液 〉ハ見敏 シ得 ナイ。 然 モ培

養 ノ・陰性 二絡 ツヰテル 塵 カラ 見ル ト穿刺液 中 ノ結核

菌 ハ比重蛋 白量等 ノ物理 的性状 ノミデナク 更 二他 ノ

因子ニモ ソノ清長 ノ・左右 サ の レト思 ハ ネバナラ ヌ。

又氣胸 性 ノモ ノデハ 陰性例9例 中1例 ノ・比重1015、

蛋 白量3%デ 漏 出液 二 隔 シ7例 ハ 比重比較 的低 ク

1019、1020、 蛋白量 ノ・3.5%ノ モ ノ1回 、他 ハ4-6

%デ アルガ 穿刺量ハ極 メ テ少量 デ約1ケ 月 ノ間隔 ヲ

以 テ5--40acヲ 穿刺 シ得 タ モノデ特 二少 キハ1回 、多

クテ2、3同 ノ穿刺 デ液 ノ瀦溜 ヲ見 ナクナル黙 ヨリ是

等ハ所謂邊縁性滲 出液 ト見倣ス ベキデ ァラウ.

次 二随件性胸膜炎 ノ陰性2例 二就 テ 見 ルb一 ハ右 側

上葉結楓 一 ・・汎登性繊維性結核 デ 共 二 陳奮性肺結

核 二属 シ比重1020以 上、蛋 白4%以 上 デアルが他 ノ

陽性例 ト異 ル所 ハ 喀疾 中結核菌 ヲ詮明 サ レヌ黙 デァ

ルδ

次 二生物學的諸反慮 ト培養 トノ關係 ヲ 見 ノレニ 培養全

同 ヲ通 ジテマ ソトウ氏皮 内反慮ハ98%陽 性、陰性 ハ

僅 カニ7同 、陽性 ノ大多籔ノ・11-30mmノ 中二含 マ

レル。血液補禮結合反慮 ハ 特蜜性胸膜炎 デハ 陰性 ノ

モノ187同 中125同 ハ培養 陽性デ、叉補結 陽性 ノモ ノ

ハ47同 デ ソノ中培養陽性 ノモ ノ約牛数 ノ24同 デア

ル.随 伴胸膜炎 デ ハ 補燧結合 反慮陰性 ノモノ20同

中17同 、 培養陽性 デ、 補結 陽性 ノモ ノハ17同 中14

同ハ培養陽性 デアル.

氣胸性胸膜炎 ハ 補結陰性 ノモノ73同 中56同 ハ培養

陽性 デ補結 陽性 ノ モ ノハ68同 中47同 培養 陽性 デア

ル、次 二赤血球沈降速度 ハ特獲性随俘性、及 ビ氣胸性

胸膜 炎 ヲ通 ジテ1時 間値35-80mmノ モ ノ最 モ 多 ク

16-35、 及e"Sl-100ノ モノ之 二亜 イデヰ,レ。

最後 二 「ヒヨ レス テ リy」胸膜炎 ノ4例 ハ 皆6年 乃 至

10年 以前二胸膜 炎 ヲ経過 シテ 居 リ ソノ穿 刺液 中 ニハ

多量ノ 「uヨvス テ リソ」板 ヲ詮 明 シテヰル 色調乳 粥

色、比重1022-1028、 蛋 白量4.5-8.0%、 皮内反磨

陽性、 補結ハ全部陰性、 赤沈速度 ハ各 々5、6、16、

78デ ソノウチ赤沈速度6ノ モノカラ培養 陽性 ノ結果

ヲ得 タ。

結核性膿胸ハ3例 共 培養 陽性 デ ア リ全部 塗抹標本 上

結核菌 ヲ詮明 シ穿刺液ハ 常 二膿性 デ3ケ 月乃至5年

以 前;胸 膜炎 ヲ経過 シ3例 共皮 内反磨 陽性、血液補結

陰性、赤沈速度ノ、各 々62、82、103デ ア,レ。

77.特 嚢性肋膜炎 ノ滲 出液内結 核菌

培養 二就 テ
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暴 葬 塁(圭任 有騨 授)

特登性肋膜炎滲 出液 中結核菌 ノ培養 的検 出ハ 近來、

種 々、優秀 ナル培養基考案 セラレ、之 ガ培養 二磨用 セ

ラル ・ヤ ソノ成績 モ次第 二向上ス ルニ至 レリ.

余等 ハ、1931年 ブサ ソソン氏 等が登表 セル、「ベプ ト

ソ」「グ リセ リン」水溶液 ヲ用 ヒ、昭和7年5月 以來、

特蜜性肋膜 炎滲 出液 内結核菌 ノ培養 ヲ試 ミ、比較的良

好 ナル成績 ヲ得 タ リ.

郎チ、培養基へ 原法 二從 ヒ、 「ベプ トソ」20、「グ リセ

リン」5.0、水100.0二 、燐酸二水素加里(KH2PO4)

1.0ヲ 加 へ混合溶解 セル淡黄褐色透 明液 ヲ試験管 二約

5蝿 ヅ ・分 注滅菌 ス。 此 ノ培地 二 穿刺滲 出液 ヲ5蝿

ヅ ・注加 シ、37度 ノ艀 卵器中 二放 置ス。 早 キハ10日

間乃至2週 間、多 クハ3-4週 間 ニシテ、極 メテ微細

ナル、結核 菌聚落現ハ レ、豫 メ投入浮游 セ シメタル小

綿球周園、及 ビ析 出セラ レタル非薄 ナル繊維素盟 内、

或 ハ管底 二見 ラ レ時 日ノ輕過 ト共 ニ ー程度 マデ膨大

スe此 ノ聚落 ヲ取 リ、「チールネールゼ ンj法千 ヨリ塗

抹染色標本 ヲ作 リ結核菌 ナルコ トヲ確 メ、ヌ菌 聚落 ナ

キモ ノハ沈渣 ヲ以 テ、塗抹 染色 シ、結核菌陽否 ヲ決定

セ リ。

結果 ・・、男子35例 、女子15例 、合 計50例 ノ特號性

肋膜炎 患者 中陽性39例 、陰性11例 、 陽性率78%ニ

シテ、 同時 二滲 出液 ノ性状、「ソペル ク リン」反慮、血

球沈降速度等 ト、菌 ノ陽否 トノ關係 ヲモ観察 セ シが一

定 ノ關係 ヲ見出ス 能 ハザ リキ.具 滲 出液 ノ透 明ナル

モ ノ ト溜濁 セルモ ノ ・比較 二於 テ、透 明ナルモ ノ陽性

牽高 シ。

各 例 二就 イテ、4本 ヅ ・培養 シタルニ雑菌 ノ登生 ハ甚

ダ少 ク、ソノタメ結核 菌陽否判定不能 ナ リシバ1例 モ

ナ カ リキ.

以上 ノ結果 讐 リシテ、ブサ ンソソ氏培地 ハ透明 ニ シテ

菌 聚落 ノ登 生観察 二便、培養操作 ノ簡軍 ナル鮎 二於 テ

臨肱 上滲出液 内培養 二好適 ナルコ トヲ知 レト共 二、所

謂特 登性肋 膜炎 ノ滲出液 中 二結核菌 ノ謹 明セラル ・

モ ノ甚 ダ多 ク、 從 ツテ、 特壁性肋膜炎 ノ原因ハ 大多

敷、結核 ナル コ トノ、疑 フベ カラザ'レモ ノナルコ トヲ知

レ リΦ

第76、77番AJ追 加及討論 金 井 徳 三 郎

肋膜炎滲 出液 中二結核菌 ヲ謹 明スル事實 ハ、既 二幾多

ノ實験 報告 二観 ル所 ナ リ、然 レドモ特 二特號性肋膜炎、

ノ穿刺 液中二結核菌 ヲ詮 明 シ、之 レヲ以 テ本症 ノ原因

ヲ結核性醇染 二因,レモ ノナ リトスルハ、委當 二非 ズ。

其理由

(1)實 験 的二動物 二就 テ金 井肋膜 炎 ヲ惹起 シ、静脈

内二結核菌 ヲ逡入 スル時 ハ、菌 ハ極 メテ短時間 内二移

行 ス。

(2)臨 綜 上 二於 テ 特 號性肋 膜炎 ノ穿刺液 が 透明ナ

ル時期 二於 テ最モ多 ク結核 菌 ヲ詮明 シ、時 日ノ輕過 ト

共 二滲 出液 ノ潤濁 スル病 期 二於 テ、却 テ、結核菌 ヲ謹

明ス,レコ ト少 ナキ事實 二鑑 ミ、此事實 ・・滲出液中 ノ菌

ハ先 ヅ 菌博染 二因 リテ 滲 出液 ノ瀦溜 ヲ惹起 シタルニ

非 ズシテ、滲 出液 ノ瀦溜 ニヨ リテ肋膜腔壁縁間 ノ寝透

性 ヲ生 ジ、菌 ノ移行 ヲ観 タルモ ノニ シテ、滲 出液 ガ濁

濁 ヲ生 ズルガ如 キ、即 チ繊 維性物 質 ノ多量 二産 出セラ

ル ・二及 ビ壁 ノ滲透性 ヲ失 ヒテ、菌 ノ移行 ノ阻 マ,レ・

二因,レト思 考スル ヲ委當 ナ リ ト信 ズ.

要之、臨駄上急性滲 出性肋膜 炎ノ登症 ニハ、余 ノ所謂

直接起 炎病原 ナルモ ノ ・存在 ヲ 必要 トス ル理 由 ヲ詮
む む くき く　 ゆ む

明 シ、併而臨駄上 二於ケIV如 斯 「アナ ロギー」二就 キ述

ブル所 ア リタ イ.

78.腰 椎穿刺液 中 ノ結核菌検 索

東北帝國大學讐學部熊谷 内科敏室

片 倉 孝

贈 脊髄 液中 ノ結核菌謹 明 二就 イテハ 直接塗抹標本 ニ

ヨルモ決 シテ難 シイ事 デノ・ナイが 今 日デハ ー般 二結

核菌 ノ詮 明法 トシテ 培養法 二依,レ方 ガ優 レテ 居 ル ト

考 ヘ ラレテ居 ル。 從 ツテ 余 ノ、腰椎穿刺 液中 ノ結核菌

ノ培養 ヲ試 ミ何等 カノ知 見 ヲ得ybシ 特 二重症肺結

核症 ノ末期蚊 二 鵬膜 炎 ノ 脊髄液 ヲ得 テ培養 的二菌 ノ

存在及 ビ其 ノ清長 ヲ槍索 シタ。 即 チ膿脊髄液5.Occm

5%硫 酸溶液等量 ヲ 加 へ15分 間放 置後直 二3000廻

轄20分 間遠 心 シ其 ノ最下層 ヲ培養 二用 ヒタ。使用培

養基 ハホー ン氏 「アミノ」、鈴木氏、銀 杏、Vエ ウエ ソ

ヌタ イン氏卵培養基 ノ三種 ニ シテ 各3本 宛 合計9本

ヲ1同 二使用 シタ。

賓験 ハ重症肺結核症 ノ末 期及 ピ其 ノ死 直後蚊 二結核

性膿膜 炎患者等55名 ヨ リ79同 ノ脊髄液 ヲ得 テ培養

ヲ試 ミ次 ノ成績 ヲ得 タ。

培養 成績ハ 結核 性謄膜 炎 ノ疑 ノモ トニ 培養 シタモ ノ

41名 ニ シテ其 ノ中26例 ノ培養陽性 ヲ得 タ。即 チ63.4

%ニ アタ リ、最近Passini馬(1934年)ノ 號表 シタ成
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績50.e%二 比較ス レパ稽 ζ高率 ヲ示 シタ。 然 ンレニ培

養陰性ナル モノ ・】1名ハ治癒 生存 シ4名 ハ死亡 シタ

が前者ハ 始メ カラ脳膜炎檬 ノ症状 ヲ 示 シタモ ノデ有

,レが治癒 シタ鮎 カラ 見 レバ 恐 ラク結核性 デナ イデ ア
櫨
ロウ。 死亡 シタモ ノ4例 中2例 ハ 後 二 脳腫瘍 デアル

コ トガ判 明 シ他 ノ2例 ハ 重症雨肺結核 デ 死亡 シタモ

ノデ ア♪レ6是 等 ヲ除外 ス レバ 培養ハ100%二 菌 ヲ詮

朋 ス,レコ トが 出來 タコ トニナル.次 二重症肺結核 患

者16名 ノ脊髄液 ヨ リハ 培養 陽性4例 ニ シテ25.0%

ニアタリ共 中脳膜炎症状 ノ具備 シテ居 ソタモノ2例 、

他 ノ2例 ハ全 ク症状 ヲ猷除 シ テ 居 ソタモノデ9本 ノ

培養 中二唯1本 唯一 ツノ 菌集落 ヲ得 タノ ミノモノデ

有 ル。爾2同 以上穿刺液 ヲ得 テ 培養 シタモノハ、12

ニ シテ其 ノ中2例 ハ磯孤 立結核 ニシテ各月10同 ノ脊

一髄液 ニモ 培養常 二陰性 二終 ツタモ ノデ有 ル。叉培養

基9本 中 二集 落唯1本 二 唯一 ツ 培養 シ得 タモノ4例

ア リ、如斯 モ ノハ塗抹標 本二於 テ菌 ノ詮明 ハ不 可能 ナ

コ トデ有 ル.

噺爾重症肺結 核 ニシテ撒 同脊髄液 ノ 培養 ヲ行 フコ トガ

,出來 タモノ ・輕験 ニヨレバ 末期 二 集落数 ノ多薮 トナ

ルモ ノト減少スルモ ノ ト有 リ。 即 チ膿膜炎症状著 明

デ アルニ拘 ラズ 最初培養陰 性ニ シテ 次同 ヨリ陽性二

輔 ジ盒 ζ集 落藪 ノ壌加 ヲ 見ルモ ノ有 リ。叉最初 カラ

培養陽性 ニシテ漸次集落薮 ヲ墳 シ末期 ノ近 ヅ〃二從

ヒテ再 ビ集落轍 ヲ減 ジ脊髄液内屋 モ 低下 シテ來 ル。

集落数 ハ概 ネ 脊髄内歴 二比例 スルモ ノデ有 ル事 ヲ知

ツタ。特 二興味 ノアルモ ノハ 培養9本 中唯1本 ノ培

養 基 二唯1箇 ノ集落 ヲ作ツタモ ノデ 重症肺結核 ノ末

期二於 テ何等 ノ症状 ヲモ 件 ハズ シテ 菌 ヲ謹朋 シ得 タ

モ ノデ有 ル。 以上 ノ事實 ニョリ余 ハ 重症肺結核 ノ末

期 二於 テ脳脊髄液中二 結核菌 ノ 存在ス ルコ トガ有 ル

ノ ヲ知 ノレコ トが出來 タ次第 デ有,レ。

79。 補艘結合瓦廠ニ ョル結核1血 清學的

診断法 昌關 スル研究

∬.改 良 セル余等 ノ抗元 二就 テ

葵爵 鷲(傳 研)

余等ハ 昨年 ノ本學會 二 於 テ余等 ノ考案 ニナ ル補膿結

合反慮用抗元 ヲ蛋表 シタ、

今同號表 セ ントヌルモ ノハ共 ノ抗元 ヲ基礎 トシテ多

一少 ノ改良 ヲ試 ミタモノデアル
。 其 ノ改良 シタ圭 ナ♪レ

要 黙 ハ第1同 ノ抗元 ノ圭要材料 デアル結核菌 ノ培養

濾液 ノ代 リニ 精製 「ツ ベルク リソ」ヲ使用 シタ 鮎 デア

ッテ、其 ノ適當 ナル稀繹液 ト「yチ チソ」bヲ 混和 シ抗

元液 トシタ黙 ハ 前同 ト同様 デアル。精製 「ソ ベル ク リ

ソ」ノ探取ハ次 ノ如 クシタ奪 即 チ「ロソグ」ノ合成培地

二於 ヶル人型結核菌青山B株 ノ3ケ 月培養 ノ濾液 ヲ

約4分 ノ1二 濃縮 シ、之二硫酸安門 ヲ飽和 二至 ルマデ

加 へ次 二其 ノ沈 澱 ヲ濾紙 上二集 メ 更 二其 ノ沈澱 ヲ溜

水 ヲ以 テ溶解 シ、之 ヲ牛 腸膜 ヲ用 ヒテ透析然,レ後適當

二濃縮濾過 シ、更 二同量 ノ冷 「アセ トソ」ヲ加 ヘテ生 ジ

タ沈澱 ヲ分離、後乾燥 シタモ ノデアル。

此 ノ如 キ方法 ヲ以 テ取 リ得 ル物 質 ノ量 ハ 時 ニ ヨリ差

がアルが、1例 ヲ示スb培 養濾液700立 方糎 カラO.14

瓦 ヲ得 テ居 ノレ。而 シテ此 ノ物質 ハ相 當著 明二「ツペンレ

ク リソ」皮膚反慮 ヲ示ス モノデ アツテ1例 ヲ掲 ゲル ト

本物 質 ノ0.Olmgノ 、結核海狸 二 封 シテ爾皮膚反旛 ヲ

呈 シ得 ルカ ヲ有 シテ居 ル.

抗元 ノ製法 ハ斯 ノ如 クシテ製 シタ精製「ツベルク リy」

ノ抗補禮作用 ヲ考慮 シナがラ適 當ナ ル 稀葎液 ヲ使用

ス ルノデア,レガ、1例 ヲ示ス ト本物質5mgヲ10立

方糎 ノ生理的食盤水 二溶解 シ之 ヲ原液 トシ用 二 臨y

デ其10倍 稀繹 液10立 方糎 ヲ作 リ之 ヲ1%「vチ チ ソ

アルコー,め溶液0。6立 方糎 二急速 二 加ヘテ抗元 トス

ンレ。 補盟結合反慮術式 ハ 前同同襟 プラウニ ソグ氏法

二依 ンレ。本抗元 ノ結核血清 二野ス ル 成績 ハ 須賀 井 ガ

第3報 トシテ詳細二報 告スル ガ、肺結核 患者552例 二

於 テ71%ノ 割 二陽性 ヲ示 シテ居 」レ。 而 シテ非特異反

臆iトシテ ハ ワッセルマ ン反慮強陽性非結核 血清 二就 テ

50例 ノ内弱陽性1例 、痕跡 陽性1例 ヲ示 シ他ハ全部

陰性 デアル。 前同報告 シタ 抗元 デハ 徴毒血清二封 シ

テ約80%陽 性 デ アツタ が之b比 較 ス)1/トー段 ノ進歩

デ ア)レ、然 シ乍 ラ癩 血清 二i封シテハ 爾著明 二陽性反

磨 ヲ呈 シ未 ダ癩血清 二樹ス ル非特異反磨 ヲ除去 スル

ニ至 ラナイe健 康血清 二i封スル 成績 ハ 後 日須賀井 ガ

多籔例 二就 テ詳細 報告 ヲナスガ今 日迄 ノ成績 デハ77

例 中1例 ノ弱陽性 ヲ見タンレニ 過 ギナイ。 卸チコノ成

績 カラ見,レト健康血清 二 封 ス♪レ非特異反慮 ハ非常 二

低率ナルモ ノ ト豫想 サ レル。

80.補 膿結合及感 ニ ヨル結核 ノ血清學的

診断法二關 スル研究

工【工 余 等 ノ改良抗元 ニ ヨル結核血清 ノ

補盟結合反懸成績 トノニ三 ノ考察

須 賀 井 忠 男(傳 研)
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第2同 報告 ノ余等 ノ改良 抗元 ヲ多 籔 ノ結核 患者血清

二就 テ検査 シタ成 績 ヲ報告 スジレ。

検査 シタ血清 ハ全 テ 東 京市療養所 二入院 セノレ肺結核

患者血清 デ アリ、同血清 ハ同所 ノ所長 田澤博士並 二寺

尾博士 ノ厚意 二俵 ツ テ分與 ヲ受 ケタモ ノデア,レ。叉

個 々ノ血清 二野 スノレ臨脈上 ノ所 見モ亦 同所 ノ検索 ニ

ナルモ ノデ、其 ノ記録 ハ同様 同氏等 ノ厚意 ニヨ リ分與

ヲ受 ケタモ ノデ アル.今 改良抗元 ノ補膿結合反慮成

績 ト此 ノ臨躰所見 トヲi封比 ス♪レト次 ノ標 ナ成績 ニナ

}レ。

検査総鍛 ハ 今 日迄552例 デ アツテ 其 ノ陽性率 ハ71%

デ アル。 更 二是 等 ノ成績 ヲ肺結核 ノ病期、病竈 ノ大

サ、病型、喀疲 中結核菌 ノ有無、空洞 ノ有無等 ヲ基礎

トシテ本反磨 ノ成績 ヲ分類 シテ 見ル ト次 ノ様 ニナ,レ。

部 チ肺結核 患者 ノ病 期 ヲTurban-Gerhardtノ 分類 二

從 ッテ第1期 、第2期 、第3期 二分 ケテ見,Vb本 反慮

ハ各期=於 テ32%、53%、79%ノ 割 二陽性 ヲ示 シ、

第3期 ニハ最 モ陽性奉 が高 イ。

次 二病竈 ノ大 サ ト本反慮 ノ成績 トヲ比較 スル ト病竈

ノ大 サ113以 下 デ・・48%、2/3以 下テハ61・6、313以

下 デハ78%ノ 割 二陽性率 ヲ示 メ シ、 病竈 ノ大 サノ壇

大 ス,レニ從 ヒ陽性奉 ハ高 マツテ居 ル。

次 二病型 ト血清反磨 トノ關係 ヲ検 シテ 見}レト萎縮型

デ・・50%、 増殖 型デ・・63%、 謬出型デ ・・83%、 混合

型 デハ81%デ アツテ滲 出型 二於 テハ最 モ陽性率 が著

明 二出テ居 ル。

喀疲 中結核菌 ノ有無 トノ關係 ヲ見ル ト結核菌 ヲ謹明

セルモ ノデハ血清反慮 がS1%デ 、結核菌 ヲ詮 明 シナ

イモ ノデハ57%デ アルe

空洞 トノ關係 デハ空洞 ヲ有 ス ルモノハ82・.」デ、空洞

無 キモ ノデハ61%デ アル。

以上 ノ成績 カラ 見ル ト本抗元 ノ債値 二就 テハ 多少 ノ

暗示 ヲ得 ル黙 ガアルが、其 ノ確 タル考察 ハ爾實験研究

ヲ重 ネ後 日ノ機會 二譲 ル.

81.申 川氏非抗酸性結核菌 卜

結核補艘結合笈感

今 泉 透(北 大中川内科)

脆汁酸加培養 ニヨツテ得 タル中川氏非抗酸性結核菌 ノ

食盤水 浮游液蚊 ニノイベ並 、 ク馬 プス 』 之氏 抗原

ト同檬 ニ シテ作 製匂 レ中川 氏菌 ノ安息香酸曹達浸 出

液 ヲ抗原 トシテ健 康人、結核 患者血清蚊 二葬結核牲 患

者血清 ニ ツイテ プロー ニ ング氏潅 ニヨツテ補膿 結合

反癒 ヲ行 ヒタ,レニ、結核 患者血清 ニハ頗 ル高 奉 ノ陽性

傘 ヲ得 タが 健康人蛇 二 非結核性患者血清 ニテハ殆 ン

ド陰性 ヂアツタ.此 ノ成績 ヲ同時 二施 行 セルロッホ氏

結核菌浄游液、 鴻上氏抗 原蛇 ニノイペ,レグ、 クロップ

ス トック氏抗原 ノ陽性率 二比較 スル ニ、 菌 浮游液 ヲ抗

原 トセル場合 ハ中川氏菌 ハ諏ッホ氏菌 二比 シテ 陽性率

ハ遙 二高 ク、浸 出液 ヲ抗原 トセンレ場合 ハ絵 ゆ優劣 ハ認

メラ レナ カツタ。 ソ ノ他 マ ソ トー氏反慮、病症 ノ輕

重、病型 等 ト結核補禮 結合 反慮 トノ關係 ニツイテハ何

等特殊 ノ事 ヲ認 メ得 ナ カツタ。

叉ヰ川氏菌並 ニコッホ氏菌 ヲ以 テ免疫 セ ノレ家 兎血清 ハ

中川氏菌蚊 二㍉ ホ氏菌 雪り作製 セル 雨抗 原 ト烹度 二

補膿 ヲ結合 シタ,ソ ノ結合度 ハ 雨抗原 二於 テ殆 ド差

異 ヲ認 メ得 ナ カツタ。 即脆汁酸加培養 ニヨツテコッホ

氏抗酸性結核 菌 ヨリ得 タ ンレ中川氏非抗酸性 結核菌 ハ

免疫學的 ニ ハコッホ氏結核菌 ト同等 ノ意義 ヲ有 シテヰ

ルモ ノト考ヘ ラル。

第81番 ヘ ノ追 加

大阪帝大讐學部今村 内科 藤 井 明

強毒、弱毒結核菌(強 毒菌 トシテハ傳染病研究 所牛型

菌 ヲ用 ヒ、弱毒菌 トシテ・・B、C、G菌 ヲ用 フ)ヲ以

テ同時 二、同條件 ノ下 二 「teケネー ク㍉レ」ノ「メチルア

ルコール」抗原 ヲ作 ル 強毒菌 ヨ リ得 タルモ ノヲ假 二

「S」抗原 ト稽 シ、弱毒菌 ヨリ得 タ)vモ ノヲ「R」抗原 ト

呼 プ、 諏ノ雨抗原 ヲ以 テ 結核感染家 兎血清 ト補艦結

合反慮 ヲ行 ヒ、 ライ ト、 り一 ド氏 ノ云 フ所謂抗鵤 ノ

「S/RJ「 イソデックヌjヲ定 メ家兎 ノ結核感 染輕 過中、

「SIRj「 イ ソデヅクスjノ 値 が 如何 二塑化 スル カヲ検

シタルニ、 コ ノ値 ガ(a)経 過 中大盟一定 ノ値 ヲ持ス

7レモ ノト、(b)他 方 ソノ値 が 漸次上昇 ヲ示 シ略 ミ4

-6週 デ最窩 二達 シ以下漸次下降 スンレモ ノアル ヲ認

ム 。

第81番 ヘ ノ追加 討論

大阪帝大馨 學部今村 内科 藤 井 明

實験轍 ハ爾少 キモ、弱毒菌 デ冤疫 セル家兎血清 二於 テ

モ亦強毒菌 ニテ免疫 ヤ,レ家兎血清 二於 テモイズ レノ

場 合 モ前(a)(b)え 二繹過 ヲ トjレモ ノアルヲ認 ムe

82.肺 結核 患者1二 、三血清及感 二就4テ

大阪市 立刀根 山病院(院 長 太縄博 士)

柳 澤 康 夫
青 野 義 圓

結核症 ノ診噺 、豫後判定 二向 ツテ磨用 セ ラレル非特殊
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的血 液 蚊 二血清 反 磨 ハ極 メ テ 多 イ、然 レ ドモ未 ダ是 等

ノ 目的 二向 ツ テ 完全 ナ}レ 役 割 ヲ演 ズ ル モ ノ ハ ナ イ様

デ アル。余 等 ハ 是 等 ノ 目的 二 向 ツ テ 現 今 行 ハ レテ キ

ル簡 輩 デ 且 比較 的確 實 デ アル ト云 バ レル諸 反 旛 即 チ、

赤 沈 コ ス杢 氏、 マ テ フ イ民 、高 田氏 反 磨 及 ビ血 液 滴 映

像 、赤血 球 ノ抵 抗 ヲ同 時 二或 ハ 箪一 二検 シ、他 方 臨 駄

的所 見 ヲ精 査 ヴ、彼 我 封 照 、比 較 考 究 シテ是 等 ノ諸 反

慮 ノ何 レ が臨 肱 所 見 ニー 致 シ叉 ハ銭敏 ナ ル カ、郎 チ活

動 性 結核 ノ診 断 二 向 ツテ 役 立 ツ カ ヲ 批 到 吟 味 セ ン ト

ス ル モ ノデ ア ル。

蓋 シカク ヌ ル コ トハ 結 核 ノ活 動性 診噺 二 向 ツ テ ー 根

櫨 ヲ與 フ ル デ ノ、ナ イ カ ト考 ヘ タ カ ラデ ア ル。

實験 方法 、 刀 根 山病 院 入 院 中 ノ結 核 患 者 ニ ツ イ テ實

験 ハ シタ、實 験 ノ條 件 ハ ナ ル ベ ク同一 トシタ ノハ云 フ

マデ モ ナ イ、實 験 方 法 ハ多 少 ノ改 攣 ヲ加 ヘ タ モ ノモ ア

ル ガ時 間 が ナ イ カ ラ 他 日誌 上 デ 登 表 ス ル コ ト・ シテ

實 験 ノ結果 ノ ミヲ報告 ヌ。

實 験 成 績 、(1)肺 結 核 患 者100例 ヲ揮 ビ赤 沈 、コ ヌ タ

マ テ フ イ諸 反 慮 トソ ノ中33例 ニツ キ同 時 二高 田氏 反

慮 ヲ モ槍 シタ。 ソ ノ結 果 ノ、次 ノ如 ク デ アル.

患 者 ハ100例 中臨 駄 上 停 止 性 ト認 ムベ キ モ ノ61例 進

行 性 レ認 ムベ キ モ ノ5例 、 或 ハ 停 止 性Vモ 進 行 性 ト

モ剃 定 出來 ナ イ ソノ 中間 郎 チ 混 合 性病 勢 ヲ トレル モ

ノ34二 就 イテ ノ観 察 デ ア ル。

(a)赤 沈 ト病 勢 トノ關 係

停止 性 二於 テ ノ・赤 沈 値15mm以 下 ガ多 ク 進 行 性 二傾

ク程 赤 沈 ノ促 進 度 大 ナル モ ノ ガ 壇 加 ス ノレが 停 止 性 二

於 テ モ 赤 沈 ノ促 進 ヲ 示 ス モ ノモ ア リ 叉 進 行 性 二於 テ

モ赤 沈 値 ノ15mm以 下 ノモ ノモ ア ル(第1圖),

「コス タ」反 磨 二 於 テ ハ 陰 性 率 ハ 各 病 勢 ヲ 通 ジテ 赤

沈 ヨ リ遙 二少 イ、 殊 二進 行 性 二於 テ ハ全 〃ナ イ(第2

圖)。

「マ テ フ イ
」二至 リテ ハ更 二陰 性 ハ少 イ(第3圖)e

(b)次 二赤 沈 トfコ ス タ」、赤 沈 ト「マ テフ イ」反 磨 ノ

強 サ ヲ同 ジ患 者100例 デ 比 較 シテ 見 ル ト 可成 ノ相 違

ガ ア ル、 即 チ赤 沈8m鶏 臓以 下 デ モ 「コ ス タ」ハ約69%

モ陽性 ヲ示 シ(第4圖 「マテ フ イ」デ ハ83%モ 陽 性 デ

アル(第5圖)。

(c)此 ノ100例 中33例 ハ 開 放 性 デ67例 ハ 閉 鎮性

デ アル、高 田氏 反 慮 ハ陰 性 者 ガ多 ク極 メ テ鈍 感 デ 赤沈

40mm以 下 デ ハ陽 性 者 ハナ イ、 開放 性 結 核 デ ハrマ テ

フイ」デ ハ陰性 者 ・・1人 モ ナ イ、 「=ス タ」デ ハ33例

中僅 二1人 、 赤沈 ・・15mm以 下 ガ14名 郎41%ア;レ

(第6圖)。

閉 鎮 性 結 核67例 中 「マ テ フ イ」ノ陰 性 率 ハ僅=7%、

fコ ス タ」24% 、 赤 沈 ハ52%モ ア ル(第6圖)。

以 上 ヨ リ「"?テ フI」 、 「コス タ」が鏡 敏 デ赤 沈 、高 田 氏

反 磨 ノ順 トナ ル.

開放 性結 核 ハ 其 ノ臨 肱 所 見 ハ 如 何 二 良 好 ナ リ トモ少

ク トモ菌 ヲ 喀 出 シ テヰ ル ノデ ア ツ テ 隔 離 ヲ 要 ル モ ノ

デ アル カ ラカ ・,レ場合 二 病 的反 懸 ハ 陽 性 デ ア ラ ネ バ

ナ ラナ イ ソノ意 味 デ 「マ テ フイJsfコ ス タ」ハ良 反 磨 ト

云 ヒ得,レ。

赤 沈 バ カ ク鈍 感 デ ア ル カラ注 意 ヲ要 ス ル.

然 シ閉 鎮 性結核 デ 所 謂 健 康 者 ニ ツ イ テ 是 等 ノ 反 磨 ヲ

見 ル ト次 ノ檬 デ アル。.

郎 チ 自覧 的 他畳 的症 状 モ 殆 ドナ イ 所 謂 健 康 者6例 ニ

ッ イテ見 ノレニ 赤沈 反 慮 ハ 何Vモ 健 常 値 デ 「マ テ フ4」

反 癒 ・・2例 陰 性 デ 「=ス タ」反 慮 ハ3例 陰性 デ ア」レ、從

ツテ後 ノご 反 磨 ハ鋭 敏 過 ギ,レ反 癒 ト云 ハ ネ ベナ ラ ヌ。

(2)次 ハ 「マyト ー」ノ赤 沈 二及Ptス 影 響(第7圖)

「マ ソb-jノ 皮 内 注 射 後48時 間 後 ノ赤沈 ノ愛 化 ヲ槍

シタ所 総 藪77例 中 約75%ハ 促進 或 ハ 遅 延 ス ル ノ ヲ

見 タ、 而 モ促 進 ス,レモ ノ ・方 ガ ハ ル カ ニ多 イ。

病 勢 トノ關 係 二 至 ツ テ ハ 進 行 性 二 傾 ク程 憂 化 ス ル モ

ノ少 ク停 止 性 ノモ ノ程 饗 化 ス ル モ ノ ガ多 イ、叉 赤 沈 値

ノ高 低 ヨ リ 見,レモ亦 低 イ モ ノ程饗 化 シ易 〃 而 モ 促 進

ス,Vモ ノ ・方 ガ多 イ、之 ハ 「ア レル ギ ー」b何 力關 係 九

ナ イ カ ト 考 ヘ テ ソ ノ時 ノ 「マ ソb-jノ 記 載 ノ 明 デ ア

ツ ・タ48例 デ 検 ベテ 見 ル ト「マ ン トー」9&陽 性 者16例

中15例 ハ明 二墾 化 シテ ヰ ル、 帥 チ 「ア の レギー 」ノ強

イ モ ノ程 赤沈 ハ ⊂ツ ベ ノレク リ ソ」ニ ヨ ツ テ 動 キ 易 イ 下

云 フ コ トニナ ル。

(3)血 液 滴 映 像 ヲ検 ペ タ ノ パ 別 ノ患 者53例 デ ア

,レゥ

大盟 病 勢 ト蛇 行 關 係 ヲ 有 ス)vが 爾 停 止 牲 二於 テ50%

ノ陽性 者 ガ ア,レ、 .叉赤・me値8mm以 下 デ モ42%モ 陽

性 者 が ア ル、 赤沈 ガ9-115鵬m二 於 テ モ 陰 性 ヲ示 ス

コ トモ ア ル カ ラ注 意 ヲ要 ス(第8
、 第9圖)。

然 シ概 シテ本 法 ハ 赤沈 ヨ リ鏡 敏 ナ リ ト云 ヒ得 ル。
「マ ソ トー 」反 慮 ヲ施 シテ21時 間 後 二於 テ反 慮 ノ陽 性

度 ノ愛 化 ヲ検 ベ タ モ ノ が29例 ア}レが例 鍛 ガ少 ク テ噺

定 的 ノ コ トハ 云 ハ レ ヌが 「マ ソ トー」ノ強 サ トハ 蚊lf

的 關 係 ハ持 タ ヌガ約65%ハ 愛 化 スル ノが事 實 デ而 モ
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腸性度 ノ著 明 トナル モノ ・方 が減 弱ス ルモ ノヨ リモ

遙 二多 イ(第10圖)。

(4)赤 血球 ノ抵 抗 ト病勢 トノ關係 ヲ見)V二65例 中

最小抵抗 二 著愛 ハナ イガ進行性 二傾 ク程 減弱スルモ

ノ多 ク最大 抵抗モ増強 ス ルモノが多 イ、從 ツテ抵抗間

隔 モ大 トナル傾 向 ヲ有 ス(第11圖)。

次二「マ ントー2反 癒 ヲ施 行 シテ48時 間後 本底磨 ノ攣

化 ノ状 態 ヲ見 参ルニ最小、最 大抵抗共 二愛 化 シ而 モ進

行性 ノモノ程著明デ 雨抵抗 ハ 縮小 スル モノヨ リモ延

長 ス♪レモノ ・方 が逡 二多 イ從 ツテ 抵 抗間隔モ躯 化 シ

而モ進行性 ナルモ ノ程=甚シイ(第12圖)。

以上 ノ事實 ヨ リ是 等ノ請 戻慮 ハ 活動性愛噺 二 向 ツテ

完全ナ ルモノ トハ云ハUヌ が「マテフS、 「潔スタ」反

応 ノ如 キハ可ナ リ鋭敏デ アツテ 試 ムベキ 方法 デ アリ

マ.ス4

」又何 レノ方法 モ軍一・二行 ハズ 同時 二又動 的操作 ヲ施
ゆ

ス コ トモ活動性診断 二向ツテ有意義 デ アル。

83.肺 結核 患者二於 イテ赤血球沈降速度

ワ璽動 スル種々 ナル場 合二就 イテ

井 下 勝 馬(阪 大今 村内科)

最近結 核 ノ臨 駄二於 イテハ 赤血球沈降速度(以 下輩 二

赤沈 ト記載ス)ハ 非特 異性 ナルニ拘 ラズ診断 ノ補助 ト

シテ叉豫後判 定 ノ参 考 トシテ喀疾 検査、 「ツベル〃 リ

y」反感等 ト共 二殆 ン ド鉄 ク可 カラザ)Vモ ノ ・如 キ観

ア リ。吾今村 内科 二 於 イテモ 数年來本反感 ヲ用 ヒ結

核 患者 ノ経過 二從 ツテ ソノ髪動 ヲ観察 セ リ。 傍 ツテ

如何 ナ ル場合 二促 進或 ハ遅延 スルや 叉バー般状態 卜

如何ナ ル関係 ニア)Vヤ ヲ調査 シタル 結果 ヲ報告 セJ

トヌ。

患者ハ今村 内科昭和7,8,9年 度入院外來 患者 ニテ

赤沈 ヲ2度 以上測定 セルモ ノニツキ観察 セ リ、赤沈 ノ

方法 ハ ウエスターグ レー ン民法 ヲ用 ヒ「カッツ」ノ中等

値4以 上差 ア1Vモ ノ ヲ受動 アリ トシ4以 内 ノモ ノハ

不愛 トセ リ。測定温度 ハ室温 ニ シテ 夏季 ニ八 極氏約

20度 ノ氷室 ニテ測定 セ リr患 者終末 ノ遅延 セル値 ハ

之 ヲ除外 シ女 子月経 前5日 間及 ビ月経 中測定 セル赤

沈 モ同様 除外 セ リ。

(1)安 静 二3ル 赤沈 ノ変動

此虜 二安静 ト云 フハ2週 間以 上何 ラ特殊療法及 ビ注

射 ヲ施 サズ 格別合併症起 ラズ 投薬 ノ ミニテ安静臥肱

セシメタルモノ ヲ指 スゆ

65例 中赤沈遅延 セ♪レモノ48例r促 進 セルモノ12例r

不愛 ナ ルモノ5例 ナ リ.

著 明ナ,レ遅 延例 ヲ示セバ次 ノ如 シ.

初 メノ赤 安静期間 後 ノ
1沈中等櫨 赤沈 中等値

1■1噛 男 肺尖結核68

皿■28歳 女 離 離85

皿■25歳 女 穐緩 緩77

1V■25歳 男 擁 擁6・

促進例12例 ニツキ観察セ ルニ

4週5。5

5週29

3週18

3週14.5

8例 ハ 高熱持続 セルモ ノ ニ シテ2例 ハ 血痕連続喀出

セ リ。他 ノ2例 ハ著明 ナJレ鐘化 ヲ認 メ難 シ。

(2)赤 沈 ト熱 トノ關係

熱 ハ撮氏0,3度 以上 ノ差 アル モノヲ上 昇或 ハ 下降 ト

シ以下 ハ不墾 トセ リ。

赤沈遅延例100例 中

軽度 ノ遅延(中 等値 ノ差6-15)34例

コノ中熱上昇 セルモ ノ1

下降 セルモノ18

不攣 ナルモ ノ15

中等度 ノ遅延(中 等値 ノ差16-30)42例

熱上昇 セルモノ3

下降25

不愛14

著明 二遅延 セルモノ(中等値 ノ差30以 上)24例

熱上昇

下降

不愛

赤沈促進例33

0

18

6

輕度促進(中 等値 ノ差6-15)22

熱上昇6

,,下降6

"不 痩10

中等度促進(中 等値 ノ差16一 一30)7

熱上昇1

・・下降1

"不 愛5

著明 ナル促進(中 等値 ノ差30以 上)4

熱上昇0

,,下降4

,,不饗0
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即 チ赤沈遅 延ス,レ場 合ニハ 熱 ハ 上昇 スル事少 〃多 ク

ハ下降叉ハ不憂 ナ,レニ 反 シ 赤沈 ガ促進 スル場合 ニハ

熱 ノ上昇下降相 牛パ シ著明 ナル 促進 ヲ示 シタル4例

ニッキテ観察匂 レ熱ハ 却 ツテ 下降 セ リ.何 レモ登熱

時 ニハ未 ダ赤沈促進セ ズ解熱後 二促進 セル例 ナ リ。

(3)盟 重F赤 沈 トノ關係(盟 重ハ0・3妊 以上 ノ差 ヲ

以 ツテ攣動 ア リトス)

赤沈遅延 セルモノ85例 中

盟重堆加 セルモノ

減少 匂 レモノ

不髪 ナ,レモノ

赤沈促進 セ,レモ ノ23例

盟重 堆加

膿重減少

不攣

くlv)

7

8

0

5

1

1

7

15

1

喀疾 中結核菌 トノ關係

喀疾 中結核菌ハ ガフキー氏3度 以上 ノ差 ヲ以 ツテ攣

動 アリ トシソレ以内 ノ差ハ不璽轡 セ リ。

赤沈遅延97例 中

菌数壇加3

減少28

不愛22

菌陰性 二終始 セ,レモノ44

赤就速進30例

菌撒塘 加6

減少5

不愛10

菌陰性 二終始 セルモ ノ9

即チ赤沈 ガ 遅延 セル場合 ニハ 多 クノ場合菌数減少 セ

ルカ或 ハ不愛 ニ シテ 墳加セル事 少ク 陰性 二終始 匂 レ

場合約 牛数 ナルニ 反 シ赤沈促進 セル場合 二・・菌数 ノ

増減略 く同薮 ニ シテ陰性 二終始セル 場合 ハ 略 く3分

ノ1ナ リ。

(V)赤 血球藪及 ピ血色素量 トノ關係

赤血球数及 ビ血色素量ハ10%以 上 ノ差 ア2レ場合 ヲ攣

勤 ア リトセ リ。

赤沈遅 延21例 中

赤血球敷 血色素 量

培加

減少

不愛

赤沈促進7例

14

2

5

14

2

5

堆加33

減少32

不饗12

即チ赤沈遅延 セル場合 ニ ハ 赤血球数及 ビ血色素 量ハ

培加 セル場合多 ク促進 セル場合 ニハ堪減相牛 バス。

(VI)人 工氣胸 ニヨル赤沈 ノ愛動

人工 氣胸ハ片側施行 ノ場合ノ・空氣300乃 至500蝿 ヲ、

」又雨側 二施行 ノ際 ハ 稽 く之 ヨリモ 少量 ヲ1週1同 ノ

割 ニテ施行 セ リ、10同 以上施 行セ ルモノニツキ槻 察

セ リ。、

片側64例

赤沈邊延57例

促進5例

不墾2例

促進 セ,レ5例 中1例 ハ 反野側病 勢進展 シ2例 ハ氣胸

直後 二測定 セル場合 ニ シテ 他 ノ2例 ハ 氣 胸 ヲ施行 セ

ルモ螢熱38度 二及 ピタリ。人工氣胸 ニ ヨル肋膜滲 出

液瀦溜 ヲ來 タセル2例 中1例 ハ促進1例 ハ渥延eリ 、

遅延 セル1例 ハ滲出液瀦 溜後1ケ 月 ニ テ 測定 セル値

ナ リ。

雨側5例

赤沈遅延3

促進1(病 勢増悪)

不攣1(喀 血)

人工氣胸 ヲ施 セル大部分 ノ場合 ニ ハ 赤沈渥延 セノレモ

直後 二測定 セルモ ノ或 ハ病勢墳悪、肋膜滲 出液瀦溜 セ

ル場合 ニハ促進 ス。

(皿)横 隔膜紳輕捻 除術 ニヨル赤沈 ノ愛動

赤沈遅延21例 中

手術後1週 間以内二測定1例

2週 間後 二測定 匂 レモ ノ8例

4

4-8 ,,

赤沈不璽5例

4例 ハ1週 間以 内測定

促進2例

1例 ハ1週 間以内測定

4例

8例

中 等 値 ノ差

5

9、30、5、10

6、15、20、5

6、40、20、35

40、43、16、38

41、20、14、35

1例 ハ糖尿病 ヲ合 併 セル患者ニテ病 勢進展セ リ。

帥 チ横隔膜赫経捻除術 ヲ施 行 匂 レモノ ・大部分 ・・赤
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沈遅延 シ特 二 経過 日藪 ノ 大 ナルモノ程遅 延度大 ナル

如 キ傾 向 ア リ術後1週 間以内 二測 定 セルモノハ不攣

或 ハ促進 シ逞延 セルモ ソノ差僅少 ナ リ。

第83番 ヘ ノ追加

大 阪刀根山療 養所 渡 邊 三 鄭

赤沈値 が他 ノ病況 ト如何 ナル 程度 二 同意味 ノ偏位 ヲ

ナコス カヲ見 ル コ トモ大切 デア リマスが、之 ト共 二各

事象 ガ時間 的二如何 ナル 模様 二 並行 シテ 偏位 スル カ

ト云 フコ トヲ見ルコ トモ必要 ト思 ヒマス、臨駄 ノ 日常

二就 テ各事象 ノ動 キ ヲヨク見 ツメテヰマス ト
、ドウシ

テモ膠質不安定 ノ 出現 ト潰失一般症状即 チ廣義 ノ意

味 ノ中毒症状 ノ 出現 ト清失 ニオク レテ 起 ルコ トヲ認

メザ,レヲ得 マセ ソ。 シタがツテ 活動性攣漸 ノ第 一線

二立 ッモノハ中毒現 象 ノi追及 ニア リ、非活動性 ノ診噺

モ叉中毒症状 ノ清失 ノ 確認 デナクテハ ナ リマセ ン。

コノ貼 ハ 太縄院長 ノ演説 中ニ モ特 二指摘 サレテア リ

マシタが、臨脈上大 切ナ事實 ト信 ジマヌ。

第83番 ヘ ノ追加 ヘ ワ返事

阪大今村内科 井 下 勝 馬

赤沈 が促進 セルニ 拘 ラズ 熱 ガ 上昇 セザル場 合 ヲ観察

スルニ、之ハ獲熱時 ニハ未 ダ赤沈 上昇セ ズ解熱後 初メ

テ赤沈促進 匂 レナ リ。

故 二赤沈促進 スル 場合 ニハ 螢熱 二遅 レテ 促進 スル傾

向 ア リ.

84.赤 沈健常値又ハ境界値 ヲ示 ス

肺結 核患者 ノ臨淋的観察

大 阪市立刀根山病 院(院長 太縄博士)

柳 澤 康 夫
橋 本 啓 一

赤血球沈降反磨 ハ 結核症 ノ診噺及豫 後判 定 二向 ツテ

最 モ有力 ナルー補助反慮 トセラ レ最 モ廣 〃 磨用 セ ラ

レテ駒 レ。然 レドモ活動性 結核 ニ シ テ本 反磨健 常値

ヲ示ス事 アルハ吾 人 ノ屡 ミ目撃 スル 所 デ アル。 從 ツ

テ ヵクノ如 ク 赤沈低値 ヲ示ス 肺結核 患者 が如何 ナル

臨 脈的症状 ヲ 示スモノナル カヲ吟味 スルハ有意義 ノ

事 デアル。 コレが吾人 ノ検査 ノ目的デアル。

検 査方法及 ビ検査材料。 患者 ハ全部、 刀根 山病院入

院 中ノモ ノデアル。 検 査 ノ方法、 反磨 ノ憂 化叉 ハ 程

度 ノ標識 ハ時間 がナイノデ述 ベナイ。 唯是等 ノ條件

ハ同一 トシタノハ申 ス迄 モナ イ。

(1)實 験 ノ順序 トシテ 先 ヅ 喀疾中 ノ結核菌 ト赤沈

反慮 トヲ 同時 二調 ベテ 見 タ。喀嬢 中ノ顯微鏡下 デー

度 デ見付 カラヌ時 ニハ籔 日反復検査 シ テ 伺詮 明出來

ヌ時 ハ陰 性 トシタ。 赤沈 ハ ウヱスター グレ ン氏法ニ ョ

リ、 中間値8粍 迄 ヲ 健常値、9-15粍 迄 ヲ境界値、

16-25粍 ヲ弱促進、26-40粍 ヲ中促進、41粍 以上

ヲ強促 進 トシタ。

680例 中約61%ハ 開放 性 デ29%ハ 閉鎮性 デアッタ。

赤沈 トノ關係 ヲ見ル ニ、開放性患者415例 中健常値 ヲ

示 ス者47例 即チ11。3%、 境 界値 ヲ示ス者31例(7.5

%)、 合 セテ78例(18。8%)デ ア,レ。 即 チ開放性結核

ノ約5分 ノ1弱 ハ 赤沈値15粍 以下 ト認 メネバナラ

ヌ。閉鎮性結核 二於 テハ 殆 ド之 ト逆 關係 ニアル。赤

沈 ト熱型 トノ關係 ヲ見ルニ、大髄熱 ノ高 イモノ程赤沈

促進 率 ハ多 イガ、 微熱叉 ハ卒熱 患者 二於 テモ 夫 々約

56%、37%ノ 中等度以上 ノ促進 ヲ見 ル。

熱 ト喀疾 中ノ結核 菌 ノ有無 トノ 關係 ヲ 見,レニ 亦熱 ノ

高 イ者程結核 菌陽性 ハ 増加 スノレが 無熱患者154例 中

陰性 陽性相 牛バス,レハ注 意 ヲ要 ス。

(2)次 二開放性 デ赤沈 低値 ヲ示ス78例 二就 テノ観

察デァル ガ、一部 ノ・、末期患 者デア リ、叉 ハ他 ノ色 々

ノ都 合デ 充分検査 が 出來 ナイカツタ ノデ 除外スル。

臨肱 的ニハ、熱、禮重、咳漱、喀疾、胸部所見 ヲ精査

シ必要 アルモ ノハ 「レソ トゲ ソ」撮影 ヲナ シ、 外 二血

歴、肺 活量 ヲモ併 セテ検 査 シタ、赤沈 反慮 ノ、4ケ 月來

低値 ヲ示 ジタモノ カ或 ハ初 メハ 高 ク トモ漸次下降 シ

テ15粍 以下 ニナツタモ ノデアル。

コノ部類 二團 ヌ・ル患者66例 中 ニ モ 微熱患者ハ50%

モア リ、中熱患 者が6%ア ル。禮重 ノ・減少 シタモノが

ナク不愛叉 ハ増加 シテ居 リ、榮養状態 ハ比較 的 ヨイ。

血歴 ト肺 活量 ヲ測定 シタモノガ53例 アツタガ肺活量

ガ25%以 上減少 シテヰルモ ノガ51例 アツタ。 赤沈

ヲ健 常値 ト箋界値 トニ分 ケテ見,レト、前者 ヨ リ後者 ノ

方 が肺活 量ノ減少度 ノ強 イモノが 多 イノハ 言 ヲ挨タ

ナイ。血歴 ハ低下 ス;レラ ノ多 ク、最高及 ビ最低血歴 ノ

共 二低下 スルモ ノ、叉 ハ最低 ノ ミ低下ヌ ルモノヲ合 セ

ル ト82%デ ア,レ。=ノ 中デ モ赤沈 境界値 ヲ示ス者 ノ

方 が健常値 ヲ示 スモ ノヨリ低下率 ノ・多 イ。 即 チカ'

ル患者 二於 テ モ 纒 殊 二最低血 歴 ノ低 下スル モノガ

多 イ事 ハ自ラ明 カデアル。

(3)更 ニコノ中観察4ケ 月間赤沈値 ノ・常 二15粍 以

下 デアツタ開放性結核 ノ19例 ノ検査成績 ヲノベル。

即 チ熱 ハ微 熱 ヲ訴ヘル モノ、無熱 ノ者等 ハ多イガ時 ト

シテハ中熱 ノモノがアル。 盟重 ハ減少 スル・モ ノナク、
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共 ノ他 ノ中毒症状 モ輕度 デブ リ、内臓反射症状 モ輕度

ノ者 が多 イ。然 ルニ肺所見 ハ理學的 二可成 り著明 デ、

肺浩量 ノ・減少 シ、血歴殊 二最 低血歴 バー般 二低下 シテ

ヰ,レ。 カ ・ル者 ニ マテフィー反慮、 コスタ反磨 ヲ シテ

見」レト、前者 デハ総 テ陽性 デ後 者デハ陰性者2例 アル

ノ ミ。 尿 デ ハ ワイス反磨 ハ殆 ド陰性 デ「ウロビ リソ」

ノ陽性 がカナ リアル。

(4)以 上 ノ事實 ヲ 総指ス ル ト開放性結核 ニ シテ赤

沈値 ノ低 イモ ノハ 熱ハ 微熱 ヲ訴ヘルモ ノハ 相當 アル

ガ無熱 ノ者多 ク、脂重ハ減少 スルモノ殆 ドナク、榮養

状態 ハ比較 的 ヨイ.其 他 中毒 、内臓反封症状 モ輕度 デ

アルが、理學 的所 見バ カナ リ著明 デアル。 勿論輕 度ナ

ルモ ノモアル。血膣 バー般 二低下 シ、肺活量ハ減少 シ

テキ,レ.マ テ フ.一、 コスタ雨反慮 ハ殆 ド陽性 デ ア

ル。換言 ス レバ、開放性結核 デア リ臨躰上叉ハ2.3血

清反癒 デハ陽性デ アノレが、経過 ハ比較的良好 デアンレ。

從 ツテ赤沈反慮 ハ豫後 ノ朔定 ニノ、役 二立 ツが 活動性

結核 ノ診噺 ニハ極 メテ 鈍感 ナル 場合 ノアル事 モ知 ラ

ネバナラヌ。

第82番 ヘ ノ追加 慶磨内科 長 井 盛 至

只今・ノ講演 ハ贋般 二亙 ツタ 立派 ナ 御 報告 デア リマシ

タ が私 ハ 多少違 ツタ 方面 ニッィテ 観察 シマ シタヵラ

追加 シマス。

湘南「サナ トリz一ム」ノ入 院患者302人 ノニ雫均7ケ 月

間 ノ経過 中、毎同(但 毎月1同 検査)正 常櫃(男1-4、

女1-8)ヲ 呈 セ7レモ42名 、 即チ13、9%ア リマ シ,タ、

コノ赤沈 正常患者 二就 キ期別、咳漱、喀疾、開放性、

熱、喀血、肋膜炎経過 者、結核 家族歴所有者、経過等

ノ諸黙 ニッキ観察 ヲ行 ヒマシタ。 ソノ圭 ナル鮎 ヲノ

ベマス ト、喀疾喀 出者61.9%(同 所 二於 ケルー般肺結

核患者 トノ比 ・・100封79ノ 割 デ砂 ク、 喀疾量 ・・一般

患者 ノ314(當 「サナ トリュー ム」療法 デヨク減少 ス)開

放性患者ハ9.5%デ 甚 ダ欝 ク、 一般 トノ比ハ100封

18、有 熱者(37度 以上)勘 〃 、 一般患者bノ 比 ・・100

封28、 然 シ興味 アル鮎 ノ、所謂喀血患者(血疾 ヲ除 ク)

ノ卒約34%デ 、 之バー般肺結 核患者 ト同奉 デ アルコ

トデア リマス。

85.超 生睡染色法 ニヨル肺結核 患者 ノ

淋巴球 輩棲球比及軍核球絶劃数

大 阪市 立刀根山病院 農 野 昇 義

大 阪市立刀根山病院 入院 患者 二就 テLIM及M絶 野

敬 ヲ調査 シタ成績 ヲ報告ス.今 日行 ハル ・ 白血球 ノ

超生盟染色法 ハ 薮量的計算 ニハ 不正確 ナ リト云 フ人

アル モ演 者ニ ヨレバ實験誤差LIMヲ 以 テスルニo.1

以下 ノモ ノナ リ。成績 ノ、表 二 示 ス如 シゆ重 症ハ進行

性 ノ者ナ レ ドモ末 期 ノ者 ハ加 ヘズ、中等症 ハ明 ナ胸部

所 見ヲ有スルモ停止性或 ハ緩慢 進行性 ノモノ、輕症 ハ

活動性 ナ所 見明デナ イモ ノデ 赤沈10mm以 下 ノ者 が

牟数 ナ リ。大禮 二於テ病 勢 ノ増進 ト共 二LIM減 少 ス

}レ場合堆加 シ、且 ツ病勢 ト共 二減少 ノ程度大 ナルヲ認

ム。中等症 二於 テL/M正 常 ノ者 ト彊度減少(柵)ノ 者

ヲ比較 スルニ 正常 ナル 者 ノ方 ガ 病竈小 ナルづ ト明 ナ

リeシ カシLIM或 ・・M絶 封撒 二早期診噺上 ノ債値

ヲ認 メル コトハ 困難 ノ ヤ ウデアル.尚 今後観察 ヲ績

ケテ後 二本槍査 ノ活動性補助診断法 トシテ ノ債値 ヲ

批剣 シタイ ト考ヘ ルガ、 今 日ノ成績 ノ ミニ ヨレバ、

LIM或 ・・M絶i封 敷 ノ明ナ 攣化 ヲ認 メタ 場合 ニハ活

動性判定上相等確實 ナ 資料 タ リ得 ルモ ノ ト認 メテ可

ナ ラy.

LIM健 康 輕症 中等症 重症

茸3.3(一)
100%

(11名)

70%

(17名)

19%

(4名)

3.2-2.5(+)
25%

(6名)

45%

(10名)

50%

(4名)

2.4-1.5(粁)
5%

(1名)

23%

(5名)

12%

(1名)

くL5(柵)
13%

(3名)

38%

(3名)

計 (11名) (24名) (22名)(8名)

86。 肺結核患者重症瀕死時 二於 ケル

赤血球沈隆速度 ノ推移 二就 テ

岩手磐學 專門學 校内科敏室

木 村 圭 一
田 村 彰

瀕 死時重症肺結核患者 ノ赤沈速度 が 高値 ノマ ・死 二

至 ル者 ト、死前低値 ヲ取 リ殆yド 正常値 ニテ死亡 スル

者 ノニ型 ノ存 ス ル事 ハ 既 二諸家 二 俵 リテ 指摘 セラ レ

タ,レ所 ナ リ.今 度余等 モ結 核患者 ニ シテ、死亡 時迄観

察ス世事 ヲ得 タル36名 及 ビソノ中30名 ノ「vy5ゲ

ソ」所見 トヲ相封照 シテ得 タル結 果 ヲ報告 シ、大 方 ノ

御叱正 ヲ乞 フ次第 ナ リ.

検査 ハウ.-nez一 グvソ 氏法 二s}」、 室濃 二於 テ1

時間 ノ誼 ミヲ取 レリ。

吾 々ハ赤沈速度 ノ状態 ヨ リ、瀕死時赤沈速度 ノ正常値

ヲ示セ,レモ ノト、 瀕死時高値 ヲ 示セルモ ノ トヲ大別
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シ、更 二前 者 ノ中死 期 二近 ヅ グ ニ從 ヒ漸 減 セル モ ノ ト

死 前 急 減 セ ル モ ノ トヲ 匠 別 シ、 後 者 ノ 中全 経 過 中高

値 ヲ示 セル モ ノ ト、 初 メ 漸 減 ヲ 示 シ、死 前 急 二 堆 加

セ ル モ ノ トヲ匠 別 セ リ。 是 等 ヲ 便 宜 上1型 、1ノ 型 、

ll型 、 皿ノ型 ト名総 ヲ附 シタ ル ガ、 コvラ ノ 割 合 ハ1

型11例 ニ シテ30.6%、1!型4例 ニ シテ11.1%、 合

計41.6%、 皿型13例 ニ シテ36,1%、 皿ノ型8例 ニ シ

テ22.2%、 合 計58.3%ナ リキ。圖 ハ 各型 ノ李 均 ヲ ト

ツ テ 作 リタ ル 曲線 デ ア ル.
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力 〃 ノ如 キ 赤沈 速 度 二愛 化 ヲ 生 ズ ル ハ 如 何 ナ ル 因子

ニ ヨル カ ト云 ヘ バ、 熊 谷 敏授 ハ 生物 反 慮 二 陰性 「ア ネ

ル ギrア ル如 ク、 「カヘ キ シー」ヲ起 セ ル時 ハ 病 勢 ト

反封 二却 ツ テ減 少 シテ來 ル事 ヲ指 摘 セ ラ レ、勝 沼敏 授

ハ赤 沈 速 度 ハ死 亡前 約1ケ 月 ヨ リ死 亡 二至 ル迄= 、ニ

ツ ノ山 ヲ作 リ、第 ニ ノ山 ヲ登 ル時 期 ハ膿 力消 耗 シテ僅

ナ條 件 二 依 リテ死 ヲ來 シ得 ル カ ラ、此 ノ時 期 二死 亡 シ

タ ル 者 ハ赤 沈 速 度 高値 ヲ示 ス モ ノ ト説 明 セ ラ レタ リ.

吾 々 モ 赤沈 速 度 が 色 々 ノ形 ヲ示 ス事 ノ理 由 ヲ訊 明 セ

ン ト試 ミ、先 ヅ種 々ナ ル 自畳 的及 ビ他畳 的症 状(喀 疾 、

結 核 菌 、 喀 血 、 貧 血 、 「チ ア ノ'-t・j、 浮 腫)ヲ 比 較

ヤ ル ニ1型 及 ビll型 間 二 特 別 ノ 異 動 ア ル トハ 思 ハ レ

ズ、 從 ッ テ1型 、ll型 ノ差 異 ハ コVラ ノ 自畳 的 、他 畳

的症 状 ニ ヨ リテ左 右 サ レル モ ノ トハ思 ハ レザ リキ。

俵 ツ テ20名 ノ 「vソ トゲ ン」所 見 ニ ヨ リ検 査 シタ ル ニ

次 ノ如 キ興 味 ア ル事 實 二遭 遇 セ リ。 赤沈 型 ト「レ ソ ト

ゲ ソ」所 見bノ 關 係 へ1型 ・・5名 ニ シ テ、 其 ノ中血

行 撤 布 型4名(80。0%)、 撒布 余渥i潤 型1名(20.0%)ナ

リ◎

1ノ型 ハ3名 ニ シテ血 行 撒 布 型 、 撒 布 兼 浸 潤 型 、 覆 潤

型各1名 ニ シテ33.3%宛 ナ リ。

ll型 ・・6名 ニ シテ浸潤型6名(100.0%)ニ シテ、血行

撒布型 ハ1名 モナ ク、 皿ノ型 ハ同 ジク6名 ニ シテ浸潤

型4名(66.6%)、 血行撤布癒合型2名(33.3%)ナ リ

キ。

結 論

第1型 二囑 スル者 ハ血行撒布乃至粟粒結核 ニ シテ、第

正型 ハ浸潤型 二 閣 ス ル毛 ノ大 多数 ナ リキ。 ヨツテ肺

結核重症瀕死時 二於 ケ ル 赤沈 速度 ノ推 移ハ肺瘍骸生

機縛 ニ ヨリ其 ノ差異 ヲ來 スモ ノ ト認 メ ラル。

爾赤沈速度 ニ ヨル 豫 後及 ビ死期列定 ハ 次 ノ如 〃考^

ラル、郎チ重症肺結核患 者 ノ寝潤 型 ノモノハ赤沈速度

ノ ミニ ヨリテハ死期 ヲ殆 ソ ド豫知 スル事能 ハザ レド

モ、血行撒布型 ノ者 二於 テハ第1型 ヲトリ、約2ケ 月

前 ヨリ減少 ヲ示 ス故 二 其 ノ死期 ヲ大盟豫知 スル事可

能 ナ,レモ ノ ・如 シ。

又重症 ニテ正常値 ヲ トレル場合 ハ2、3日 中 二死亡ス

ンレモ ノ ト見テ差支 ヘナキモノ ・如 シ。

第66番^ノ 追加 今村 内科 井 下 勝 馬

肺結患 者赤沈終末遅延現象 が絡末浮腫著 明 ナ ル 者二

多キコ トヲ認 メテヰマス。 之 ヲ キ リン民 ノ浮 腫消裾

ト共 二赤沈 ハ促進 ス,レト云 フ報告 ト考 へ合 セ 興味 ア

ル事 ト思 ピー言 ノ追加 ヲナス。

87.結 核性肺疾患 ノ早期診断 上昌於 ケル

週間械温、赤血球沈 隆速 度並 二肺 活量

測 定併用 ワ債値

當 藤庶 壽(京囎 靹 科)
一般理學的所 見ノ他胸部 「レン トグ ン」鳥眞、赤血球沈

降速度、肺活量、網状 赤血球、白血球像、並 二週間検

温等 ニ ヨル 綜合的早期診噺法 ヲー 見健 康ナ,レ青少年

並 二外來患者 二就 キテ實施 中理學 的所 見、 「レントゲ

ソ」爲 翼、 白血球像、 網状赤 血球検索 等ニ ヨOテ 結核

性肺疾患 ヲ剣槍 サル ・患者ハ 僅少 ノ例 外 ヲ 除 イテハ

週間槍温、赤血球沈降速 度、肺活 量 二少 〃モ ソノ何 γ

カニ異状 ヲ呈 スル ヲ見、週間槍温、赤血球沈降速度、

肺活量測定 ノ併用 ノミニ ヨリテ 得 タル 結果 ト前記綜

合的早期診噺法 ニ ヨリテ 得 タル 結果 トヲ統計 ニ ヨリ

テ比較槍討 シ、前者 ノ後 者二封 スル地位 ヲ明 カニ シ以

テ綜合 的早期診漸法 ノ簡易化 二資 セ ソ トス。

第87番 ヘ ノ追加 今村 内科 井 下 勝 馬

私共 モ昨年府 下某工場 ニテ從業 員約4000人 ニツキ盟
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格検査 ヲナセルニ 赤沈 ガ 促進 セルモノ多 々ア リ.ソ

ノ中中等値 が30以 上 ノモ ノニツキX線 瞼査 ヲナセル

ニ結核性 陰影 ヲ認 メタルモノ 相當ア リタ リ。 禮温 ヲ

測定 セルニ37度 以上 ノモノモ相當 ア リタ1レモ多クハ

健康 ト思ハルモノナ リ。

之 ハ勢働 等環境 ノ相違 ニヨルナ ラソカ.

88.網 欺赤血球薮戴 二其 ノ型 ノ結核性

肺疾患早期診断 トニ於 ケル債値

崔 英 植(京城讐 專内科)

我 が内科敏室ハ、昭和9年 日本結核病學會 二於 テ、打

診、1隠診、「vン トグ ン」鳥 眞、盟温、赤血球沈降速 度、

肺活量、白血球 等 ノ綜合 的早期診断法 ノ所謂健 康者 中

ノ結核剃検 上償値 アル所以 ヲ、獲表 セ リ。此度、余 ハ

昭和9年4月 以來、多倣 ノ外観上健康 ナル中學 校、女

學校、 師範學校、寡門學校、生徒蛇 ビニ各期 二於 ケル

結核性肺疾患患者 二就 イテ、上記 ノ綜合 的早期診断法

ヲ行 ヒ、ソレ ト蛇行 シテ、網状 赤血球並 二其 ノ型 ノ憂

動 ヲ検索 セ シガ、之 ガ同疾患 ノ豫 後剣定 ノ外 二、早期

診噺上、簡軍ナルー補助 トシテ、臨肱上債値 アル コ ト

ヲ知 リ、鼓 二之 ヲ登表 シテ、先輩諸氏 ノ御批判 ヲ仰 ガ

ン トス。

第88番 ヘノ追加

刀根 山療養所 早 川 芳 鄭

網状赤血球 出現率ハ病 勢 トハ 必 シモー致 シマセ ソガ、

初期患者二於 テモ 既 二比較 的多ク 出現 ス。網状赤血

球出現率ハ赤沈 トハ必 ズ シモ卒行 セズ、 但 シ赤沈40

以上 ノ患者ハ 出現 卒ハ高 イe血 色素量 ガ100%以 下

ニナル ト、出現卒ハ比較 的多クナル様 二思 ヒマヌ。網

状 赤血球 ノ各型 ノ分 チ方 ・・非常 二困難 デ ア リ、叉移行

型 が多 イカラ、各型 ノ出現%ヲ 診噺 ノ資 ニスル コ トハ

非常』愼重デナケ レバナラナ イ ト思 ヒマス.

89.肺 結核早期診断上 二於 ケル

白血球像楡索 ノ債値

小 野 方(京 城磐專内科)

肺結核患者 ノ白血球像研究ハ 赦躯 二逞 ア ラザルモ 何

レモ既 二登病 セル 患 者ニツキテ 検索サ レタルモノ多

ク、症状 ヲ自覧 セメ外観上 モ亦健 康ナル青少年 ノ結核

罹病者ニッキテ 早期診断的 二行 ハ レシ業績少 キニ鑑

ミ、余ハ中學校、女學校、師範學校及 ビ專門學校生徒

並 二外來 ノ 初期 患者ニツキ 中性 白血球 ヲ1核 型乃至

6核 型 二分類 シテ白血球核移動 ノ検索 ヲ行 ヒ、更 二卒

均核分葉数 ヲ算 出 シ其 レガ 早期診噺上 二於 ヶル債値

ヲ考察 セ リ.

伺併 セテ從來行 ヒ來 リシ シリソグ氏法及 ビヱ之 ネット

氏法 二俵 ル核 移動 トノ比較研究 ヲ途 ゲ 鼓 ニ ソノ結果

ヲ報告 シ之 ガ早期診噺上 二於 ケノレ得失 ヲ論 ぜ ソ トス.

90。 肺結核患者 二於 ケル白血 球藪二就 テ

倉 金 五 郎(金 澤市若松療 養所)

1.血 液 中白血球 ノ算定 二 際 シテハ 算定 ノ方法 ニョ

ツテ不測 ノ著 シク誤 リヲ來 シテ 成績 ヲ不 明ナ ラ シメ

ルコ トガ多 々存 スル.

本報告 二於 テハ 演 者ノ前 同ノ報告血液像 ヨ リ観 タル

肺結 核 二就 テノ績報 トシテ、特 ニコノ黙 ヲ考慮 シ、比

較 的精細 ナル研究方法 ヲ以 テセル 肺結核患者 白血球

総藪 二就 テノ成績 ヲ號表スル.

1.被 検症例ノ・當療 養所敢容 患者二團 スル、前回 二於

テ樹照 二比 シ明 カニ 白血球過多 ヲ謹 明セルハ僅 カニ

其 ノ30%二 充 タザ リシモ、本研 究 二於 テハ患者例60

%二 之 ヲ謹明 シウルコ トヲ知 ツタ.

1.本 成績 二於 テ ハ 白血球 過多 が讐 リ屡:滲 出型 二

於 テ認 メ ラルコ ト病竈 ノ廣汎 ニ シテ 経過不良 ナ」レモ

ノニ於テ 寡 ラ認 メ ラル コ トが 愈 ζ明瞭 ナルロ トヲ得

タ。

1.白 血球壌多 ト奉均核分葉撒 トノ間 ニハ ー般 二著

明ノ相關 ヲ認 メ得ナ カッタ が、之 ヲ性 別 二考察スル ト

女子 二於 テ 雨者 ノ間 二 些逆相 關 ノ傾 向 ヲ有 スルモ ノ

ノ如 クデアル、疾病 二i封ス ル男女 受感性 ノ相違 ニ ヨ7レ

ー ツノ現 レナルペキ カ
、今後 ノ研究 ヲ要 スノレ。

91,「 ヴィタ …ン」1》訣乏食飼養 ガ動物結楼

菌 人工感染二劃 スル影響 二就 テ

東京帝國大學讐學部島薗内科教室

中 島 紀 行

余 ハ島薗敢授御指導 ノ下 二白鼠 ヲ「ヴィタ ミy」D猷 乏

食 ニテ飼養 シ、之 二結核菌 ヲ接種 シテ其 抵抗力 二就 テ

楡 匂 レ結果 ヲ報告ス.

實験動物 トシテ・・「ツベ'レク リソ仮 慮陰性 ノ盟重30

--40瓦 ノ白鼠 ヲ使用 シ
、食餌 トシテハStee油ock氏

ノ「ヴィタ ミン」D訣 乏食餌 ヲ基本 トセルモ ノヲ用 ヒ、

玉蜀黍粉73%、 燵麩末20%、 「バター」油2%fエ ビ

オス」1%、 食 盤ユ%、 炭酸fカ ルチ ウムJ3% 、 ヲ

混和 シ、 之二「ヅィタ ミソ」Dヲ 添加 セルモノヲ封照 ト

セ リ。食餌 ハ動物ン 欲 スル艦 二 撮 ラ シメ毎 日1同 之

ヲ給ス、第1日 ハ好 食スルモ、第2日 ハ多量 二之 ヲ残

入 第3日 以後ハ次第 二馴yテ 乾燥量 ニテ1日 約10
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第1表 脛 骨 基 端 間 隙
,

＼ ＼ 絢欝 肇位
＼ 、mm

食 ＼
餌
別 ＼ ＼

以
下

OQ2010辞

0.40

0.21

サ
0.40

念珠形成

1
0.64

0●41}0栖

0.99

LOO
i

1.49

1.50
{

1.99

'2
。00

1

2.50

2も5

以

上

一 一 十 朴 柵 柵} 柵 柵 柵

1「ヴィタ ミ物D飲 乏食

{

26 18 55 31 13

、811%虚
U

5.4%

2匹

0.9%112.8% 8.9% 272% 153% 6.4%

磐1.7% 782%
ヂヴィタ ミ ソJD鉄 乏 食 加

1萬 分 ノ1mg「 ヴィタ ミ
ソJD

42 11 4

9朔3 4.、%ト 、。1% 1」58.3%15.2% 5翻 毒 ト翻
73.6%

一__}
'】 】

26.3%
}㎜}皿 皿}禰_　 ___　 w-一_

蓼

】

「ヴィタ ミ ンJD鉄 乏 食 加

1『F分 ノ1π 澄g「ヴィタ ミ
ンJD

66 3 [i}}㎜

_」__95.6% 4.3%

}1

試 験 食 開 始 後50-70日 目 ノ「レ ソbゲ ン」像 ニ ヨル 焦黙 距 離65cm

一20瓦 ヲ掘 取 ス。 動物 ハ 飼 養 日数 ノ進 行 ト共 二元 氣

ヲ失 ヒ3-4週 二至vバvソ トゲ ン線 ニ テ骨 儲 二絢 霞

病 性 墾 化 ヲ認 メ、艦 毛 ハ粗懸 トナ リ光 澤 ヲ失 ヒ、骨 罷

ハ憂 化 高 度 ナ ル モ ノハ 耳 翼、 尾 部 ノ 皮 膚 ハ 蒼 白 トナ

ル、 骨 性 腕 、膝 關 節 ノ腫 脹 、念 珠 形 成 ヲ見 ル ニ及 ビ動

物 ノ運 動不 活 澄 トナ リ、歩 行 ハ蹄 蹴 ニ シテ多 ク ハ籠 ノ

ー 隅 二躍 鋸 ス。 更 二進 行 セバ 鵬 重 ハ 停 止 叉 ハ 減 少 シ、

歩行 困難 、胸 廓 ノ墾 型 ヲ來 シ、呼 吸 困 難 二昭 リ、 口唇

ノ「チ ァ ノー ゼ」ヲ起 シ、衰 弱 加バ リ死 亡 ス 。 病 愛 ノ程

度 ・・大 盤Schultz氏 二從 ツ テ 定 ム、 罹 患 率 ノ・202匹

ノ實 験 動 物 二於 テ158匹 帥78%ナ リ(第1表)。

上 違 ノ食 餌 ノ外 二毎 日1/1000mg照 射 「エ ル ゴ ス テ リ

ソA(「 ヴィが ソ トーiレ」、 理研 「ヴィタ ー ミ ンjD)ヲ 投與

ス ル 時 ハ 完 全 二 絢僕 病 攣 化 ヲ豫 防 シ得 。 以 上 各 脛々

骨 端 二於 ク 」レlinetestヲ 行 ピタ リfi盟 重 ノ場 加 率 ノ・

「ヴィタ ミソ」D猷 乏 食 ト完 全 食 飼養hノ 間 二大 差 ナ ク

共 二李 均1日 約0。5瓦 ナ リ。

結 核 菌 ノ・傳 染 病 研 究 所 ノ佐 藤 敏 授 ヨ リ 分 與 ヲ受 ク タ

ル人 型 結 核 菌 上 池三 代 菌株 ニ シ テ、 其 「グ リセ リ ン、

ブ イ ヨ ソ」培養 約3週 ノ菌 苔 ヲ圭 トシテ 腹 腔 内 二少 数

ハ 之 ヲ左 側 大 腿 内側 皮 下 二接 種 セ リ。 第1同 試験 ハ

試 験 食 開 始 後 第4日 目二 菌 苔10mgヲ 皮 下 二、第2同

ノ・第66日 目二5mgヲ 腹腔 入 二、 其 後 第7同 マデ ノ

試験 ハ 第30日 目前後 二5mg或 ・・2。5mgヲ 腹 腔 内 二

接 種 セ リ。

・其結 果 全 試 験 ヲ 癒 ジテ ノ死 亡 率 ヲ 見 ル ニ1110000mg

「ヴィタ ミソ」Dヲ 添 加 セ 」VモノハD鉄 乏 群=比 シ テ大

差 ナ キモ111000mg「 ヴィタ ミン」Dヲ 添 加 セ ル 完金

食 群 二於 テ ハ死 亡 率 稽 く少 シ(第2表)、

第2表 接種後3週 以後 二於 ケル死亡率

食 餌
種 別

[ぎ癖 課 「ヅ。タ ミ ソ」D

飲 乏食+「 ヴ。
タ ミソ」D1圓

量0.001m9

総 倣 108i61 52

死亡卒 61t35 25

% 56,48i57.37 48.07

是等動物 ノ解 剖所見 ノ・接種後 早期 二 死亡 セルモノハ

圭 トシテ局所 ノ愛化 二止 マ リ、腹腔内接種 ノ際ハ大網

膜ノ・捲 キ上 リ大 ナル 腫瘍 ヲ形成 シ 中心 二乾酪愛性 ヲ

起 シ、各淋 巴腺ハ肥大、乾酪髪性 ヲ來 タセルモ肺臓 ニ

ハ病 墾 ヲ認 メズ、然 ルニ後期 二死亡 セルモノハ肺臓 二

病墾 ヲ起 シ腹 腔内淋巴腺 ノ肥大、 乾酪墾性ハ 稀デア

ル、肺臓 二結核病攣 ヲ肉眼的 二認 ムル時期 ハ接種後大

盟3週 間 目以後デ アル(第3表)。 肺臓 ノ病攣ノ・全實

験 ヲ通 ジテ 粟粒結核デ、結 節 ノ小 ニ シテ 撒少ナキモ

ノ、大 ニ シテ轍多 キモ ノ、及 ビ共 中間 ノモノ等 アリテ

第3表 接種後肺臓=肉 眼的結核

病愛 ヲ認 メ ル期 間

i鞭委櫨 讐 禺
纏 欧25

雛鞭 二
25

22181820

土 二
〇20 糊 講

10711913

2。5mg

腹 腔 内

結核ノ
有無

} 十
一

〇

二
6

士
1

二
〇

±
1

二
1

1

士
18

二±
Oi1310

1 7rT▼
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第4表 肺臓二於クル結核病攣ノ比較

食 餌 例
「ヴィタ ミ ン」D訣 乏

食

「ヴィタ ミ ソ」D訣 乏

食+「 ヴィタ ミ ソ」D
lE量0.0001mg

「ヴィタ ミソ」D鉄 乏

食+「 ヴィタ ミ ソ」D
1日 量0.001塒9

「ヅィタ ミ ソ」D鼠 芝「

食+「 ヴ。タ ミ物D

1日 量0,01mg

結核菌腹腔内接種後
日薮 +臣 帯 +i州 榊 +臣1柵 +什i惜

第4週 二死 セ ル モ ノ 10 1 0 3 0 0 3 0 0 !
第5,, 9 3 2 4 3 0 3 0 1 1 0 0

第6,, 1 4 1 1 5 0 2 1 0 1 0 0

44日,目 殺 0 1 0 0 3 1

第7週 二死 セ ル モ ノ 0 4 3 3 0 0
嚇

2 0 0

第8,, 0 5 2 3
}

0 0 1 1 0

60日 目殺 b 1 1 0 6 1

F

第9週 二死 セ ル モ ノ

『ゴ
1 2 2 2 0 1 0 0 0 1 0

第10,, 0
一一

〇 2 0 2 0
}

第U,, 0 0 1 2 2 0 0 1 0 1〔 ・ 0一
78日 目殺 0 1 0 0 1 0 0 】 0 1
83,, 1 0 4 1 1 1

184鱒 0

『

1 5 0 1 0 0 2

第12週 死 0 0 2 0 2 0 0 1 0 0 1 0

87日 目殺 0 2 2 0 0 】 0 2 0

第13週 死 0 1 2 Oi1 0 0 2 0 1 1 0

第14,, 一 … 1 2 0

第15,, 0 0 1 1 0 0

第16,, 0 0 2 0 1 0

114日 目殺一 1 、、18 3 2 1 6 9 4

曜

彰

第17週 死 0 1 0

第18,,
}

0 0 1 210 0

147日 目殺 0 0 2 0 1 0 i

第21週 死 0 0 1

ト

合 計 23 36 43 22 31 5 20 24 7
}6 5 0

% 22 35 42 37 53 8 39} 47 13154} 45 0

是 等 ヲ夫 々(十)(什)(柵)ヲ 以 テ表 シ、総 括 シテ 見 ル時

パ ヴィタ ミン」D鉄 乏 食 飼 養群=於 テ ハ(十)22%、

(什)35%、(柵 ノ42%ノ 如 ク病 攣 ノ高 度 ナ ル者 多 キ ニ

反 シテ1/IQOOmg「 ヴィタ ミ ソJDヲ 添 加 セ ル 完 全 食 群

ニ テ 夫 々39% 、47%、13%ニ シテ 高 度 ナ)レ 者 少 シ

(第4表)。 内籔 例 二 就 テ 肺 臓 ノ組 織 的観 察 ヲ行 ヒタ

ル ニ肉 眼 的所 見 トー 致 セ リ。

以 上 ノ賓験 ニ ヨ リ シテ 「ヴィタ ミ ソ」D鉄 乏 食 飼 養 白鼠

ガ結 核 菌 人 工感 染 二樹 シ テ 抵 抗 カ ノ減 退 ス ル ヲ認 メ

タ リ。

92.肺 結 楼1肝 油 「Fマ トj汁療 法

西 垣 明 治

肝 油 「bマbJ汁 療 法 ノ、McConkeyニ ヨ ツ テ、 腸結

核 ノ治療 及 ビ豫 防 二数 ア リ ト報 告 セ ラ レテ以 來 、所 々

二於 テi追試 セラV、相 當腸結核 ノ治療 二有数 デ アル コ

トハ、廣 ク認 メ ラレテ居 ル所 デア リマス。

我教室 二於 キマシテモ、本法 ヲ腸結核 ノ治療 二用 ヒテ

相 當敷果 ヲ學 ゲ、共成績 パー昨 日、今村敏授 ガ消化機

病學會 二於 テ御 報皆 ニナッタ所 デア リマス。

私 ハ腸結核患者二就 テ、肝油「トマb汁 療法 ヲ實施 シ

テ居 リマス中、本法 ガ腸結核 ノ治療 ノ ミデナク
、叉肺

結核、殊 二結核 熱 二著敷 ヲ奏スル コ トヲ認 メマシタノ

デ・圭 トシテ雌 ト 就 テ報告 スルモ ノデ ア リマス。

腸結核患者デ入院前3ケ 月間モ38度5分 内外 ノ登熱

ガア リ、入院後 モ56日38度 内外 ノ熱 ガ下 ラズ
、始終

輕過 ヲ見 テ居 リマ シテ、色 々ナ解 熱鮒 ヲ用 ヒマ シタガ

反磨 セズ、肝油12瓦 ヲ、 「bマb」 汁75瓦 中 二浮游

セ シメ、1日 、3同 毎食後 二飲 マシメ マ シタ所 、腹痛
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モ緩 解 シ、下痢 モ去 リ、次第 二解熱 シテ來、本 法實施

後17日 デ全 ク李温 トナ リ其後3週 間 モ李温 ガ績 キ喜

yデ 退院致 シマ シタ。

丁度 ソノ時入院前5ケ 月二亙 ツテ高熱 がア リ、入院後

モ19日 間高熱 ガツ"キ 、色 々ナ解 熱鋼 ヲ用 ヒマ シタ

ガ反磨 シナイ、乾酪性 肺炎 ヲ疑 ツテ居 ター 患者二本法

ヲ行 ヒマ シタ所、鍛 日中 二解熱 シテ來、全 ク奇蹟 的 二

2週 許 リノ間二 李熱 二下 リ、其 後3週 間 二亙 ツテ37

度 ヲ出 ルコ トナク、一般症状 モ著 シク ヨクナ リ、退院

致 シマシタ.コ ノ様 ナコ トが ア リマ シテ、肝油 辱 マ

ト」汁療 法 ガ結核 熱 ヲ解 熱 セシメル 作用 ノアル コトニ

氣 付 キ、 其後解熱刺 二 反懸 シナイ 高熱 ノ患者 ヲ撰 ソ

デ、本法 ヲ行 ヒマシタノニ殆 ソド定型 的 二2-3週 間

デ解熱 シ來 ル ノヲ認 メマ シタ。

今 日マデ今村 内科 デ得 マ シタ例 ハ、重症肺結核 デ乾酪

性肺炎 ト思 ツタモ ノデ解熱 ジタモ ノガ6名 、電症肺結

核4名 、腸結核 ノモ ノ1名 、有熱 患者デー時解熱 シテ

後、本法 ヲ開始 シ、爾 後獲 熱 シナ イモノが3名 、総 テ

良好 ナ成績 ヲ得 マ シタ。

私 ハ斯 ノ如 キ多量 ノ肝油及 ビ 「トマbJ汁 ノ撮取 が如

何 ナル影響 ヲ人盟 二及 ボスカ、コ トニ悪 イ影響 ヲ及 ボ

シヤ シナイ カ ト思 ヒマ シテ、健 常者及 ビ重症肺結核 患

者 二就 テ本法 ヲ行 ヒ、ソノ血 液及 ビ尿 ノ生化學 的楡査

ヲ致 シマシタ。 ソノ成績 ハ、ソノ中二結 核誌上デ報告

致 シマヌ カラ並デハ略 シマシテ、此様 ナ検査 二撰 ビマ

シタ、量症結核患者3名 二於 キマ シテモ、定型 的 二解

熱ス ルノヲ認メ マシタ ノデ、本肝 油 「トマ ト]汁療 法 ガ

結核 熱 二著数 ヲ 奏スル モノデ ア,レト信 ゼザル ヲ得 ナ

〃ナ)ソタ ノデ ア リマス。

本法ハ結核 熱 ノ ミデナ ク、盟重 ノ堆加 ヲ來 シ、一般状

態 がヨクナ リ、照音 ノ減 少 スァレノ ヲ屡 く認 メマシタ。

兎 二角 私ハ 肝油 「トマ ト」汁療 法ハ 今 日一般=認 メラ

レテ居 ル如 ク、腸結核 ノ治療 二有敷 ナルノ ミデナ ク、

肺結 核 ノ治療 殊 二結核熱 二奏数 スル 場合 ガ多 イコ ト

ヲ圭 張スルモ ノデ アリマス。

第92番 ヘ ノ追加 佐 藤 怨

肝sm「bマb」 汁療法 ト同時 二解熱鋼 ヲ用 ヒタb申 サ

の レがs患 者 ノ解熱結 果 ヲ見 テ直チ ニ肝 油 「トマ ト」汁

二依 ツテ ト噺定 セ ラレマス カ、或 ハ同時 二使 ツタ解 熱

鰯 トノ共 同作用 二依 ルモ ノトハ考 ヘラ レマヤ ンカ。

第92番 へ1追 加1西 川 爲 雄

乳幼見 ノ百 日咳、麻疹 ノ恢 復期患見 二肝油乳 及 ビ「オ

レ ソジ 」汁 ヲ服 用 セ シタ ル臨 肱 例 二就 テ 追 加 ス。 余 ハ

昭 和5年 以 來 施 行 シ、前 記 患 見 ノ場 合 二、著 名 ノ血 中

血 色 素 量 ノ増 加 、膣 重 ノ壇 量 ヲ認 メ タ リ。 殊 二、秋 季

二於 テ良 好 ナ リ。 夏 期 二 於 テハ 肝 油 量 ヲ 可及 的制 限

ノ要 ア リ。 盟 重 ノ増 加 ハ 秋 期 二比 シ テ 僅 少 ナ リ。 即

チ、乳 幼 見 ノ慢 性 的疾 患 ノ場 合 二、 殊 二廊 疹 、 百 日咳

ノ恢 復 期 ニ ノ・試 ミノレ可 キー 療 法 ナ リ ト認 ム。 倫 、乳 幼

見 二於 テ肝 油 乳 ニ ヨルー 時 的 下 痢 ノ招 來 ス ツ モ、其 他

認 ム可 キ不 快 ナ ル症 状 ヲ認 メ ズ。

93.「 チ ア ツイ ン」化 合 物 ヲ以 テ ノ結 核 化 學

療 法 研 究 特 二結 核 菌 培 養 戴 二賓 駿 結 核 二

及 ボ ス影 響 二就 チ(第1報)

仲 田 一 信(浦 和 市)

余 ハ 曾 テTolaidinblauヲ 以 テ海 瞑 結 核 ヲ所 置 ス,レ時

幾 分 良 好 ナ,レ影 響 ア,レ ヲ 検 シ 偶 々紙 野氏 ノ色 素 ヲ以

テ ノ培 養 成 績 二於 テ モThinin,Methylenblau等 が特

二結 核 菌 二 親 和 性 強 キ ヲ 見 テ 「チ ア)ソ イ ソ」化 合 物 二

興 味 ヲ有 ス ル ニ至 リ、ソ ノ培 養 及 實 験 結 核 二及 ボヌ影

響 ヲ検 シテ 結核 化學 療 法 上 ノ意 義 二就 テ 考 察 ヲ加 ヘ

ソ ト企 囲 セ リ。

實 験 方 法 、試 藥 ト シテ ノ・ThioRinpur.Methylenblau・

Toluidinblau(Grdbler>MethylengriiR(BML),及 野 照

トシテHeteroatomigeSexgliedigeVerbindungナ

ルNeutralviolet,Neutralrot,GallocyaRin,Safranin.

Rivanol,Kapriblau,Rhodamin,MercurochrGmT.F。

等 ノ市 販 品 ヲ使 用 シ且 青 山博 士 ノ指導 二俵 リテThion・

in,ThioninCadminumChlorid,Methylenblau(Zinkfr

ei,Methylengriin(Zinkfrei),Aminomethy}enblaubre・

mhydraちToluidinblauZncl2Aminomethylenblaubre-

mhydrat-CdBr2,2-methyl・6Ndimethylphenthiazon

Cdc12,Tolazthioniumchlorid,Tolazthioniumchlorid・

Cdcl2+2H2().等 ノ 自家 製 品 製 成 シ實 験 ヲ行 ピタ リ。

結 核 菌 バ ー 種 ニ シテ 人 型(上 池)結 核 菌 ヲ 傳 染 病研 究

所 ヨ リ分 與 セ ラ レタ ル物 ヲ使 用 セ リ。

培 養 ハ 「グ リセ リ ソブ イ ヨ ソj、「グ リセ リソj加 無 蛋 白

培 地(紙 野 氏 二從 フ)ヲ 以 テ 色 素 ノ適 宜 ノ濃 度 ノ者 ヲ

造 リ結 核 菌 ヲ培 養 シ、 爾 後1週 、2週 、3週=蛮 育状

態 ヲ槍 シ、且 ソノ著 色 ノ模 様 ヲ観 察 セ リ。 自製 晶 ヲ以

テ セ ル場 合 ハ色 素 ヲ加 ヘ タ,レ後 ニ ハ 培 地 ヲ加 熱 セ ズ、

試 藥 ノ分 解 ヲ恐 ソ タル 故 ナ リ。

「ス ラ イ ドセ ル 加 レチ ユ ア」ハ大 盟 二於 テ阪 大 、今 村 内

科 二於 テ 報 告 セル 方 法 二從 ヒ、1週 後 二 染 色鏡 検 セ



第5號 】 総 會 演 訊 要 旨 425

リ。 瀕 血 液 ヲ使用 シ、 各 濃度 ノ試藥 溶 液(0。5%食

歴 水 二溶 カ シタ ル者)ト 血 液 ハ滴 鍛 ヲ以 テ 稀 繹 シ、 充

分 混 合 シタル後 菌 浮 游 液 ヲ更 二混 ジテ 之 ヲ培 養 セ リ、

コ ノ場 合 試 薬 ヲ 加 ヘ ザ ルニ者(封 照)ハ 極 メ テ 著 明 ナル

壌殖 ヲ認 ム ル者 トス。

動 物 實験 ハ 家 兎及 海 狸 ニー 定 量 ノ 結 核 菌 ヲ 注 射 シテ

後 、試 藥 ヲ腹 腔 、静 脈 内 叉 ハ 心 臓 内 二注 射 ヲ行 ヒ、 約

2ケ 月後 ノ経 過 ヲ侯 ツ テ解 剖 シ、ソノ病 攣 程 度 ラ比 較

セ リ。

實 験 成 績 焙 養 二於 テ 何 レモ 相 當 濃 度 二 獲 育 阻止 作

用 ヲ認 メ且 號 育 セ ル菌 苔 ノ著 色 ヲ認 メ得 、頴 微鏡 的 ニ

ハ明瞭 二個 々ノ菌 鵤 ノ染 色 ヲ見 ル モ、ソ ノ染 色 度 バー

様 李 等 ナ ラズ、紙 野 氏 ノ實 験 トー 致 ス ル者 ニ シテ コ ノ

現象 ハ 「チ ア チ ソ」化 合 物 ノ総 テ ニ 於 テ 認 メ ラ ル 現 象

トス。 「チ ア チ ソ」化 合物 ノ 登 育 阻止 作 用 ハ 葡 萄}伏菌

二封 シテ ハ 結核 菌 二封 ス ル 者 トハ 濃 度 ヲ異 ニ シテ大

腸 菌 二封 シテ ハ極 メ テ弱 キ ヲ認 ム。

「ス ラ イ ドセ ル カ ル チ ユ ア
」二於 テ モ 比 較 的 稀 薄 ナ ル

濃度(0.0002、0.0001、0.OOOOsm)二 於 テモ 封 照 二比

シテ獲 育 ヲ抑 制 ス ル傾 アル モ、Thionin,Methylenblau

二於 テハ 登 育良 好 ニ シテ 殆 ソ ド封 照 ト差 異 ヲ認 メ得

ズ、實 験 結 核 二於 テThionin,MethylenblauToluidin・

blau,Methylengr種n,Amin◎methylenblaubromhydrat

ハ樹 照 ト大 差 ナ キモMethyleRblau/AminomethyL

eRblaubremhydrat・ ・幾 分 増悪 ノ傾 向 ア リ、之 二反 シテ

AminomethyleRblaubromhydrat・CdBr2ヲ 注射 セ ル場

合 ハ明 カ ニ 野 照 二比 シ テ 病 攣i輕度 ニ シテ 牝學 療法 研

究 上私 カニ期 待 ス ル者 トス。

94.fヒ ドロ キ ノ ン」立立二 「キ ノ ン」ヲ

以 テ セル賓 験 的 結 核 治 療試 駿

佐 藤 秀 三

安 藤 啓 三 鄭(簿 染 病 研 究所)
田 中 計 徳

余 等 ハ 酸 化 還元 標 示色 素 ニ ツ キ テ 實 験 的 二 結 核 形 成

阻 止作 用 ノ有 無 ヲ検 シ、其 ノ酸 化 還 元 電 位 ノ低 キ色 素

二於 テ明 瞭 二 結 核 阻止 作 用 アル ヲ認 メテ 報 告 セ リ
。

然 ル ニ使 用 セ シ 色 素 ハ 常 二 酸 化 ノ儘 ノ形 二於 テ之 レ

ヲ注入 セ リ。 同 ジ酸 化 還 元 電 位 ヲ 有 ス ル モ ノニ テ 之

レヲ選 元 ノ状 態 二於 テ注入 ス ル 時 ハ 叉 趣 ヲ 異 ニ ス ル

成 績 ヲ得 ベ シ ト考 へ、前 ノ色 素 讐 リ遙 二高 キ酸 化邊 元

電 位 ヲ有 ス ル 物 質 ノーツ トシテ 酸化 シタル 形 二於 テ

ハ 「キ ノ ソ」、 選 元 シ タル 形 二 於 テハFヒ ドロキ ノ ン」

トナjV-一一一・系 統 ニ ツ キ、 夫 々結 核 感 染 「モ ル モット」二皮

下注 射 ヲ行 ヒ其 経 過 ヲ見 タ ル へ 選 元 ノ形 ノ方 稽 く結

核 形成 阻止 作 用 ヲ呈 ス ル ヤ ニ見 ユル モ、酸 化 ノ形 二於

テノ・全然 之 レ ヲ認 ム ル能 ハ ズ.

依 ッテ斯 ク ノ如 キ 酸 化 選 元 電 位 ノ 高 キ モ ノハ 逡 元 ノ

形 二於 テ使 用 シテ モ酸 化 形 二於 テ使 用 シテ モ何 レモ著

明 ナ,レ結核 形 成 阻止 作 用 ヲ シひレ能 ハ ズ、帥 チ曇 二報 告

セ シ 色素 ノ 實験 二於 テ 酸 化 還 元 電 位 ノ低 キ モ ノニ、

阻 止 作用 著 シク、 高 キモ ノニ ハ 著 明 ナ ラザ ル 事 實 ヲ

夏 二裏 書 ス ル モ ノナ リ。

第4番 ヘ ノ追 加 西 垣 明 治

私 ・・石 丸 、山 上 氏 ト共 二、i選元 性 ヲ有 シ、HydrochinOR

b化 學 構 造 上近 イ關 係 ニ ア リマ スPhloroglucinヲ 用

ヒテ、結 核 海 猿 二i封ス ル治 療 試 験 ヲ致 ンマ シタ。 私 等

がPhlor◎glucinヲ 撰 ビ マ シタ理 由 ノ・、 此 物 質 ガ血 清

沃度 酸値 ヲ著 シ〃下 降 セ シ ムル特 性 ヲ有 シ、殊 二結 核

動物 デ該 酸 値 ノ 異 常 二 上 昇 シ テ 居 ル モ ノニ著 シイ コ

トヲ験 知 シ、從 テ此 物 質 ニ ヨ ル結 核 菌毒 素 ノ中和 排 浬

ヲ考 ヘ タ カ ラデ ア リマ ス。(結 核 第 十 二 巻 第 十 二 號)

Phloroglucinハ 其 毒 性 極 メ テ弱 ク、且 結 核 菌 ノ登 育 ハ

既 二 〇・01%ノ 割 合 二培 基 二添 加 スル ニ 抑 制 セ ラv、

0・05%ノ モ ノハ 全 ク 阻 止 ス ル ノヲ認 メ マ シタ
。 結 核

海 狸 ノPhl◎rogluciR治 療 試 験 二於 キ マ シ テ、 相 當数

果 ア ノレコ トヲ認 メ マ シタ ノデ、 一君 追 カロ致 シマ ス♂

95.甲 状 腺剤 ノ肺 結 核 患 者 血 液 「カ タ ラ ー ゼ」

並 二血 清 「リパ ー ゼ ゴニ及 ボ ス影 響

大 阪 市 立 刀 根 山病 院(院 長 太 縄 博 士)

河 端 明

山 中 和 江

余 等 ハ刀 根 山病 院 入 院 中 ノ 圭 トシテ 輕 症 停 止 性 肺 結

核 患 者合 計15名(男 子 氏 女 子9名)ヲ ニ 群 二分 チ
、

夫 々甲状 腺 物 質(盤 野 甲朕 腺 錠i1日6錠(0 .6武)虹 ビ

ニ沃 度 加 里(1日0 .5瓦)ヲ2週 間連 績 内 服 セ シメ 、ソ

ノ前 後 及 ビ服 薬 中 二於 ケ ルー 般 症 状
、 胸 部 所 見、血 液

遊 二尿 所 見 等 ヲ精 細 二槍 査 シ、一 方 ニ ハ當 該 藥 蜘 服 用

ニ ヨ,レ病 勢 ノ動 キ ヲ観 察 シ他 方=レ ト血 液 「カ タ ラ ー

ゼ」、 血 清 侮 パ ー ゼ」及 ビ 白血 球 核 移 動bノ 間 二 如

何 ナ ル關 係 ア ル カ ヲ調査 セ リ.

1。 胸 部 所 見

患 者 ・・圭 トシ ヂ ツル バ ソ」第2期 培殖 型 ノモ ノニ テ

(Sll-Spll)、2名 第3期 塘 殖 滲 出型(s皿,Spm)ヲ 含 ムe

服 桑 ニ ヨル 胸 部 所 見 ノ饗 化 バ ー般 二 輕 微 且 一・過 性 二



螂 総 會 演 説 要 旨 【第13巻

シテ甲状腺投與群8名 中、不愛3、 聴診上一一時 的二漏

性 廉音 出現 シ咳漱、喀 疾 ノ出現若 ク ハ 堆加 シタ ルモ

ノ2名 、反封 二麟音 ノ潰失 シタルモノ3名 ア リ。 沃度

加 里群 ハ何 レモ著 シキ攣化 ヲ認 メズ。

2.盟 重

甲状腺群 中、不饗2、 減少4、 堆 加2名 ニ シテ、減少

セ]v4名 中3名 ハ以前墳加傾向 ヲ有セ シモノニテ、壌

加 匂 レ2名 ノ中1名 ハ元減少傾向 ノモノナ リ。

沃度蹴 不攣3、 墳加3、 減少1名 ニ シテ、元堆加傾

向 ヲ有 スル5名 中不攣3、 増加2ニ シテ、不攣 者 二壇

加 ヲ、始 メ ヨ リ減少傾 向者 二減少 ヲ見ル.

3。 肺活量

甲状腺群7名 中不 饗5、 壌加 ヲ示ス2名 ハ胸部所 見輕

侠、麗 重場加 セルモ ノニー一致 シ、著明 二減 少 セル1名

ハ胸部所見一時増悪、盟重減少 セルモノニ該當 ス。

沃度群6名 中不璽3、 著明 二墳加 スルモノ3名 ニシテ

減少 シタルモノナ シ。

4.一 般 症候

投與前盟温 ハ無熱8名 、 若 クハ 盤 温動 揺 アルモ ノ6

名、中熱1名 ニ シテ服桑 中甲状腺群 ハ不墾2、 上昇6

名 ニテ沃度群ハ不 攣3、 上昇3、1名 動樒性 ノ消失 ヲ

見 タルモノア リ。

今一般症候 ヲ渡邊博士 二從 ヒ 中毒症 候(全 勇状 態、血

管機 能障碍、 胃腸障碍、熱、筋硬結等)及 ビ内臓反射

症 候(喉頭反射、 自號痛、塵痛 、筋肉痛等)二 就 イテ精

細 二観察 スルニ 大 多数 二於 テ 既 二 中等度乃至高度 二

支 障 ヲ有 シ、 〔支障緯和30中5-23(李 均13)〕、服藥

ニ ヨリー時的若 クハ 持績的 二電強スンレモ ノ(甲状腺群

6名 、沃度群2名)j又 反野 二輕減 サ レルモノ(甲 状腺

群2名 、沃度群5名)ア リ。

一般 二沃度群 ハ甲状腺群 二比 シ、服薬 ニヨル障碍輕微

ニシテ ソノ障碍総和 二於 テ 寧 口減弱的 二作用 スル ガ

如 シ。

5.赤 沈 反慮、(コ スタ、マテフィ、高田、ワイス反懸)

赤沈反癒 ハ何 レモー時的著 明ナ,レ愛化 ヲ示 シ、甲状腺

群8名 中、促進3、 遅延4、 不攣1。 逞 延セ♪レ4名 ・・

大盟胸部所見、饅 重、肺活量 ノ良好 二赴 ケルモノニー

致or、 促進 匂 レモノ ・中2名 二燈重 ノ減少 ヲ見ル。

沃度群 中一時促進セル モノ2名 、他 ノ5名 ノ・何vモ 遅

延 ヲ認 ム.

コメタ、vテ フィ反慮ハ、雨群 ヲ通 ジ陰性者(コ スタ6

名、 マテ フィ7名)ハ 何Vモ 陽性縛化y、 陽性者 ハ大多

籔促進 サル。

高 田氏反 慮ハ何 レモ 陰性 ニシテ 陽性縛化 セルモノナ

シ。

尿2イ ス反慮ハ雨群 何vモ 陰性 、甲状 腺群 中、第3期

二驕 スル1名(清 田)二 陽性縛化 ヲ 見タル 外 出現 ヲ見

ズ。

以上一定量 ノ 甲状腺剤蛇 ビニ 沃度加 里 ノ投與 ニヨッ

テ輕症肺結核患 者ハ、一時的 二病 勢 ノ憂化 ヲ示 シ、一

時的増悪傾向 ヲ トルモ ノ ト、輕 快傾向 ヲトルモ ノトァ

リ。 ソノ際患 者ノ胸部所見、盤重、肺 活量、一般症候、

赤沈 反懸 ノ攣化 ハ第1、2表 二示 ス如 ク、大 多数 二於

テヨク ソノ併 行關係 ノ存在 ヲ 伺 フコ トヲ得。但 シ髄

温ハ著 シク ソノ過牛薮 二於 テ ー過性 ノ上昇 ヲ示 シテ

特 二病 勢 ノ動 キ トハー致 ヲ見 ズ。

而 シテコノ際興味 ア,レコ トハ、所謂 輕快者ハ、投輿前

夫 々ノ所見 二於 テ 稽 く不 良 ノ傾向 ア リタルモノニシ

テ稽 く増悪 ヲ見 タルモ ノノ・反封 二比較 的良好 ノ状態

ニ ア リタ ルモ ノ ・如 シ。

サテ以上 ノ患 者二就 キ血液 「カタ ラーゼ」、 血清 「リパ

ーぜ」及 ビ白血球核移動 ノ攣 化 ヲ封比観 察スルニ

(1)血 液 「カタ ラー・kr」(第3表)

ソノ血液 「カタ ラーゼ」値(井 上 氏法)ハ 投與 前大盟健

康 者 ノ下限 界ニ ア リe(李 均男14.3、 女13.4)

甲状 腺群8名 中不愛1、 増 加4、 減少3名 ニ シテ、

稽 ζ著明 二減 少セル2名 ハ 所 謂輕快者 二属 スルモ服

薬停止後3名 共著明 二 壌加 ヲ示 ス。 沃度群動樒1、

増伽3、 減少2ニ シテ、輕快壇悪 者相交錯 スe

以上 ノ如 ク血液 「カタ ラーゼ」ノ攣化 へ 大盟 二於 テ増

加 ヲ示 スモノ多 ク、一時 的若クハ服 藥中著 明二減少 ヲ

來 ス モノァルモ服藥 休止 ニヨ リテ何 レモ恢 復若 クハ

著 明 二培加 ス。 然 シテ 未 ダ病 勢 ノ動 キ トノ間ニハ直

接 的關係 ヲ認 ムルコ ト能 ハズ、寧 口圖表 二明 カナル如

〃直 チニ堆加 セルモノノ・比較 的低値 ノモ ノニ シテ、減

少 ヲ示 スモノハ比較 的高値 ニア リシモノナ リ。

血液 「カタラー 塙 ト血 色素量(ミ ゴス)ト ノ關係 ヲ見

ルニ大饅 二於 テ ソノ消長 ヲ共 ニス,レモ 甲状腺群3名 、

沃度群2名 二相一致 セザ}vモ ノア リ、内4名 ハ所 謂軽

快者 ニ シテ 而モ ソノ血色素 量 ノー時的若クハ 持績的

ノ減少 ヲ示 ス コ トハ注 目スペキ事實 トイフペ シ。

(2)血 清「リパーゼ」(第4表)

試験 前 ノ「リバーゼ」債(ロ ナ、 ミノ、エ リス氏法)へ 大

盟 中等値 二位 ス。(李 均男0.00628、 女0.00680)



第5號 】 総 會 演 説 要 旨 427

甲状腺群8名 中.不 璽4、 増加3、 減少1名 ニ シテ、

著明 二堆加vv1名 ハ元 低値 ニアリタル 増悪者 二閣

シ、著明 二減少 セル1名 ハ輕 快者 ニ シテ元比較的高値

ニア リタルモ ノナ リ。

添 度群 ハ 元何 レ 毛 比 較 的高 値 ヲ有 ス ル モ ノナ ル ガ、

5名 中不 攣2、 稽:著 明 二 減 少 スjレ モ ノ2、 稽 く堆

加 ス ♪レモ ノ コ名 ニ シテ輕 快 塘 悪 者相 牛 ス。

郎 チ 「リパー ゼ」ノ愛 化 バー 般 二不 憂 ニ シテ、試 験 前 値

ノ高 低 ニ ヨ リ著 シキ塘 減 ヲ示 ス モ ノ アル モ、未 ダ病 勢

ノ動 キ トー 定 ノ關係 ヲ認 ム ル コ ト能 ハズ.

(3)白 血球 核 移 動(第5表)

甲状 腺群 中1名27.3%(清 田)ヲ 除 キ、 實 験 前 値 ハ 雨

群 ヲ通 ジ 李 均7%ニ シテ 甲状 腺 群8名 中6名 ハ何v

モ服 藥 中稽 く著 明 二 減 少 ヲ 示 シ、 休 薬 後恢 復 ス ル モ

ノ アJレモ反 ッ テ 増 加 ス ル モ ノ多 シ。 核 移 動 大 ナ,レ1

名(清 田)モ 第1週 著 明 二減 少 シ後 著 シク堆 加 ヌ。

沃 度 群7名 中、 不 愛1、 減 少2、 増 加4名 ニ シテ、 郎

チー般 二沃度鋼 ニヨソテハ塘加 ヲ示ス モノ多ク、而 シ

テ ソノ愛化 ハ何 レモー過性 ニ シテ 休藥後直 チニ元 ノ

値 二復ヌ。 更 二實験1ケ 月後 ノ核移動攣化 ヲ検 査ス

ルニ、 沃度投 與患者ニ ハ殆 ソ ド影響 ヲ残 サ ザル ニ鉗

シ、甲状腺投與 患者 ハ、既二何 レモ盤重増加、盟 温下

降、一般症状 ノ輕侠 ヲ認 ムルニ拘 ラズ、 ソノ白血球核

移動 ノ ミハ更 二 著明 二壇加 ヲ示 セルモノ多 キハ注 目

スベキ事實 トイフベ シ.

結 論

(1)◎ 圭bシ テ輕症停止性肺結核患者 ニ ー定 量 ノ甲

状腺刺蛇 ビ ニ沃度加里 ヲ ー定期間投與 シタ ル ニ、

一時的 二病 勢ノ輕快若 クハ増悪 ノ傾 向 ヲ認 メ、ソノ際

現 ハ,レ・胸 部所 見、睡重、肺活量、一般症状 、赤沈 反

慮 ノ攣化 ハ大膿 ヨ〃一致 シ遊行關係 ヲ示ス。 而 シテ

ー般 二壇悪傾向 ヲ示 スモ ノハ投 奥前各値 ノ比較 的良

好 ノ状態 ニア}レモノニ属 シ、輕快傾 向ヲ トルモノ・・概

ネ不良 ノモノ ・如 ジ。

第1表 甲状腺物質投與、輕症肺結核患者病勢攣化
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(2)當 該桑醐投與 ニヨ リ血 液 ρカタラーゼ」へ 多 ク

ハ堆加 ヲ示 シ、血清 「リパー ゼ」ハ概 ネ不憂 ニシテ、 共

二未 ダ病 勢 ノ動 キ トハー定 ノ關係 ヲ認 メ難 シ。

3)當 該藥醐投與 ニ ヨル白血球核移動 ハ、甲状腺 剤

ニヨ リ概 ネー時的 ノ減 少 ヲ示 シ、停止 後永 ク著明二培

加 ヲ來 スモノ多 シ.沃 度加里 ニ ヨリテハ概 ネ 直 チニ

墳加 ヲ示 シ、服藥休止後恢 復 ヲ見ル。而 シテソノ攣化

ハ未 ダ病勢 ノ動 キ トハ ー定 ノ關係 ヲ認 ムル コ ト能 ハ

ズ。

(4)肺 結核 ノ自然的進展 二際 シテモ.

胸部所見.一 般 症候、盟重、肺活量、 赤血球 沈降速 度

ヲ併 セ観察ス ル トキハ、ヨクソノ活動 性若 クハ停 止性

傾向 ヲ察知 ス♪レコ トヲ得 ベシ。

96.結 核 治療報 告(第2回)

馨學博士 安 達 温(東 京)

第12同 結核病學會総會 二 於 テ 肺結核肺 門淋巴腺結

核、肋膜炎、腹膜炎.腸 結核、 脊椎 「カリエス」等 ノ

188例 二就 キ左 ノ桑as7,混 合注射 二3アレ治療成績 ヲ

報告 セ リ.

「オムナヂ ソ」2ac 。 「タ ウ◎一ル」2aa

CF液 狗臓酸 「ナ トリウムフクシ ソ」2ac・

「ノボ カイ ソ」溶液1ca

結核免疫元

昭和9年 二於 テハ 「フチキユ ラ」Blcc・ ヲ更 二加へ雨

肺結核、一側肺結核、肺尖 加答 見、肺門淋巴腺結核、

急性結核、肋膜炎、潜 伏性結核、痩痙 ヲ治療 シ良好 ノ

成績 ヲ得 タ}レヲ以 テ其 ノ23例 二就 キ治療 前 ト治療 経

過 中 ト治療後 ノX光 線鴇 眞ヲ供覧ス。

97。 結核病 ノ治療法二關スルー知 見

村 井 良 次 鄭(千 葉)

余 ハ結核病 ノ人盤 二於 ケル 傳染機向 ヲ具 サニ観察 シ

其 ノ好感染組織 ト非感染組織 二 素成物質等 二如何 ナ

ル差異 アルヤ 亦各 自ガ 何等 ノ通有性 ア リヤニ就 テ研

索 シー定 ノ考察 ヲ得 郎 チ ソノ細胞及細胞間隙 ニギヘ モ

グ ロビソj系色素 ヲ豊富 二蔵有スル 組織系統 二於 テ抗

結核菌作用 ノ螢爲 セ ラル ・ヲ認 ムルモノナリ。

肝臓 ハ粟粒結核 二際 シ皮膜葉間膜、小葉 問膜 等ノ結締

織構造 二於 テ結節 ヲ作 ルモ 其 ノ實質 ハ 完全 ナル免疫

作用 ヲ保 ツ ヲ見 ル之 レソノ網状細胞 二於 テ「ヘモグロ

ビソ」ヨリ「ビリルビ ソ」ヲ化成 シ之yヲ 豊 富 二藏有 シ

テ結核菌 ノ有 ス}レ所 ノ9リ ポイー ド」ヲ潰化 シテ其 ノ

豪育 ヲ不能 ナラ シムルニ 櫨 ルモノナラ ソ乎、 脾 臓 二

於 テ モ 其 ノ網 状 細 胞 ニ ヨ リ 同様 ノ機 能 ヲ 蛮 揮 ス ル ヲ

見 、筋 組 織 二於 テ ハ ソノ有 ス ル 「ミオ 〃SU一 ム」が免 疫

作 用 ヲ螢 ム モ ノ ニ シテ 之 レ ヲ 多 量 二有 ス ル 筋 組 織 程

其 ノ 免疫 力確 實 ナ,レ ヲ認 ム 「ミオ ク ロー ム」ハ 「ヘ モグ

ロ ビ ソ」二類 似 セ]V色 素 ニ シテ 分 解 スVバ 無 色 ノ「プ
o

ロティソ3ト 黒 色 ノ 「ヘ マ チ ン」トニ ナ リ酸 化 「ヘ モ グm

ビ ソJヲ 「ベ プ ン ソ」二依 リ分 解 シテ モ 「ヘ マ チ ン29生

ジ之 ノ酸 化 シePt)V「^マ チ ン」酸 ハ ヂビ リ,レビ ソ」酸化

シ タ ル「ビ リベ ル ヂ ソ」二 等 シキ モ ノニ シデ ビ リル ピ

ソ」「ミオ クm一 ムjハ 共 二 「ヘ モ グUビ ソj系 ノ同一軋

絆 ノ講 成 ニ アノレ物 質 ニ シテ 抗 結 核 菌 作 用 ヲ 通 有 ス,レ

物 質 ナ リ爾 ホ近 時 ノ研 究 二依 レバ 結核 患 者 三 於 ケル

血 中 「ビ リル ビ ソ」量 ノ 多 キ程 ソ ノ 経 過 豫 後 可 良 ナル

ノ報 告 モ ア リ。

故 二余 ・・無 害 ナル 現 象 ノ下 二 催 起 セ ラル ・ 溶 血 作用

ヲ循 環 器 内 二操 施 シ テ 「ヘ モ グ ロ ビ ソjヲ 血 漿 中 二誘

致 シ之 レヲ肝 臓 、 脾 臓 ノ網 状 細 胞 二利 シテ容 易 二「ビ

リル ビ ソ1二 化 成 セ シメ 以 テ 血 中 「ビ リル ビ ン」量 ノ培

加 ヲ來 サ シメ 得 バ 結 核 病 ノ治 療 法 ニ ー 途 ヲ拓 ス ベキ

ヲ思 惟 シ最 初 低 張 液(無 菌 水)ノ 静 脈 内注 入 二 因 ル 赤

血 球 ノ膨脹 崩壌 ヲ 實 験 シ 爾 叉 之V二i封 症 療 法 ヲ有利

二導 ク微 量 ノ藥 物 ヲ配 シ(硝 酸 「ス ト リキ ニー ネ」0。001

-0 。003)全 量20.0-30。0ヲ 静 脈 内 二注 入 シ テ初 期患

者 二封 シ僅 カ ニ能 働 的 治 療 作 用 ア ル ヲ認 メ タ リ。

余 ハ更 二「ザ ポ ニ ソノ 溶 血作 用 ヲ 磨 用 シ テ 更 二逼 二

大 ナ ル能 動 的治 療 作用 ヲ 有 ス ル モ ノ ナ,レ 事 ヲ 認 メ タ

リ。

然 レ ドモ 之 レハ 患 者 自 均 ノ 「ヘ モ グ ロビ ソ」ヲ利用 ス

ル 關係 上 ソ ノ 榮 養 阻 害 セ ラ レタ ル 重 症 者 ニ ハ 素 遡 り

施 行 セ ラル ベ ク モ ア ラ ズ 之 レヲ 補 足 ス ベ キ 方法 ハ ロ

演 二際 シテ詳 述 セ ソ トス 。

「サ ポ ニ ソ」溶 液 ノ静 脹 注 射 二 依 リ 急 速 二 治 療 セ ラ,レ

ノ・最 モ漿 液 膜(結 核 性 脳 膜 炎 ハ 未 ダ 實 験 ノ機 ヲ得 ズ)

二於 テ見 ル所 ニ シ テ 次 デ 肺 結 核 二於 テ ハ 比 較 的範 園

二於 テ廣 ク モ浸 潤 型 ノ モ ノ成 績 可 良 ナ リ。

外 科 領 域 ノ結 核 病 二i封 シテ モ 確 實 ナ ル 治 敷 ヲ認 ムル

事 ヲ得fサ ポ ニ ソ」溶 液 ハ 最 モ 新 鮮 ナ ル モ ノナ ル 事 ヲ

要 シ共 貯 醸 及 ビ 滅 菌 操 作 、 注 射 マ デ ノ 操 程 二殊 二深

甚 ノ注 意 ヲ要 ス ル 事 ア リ ロ演 二際 シ 之 ヲ詳 述 セ ソ ト

.スo

第97番^ノ 質問

有馬研究所 青 山 敬 二

9
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・「サポニ ン」ハ何肚製 力御尋 ネ シマス
。

98,年 型結核菌 「ワクチン」ノ治療的 感用

成績 ノ概 況

宮 本 雄 三 郎(有 馬研究所)

人型菌AOト 同一 ノ方法 二依 テ得 タ、牛型結核菌 「ワ

クチ ソ」ヲ、 輕症結核牛9頭 ト結核疑症牛18頭 二i封

シ、治療 ノ目的 ヲ以 テ、2週 毎 二皮下注射 ヲ行 ツタ。

他方 「ツベルク リソ」熱反鷹陽性 ナルモ 臨脈上結核症

状 ヲ認 メナイ所謂健康牛85頭 二封 シテ、治療的豫防

ノ 目的デ、4週 毎 二1同 計5同 ノ皮 下注射 ヲ行 ツタ。

其結果、輕症結核牛 ハ注射 ニヨル何 等忌 ムベキ副作用

ヲ認 メズ何!モ4同 乃至5同 ノ注射後yリ 漸次牛 ノ

結核病 二随俘 ス;レ諸症状 ノ輕快 叉ハ 消失 ヲ 見タ。特

二盤 表淋 巴腺腫 ノ縮小清失 ハ著 明デア リ、榮養 モ亦 日

ヲ追 ツテ著 シク改善 サ レ延 イテハ 泌乳能力 ノ向上ス

ルヲ認 メ 得 タ。 注射縫績10乃 至12同 二及 ソデー時

中止 シテ其後 ノ状態 ヲ観察 シタガ、長 キハ2ケ 年短 カ

キモ1ケ 年 ヲ経過 シテモ 改 善サ レタ 健康状態 ヲ保持

シテ居タ。其 間結核病 ト重大 ナル關係 アル、 妊娠分

娩 ガ、多 キハ3同 少 ナク共1同 二及 ンダが何 等結核症

状 ノ進行 ヲ來 サナイ。9頭 中6頭 ハ 本年1月 迄 二所

有者 ノ経螢上 ノ都 合 二aリ テ 屠殺肉用 二 供セ ラレタ

ニ、幸 二之 が剖 検 二立會 ス,レヲ得 テ其 ノ病竈 ノ状態 ヲ

観察 シタ ガ、從來 ノ如 ク何等特 殊療法 ヲ施サナ カツタ

結核乳牛 二比 シテ、病 竈 ノ性 質ハ著 シク治癒 性デ アツ

タ。3頭 ハ現存 シテ居 ル。

疑症牛18頭 二於 テモ前同様 数同ノ注射後症状 ハ漸次

輕快乃至消失 ヲ見、榮養 ハ次第 二恢 復 シタ。12同 ノ

注射 ヲ以 テー巡療 トシ、其後 ノ健 康状態 ヲ襯察 シタ ガ

再蟹 ヲ見 ズ1頭 ダモ結核 ガ原 因 トナツテ 屡牛bナ シ

タモノがナイ。

次 二所謂健康牛 二i封ス ル 治療 的豫 防注射 ノ成績 ヲ略

述 スル ト、第一榮養 ガ頓 二改善 サレ、内科的諸疾患 ガ

著 シク減少 シ延 イテハ 泌乳能力 が向上 シタ。更 二叉

結核病牛 ノ蛮生 が 著減 シタ事 ハ 注 目スベキ事柄デ ア

}Vo

要之、吾 々 ノ牛型結核菌 「ワクチ ソ」ハ、病牛 ノ治療 二

用 ヒテモ、所 謂健 康中 ノ治療 的豫 防 二用 ヒテモ、注射

ニ ヨ,レ何等嫌忌ス ベキ副作用 モナク極 メテ 良好 ナ成

績 ヲ學 ゲ得7レモ ノデアツテ、安心 シテ用 ユル事 ガ出來

實際的磨用 ノ債値充分 ニアルモノ ト確信スル.

99.人 工氣胸 二關スル研究(第3同 報告)

京都留科大學飯塚 内科数 室

橋 本 徳 次 鄭

臨駄上人工氣胸側 二於 テ禮 温 ノ下降 ヲ來 スハ 屡 く遭

遇 スル事實ナ リ.於 並余 ハ 健康成熟家兎 二雨側氣胸

ヲ施 シ其間 二於 テ 左右肋膜腔 内温度 ヲ「ヱ レク ト糟テ

ルモメーター」ニテ測定 シ肛門 内温度 ト比較 セ リ。盟

温測定 ハ毎 常家兎 ヲ束縛 固定 セル後直 二行 ヘ リ.勿

論束縛固定 ニヨル禮温 ノ動鑑 ハ周知 ノ事實 ニシテ、左

右肋膜腔 内及 ビ肛門内 二於 テハ 其動鑑 ヲ等 シウス.

即チ家兎8例 ヲ束縛固定後 時間 ノ縄過 ニツv左 右肋

膜腔 内及 ビ肛門内温度 ヲ測定 セルニ、固定直後其後30

分及 ピ60分 ニ オdテ 肛 門内温度夫 々38・6度 、38・2

度虹 二37.5度 ヲ示ス トキ左右肋膜腔 内温度亦 同様 ノ

経過 ヲ辿 リテ 下降 シ毎測 定時三 者 ノ差0.1度 ヲ出デ

ズ。今家兎8例 ヲ雨分 シ第1群 及 ピ第2群 トシ、第1

群實験 ニオイテ氣胸操作前2同 二亙 リ艦温 ヲ測 定 セ

ルニ第1同 、第2同 ハ肛 門内ニテ共 二38.5度 、肋膜腔

内 ニテ雨同共 二右側38.6度 、 左側38・5度 ニテ差異

ナ シ。今雨側氣胸(迭 氣量各30ccm)ヲ 施 シ後1臥

2日 、3日 ノ3同 二亙 リ盟温 ノ動樒 ヲ見ルニ、肛門内

温度 ・・夫 々38.7度 、38.6度 及 ビ38.5度 ニテ左右肋

膜腔内温度 ハ肛門 内二於 クル ト相等 シク何 レノ場合

二於 テモ其差0.1度 ヲ越 エザ リキ。 夏 二連 日雨側氣

胸(逡 氣量各20ccm)ヲ3回 重 ネ 肺臓機能制限 ヲ増強

シ氣胸後毎 日3日 二亙 リ測 定 セルニ、肛門内温度 ハ夫

々38.9度 、38.7度 及 ビ38.9度 ヲ示 匂 レニ 左右肋 膜

腔 内温度 ハ毎同差 ナク、肛門内温度 トハ僅 二最大O・】

度 ノ差 ニ スギズ。 第2群 實験亦第1群 實験 ト其軌 ヲ

ー ニセ リ
.即 チ雨側氣胸 ヲ施 シ テ 肺臓機能 ヲ制限 ス

ルモ肛門内及 ビ左右肋膜腔 内 ノ膣温 二 差 ヲ生 ズ;レコ

トナ シ。

生盟 内酸素鉄乏 ト乳 酸生成 トノ間 ニハ 密接 ナル 關係

ア リ。叉乳酸 生成 二「ホルモ ソ」ノ關與 スルハ周知 ノ事

實 二罵 セ リ。 家兎8例 ヲ 等分 シテ 第1群 及 ビ第2群

トシテ、第1群 實験 ニハ氣胸操 作前2同 二亙 リ血液乳

酸量 ヲ測定 セルニ李均夫 々6.28mg%及 ビ6.5mg%

ヲ得 タ リ、今雨側 氣胸(逡 氣量各30ccm)ヲ 施 シ後3

日間毎 日楡 セノレニ李均7.1乃 至6.63ノ 間 二介在 シ特

種 ノ髪化 ヲ謹 シエザ リキ.於 並連 日雨側氣胸(遙 氣 量

各20ccm)ヲ 施 シ各氣胸施術翌 日毎 二測定 セルニ、 第

1同 氣胸後 ハ準均6。28ニ テ墾 化ナ カ リシモ第2同 氣

胸後 ハ俄然著明ナル 上昇 ヲ來 シ李均10.47ニ シテ氣
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胸操作前 二比 シ約649。 ノ堪加 ヲ見、第3同 氣胸後 モ

俵然 同程度 ノ増加率(64%)ヲ 示 セ リ,第2群 實験 亦

第1群 實験 ト略 ζ同様 ノ過程 ヲ辿 リ、只連 日氣胸施行

第2同 後 ハ約60%ノ 壇加率 ヲ示 スモ第3同 氣 胸後 ハ

更 二約81%二 堆加 セ リe即 チ血液乳酸量 ハ連績 氣胸

ヲ重 ネ強 ク肺臓機 能 ヲ制 限スル トキ著 明二上昇ヌ。然

ラバ既述 ノ操作 ニヨ リ培加セル 血液乳酸量 ハ「ア ドレ

ナ リソ式千 倍溶液各頭0.3ccm)皮 下注射 ニ ヨ リイカ

ニ影響 セラル ・哉。 勿論 「ア ドレナ リソ」ニヨ リテ 血

液乳 酸量 ノ壇加 スノレハ 既知 ノ事 實ナ リ。本實験 亦家

兎8例 ヲ等分 シテ第1群 及 ビ第2群 トシ、第1群 實験

二於 テハ連 日雨側氣胸($氣 量各30ccm)ヲ2同 重 ネ

タル ニ血液乳酸 量ハZISig,11.02epチ 氣胸操作 前 ノ2

同 二亙 レル 測定値(6.28及 ビ6。05)二 比 ン約79%ノ

壌加 ヲ認 メタル ヲ以 テ、直 二「ア ドvナ リソ」注射 ヲ行

ヒ後30分 ニ テ再測定 セルニ3倍 有絵 ノ墳加 ヲ來 シ李

均36.85ヲ 藪ヘ タ リ.第2群 實験亦第1群 實験 ト同

様 ノ経過 ヲ辿 レリ。 即 チ連績雨側氣胸 ニ ヨリテ 肺臓

機能 ヲツ ヨク制限 シタル結 果墳加 セル 血液乳酸 ハ「ア

ドvナ リソ」ニテ更 二著 明ナル(2乃 至3倍)上 昇 ヲ招

來 ス.夏 二人工氣胸 ニ ヨリテ 肺臓機能 ヲ 制限 シツ ・

甲状腺物質 ヲ投與 シ血液乳酸量 ヲ 検索 セ リ。 即 チ家

兎 ヲ第1群 及 ビ第2群 ト シ夫 々4例 ヲ醜 セ リ。 サv

ド甲状腺物質 ニ ヨル 血液乳酸量 ノ動樒ハ 使用 スル甲

状 腺 ノ量的關係 ニ ヨリテ 攣化 ス。 第1群 實験 ハ豫 メ

2同 二瓦 リ血液乳酸量 ノ清長 ヲ検 セル ニ夫 々ZF均8.6

及 ビ8.49ヲ 得 タ リ。於勉毎 日1同 「チラヂ ソ」液各頭

1.Occm宛 皮下注射 ヲ6日 間連績 シ共間雨側氣胸 ヲ4

同施 セ リ。EPチ 最初氣胸(逡 氣量各30ccm)施 行}・共

二第1同:チ ラヂ ンj注射 ヲ始 メ 翌 日ヨ93日 間3同

二亙 リ血液乳酸 量 ヲ測 定セ ルニZF均8。61乃 至8.72

ニ シテ特別 ノ動揺 ヲ認 メ 得 ザ リキ。 次デ連 日3同 二

亙 リ雨側氣胸(逡氣量各20㏄ 搬)ヲ 施 セル ニ第1同 氣

胸翌 日ノ・ZF均8・49ニ テ婆化 ナシ。然 ルニ第2同 氣胸

翌 日ノ・李均6.98約30%ノ 減少 ヲ來 ・〉1第3同氣胸 翌

日ハZF均7。33ニ テ約14%ノ 減少 ヲ認 メタ リ。 第2

群實験亦第1群 實験 同檬 ノ纒過 ヲ 辿 レリ。 即チ甲状

腺物 質 ヲ投 與 シソ ・肺臓 機能制 限 ヲ増強 スル トキ血

液乳酸 量ハ減少 ス。

帥 チ互 二機能的 二 同一方 向二 作用 スル 副腎蛇 二甲}伏

腺 「ホルモ ン」ハ 肺臓機能制限 ニ オケノレ血液乳酸 二野

orテハ互 二拮抗的 二作用 スルハ興味 ア」レ所 以ナ リ。

100.人 工氣胸 ニ ヨル解脈堅 ノ璽化;就 テ

渠 亀 騰(兵 庫馳 締 病院内科)

緒 言

静脈 血行 二關 スル 臨林的検査方法 トヅテノ 静脈歴測

定 法 二・・聞接法 ト直接法 ノ2ッ が ア リマス。 私共 ハ

種 々ナル鮎 ヲ考慮 シテ 比較的正確 ナル 實験 成績 ヲ得

ラvタ7レ 所 ノ直接 法 ヲ撰 ビMoritz&Tabora氏 法 ヲ

改良磨用 ンタ ノデ アリマス。 測定 器 ハ硝 子製三方活

栓 ニ ヨツテ注射針、注射筒、「マ ノメーター ヲ亙二直

接接績 シ、是等 ・・10%葡 萄糖液 ニテ満タ シ、静脈歴

ハ此 ノ液桂 ノ高 サニヨツテ知,レノデア リマ シテ 注射

部位 ・・正 中静脹 ヲ撰 ビ、該高 サ ヲ右心房 ノ高 サニー致

セ シメルノデア リマス。 即仰臥位 ニ テ 第4肋 骨 二漕

フテ、 前胸骨面 ヨ リ5cm下 方二固定 スル ノデア リマ

ス。(第1圖 訊 明)

1.正 常値 。(第1表 説明)

私 共 ノ測 定 シタ正常値 ハ

42-100mmH20(普 通値)、90.4mmH20(李 均値〉

(♂)94.7。,

(3-)86.0,,

デア リマヌ。

2.病 的静脈厘i(測定 セルモ ノ・内圭 ナルモ ノヲ掲 グ〉

(第2表 訊明)

以上 ノ所見 讐リ温性肋膜炎、高血歴症.腎 炎、肺寝渦

等 ノ静脹歴 バー般 二正常値 ヨ リ上昇 シ、殊 二心臓 ノ代

償失調 ヲ起 セル時、或 ・・末梢 循環障碍 ノアル時 ・・静脈

歴 ハ高 ク、叉肋膜穿刺 ニ ヨツテ液 ヲ排 除 シタ時或 ・・潟

血後 二於 テハ静脈歴 ノ下降 ヲ認 メ,レノデ アリマ シテ、

是等 二關 シテハ 從來報告 セ ラレタル所 ト略 く同標 ノ

結果 ヲ得 タ ノデア リマス.

3.人 工氣胸 ト静脈歴 トノ關係(第3表 設明)

然 ルニ人 工氣胸 ノ前後 二 於 ケル 静脈膣 ノ轍値 ノミハ

從來 ノ報告 トハ相反 スル 結果 ヲ得 タ ノデア リマシテ

ー見奇異 ナル感 ヲ抱 カシムルノデア リマス ガ
、是 トテ

モ多数 ノ症例 二於 テ例外 ナ シニ 認 メタ 事實 デア リマ

スカラ、是 ニー 慮御 報告 申上 ゲ,レ次第 デ ァ リマス。

佐 々木氏 ハ人工氣胸直後 二於 テハ静 脈歴 ハ上昇 シ、約

4週 間 ニテ 徳値 二恢復 スルモ ノデ アツテ 結核患者 ノ

静版膝 ハ 非循環障碍 ノ静脈腿 ノ範園 ヲ 出デズ ト述ベ

テ居 ラ レマス。

Krotzrcハ 人工氣胸 ニ ヨツテー般 ニハ静脈魅 ハ上昇x
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ルが若 シ肋膜 二癒著 ノアル場合 ハ 却 ツテ 下降 スノレト

云 フテオリマス。

余等 ノ症例 二於 テハ 空氣 ヲ注入 スル間 ハ静脈 歴ハ漸

時上昇スルモ人工氣胸 直後 ハ 下降 スル事 ヲ認 メタノ

デ ア リマス。

第3表 二於 テ見ル如 ク、注入空氣 量ノ・150-700鵬 デ

アツテ静脈歴 ノ下降率 ハ20--45%内 外 ヲ示 シテオ リ

マシテ、此際動脈歴、 脈搏鍛、胸腔内塵、空氣注入量

トヲ人工氣胸施行前後 二於 ヶノレ静脈歴 二比較致 シマ

ス ト其間何等一定 ノ 關係 ヲ見 出サナ カツタ ノデア リ

マスo

結 語

人工氣胸 ノ施行蛇 二 治療数果 ノ考案 二際 シテ 斯 ノ如

キ静脈血行 ノ愛牝 ヲ顧 慮スル事 ハ 必 ズ シモ無用 ナ ラ

ザル コ トト思 ヒマヌカラ 敢 テ 是 二御報告 シタ次第 デ

ア リマス。伺私共 ノ成績 ト從來 ノ報告 トガ相違致 シ

マ シタ理 由二就 キマシテハ 今後問研究 ヲ重 ネテ 行 キ

度 イ ト思 フ ノデア リリス.

101。 横隔膜稗経捻除1肺 議二及 ボス影響

二就 キテノ賓験的研究(第3報)

栗 本 清 次(阪 大今村 内科)

余 ハ第12同 本學會 二於 テ健康家兎 二就 キ、横隔膜紳

経捻除後、色素、墨汁 ヲ静脈 内 二注入 シ、雨肺 二於 ケル

其 ノ分布状態 ヲ實験 シ、手術側肺 二比 シテ反i封側肺 が

強度 ナルコ ト、叉結核菌 ヲ静版内 二注 入 シ雨肺 二於 ク

ル病愛状態 ヲ比較 セル結果、手術反封 側肺 二於 テ著明

二強 キコ トヲ報告 セル が、其後横隔膜紳経 ヲ豫 メ捻除

セル家兎 ノ肺臓 二 直接氣道 ヲ纒 テ瓦斯盟 ヲ作用 セ シ

メタル影響 ヲ知 ラ ソトシテ本實験 ヲ行 ヒタ リ、即チ2

妊前後 ノ健常家兎約50匹 ヲ5群 二分 チ、各群右側及

左側 牛鍛宛横隔膜紳経 ヲ捻 除セル後、其 ノ直後、1週

間、2週 間、3週 間及 ビ4週 間 目二盤素 瓦斯 ノー定量

ヲ吸入 セ シメ、3日 乃至6日 後撲殺 シ雨側 ノ肺臓所見

ヲ比較観察 セ リ.其 ノ肉眼的所 見 二於 テ封照試験 二就

キテハ雨肺 ノ受 ケル影響 ノ差異殆 ド認 メ難 ク、武斯吸

入 二由ル 肺臓容積 ノ墳加充血或ノ・溢血 ノ程度及 ビ氣

腫蛮生状態、無氣肺、含氣 ノ程 度、割面所 見二於 テ左右

雨肺 ノ差異剣 ジ難 キモ、横隔膜紳経捻除 ヲ豫 メ施行 セ

ル場合 ハ明 カニ差異 ア,レヲ認 メ、殊 二術後直 チニ瓦斯

ヲ吸入 セ シムル時 二於 テ著 シク、術後1週 、2週 、3

週 ト経過 セルモノニ從 ツテ 次第 二其 ノ所見 ノ差異僅

少 トナルヲ認 ム、其 ノ愛 化 バー般 二肺臓容積 ハ非捻除

側 二於 テ墳大 シ、氣腫 ハ凡 ソ強度殊 二上葉及 ビ中葉 二

著明 ナ リ、充血、溢血 ハ寧 ロ手術側肺、殊 二其 ノ下葉

二著明 ノ傾 向 ヲ有 セ リ、是等 ノ所見 ハ横隔膜 紳経 ヲ捻

除セザル動物 二就 キテ観,レニ 最 モ 盤素瓦斯吸入 セ ン

ムルコ トニ由 リテ 皆相當 ノ影響 アル ヲ肺臓 二認 ムル

コ ト勿論 ナルモ、左右 爾肺 ノ所見 ノ差異 ハ認 メ難 キヲ

以 テ、若 シ豫メー 側 ノ横隔膜紳経 ヲ捻除 スル場合ハ手

術側肺 ニー程度 ノ萎縮状態 ヲ、叉反封側肺 二代償性氣

腫登生 ノ結果 ノ ミニ由 ルニアラズ シテ、捻除後左右肺

臓 ノ呼吸量 二相違 ヲ來 タ シ、從而雨肺 ノ盤素瓦斯 吸入

量 ニモ相異 ヲ生 ズ可 ク、手術反樹側肺 ノ氣管枝 ガ手術

側 ノ夫 レニ比 シテ ヨリ強度 二 瓦斯 ノ影響 ヲ受 クル結

果 ト思惟 ス。

第101番 ヘ ノ追加 小 山 重 雄

組織球及組織球性細 胞 ノ出現状態 ハ如何 デス カ。

横隔膜紳経捻術 ニヨツテ組織球及組織球性細胞 が著

明二増殖 シテ、結 核菌 ノ感染叉ハ繁殖 ヲ困難 ナラ シメ、

乃至肺臓 ノ既成結核性病竈 ノ治癒 機榑 ヲ有利 ナ ラシ

ムル様 デア リマス。捻除術 ト瓦斯吸入 ヲ併 セ行 フコ ト

ニヨツテ出現 スル 組織球及 組織球 性細胞 ノ状態 ヲ詳

細 二襯察 セラル ・ナラバ興 味 アル コ ト・信 ジマス。

102.横 隔 膜紳纒捻除術後 二惹起 セル

喀血死 二就 テ

慶懸義塾大學聲學部病理細菌學敏 室

(圭任 川上漸敏授)

小 山 重 雄

朝近肺結核 二樹 スル 治療 法 トシテ横 隔膜紳経捻 除術

ハ旺 二施行 竜ラ,レ。 就 中喀血 二 封スル 止血 法 トシテ

捻 除術 ノ奏敷 セ シヲ 報ズル モノ紗 シ トセズ・ 然,レニ

術後 二螢 セル喀血 トノ關係 二就 テノ記載 ハ 甚蓼 々タ

リ。 偶 々余 ハ 反復性喀血患者 二捻除術 ヲ敢行 シテ止

血奏敷 匂 レモ、術後再 ビ大 喀血 ヲ惹起 シテ窒息死 ヲ來

タセ,レ症例 二就 テ、精細 ナル病理解剖學 的蛇 二組織學

的検索 ヲ行 フ機會 ヲ得 テ、術後 二惹起 センレ致死 的喀血

ノ壁 生機轄 二就 テ柳學 ビ得 タル所 ア リシヲ以 テ
、並 二

之 レヲ報告 セ ソト欲 ス。

臨駄 的所見 ノ概要

患者、秋○輝○、31歳 、男

圭訴、咳漱喀疾

胸部所見、左肺 、略 く全胸打診 上短或 ヒバ濁 音 ヲ呈 シ

臆診上多数 ノ大小水 泡音 ヲ聰 ク。 背面略前胸 二同 ジ.

右肺、肺尖 ヨ リ第2肋 聞腔迄打診音短、醇診 上呼吸音
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疎裂,間 二捻 髪音 ヲ隠 ク。 前胸 下部 及側胸下部 濁音 ヲ

呈 シ呼吸音微弱 ナ リ。

「V」線所見
、 左肺、略 く全肺 野二 亙 リ瀟蔓性濃厚陰

影 ヲ認 ム。 鎮骨下外側 二偏 シ約驚卵大 ノ空洞存在 ス.

右肺、肺門陰影腫大 シ、肺上野 二斑状及索状陰影 ヲ認

ムo

経 過

昭和8年2月21日 ヨ リ数同 二亙 リ大量 ノ喀血 ヲナ

シ、約2週 ヲ輕過 スルモ尚血疾止 マザルヲ以 テ左側横

隔膜紳経捻 除術 ヲ敢行セ リ。術後第3日Mリ 血 褒減

少 シー般 状態 モ亦漸 次 二好 轄セル モ、術後3ケ 月 ニ シ

テ突然激烈 ナル咳漱 ヲ訴 フル ト共 二 再 ビ大 量 ノ喀 血

ヲ惹 起 シ、患者 ハ出血凝固 セル血塊 ニヨ リテ窒息 シ途

二死 ノ轄機 ヲ取 レリ。

病理解 剖學 的所 見

】)左 側肺臓 容積甚 小。次粟粒大乃至粟粒大結節禰

蔓性 二密 二存在 ス。 上葉 二 約鷲卵 大 ノ空洞 形成 ア リ。

2)右 側肺臓。次粟粒大乃 至粟粒大結節 ハ 上葉 二於

テ密 二存 スル モ 中葉下 葉二於 テ少 シ。 上葉 二小鶏 卵

大 ノ空洞形成 ア リ、 下葉 二於 テ出血 ヲ認 ム。

病理組織學 的所 見

甲、 左側肺臓

1)何vノ 結 節 モ細胞成 分乏orキ 結締織 ニヨ リテ密

二園饒セ ラル。

2)乾 酪様 二璽性 セル 中心部 ハ 結締織 ニ ョリテ種 々

ノ程 度 二置換 セ ラル。

3)結 節 ノ外 層 ハ結締織繊維、ソノ内層 ハ乾酪襟物質

ヨ リ成 ル。他 巨態細胞類 上皮細胞甚乏 シク、淋 巴球層

ヲ鉄 ク。

乙、右側肺臓

1)結 締織繊 維ニ ヨリテ 園縫 セ ラレザル 結節 ヲ散見

シ淋 巴球層厚 シ。殊 二斯 ル結 節ハ 上葉 二於 テ 最 モ多

ク、中葉 二於 テ之 二次 ギ、下葉 二於 テノ・殆 ソド之 レヲ

認 メズ.

2)或 ル結節 ノ 周園 二2乃 至数偲 ノ肺胞 ハ 退行墾性

二昭 の レ上皮細胞、組織球、淋 巴球、細胞 崩壌雲禦状
り

物質及 ビ繊維素等 ニ ヨリテ 充塞セ ラル。 特 二上葉 二

於 テハ斯 ル所 見高度 ニ シテ 且他葉 ト異 ナ リテ乾酪檬

物質 中二核確屑 及多核白血球 ヲ多藪二認 ム。

3)下 葉及 中葉 二於 テハ廣 キ範 域 二亙 レル 高度 ノ出

血 ヲ認 ムル モ、上葉 二於テハ之 レヲ認 メズ。

以 上ノ所 見 ニヨ リテ 捻 除術施行 前二 反復起 レル 喀血

ノ起 因ハ、之 レヲ左側肺臓上葉 二於 ケ,レ驚 卵大 ノ空洞

ノ形成 二求 ムル コ トヲ得 べ〃、而 シテ斯 ル反復性喀血

二封 シ何 レノ藥物及理學 的療 法モ不成功 二終 リ、左側

横隔膜 紳経捻 除術 ニヨ リテ 初メ テ止 血 二奏敷セルモ

ノナ リ。然 ルニ術後 二突 號セル致死 的喀血 ハ、病理學

的観察 ニ ヨリテ明 ナルガ如 ク、非捻除側 タル右側肺臓

二於 ケル 結核性病竈 ノ認 メラル ・コ ト紗 キ 下葉及 中

葉 二於 ケル 出血 二 基 因ス,レモ ノナル ヲ知 ル.而 シテ

斯 ル出血 ハ捻除術 ニヨ リテ 該側肺臓 ノ機能低 下ニヨ

リ、非捻除側 タ ル右側肺臓 が代 償的意 義 ヲ帯 ビテ異常

二過度 二機能 ヲ螢爲 セルニ職 由スルモノナ,レベジ。

惟 フニ本例 二於 ヶル が如 ク稽 ζ重 症ナ ンレ肺結核 二於

テモ、爾能 〃術 側肺臓 二於 ケル結核性病 竈 ノ治癒乃至

停止像 ヲ認 メ得 タ リト錐 モ、非捻 除側肺臓 二於 ケル代

償 的機能 充進 ヲ來 タスコ トアルが故 二、捻 除術 二際 シ

テハ非捻除側肺臓 ノ態度 二深甚 ナル 考慮 ヲ彿 ハザル

可 カラズ。

103.横 隔膜紳纒墾挫(PhrenicusQuetschung)

ニ ヨルー時的横隔膜篇淳療法

毒 課 弘 餐(献 枷 内科)

人 工 的横 隔 膜 麻 癖 ニ ヨ ル 肺 結 核 ノ 治 療 デ ノ・横 隔膜 紳

経 捻 除 術(phrenicusExairese)・ ・永 久的 二麻 癖 ヲ残 シ

マ ス ガ歴 挫 術(PhrenicusQuetschung)デ ハ麻 癖 ノ・一

時 的 デ治 療 二 必 要 ナ 期 間 ダ ケ ニ シテ ナ ケ ル 長 所 ノ ア

ル コ トハ 既 二数 年 來認 メ ラ レ タ所 デ ア リマス。

最 近 米 國 ノ ア レ キサ ンダー 氏 ハ 横 隔 膜 紳 経 ノ 副枝 ヲ

全 部 切 除 シテ主 幹 ヲ約 二 糎 踵 挫 シ マ シタ、コ ノ歴挫 法

ニ ヨルb約6ケ 月 間 一一時 的 横 隔膜 廓 癖 ヲ 起 シウルb

報 ジテ居 リマ ス。

私 共 東 大 坂 口 内科 デ モ昨 年7月 以 來、此 ノ歴 挫 療法 ヲ

試 ミテ居 リマ シテ、ソ ノ嚴 格 二適 慮 ヲ決 定 シ テ手術 ヲ

施 シタ11例 ノ成 績 ヲ拉 二報 ジ タ イ ト思 ヒ マス、 手 術

ハ東 大 外 科 都 築 教 授 ノ手 ニ ヨ リマ シタ。

11例 中横 隔膜 神 縄 ノ 走 行 異常 ヲ有 スル モ ノガ3名 ア

リマ シタ。 第7例 、 第8例 、 第11例 デ ア リマ ース。 ソ

ノ爲 二内1例 郎 第8例 ハ 手 術 ハ 不 成 功 二 絡 リマ シタ

が他 ハ ス ベ テ手 術 後 完 全 ナ ル 横 隔膜 麻 癖 ヲ得 タノ デ
リ

ア リマス。 即横隔膜 ノ高位 ハ打診上 手術 前第10乃 至

第11胸 椎 デア リマ シタ ノガ手術後 ニハ第8乃 至第9

胸椎 二昇 リ、呼吸性移動 ハ手術前2乃 至3横 指 ノモノ

が全 〃動 カナイ 様 ニナ リV・yテ 「vン トゲ ン」槍査デ
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毛横隔膜麻癖 ヲ顯 著 二認 メマ シタ.

然 ルニ コノ手術後 ノ廓癖 ハ 若干 ノ逞庭 ハア リマスが

3乃 至4ケ 月後 二再 ビ恢復 シテ來 ルモノがア リマ入

即 チ第3例 、第5例 、第7例 ハ約3ケ 月ニ シテ第1例

・・約4ケ 月ニシテ高位ハ 第十胸椎bナ リ呼 吸性移動

モニ横指程動 ク様 ニナ リマ シタ、「vン トゲ ソ」検査 二

於 テモ同襟デ ア リマス。

残 リノ例 デノ・死亡或ハ 不参デ 観察 ノ 出キナ カツタモ

ノハ別 トシテ手術後3乃 至4ケ 月 デハ 必ズ シモ 麻癖

恢 復 ノ徴 ヲ認 メ マセ ソ。

叉前述 ノ麻癖恢復 ヲ 示 シテキマシタ モノモ 恢復 ハ手

術前 程完全 ノ域 ニハ達 シテ居 リマセ ン、恢復 ハ徐 々タ

ルモノ ・様 デア リマス、故 二麻癖 ノ恢復 シテヰナイ者

ト錐 モ此 ノ後更 二 観察 ヲ績 ケ テユ カネバナ ラナ イ ト

思 ヒマス。

手術後患者 ノ豫 後経過ハ 共約 牛激 帥5例 ハ 大盟悪 ク

ナイ檬デ ア リマス、第10例 ハ本手術後胸廓 ノ成形手

術 ヲ致 シマ シタ ガ、之 モ大禮 ウマク イツテ居 リマス。

残 リノ5例 中2例 ハ悪化 シ3例 ノ・死亡致 シマシタ。

勿論 患者 ノ全経過的豫後 ハ 種 々ノ方面 カラ 制約 サ レ

マス カラ ソノ死亡或ハ 不良 ヲ横隔膜歴挫手術 ノ ミノ

責 二蹄 スルコ トハ出キマセ ソ、且叉私達 ノ例 数 ハ爾少

鍬 且不充分 タル ヲ免 レナイノデア リマス.

兎 モ角 モ本療 法デハ 肺臓虚睨状態 ヲ 治療 二必要 ナ或

ル期間 二止 メテ、後 二蓮動恢復 ヲウルコ トガ 出キルノ

デア リマシテ 以上簡軍 二 私達 ノ横隔膜赫輕 歴挫療 法

ノ乏 シイ経験 ヲ報告致 シマ シタ次第 デ御座 イマス。

10A.肺 結核 二劃 スル横隔膜秣経捻除術 ノ

影 響(第2回 報告)

主 トシテ病竈 ノ肺上野 呂存 スル場合。

及 ビ動態 「レン トゲ ン」爲眞 呂 ヨル手

術前後 ノ観察

池 上 直 一(東 京市療 養所)

昭和6年 ノ本學會 二於 テ第1向 報告 トシテ肺 下野二

圭要病竃 ノ存 ス,レ場合 二 横隔膜紳経捻 除 ヲ行 ツタ成

績 ヲ述 ベタ ノデアルが 其後更二100絵 例 二本手術 ヲ

試 ミタノデアル。

近 年此 ノ手術ハ 其 ノ適用範 園 ガ振 大サ レテ 肺上野 二

圭要病竈 ノ存在 スルモノニ 封 シテモ数 果 アリ トス1レ

報告 ガ多イ様 デァル。

余 モ亦最近2年 間 二少 数乍 ラ斯 ル例 ヲ手術 ヌル機會

ヲ得 タノデ共 ノ21例 ノ成績 ヲ報告 スル次第 デ アル。

経過 ノ良、不攣、不良 トハ臨肱的諸症候 ノ外 二理學 的

所 見、 「tzントゲ ン」所見 ヲ参照 シ テ 決定 シタモ ノデ

アル。

1)年 齢、 男女 別i'手 術後 ノ経過

年齢 別 二分 ケテ観察 スル爲 ニハ 例敬 が 少 ナイノデ ア

ルが、男女別 デハ男13例 、女8例 中、大艦 二於 テ不

饗 ノモノハ男女共略 ζ其 ノ牛藪宛 ヲ占 ム.

2)病 竈 ノ位置及 ビ性質b手 術 後 ノ経 過

鍛字 ノ上 デハ右側 二不攣 ノモ ノ多 ク、左側 二不 良 ノモ

ノ多 シ.

病竈 ノ位置 ヨ リ見 レバ 肺上野 ヲ主 トシ乍 ラモ 爾 ホ且

全肺野 二散在 スル モノハ経 過 ノ良、不 愛、不良各 々3

例宛 デ同数 デアノレが、上野 ノ ミニ限局 サ レテ居 ルモ ノ

ハ不攣 最モ多 ク6例 デアツテ 輕快、 墳悪 各 】例 デ ア

ノレo

病竈 ノ性質 ヨ リ見ル時 ハ、墳殖性 ノモノニ輕侠乃 至 ハ

不髪最 モ多 ク、混合型及 ビ滲 出型 ノモノハ輕過不良 デ

アル。

空洞 ガ有 ツテ モ必ズ シモ 結 果が悪 イ ト云 フ謬 デハナ

イが特 二著 シキ鮎ハ 経過 不良 ノモ ノハ悉 ク 空洞 ヲ有

スルモノデ アル事 デ アル。

上葉萎縮 アル モノハ何vモ 不饗 デ アソテ、其 ノ3例 中

2例 ハ空洞 ヲ有 スルモノデァルe

3)肋 膜癒著 ノ有無 ト手術後 ノ輕 過

上野 二癒著 ヲ認 ムノレモノデハ不攣 が過牛敷 デアル。

癒著 ヲ認メ ザルモ ノニ於 テモ 不愛乃 至ハ 墳悪最 モ多

シ、輕快セルモノハ少ナ シ。

即 チ肋膜癒 著高度 ニ シテ 横隔膜 ノ上昇 ヲ來 サナ カツ

タ例 ハ申 スマデモナク、癒著 ナキモノ、或 ・・癒著 ア,レ

モ輕度 ニシテ横隔膜 ノ麻癖 上昇 スルモ ノデ ァッテモ、

圭要病 竈 ノ肺上野 二存 スル限 リ、多ク ハ好影響 ヲ及 ボ

サ ズ、且 ツ病竈 ノ性質 ガ滲出性、混 合型 デアツテモ、

之 ヲ塘殖 性二縛 向セ シムル事 ハ六 ク敷 ク、夫 レ等 ノ自

然 ノ轄鯖 二委 ヌルモノ ・様 二襯察 サ レタノデアル.

叉上野 二癒著 ヲ認 メ、上葉 ノ萎 縮著明デ アツテモ、更

二之 レが縮小 ヲ企圖 スル目的 二向 ツテハ
、籐 リ影響 ス

,レ所 ナ久 空洞 ノ存 スル限 リ、例令 、増殖性病 竈ナ リ

トモ之 ヲ速 カニ治癒傾 向 二赴 カシムル事 ハ 困難 デ ア

)Vo

是 等 ノ關係 ヲ更 ニー屠 明瞭 皇知 ラ ソ ト欲 シテ、手術前

後 二於ケル、各部 肺病竈 ノ呼吸 ニヨル蓮動状況 ヲ動態

「レン トゲ ン」篇 鼠ニ ヨツテ観察 シタ ノデアル
、 ガ
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其 ノ撮影 手技、及 ビ讃 影法 二關 シテへ 我 が聲局 ノ矢

部 升博士 が昨 日ノ本學會 二於 テ壁表 サ レタノデアル。

此 ノ方法 ヲ以 テ観察 スル 時 ハ 肺下野 二病竈 ノ存 スル

場 合 ハ手術後運動静止ス ル事最 モ多 〃、上野 二存 スル

病 竈ハ手術 ニヨツテ安静 ヲ得 プレ難 キノミナ ラズ、却

ツテ其 目的 二反 シテ運動 ノ堆強 ヲ來 ス 場合 スラ 認 メ

フル ・ノデア2Vo

之ハ注 目スベキ事 柄デ アル ト考へ,レノデ アル。

叉肋 骨蓮動 ノ堆強ハ8例 中5例 二於 テ認 メ ラ域 他側

横 隔膜 ノ蓮 動堆強ハ4例 二於 テ認 メ ラレタ ノデ ア,レ。

(罵眞供 覧)此 ノニ ツノ事實 ハ 手術側肺 ノ縮 小二 封 ス

ル呼吸 ノ代償作用 ナルベ シ.

叙上 ノ事柄 ト疾病経過 トノ 間 ニハ ー定 ノ關係 ア リト

想像 サル ・ノデアルが 之 二就 テハ 爾 ホ例数 ヲ重 ネテ

観察 シ追 ツテ報告 シタイ 偲 フ。

第103、1e4番 ヘ ノ追加 槍 林 兵 三 郎

横隔膜紳経 ヲ人工 的二廊癖 セ シムル事 二因 リ肺結核

治療 上有数 ナノレハ 既知 ノ事實 ナルガ 其 ノ方法 トシテ

ハ捻 除術及 ビ紳纒 内 「ノReヵ1ン 」叉 ハ 「アルコーjVJ

注射叉 ハ紳経歴挫術 等 ア リ。 余 が経験 ニ ヨ,レ紳纒麻

瘍術 ノ数果 ハ 相當 日時 ヲ経過 セル後 二顯 ハル ・ヲ知

ル.故 ニー時的 二麻癖 セシムルガ如 キハ 蕾 二其 ノ結

末期 待 二反 スル ノ ミナ ラズ 他 方捻 除術 ハ 余 が100絵

例 二就 テ見 ルニ未 ダ顯著 ナル副作用 ヲ見 ズ。

故 二余 ハ注射 法 ヲ實施 スルニ シテモ 観血手術 ヲ實行

tザ 〃可 カラザルモノナルが故 二、寧 ロ約10鍛 分間

ニシテ易 ク行 ヒ得 ル 捻除術 ノ實数 ヲ牧 ムルヲ可 ト思

惟 ス、尚 ホ上葉 二墾化 アルモノ殊 出空洞形成叉ハ滲 出

型 ノモノニテ モ良 ク数果 ヲ攻 メ得 ツ ・ア リ。 更 二上

葉病愛 二野 シテ治療 敷果 ヲ確 實 ニセ ントスルニハ 斜

角 筋切 除法 ヲ補助 トナスベキ ヲ懇慈 ス。

105.人 工氣腹(Pneumope「itoneum)

療法 ノ手技 二就 テ

内 倉 慶 二
伊 藤 秀 三(東 京市療養所)
矢 部 升

本來腸結核 ノ治療 ハ極 メテ困難ナ ルモノニシテ、未 ダ

適切 ナル治療 法 ト認 ムベキモノ極 メテ 少 ナカ リシニ、

1931年 米 國ノ ウイスコ∠ 立∠(Wisconsin)州 ニテ、

盛 とヤ■(Banyai)氏 ノ・始 メテ重症 ナル腸結核患者44

例 二封 シ人工氣腹法 ヲ施行 シ、 ソノ32%二 良 好ナlv

結果 ヲ得 タ リ ト報告 シ、次 イデ1933年 ペル リソノ ヴ

ワル ドノ、ウス農 シャ 馬 テ ソブ」1,tヒ(waldhausCharl一

ettenburg)二 於 ケ,レウール リッ乏(Ulrici)氏 ノ 許 二 於

テ、 クロップス トック(Klopfst⑥ck>氏 及 ビ シユー・レ,レ

(Schtiler)氏・・本療法 ヲ追試 シ、21例 ノ腸結核患者二

施行 シテ、同様 ナル好成績 ヲ得 タ リト報告 シ、更 二最

近再 ビバ γヤ イ氏ハ100例 ノ人工氣 腹例 二就 テ報告

シ、其 ノ71%二 於 テ良好 ナ7レ成績 ヲ得 タ9ト 豪 表セ

リ。東京市療養所 二於 イテ演 者等ハ 本療法 ヲ追試 セ

リ。

施行方法 トシテハ、

(1)穿 刺法。 圭 トシテ右側季肋下部穿刺法 ヲ用 ヒ、施

行 困難iナル 者 二SS・yテ ハ、隣下部穿刺法 ヲ用 ピタ

リ。

(2)器 具。 東京市療養所 式人工氣 胸 装 置 ヲ使 用 セ

リ。

(3)氣 騰 酸素 ヲ使用 セ リe

(4)量 。1同 送入量 ハ600蛭 乃 至800蝿 トセ リ。

(5)間 隔。追盈 ノ間隔 ハ1週1同 トセ リ。

(6)同 撒。凡 ソ9同 ヲ以 テ1治 療期 間 トセ リ.

106.人 工氣腹(Pneumope「itoneum)

療法 呂於 ケル臨躰的親察 二就 子

内 倉 慶 二
伊 藤 秀 三(東 京市療養所)

部 升矢

本療 法 ヲ施行 セル患者ハ20例 ニ シテ例数少 ナク、観

察期 間短 カキ爲 二、未 ダ本療法 二封 ヴ充分 ナル批剣 ヲ

下 ス事 ヲ得 ザルモ、臨脈 的観 察 二就 キ今 日迄 ノ成績 ヲ

纏括的 二述 プ レバ次 ノ如 シ。

(1)自 箆症 状 二野 スル影響

(イ)食 慾 ノ堆進 ヲ認 ム。

(ロ)腹 痛及 ビ腹鳴 ノ減少 ヲ認 ム。

(ノ・)氣分バー般 二良好 トナ リシヲ認 ム。

(2)他 曼症 状 二封ス ル影響

(イ)下 痢 ノ同数ノ・減 少 シ、排便 時 ノ腹痛ハ減退 セル

ヲ認 ム。

(ロ)便 ノ硬 度ハ増加 シ、便 ノ色澤 ノ暗褐色 ヨ リ黄色

トナ の レモノ ヲ認 ム。

(ハ)便 ノ清化 ハ縮 く良好 トナル ヲ認 ム。

次 二楡査事項 トシテハ

(イ)赤 血球沈降速度

(口)血 球所見

(ハ)血 清所 見

(二)胃 液遊 離盤酸所見

(ホ)糞 便所 見 。
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(へ)喀 疾所 見

(ト)尿所 見

二就 テ検査 セ リ。 ・

第105、106番 ヘ ノ討論

阪大今村 内科 山 上 貫 哉

人工氣腹 ヲ施行 二際 シ、穿刺針 ノ尖端 が腹腔 二在 リト

云 フ確謹 ハ如何 ナルモノデアルカ、叉 ヂマノメーター」

ノ動樒ハ如何 ～、結核性腹膜炎 二 於 テハ 屡 く腹膜 ノ

癒著 ヲ認 ム,レモ ノナ レバ、或ハ腸壁穿刺 ハ大 イニ考 フ

ベキナ リ。故 二腹腔 二 針尖 ノ存在 ヲ確定 スベキ特徴

ヲ究 メルハ重要 ナル事 ナ リ。

第105番 ヘ ノ追加 寺 本 太 郎

奏数頚 著ナ リシ2例 ノ人 工氣 腹療法 ヲ追加 セ リ。

第105、106番 ヘ ノ追加 糸 川 欽 也

人工氣腹療法 ノ腸結核 二i封ヌル影 響二 關 シテハ私 ノ

方 デモ試 ミテ居 マス が、未 ダ ソノ症例 ガ少 ナイノデ其

ノ成績 ヲ申上 ゲル迄 ニハ到著 イタ シマセ ンが、之 レヲ

喀血 ノ場合、殊 二雨側肺 二病竈 ガアツテ、 ドチ ラノ肺

カラ出血 シタカ不 明ナル場合、或 ハ雨側肺 カラ出血 シ

タル如 キ場 合 ノ2例 二慮用 シテ、其 ノ1例 ハ止 血二奏

数 シ1例 ノ・無数 デア リマシタ。

カク ノ如ク喀血 二際 シテ 何等 ノ療 法 モ 奏数 シナイ場

合 二人 工氣腹療法 ヲ 試 ミル事 ハ亦必要 ナルー方法デ

ア;レト考 ヘル ノデ ア リマス.

第105、106番 ヘ ノ追加 槍 林 兵 三 耶

余等 ハ舞子病院 ニテ 腹膜炎患者 二封 シ数 名 ノ人工氣

腹術 ヲ實行 シ、嘔氣、腹痛 等氣分 ノ輕快 セルモ ノヲ経

験セ リ。 然 レ ドモ 腹膜 炎患者ハ 屡 ζ週期的 二熱其他

ノ自覧、他畳 的二臨殊症候 ノ動揺 ア,レモ ノナルヲ注意

シテ、此 ノ療法 ノ数果 ヲ検討 セザル可 カラズ。

107.吉 田氏及感 ト肺結核患者 ノ豫後

轟 讃 卓 壇擶 研究所)

昭和6年 間 二有馬研究所 附閣磐院 ヲ訪 レタル 肺結核

患者中吉田氏反慮 ヲ検 シタル267名 二封 シテ 満2ク

年後、即チ昭和9年3月 二其 ノ後 ノ縛錦 ヲ調査 シ、其

ノ調査 シ得 タル110名 二就 テ昨年第12同 日本結核病

學會 二於 テ報告 セ リ。

今同ハ夫等110名 二就 テ満3年 後即 チ昭和10年3月

更 二其後 ノ調査 ヲ試 ミタル結果 ヲ報告 セ ソ トス.

以上 ノ成績 二 依 ツテ 吉田氏反慮ハ 陽性 ノ強弱及 ビ陰

性 ニヨリ僅 カニ3年 間経過後 ノ結 果ナ リト云 へ、肺結

第1表 吉田氏反慮 ト肺結核患者 ノ豫後

1.性 別
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108.災 害 ノ肺 結 核 症 二及 ボ セ シ影 響

長 井 盛 至(慶 大 内 科)

肺 結 核 症 ノ 症 候 ハ 極 メ テ ヂデ リケー トゴデ ア リマ ス カ

ラ、肺 結 核 患 者 が若 シ火 災 二遭 遇 ヌ ル3ウ ナ事 ガ ァV

バ、恐 ラ 〃非 常 ナ悪 影 響 ヲ蒙 ル ダ ラ ウ トー 般 二考 ヘ ル

ノデ ア リマ スゆ

彼 ノ大 震 火 災 ノ場 合 ニ モ 斯様 ナ 纏 験 ハ 相 當 ニ ア ツ タ

筈 デ ア リマ ス が、當 時 ハ色 々ナ事 情 ノ爲 二此 ノ潰 息 ヲ

充 分二 報告 ヌ ル者 ガ ナ カ ツ タ ヨ ウデ ア リマ ス。

昭和8年3月5日 午 前3時 牛 、某 「サ ナ ト リウ ム」二於

キ マ シ テ火 災 ガ起 リマ シタ.

マ ダ春 モ淺 ク シテ寒 ク、霧 ノ ヨ ウナ小 雨 ノ降 ル夜 デ ア

リマ シ タ.私 ハ其 ノ晩 ノ當 直 磐 トシテ53名 ノ入 院 患

者 ヲ火 ノ子 ヲ 浴 ビ ナ が ラ 避 難 サ セ ル事 二 狂 奔 イタ シ

マ シタ

今 迄 絶 封 安 静 ヲ 命 ゼ ラ レテ ー 歩 モ 病 室 外 二 出 タ事 ノ

ナ イ患 者 ハ 勿 論 ノ事 、輕 症 者 デ モ夜 中突 然 雨 ノ中 二歩

カセ タ リ夜 風 二遭 ハ セ タ リシ タ 事 ハ ドyナ ニ 病 氣 ヲ

悪 〃ヌ ル デ ア ラ ウ ト心 痛 シタ ノデ ア リマス ガ、其 ノ結

果 ハ 意 外 ノ 成 績 デ ア リマ シタ ノ デ 拉 二 蓮 ペ テ ミタ イ

ト思 ヒ マス 、震 災 ノ場 合 ト異 ル事 ハ 、焼 失病 棟 バー 部

分 ダ ケ デ ア ツ タ ノデ 事 件 ノ 翌 々 日 ヨ リ 李 常 二復 シ從

テ患 者 二及 ボ シタ 影 響 ガ 短 時 間 デ 濟 ンダ事 デ ア リマ

ス ◎

先 ヅ火 災 後1週 間 ノ影 響 ヲ知 ル爲 二、入 院 直後 ノ者 及

ビ 月経 直前 ノ者 ヲ除 ク51名 二就 キ火 災 ノ前 後 各1週

間 ノ病 状 ヲ比 較 観 察 イタ シマ シ タe盟 濃 ハ 各 人1週

間 ノ李 均 ヲ トリマ シテ、1日 ノ最 高饅 温 撮 氏2分 以 上

ノ差 ア ル モ ノ ヲ影 響 ア リ ト見倣 シテ、雨 者 ヲ比 較 イタ

シマ シタ所 、其 ノ過 牛 籔 二於 テ異 常 ナ ク、共 ノ他 ハ上

昇 シタ モ ノ ト下 降 シタ モ ノ ト略 ζ同 奉 デ ア リマ シタ。

脈 撞 敷 ハ1週 間 ノ李 均 ヲ トリ、1日 最高 ノ脈搏 鍛 が5

以 上 ノ差 ア ル モ ノ ヲ以 テ影 響 ア リ ト見敏 シマ ス ト、脹

薄 数 ハ遭 難 後 壇 加 シタ者 ノ方 が多 クi約31%デ ア リマ

ヌ。 之 ハ吃 驚 シタ 爲 二心 悸 充 進 ヲ 起 シ タ 者 が多 カツ

タ 爲 デ セ ウ カ窃

次 二咳 漱 二就 イ テ ミマ ス ト、堆 悪 シタ モ ノ が僅 力5.7

%デ 、 減 弱 シタ者 が14%以 上 ア リマ ス。 喀 疾 量 ハ咳

漱 以 上 ノ好 成 績 デ 減 少 シタ モ ノが25%、 培 加 シタ モ

ノ が10%デ ア リマ㌧スe

柳 モ肺 結核 患 者 ハ 雨 二 濡 レタ リ、 過 度 ノ蓮 動 ヲ シタ

リ、殊 二夜 外 出 ヲス ル時 ナ ドハ常 二病 朕 悪 化 ノ原 因 ト

ナツテ、咳漱 が劇 シクナ リ喀疲 量 が塘加 スル ト云 フノ

ガ普通 デア リマス ノニ、此 ノ場 合 ノ如 キハ悪影響 ヨη

ハ好影響 ヲ受 ケタ 者 ノ方ガ 遙 カニ多 カツタ ト云 フ事

ハ誠 二興味 アル事實 デ ア リマス.

次 二食 慾 ヲ ミル ニ、 約16%二 於 テ 墳進 シ約10%二

於テ減退 ヲ認 メマス.其 ノ他 ハ 不攣 デア リマ シタ。

之亦興味深 イ所 デア リマス。 、

睡眠 障碍 ノア リ勝 ナ 肺結核症 が 火災後睡眠良好 ト攣

ツタ者 が約24%モ ア リマシテ、不良 トナツタ者 ガ僅

力6%デ アツタ事 ハ注 目二債 スルモノデア リマス。

次 二喀血 二就 イテ ミマス ンレニ、當時毎 日血疾 ヲ出シテ

居 ツタ者 ガ3名 ア リマ シテ、1名 ハ火 災 ノ翌 日ヨ リビ

タ リト止血 シ、1名 ハ完全 ノ止血 デハ アリマセ ンガ血

疾量 ザ 著 シク 減少 イタ シマ シタ.モ ウ1名 ハ却 ツテ

相當 ノ喀血 ヲイタ シマ シタ、 其 ノ外 二 火災後初メテ

血疲 ヲ出 シタ者 ガ1名 ア リマス。 兎 二角 モ 私 ハ火災

遭難後小喀血 ノビタ リト止 血 シ例 ヲ経験致 シマシタ。

以上 ノ・災害後1週 間 ノ影響 デア リマスが、肺結核症ハ

慢 性 ノ疾患 デア リマス 」レカラ6ケ 月後 二 於 ケ ル影響

ヲ ミマス ト、同所前年度 ノ治療成績 ト比較 シテ治癒率

二於 テ劣 リ死亡率 二於 テ 墳加 ヲ認 メマ シタ。要スル

ニ火災ハ輕症 者 ニハ殆 ソ ド悪影響 ガナイガ 滲 出性 ノ

病 竈 ヲ有 ス ル 重症 者 ニハ6ケ 月間 二相當 ノ悪影響 ヲ

奥 ヘ タヨウデ ア リマス。

サ テ火災 ノ翌 日ヨ リ喀血者 が止血 シ、有熱者 ガ下熱 シ

睡眠 困難 ノ者 ガ睡眠良好 ト愛 リ喀痕量 が減 リ、食慾が

急 二塘進 シタ ト云 フガ如 キ 事實 ハ 如 何二訊明 スベキ

盤 温 賑搏 激 咳 漱

撒レ6

喀疾量

藏生

増

禾幾

11

%

2L6

一

16

一
31.4

一

% 47.0

食 慾 睡 眠 喀 血

⊥⊥ヨ %

食
攣
悪

天

12

%

鉱3.

飼
減1025.0 塗

毬
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8 15.
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良
一 戸
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2,

一
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一
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5

一
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一

3

一
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一
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デ ア リマ セ ウカ。

「サ ナ トリウ ム」ヲ安住 ノ地 トシテ 静 養 ヅテ居 タ 患 者

が而 モ 安 眠 中 突然 「火 事 ダー」ト騒 が レタ 瞬 間 ハ/が

精 紳 的 ニー 大 「シ ヨック」トナ リ、 今 迄 病 的 二璽 調 サV

テ ヰ タ植 物 性 瀞 経 系 統 が ニ ワ カ ニ 病 的 状 態 遡 リ 健 康

状 態 二近 ク還 元 サ レタ爲 力、若 シク ハ周 園 事 情 劇 攣 ノ

爲 二患者 ハ 内 二病 苦 ヲ凝 親 ス ル ノ暇 ナ 〃、外 界 二樽 向

ヲ絵 儀 ナ クサ セ ラ レタ爲 膿 組 織 ノ 活 動 力 が 却 ツ テ 旺

盛 ニ ナツ タ 結 果 デ ハ ナ カ ラ ウカ ト 思 ハ レマ ス。 敦 レ

ニセ ヨ斯 ノ如 キ 諸事 實 ハ 慢 性 病 者 ノ診 療 二 從 事 ス ル

者 ニノ・深 ク 銘 記 ス ベ キ所 ト信 ジ マス.

第108番^ノ 追加 高 田 瞬 安

大正12年9月 ノ大 震 災 ノ際南 湖院 入 院 患者 二擦 ル経

験 ニ ヨ レバ、震 火 災 ハ肺 結 核 患 者115名 ノ豫 後 ヲ不 良

ニ セ ザ リ シノ ミナ ラ ズ、寧 ロ却 ツ テ良 好 ナ ラ シメ タ ノ

デ ァ リマ シ タ。 即 チ死 亡 牽 李 均7%ナ リシ者 が、其 ノ

年9、10、11、3ヶ 月間 死 亡 率 ハ5%二 止 マ リ マ シ

タ。3ヶ 月以 上 モ 絶i射安 静 ナ リ シ 患 者 サヘ モ 看 護婦

ニ ヨツ テ 戸 外 へ 運 ビダ サ レタ ノ デ ア リマ シタ.叉 大

震 災 ト同 時 二交 通 遮 噺 ノ獣 況 ト成 リ、叉 藥 局 ヨ リ出火

シテ藥 晶 ハ殆 ド鉄 亡 シ、叉 東 京 ヨ リ取寄 セ ル事 モ非 常

二不 完 全 ナ リ シニ拘 ラ ズ、比較 的 良 好 ノ経 過 ヲ取 ツ タ

ノ デ ア リマ ス.其 ノ原 因 ハ 患 者 ノ均盟 ガ 多 ク 大 氣 キ

接 シタ ル ト、其 ノ心 ガ大 ナ ル匠 域 二置 カ レ、病 氣 ヲ苦

慮 ス ル念 が簿 ラ ギ シニ 在 リ・・セ ヌ 乎 ト考 ヘ マ ス.大

正12年 二我 邦 内地 人肺 結 核 死 亡 奉 ガ著 シク ナ ク、叉

同13年 ニ モ之 二次 イデ少 ナ キ ハ、 他 二原 因 ノ認 ム ベ

キ者 が無 イ カラ 大 震 災 二 原 因 ス ル デ ハ ナ イ乎 ト考 ヘ

マ ス
o

宗数家 ニハ病氣 が治 リ易 ク其 ノ 生命 ガ 長 イ ト云 フノ

ハ其 ノ心 ガ大 ナル 匠域 二在 ノレが 爲 デア リハセ ヌ乎
。

大氣 二親 ム事b宗 敏 ヲ信 ズル事ハ 健 康 ヲ助 クル1例

謹 トナ リハセ ヌ乎 ト思 ヒマス。 尚詳 シイ事 ハ大正13

年2月 ノ「治療及 ビ盧方」二報告致 シマ シタ.

肺結核病死亡奉(干人 二付)

大正10年

同11年

同12年

同13年

同14年

昭和 元 年

109.

64.3

66.4

61。2

63.3

67。4

・-69。2

人 饅 二於 ケルBCG「 ワ クチ ンj

豫防 接種 ノ脛過 績報

今 村 荒 男
中 谷 繁 一
澁 川 隆 曹

黄 楊 一 雄蜜
來 善 次

藤 井 明

余 等ハ1920-1930年 間 二亙 リ動物實験 ニテBCG生

菌 ノ接種 ニ ヨリ進行性結核 ノ惹起 セル例 ヲ見 ズ、且、

免疫 力二於 テモ死菌fy〃 チ ソ」ヨリ強 キ ヲ知 レリ。

之V等 諸種 ノ動物實験 ニヨ リテ、得 タ1レ成績 ヲ基1・ナ

シ、 余等 ハ阪大病院 二入學 セ シ看護嬬生徒 ノ中だッベ
の

ル ク リソ」反 磨陰 性 者 二BCG生 菌 ヲ豫 防 的 二接 種 シ、

之b「 ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 陽性 者 トノ間 二 結 核 罹 患 率

二如 何 ナ,レ相 違 ヲ 生 ズ ル ヤ ヲ 比較 研 究 セ シ モ ノ ニ シ

テ、経 過 ハ 昭和5年 以 來 看 護 婦 ノ生 活 ヲ同 一状 態 二於

テ観 察 シ、 ヌ.毎年 新 シク接 種 人 員 ヲ増 加 セ リ.

先 二我 等 ハ 貴 島博 士 ノ 観 察 セ ン 昭 和2年4月 二、47

名 中、fツ ベ ル ク リン」反 旛 陰 性 者31名 、 陽 性 者16

名並 二昭 和4年4月 ニハ65名 中「ツ ベル ク リ ぬ 反 磨

陰 性 者40名 、 陽 性 者25名 、之 レ ト昭和6年4月 二、

43名 中 「ツベ 」L・'クリ ソ」反 慮陰 性 者17名 、 陽 性 者26

名 トニ ツ キ、ドツ ベル ク リソj反 旛 陽性 陰 性 雨 者 ヲ無 虞

置 ノ儘 放 置 シ、雨 者 間 二起 ノレ結 核 性 罹 患率 ヲ比 較 セ シ

ニ、第1表 二 示 ス ガ如 ク「ツ ベ ル ク リ ソ」反 磨 陰 性 者 ハ

陽 性 者 ヨ リ多 ク ノ 結 核 罹 患 者 ヲ 出 セ リ。 之 レニ ヨ リ

「ツ ベル ク リ ン」反 磨 陰 性 者 ハ 結 核 二 罹 患 シ 易 キ ヲ知
、

)Vo

余 等 ノ實 験 二用 ヒ シ反 慮 ハ 初 メ ニ ハニ 干 倍 バ ツ ベ ル

〃 リソ」0・1聴 ヲ 皮 内 二 注 射 ン之 二 無 反 磨 叉 ハ 直 径

0・6糎 以 下 ノ モ ノ ヲ 陰性 トナ ス。 後 ニ ハ千 倍 バ ツ ベ

ル ク リ ソ」0.1選 ヲ皮 内注 射 シ 直 径0.8糎 以 内 ヲ陰 性

トナ ス モ 本 實験 二 於 テハ 「ツ ベル ク リ ン」反 磨 ハ大 禮

二於 テ、 陰性 者 ニ ハ無 反 慮 者 多 シ。

BCG第1同 二接種 セ シ・・昭 和5年4月41名 中rツ ベ

ル ク リy」 反慮 陰 性 者24名 ニ シ テ之v二BCG生 菌

ヲ第1表 二示 ス量 ニ テ 順 ヲi追フテ 注 射 シ 共 ノ間 充 分

二 「ツベ ル ク リ ソ」反 慮 ノ 陽 性轄 化 状 態 ヲ観 察 セ シニ

全部 陽性 縛 化 セ リ.其 ノ中 現在 迄 二 結 核 性 疾 患 ヲ起

セ シモ ノ2名 「ツ ベ ル ク リン」反 鷹 陽 性 者 二 於 テハ1

名 ナ リ。昭和5年10月 二於 テ ・・36名 中rツ ベ ノレク リ

ソ」反 慮 陰性 者23名 之v二 、BCGヲ 表記 ノ量 接 種 セ

シニ 「ツ ベル ク リ ソ」反 慮 ハ 総 テ 陽性 縛 化 セ リ。 而 シ

テ結核 罹 患 者2名 ヲ 出 ンrツ ベ ル ク リ ソ」反懸 陽 性 者

1
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ニ ハ罹 患 者 ナ シ。

以 上 ハ、BCGヲ 比 較 的大 量 接 種 セ シ實 験 ニ シテ此 ノ

2群 二 於 テ ハ 「ツ ベ ンレク リ ソJ反 磨 ノ無 反 磨 ナル モ ノ

ニ ハ 局所 反 慮 ナ キ モ 「ツ ベ ル ク リ ソJ反 磨 ノ多 少 反 磨

ア ル モ ノニ於 テ ハ、硬 結 叉 ハ膿 瘍 ヲ見 タ リ。 然 レ共 該

症 獣 ハ直 二治 癒 セ リ。 昭 和7年 ニ ハ26名 ノ 「ツ ベ ル

〃 リソ」反 慮 陰 性 者 二BCGヲ 表 記 ノ如 ク反 覆 注 射 シ

線 テ 「ツ ベル 〃 リ ソ」反 慮 ハ 陽 性 二 轄 化 セ リ。 之 ノ群

二於 テハ結 核 性 疾 患 ハ1年 目迄 二2名 、其 レ ヨ リ以 後

二3名 出 シ、 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 陽性 者 ヨ リハ、1年

目迄 二3名 其v以 後 二1名 出 セ リ。

此 ノ群 二於 テ ハBCGヲ 少 量接 種 セ シ モ ノ ニ シテ、

注 射部 二硬結 ヲ認 メ ズ、昭和8年 ニ ハ 「ソ ペ ル ク リ ソ」

反 癒 陰性 者53名 、 昭 和9年 ニ ハ39名 二BCG生 菌

ヲ前 同suリ 少 シ ク 増量 シテ0.02mg2同 接 種 セ シニ

前 者 二於 テ ハ全 部 陽性 縛 化 シ、 後 者 ハ36名 陽 性 轄 化

セ リ。 之vトBCG生 菌 ヲ接 種 セザ ル者 トヲ比 較 ス,レ

ニ接 種 セ シモ ノハ結 核 罹 患 撒 少 ナ シ。

以 上 ヲ総 括 ス,v二 「ツ ペ ル ク リソ」反 磨 陰 性 者90名 ヲ

其 ノ儘放 置 セ シニ、 結 核 性 疾 患 ヲ15名 出 シ其 ノ比 ハ

90名 二樹 シ16。7%ニ シテ 其 ノ 中死 亡 シタ ル者 ・・6

名 ア リ。 之 ノ比 ハ6.7%「 ツベ ル ク リ ソ」反 磨 陰 性 者

165名 二BCG生 菌 ヲ接種 セ シニ13名 ノ結 核罹 患 者

ヲ出 シ 之 ノ比 ハ7.9%ナ リ、 其 ノ中死 亡 者 ハ1名 他

ハ良 好 ナ ノレ結 果 ヲ 示 セ リ。 「ツ ベ ル ク リン」反磨 陽性

者 ニ テ 封 照bシ テ 用 ヒ シモ ノ210名 中結 核 罹 患 者 ハ

29名 ニ シテ13.8%二 當 リ 其 ノ 中死 亡 者 ノ・3名 ア リ

即 チ此 ノ3群 ヲ比 較 セ ・竜大 髄 二於 テBCG生 菌 ヲ注 射

ス ル コ トニ ヨ リ次 二 來 タ ル 結 核 罹 患 率 ヲ少 ナ ク シ得

某 工場 若 年 女 子 二於 ケ ルBCG接 種 二關 ス 》レ表
『

「ツ ベル ク

リ ソ」

反 磨

調 査

期

陰 性 者
BCG豫 防接

種者施 行
0.02瑳1同

1

陽 性 者

昭艦 謝 月}994人 651人

現在鍛 結核罹患
者轍 現在数 結核罹患

肴籔

昭和9年3月
949人 539人

3
陽性卒年化

0.6%
410人

11(死1)

2.7%

(死0.20%)

昭和9年12月
601人

321人 7
22%

280人

一

4
1.4%

合 計
10人

始 メ ノ
1.1%

15人

始 メ ノ
2.4%



MO 総 會 演 読 要 旨 【第13巻

ル ト考 フ.

尚當教室 二於 テ三宅學士 モ某三場 ノ若年女 子 二BCG

ヲ0.02mg1同 注射 セシニ、第2表 二示 セル如 ク、昭

和8年6月994名 ノ陰性 者 二BCGヲ 接種 シ、 同時

二封 照 トシテ 「ツベル ク リy」反感陽性者651名 ヲ其

儘 ノ放 置セ シニ昭和9年3月 二於 ケ♪v調査 ニノ・BCG

生菌 ヲ接種 セ シ539名 中結核罹 患者3名 此 ノ比ハ0.6

%「 ツベルク リソ」反磨 陽性 者ハ410名 其 ノ中結核罹

患者11名 其 ノ中死亡1名 ニ シテ此 ノ比2.7%ナ リ。

9年12月 調査 二於 テ ・・BCG生 菌接種 者321名 中結

核罹 患者7名 、 封 照 二於 テノ・280名 中結核 罹患者4

名ナ リ.

以上 ヲ小括 ス,レニ三宅學士 ノ實験 二於 テハ、2年 モ経

過 セザ,レ間 二 實験人員 ノ次第 二減少 シ確實 ナル統 計

ヲ取 ル事 ヲ得 ズ、此 ノ實験 ハニ工場 ノ衛生 ヲモ充分 二

考ヘ ル必要 ア リ。 之 レト同時 ニー定 ノ期間 ヲ置 イテ

BCGノ 豫 防接種 ヲ反覆 セ ネバナ ラヌ ト思 フ、

同様 二西川學士 モ乳見 二於 テBCGヲ 接種 セ}v二 我 々

ト同様 ナル成績 ヲ得 タ リ。

摘 要

以上我々敏室 員 ノ研究 セ シ籔100例 ノ賓験 ヨリ我 々

ハ次 ノ事 ヲ考 へ得.

1.BCG生 菌 ヲ人盟 内 二接種 セル ニ關 ラズ其 ノ爲 二

起 ル結核性 ノ 疾患 ヲ之 レ等 ノ實験 二於 テ ー度 モ認 メ

ズ。

2.「 ツベルク リソj反慮陰性者 ニー定量 ノBCG生 菌

ヲ注射 セルモノハBCG生 菌 ヲ注射 セザルモ ノヨリ結

核罹病 者 ヲ減少 セ シメ得 ル ノ数果 ア リ。

而 シテ其 ノ敷果 ハ絶封的 デナク、日常生活 二於 テ、豫

防法 ヲ充分 二 考究 スル ヲ要ス ト同時 ニー定期間 ヲ経

テ「ツベク リソ」反磨 ヲ検査 シ、陰性者 ニノ・再度 ノ接種

ヲ必要 トス,レモノ ト考 フ。

第109番 ヘ ノ追加 今村内科 西 川 爲 雄

故飯 田長一君 ト共同 シ、昭和4年 以來乳見 二輕 口、皮

下 ノニ方法 ニヨ リ3000名 二BCG「 ワクチ ン」ヲ接種

セ リ.マ ソトー壌反慮陰性 見 二種 々ナ ル菌 量 ヲ接 種

セル モ、0。02選 ヲ適當量 ト認 メ、1ケ 月間隔 二3同

施 行ス.

局所反慮 ハマ ソトー氏反慮 陰性見 二 施行 ス座 トキ認

ムベキ墾化 ナ リ、一般症状 ニモ塑化 ナ シ。 経過観察 ヲ

行 フテ、此間結核性疾患及 ビ結核性死亡者 ヲ1名 モ認

メズ。

マ ソ トー 氏 反 慮 二就 テ ミ]v二 、施 行 後1ケ 月 後 二著 明

ノ陽 性 化 ヲ認 メ 、7ケ 月後 二多 籔 ノハ イ エ ツ氏 ノ云 フ

「ポヂ チ ブ、ア ネ ンレギー ト認 ム可 キ陰 性 化 セ ル モ ノ ヲ

多激 認 メ タ リ。 爾 ホ ラ イ ト、氏 ノ 「ス ラ イ ド セ ル カル

チ ユ ア ー」法 ニ ヨ リBCG菌 接 種 後1ケ 月 見 ノ全血 液

ノ人 型 結 核 菌 増 殖 阻止 作用 ノ 非 接 種 見 二 比 シ 著 明 ノ

増 大 セ ル ヲ認 メ タ リ、且 ツ接 種 見 ノ膿 重 増 加 ハ讐通 見

ト等 シク 「グ リッベ」「扁桃 腺 炎 等 ノ 疾 患 ノ罹 患 傘 ノ僅

少 ナ,レ事 ヲ併 セ認 メ タ リ。 以 上 追 加 ス.

第109番 ヘ ノ討 論 青 山 敬 三

BCGヲ 人盟 二 安 心 シ テ 使 用 シ 得 ル トノ 御 考 二SS・y

テ、 異 議 ガ ア リマ スゆ

1.動 物 實験 上、BCGノ 接 種 丈 ケ デ、 其爲 弊 死 二至

ルモ ノ ガ アルe然 モBCGノ 毒 力 ニ ヨル モ ノデ ハ ナ イ

カ ト考 ヘ ラVjレ 。=Vハ 「ス ケ プ チヅシユ」ノ意 味 デア

リマス。

既BCGノ 弱 毒 デ ア ル コ トハ私 モ承 知 シテ 居 ル ガ、

多 少 ノ毒 力 ア ル コ トモ事 實 デ ア ル以 上 、之 ヲ人 盟 二入

レタ ル時 、一 方 個 盟 ノ素 因形 成 二乗 ジテ、毒 力 械 復 二

至 ル コ トノ憂無 キ カ。 此 鮎 安 全 ヲ 保 障 ス ル 方 法 ア リ

ヤ。

3.人 盟 二BCGヲ 注 射 ス ル場 合 、菌 ガ偶 然 二血 管 中

二入 」レコb無 シb言 ヒ得 ズ。 然 ラバBCGヲ 血 管 中 二

入 レタ ル際 ハ 如 何 ア ル ベ キ カ。 此 邊 ノ考 慮 モ 充分 ニ

シテ 置 ク必 要 ア リ ト信 ズル。

第109ヘ ノ青 山 氏討 論 へ1討 論

今 村 内 科 西 川 爲 雄

BCG接 種 ノ人 盟 ヘ ノ施 行 二樹 シテ ノ・、 私 ノ昭 和4年

以來6ケ 年 間 ノ 経 過 観 察 及 ビ施 行 當 時 ノ 乳 見一 般 症

}伏及 局 所 反 旛 二 關 ス ル 経 験 ヨ リ 今 日 マ デ1名 モ認 ム

可 キ 副作 用 ノ無 キ コ トヲ以 テ 可成 り安 心 シテ 人盟 二

使 用 シ得 ル モ ノナ リ。 ・

第109番 ヘ ノ追 加 眞 鍋 嘉 一 郎

BCGノ 問 題 が現veシ タ カ ラ、 門 外 漢 ナ ガ ラ、最 近

外 遊 中、 佛 蘭 西 二於 テBCGが 如 何 二盛 二行 ハyテ ヰ

ル カヲ陳 ベ ソ トス 。BCGハ 佛 蘭 西 二於 テ ハ如 何 ニ モ

勇 者 的 計 蓋 ナ リ シが、10絵 年 間 此 方 法 ハ 絶 滅 セ ザ,レ

ノ ミナ ラズ、盒{普 及 ス)v二 至 り、今 日 ノ・初 生 見 二1

週 間3同BCGノ 内 服 ヲ規 定 ・y、之 ヲ既 二産 婆 ニス ラ

委 任 シ、 夜 中 ニ テ モ 休 日 ニ テ モ 之 ヲ醜 布 刃 レモ ノナ

リ。 然 シコyハ 強 制 的 ニ ア ラズ シテ、「ポ.スタ・-jヲ以

テ宣 傳 シテ、"ノ 慮用 ヲ推 賞 セ リ。BCGヲ 反 封 セ シ
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某 啓 師 へBCG接 種 ヲ行 ハ ズ シテ、 其 小 見 が粟粒 結

核 二罹 リジコ トヲ見 、BCGヲ 用 ヒ タ リセバb後 悔 セ

リ。 而 シ テ佛 蘭西 二於 テ、轡 學 的 観 察 上 見 ル ベキ モ ノ

ハ何 ナ;レヤ ト云 フニ、結 核 患者 ノ減 少 ナ リ トノ コ トナ

リ。 佛 蘭 西 二於 テ ノ・、結核 ヲ滅 ス トハ、結 核 ノ小 見 ヲ

絶 無 ニス ル コ トナ リ トテ、BCGヲ 用 ユ ル外 、 均膿 的

ノ健 康墳 進 ノ要素 ヲ無 親 セ ズ、 食 餌 、光 、空 氣療 法 ハ

無 論 ナ レ ドモ、初 生 兇 ヲ不健 康 ナ ル 「メ ヂ ウム戸 リ、

健 康 ナ,y「 メ ヂ ウ ム」二 分 離 ス ル コ トニ 務 メ タ リ。 由

來佛 蘭西 ノ法律 ニ テハ 、生 見 ヲ3年 間 ハ 雨親 ヨ リ離 ル

ル コ トヲ許 サ"リ シガ、法 律 ヲ改 正 シテ、結 核 豫 防 ノ

爲 ニ ハ、産 後 直 チニ乳 見 ヲ不 健 康 ナ,レ周 園 ヨ リ放 シテ

病 院 叉 ・・健 康 ナ ル 家 族 ノ所 二之 ヲ 隔 離 保 育 ス ル方 法

ヲ許 可 ス ル ニ至 レ リe帥BCG及 結 核豫 防 ノ佛 國 二於

ク ル實 見談 ヲ陳 べ、 御 塗 考 二供 シマ ス.

第107番 ヘ リ追 加 今 村 荒 男

結 核 免疫 ヲ研 究 シマ シテ、生 菌 免 疫 ノ方 ガ死 菌 免 疫 ヨ

リモ有 カ デ アル ト考 ヘ マ ス.有 馬博 士、青 山 博士 等 ハ

佐 多博 士 在職25年 紀 念論 文 集 二於 テ、 結核 免疫 ハ生

菌 免疫 が有 力 デ アル ト獲 表 セ ラ レタe之 ハ 大 正8年

デ アツ テBCGノ 未 ダ人艦 二 用 ヒラvヌ 時 デ ア リマ

ス。 日本 二於 テハ 豫 防注 射 二 用 ヒllz「yク チ ソ」ハ細

菌 二於 テ ハ生 菌 ガ從來 許 サ レテ居 ラ ナ イ、其 間 種 々 ノ

事 情 が アツ テAOハ 死 菌bナ ツ テ獲 表 セ ラ レ マ シタ。

共 後 二昭 和2年 二 當 學 會 二於 テ 私 ガ豫 防 「ワ ク チ ソ」

ノ敷 力 批列 トイ フ題 目ニ テ演 説 シマ シタ ガ、其 當 時 ニ

モBCGガ 他 ノ死 菌 「ワク チ ン」ヨ リモ豫 防数 力 ガ大 デ

アル ト云 フ成 績 ニ ナ リ、 モ シ用 ヒ得 レバBCGが 豫 防

「ワク チ ソ」トシテ
、ヨ リ有 力 デ ア ル ト考 ヘ タ ノデ ア リ

マス。 其 後 敏 室 ノ貴 島、中谷 がBCGトAO)免 疫

比較 ヲ シマ ・yテ矢 張BCGノ 方 が豫 防 数 力 が アルb云

フ事 ニナ ツ テ居 ル。 此 時 ニ ハ 實 験 方 法 二就 イテ モ有

馬 頼吉 博 士 ト相談 シテ 行 ツタ ノデ ア リマス.私 ノ考

ノ・今 デ モBCGノ 如 キ モ ノが ヨ リ興 味 ア リ ト考 ヘ テ居

リマス。

毒 力 ノ問 題=就 イテ ハ今 用 ヒテ居 ルBCGハ 、 先 ヅ人

盟 二進行 性 ノ結 核 ヲ 作 ラ ヌ ト考 ヘ テ 居 リマス.多 ク

ノ病 理 的攣 化 、結 節 ノ如 キモ ノ ヲ作 ル トモ夫 レが治 ン

易 ク、又 進行 性 ノモ ノ デ ナ ケ レバ之 二差 支 ヘ ナ イ ノ ミ

ナ ラ ズ、寧 口全 然 無 毒 ナ ル モ ノ ヨ リモ有 力 デ ア ル ト考

ヘ テ居 ル。 今 迄 ノBCGノ 佛 國 二於 ケ ル経 験 、 叉 余 等

ノ経 験yリ シテBCGニ ハ進 行 性 結 核 ヲ來 ス危 瞼 ハ無

イ ト思 ヒマ ス.竹 尾結 核 研 究 所 二 於 テ 佐 多博 士 ノ指

導 ニ ヨ リテ得 ラvタBCGノ 動 物 實験 ノ成 績 モ、 余 等

ノ敏 室 ニ テ行 ヒ シモ ノ ト同 ジ結 果 デ ア リマス.

他 面 二於 テ 結 核 菌 ノ感 染 ハ 看 護 婦 等 二於 テ ハ 都 會 感

染 者 二 多 イ、 其 自然感 染 ノ結 核 菌 ハBCGヨ リハ遙 二

危 瞼 デ ア リマヌ。BCGヲ 與 ヘ テ モ 臼然 感染 ハ起 リ得

ル。 其 自然 感 染 ノ菌 トBCGト が何 レが危 瞼 カ ト考 フ

,レナILZ7〈、BCGヲ 用 ヒル トモ サ シテ無 謀 トハ云 ヒ得

ヌ ノ デア リマ スeBCGニ ョル豫 防数 果 ノ・結 核 免 疫 ノ

ー 般 ヨ リシテ決 シテ之 ノ ミニ 依 頼 ヌ ペ キ モ ノデ ナ イ、

唯 補助 方法bシ 豫 防 二用 ヒ得 ラv)レ 。 然 モBCGヲ 接

種 シテ得 タ ル免 疫 ニ ヨ リテ、後 二來 ル 自然 感 染 ヲ緩 和

シ得 レバ 幾 分 ナ リ トモ 数 果 ア リ ト云 フベ キ デ ア リマ

ス。 カ ・ル考 へ 方 ヨ リス レバBCGヲ 危 瞼 トシ豫 防 接

種 二用 ヒヌ トヌ ル ハ、 未 ダ委 當 デ ナ イ。

要 之 私 等 ハ 如 何 ナ ル 豫 防接 種 が ヨ イ カ ト云 フ事 ヲ研

究 ス ル ノ デ ア リマ ス.BCGニ ヨ リテ進 行 性 結 核 ガ オ

=,yト イ フ事 ガ確 カデ アvバ 、BCGヲ 勿論 磨棄 致 シ

マ ヌ。然 シBCGが 危 瞼 デ ナ イ ナyバ 死 菌 「ワ ク チyj

ヨ リモ、 寧mBCGノ 如 キ 「ワ ク チ ン」ヲ選 ブベ キ デ ナ

イ カ ト考 ヘ マ ス、今 後 爾 研 究 シテ結 核豫 防 「ワPチ ソj

ノ利 用 ヲ考 ヘ タ イ ラ ノデ ア リマ ス.

110.中 等 度 學 生 二於 ケ ルAO注 射

(第1同 報 告)

毛 利 元 隆

坂 本 輯齋 藤
李 入 鄭

若 山 静

緒 論

結 核 ノ豫 防 二 封 シテ ハ、 第1二 感 染 ヨ リ 遠 ザ カル コ

b、 第2二 結 核 二i封ス ル抵 抗 ヲ高 勾 レコ ト、此 ノ以 外

ニハ何 モ無 イ、而 シテ第 ノ事 ハ實 際 上殆 ド不 可能 デ ア

リ、第2ノ 事 二)yイ テ ノ、、現 在 非特 殊 性 抵 抗 増 進 ハ結

核 ノ豫 防上 可 成 有 力 ナ ル モ ノ ト認 メ ラ ル ・様 デ ア;レ。

特 殊 性 抵 抗壇 進 ヲ 人 爲 的 二 爲 シ得;レ ト云 フ 確 詮 ハ無

イ ト思 フ ト同時 二、之 が全 然 不 可能 デ ア ル ト云 フ確 詮

モ亦 無 イ ト思 フ。

結 核 ノ豫 防 二i封ス ル文 獄 ハ全 ク省 略 シ、タ ・'"e余等 ノ感

ジヲ述 ブ レバ 、余 等 ハ近 年 所 謂結 核 庭 女 地 二近 キ宮 崎

二居 住 ス ル モノ が、急 性 乃 至 亜急 性 結核 二罹 ル事 が結

核 馴 地 二 於 ケ,レモ ノ ヨ リモ 遙 二多 イ様 二思 ハ ル.之

レ即 チ結 核 二封 ス ンレ抵 抗 ヲ 高 ムル ニ ハ 非 特 殊性 ノモ

ノ ノ ミニテ ハ到 底 不 充 分 ニ シ テ、之 レ以 外 二爾特 殊性
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ノモ ノヲ必 要 トスル ー謹 デハ 無 イ カ ト思 フ.依 ツテ

余 等ハ 當地方 ノ生徒 二就 イテ特 殊性 ト思ハル ・結核

豫 防方法 ヲ企 テタ所以 デ アル.

特 殊性 ト思ハ ル ・結核豫 防 ノ爲 メ ニハ 近年殆 ド無 害

ト稽 セ ラル ・BCGが 盛 二用 ヒラ1レ・ガX余 等 モ亦副

作用 少 キAOヲ 宮市内 ノ中等學校 生徒 二用 ヒタ.然

シテ元來AOハ 有 馬氏其他 多藪 ノ實験 ニ ヨリ、副作

用 少 キ事 ハ明 カナ レ ドモ、余 等ハ爾 ホ副作用 ヲ出來 ル

ダケ避 ル 目的 ノ爲 メニ、表 二示 ス が如 キ余等 ノ方法 ニ

ヨ リ前以 テ、 生徒 ノ病歴 、現癌、赤沈反慮、 ドレソ ト

ゲ ソ」透覗、三 ソ黛豊 氏反磨 ヲ検 シ、是等 ノ所 見ニ ョ

リ注射量 ヲ加減 シ.1週 間1同 宛 ノ注射 ヲ7同 乃至

10同 持績 シ、 注 射・糸慰量 ヲ畳豊重50配 ニツ キ9乃 至10

ccm二 達 セ シメ、更 二最後 ノ注射 ヨリ約7週 間以上 ノ

経過 ヲ待 チ、一般状 態ハ勿論、赤沈反鷹及 マ ソ トウ氏

反磨 ヲ再槍 シタノレ結果 ヲ、第1同 報告 トシ、特殊性 ノ

免疫 二關 シテハ後 日ノ號表 二致 シタキ考ヘ デア,レ。

結 論

余 等ノ、AO第1號 注 射ニ ヨ リテ左 ノ結果 ヲ得 タ リ。

1.生 徒 ノー一般状態 ハ相當乃至著 シ ク 改 善セラレタ

ル コ ト。

2。 マン トウ氏反磨 ノ陽性率 ハ稽 ζ場加 シ、且 ツ以前

陽性 ナ リシモ ノモ著明 二壌強 セルコ ト。

3.注 射前 既二胸 部症状 ヲ有 セ シ者 ハ改善 二趣 キ、若

シクハ登症稀 ナル コ ト。

4。 多少 ノ自覧症状 ヲ有ス ル者ハ輕快 セル コb。

5.赤 沈反 癒ハ 低Fシ タ〃 モ ノト増加 シタル モノ ト

ア リテー定 セル成績 ヲ示 メサ"リ シコ ト。

6.AO注 射ニ ヨル副作用 ハ全然認 メザ リシコb。

(但 シ赤沈反慮 ハ温 度 二i封スル補正 ハ行 ハズ)(自抄)

109.集 團的結核豫防接種 ノ成績 二就 テ

岩 崎 栓(有 馬研究所)

虚 弱ナル學童並 二中等學校生徒、會肚 員、官公吏、兵

員 等 二既二多激 ノ人 々二就 キ、結核豫防 ノ目的 ニテ豫

防接種 ヲ行 ヒタル傍 ラ、過去 二於 テ甚 ダ高率 ノ結核死

者 ヲ出セル 村落住民 ニー般的豫 防接種 ヲ施 シ好成績

二達 シタ リ。

第109-111番 ヘ ノ追加

阪大今村 内科 中 谷 繁 一

余 ハコ ・敬年來種 々ナル實験 ノ途 上、海猿 二BCGノ

ミヲ注射 シテ観察 ヲ繰返 シツ ・アルモ未 ダBCG注 射

海猿 群 二於 テ特 二死亡 スルモノ 多 シト認 メタル事 ナ

シo

第111番 ヘ ノ追加

・ 有馬研究所 青 山 敬 二

岩 崎 ノ報告 ハ1昨 年(第11同)ノ 本會二於 〃ル報告 ノ

績 報デア リマス。

先年 ニハ観 察期間 が短 イ、例藪 ガ少 イ、更 二多籔例 二

就 キ長 期叡察 ノ上報告 ア,レ標 、叉陸軍方面 ノ成績 ヲモ

併 セテ報告 ス,レ様 ニ トノ注意 ヲ諸 家 カラ受 ケ マシタ.

ソレ故今 同 ノ報告 二止 メズ、夏 二例藪 ヲ墳ス毎 二、観

察年 月 ヲ経 ル毎 二、而 シテ更 二軍隊 方面 ノ成績 ヲ抄録

シテ差支 ヘナキ場合 二到 ル 毎 二績 々報告 シ度 ク存 ジ

マ ス 。

113.青 少年 ノ結核性肺疾患 ノ調査

(京城聲學奪門學校受験生 二就 キテ)

成 田 夫 介
北 村 勝 已(京城磐 專内科)
阿 南 光 義

余等 ハ京城 二 於 テ 青少年 ノ結核性肺疾患 二關スル調

査 ヲ企 テ 屡 ζソノ成績 ヲ獲表 スル トコ ロァ リシが此

度 ハ ソノ調査 ノ ー端 トシテ昭和9年3月 磐學專門學

校受験生570名 二就 キテ行ヘ ル結果 ヲ報告 セ ソトス。

先 ヅ強制的 二均長 、盟 重、胸 園、盟 温、脹搏 薮、赤血

球沈降速度、肺活 量 ヲ測定 シ、 ソノ結果 タル容疑者 三

ツキ更 二「レソ トゲ ン」検査 ヲ行 ヒテ 肺結核 ノ早期診

噺 ヲナセ リ、ソレニ ヨリテ所 謂健康 ナル者 ノ中二再 ビ

意外 二多籔 ノ活動性結核患者 ノ 介在 セルヲ知 リ且如

上 ノ槍査法 ノ結核性疾 患 二封 スル 早期診噺的債値 ノ

如何 ヲ窺 ヒ得 タ リ。

拉 二之 ヲ 報告 シ コノニ 段式 トモイ フベ キ簡易綜合的

早期診噺 法 ノ所 調健 康者 ノ結核剣 検 ト ソノ實施普遍

化 ノ上二資 スル コ ト大ナル所 以 ヲ力設 セソ トス。

第113番 ヘ ノ追加

今村内科 黄 楊 一 雄

私 モ某 工場 男女3500絵 人 ニソキ、同様 ノ盟格槍査 ヲ

シタ事 がア リマス ノデ、コノ成 績ハ大愛面 白ク拝見致

シマ シタ。 タ ド榮養 示数 ヲ書 カ レマヌ 場合 ニハ 先年

工場衛 生或 ハ膿育 方面 デ ヤカマ シク 言 ツテオリマヌ

トコロノ上腰 園 モ参 考 ニモ ラレタナ ラバ、モツ ト完全

ナモ ノニナル ダロウ ト思 ヒマス。 叉出來得 ベクソバ、
ノ

コノ標 ナ 検 査 ヲスル ニハ 必 ズ 「ツベルク リソ」反態 ヲ

併用 セラの レベキダ ト思 ヒマス。

第113番 ヘ ノ追加 ヘ ノ答 成 田 夫 介

我等 モ在學 中 ノ學 生、生徒 二就 イテ結核性疾患調査 ヲ
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行 フ場合 ニハ 常 二 「ツ ベ ル ク リソ」反慮 モ 同時 二観 察

シテ居 リマ ス。 然 シ今 日 ノ報 告 ハ 本 校 受験 生 二就 イ

テ ノ調 査デ ア ザ マス ノデ、艦 格 検 査 日以 外 ニ ハ襯 察 ノ

機 會 ヲ得 ラ レナ イ タ メ、乍 逡 憾 「ツベ ル ク リソ」反慮 ノ

観 察 が出來 ナ カツ タ ノデ ア リマ ス。

114.憂 灘 二於 ケル結 核 ノ研 究(第1報 、

小 田 俊 郎

莫薫武聖 轟劇 隅院内科)
李 樹 林

塁灌 ハ人 口稠 密 ニシテ丈化 ノ比較的古 キ熱 箒島嗅 ト

シテ熱帯地結核 ノ研 究 二關 シ吾 が國唯一 ノ封 象タ ♪レ

ヲ思惟 ジ本研究 二着手セ リ.

今同ハ墾北 二於 ケ ル 所謂健 康者ノ「ツペルク リソ」反

慮及e'「vンbゲ ソ」鳥 眞 ノ槍査成績 ヲ報告 ス。 男女

中等學校生徒約2000名 ノ「ツ」反慮陽性率 ノ・入學當時

約30乃 至40%ニ シテ卒業前40乃 至50%二 壇大 ス

ルモ此厳値 ハ内 地各地方 二 比較 シテ 小 ナ リ.本 島人

ノ陽性率 ハ 當地在佳 内地人 二比較 シテ 稽 く大 ナ リ。

是 等生徒 ノ盟格概評及 ビ榮養b「 ツ」反鷹 トノ間 ニハ

相關 ナ シ。

115.71ヌ ノ肺結核 ノ研究

(第1回 報告)

有 馬 英 二
小 田 俊 郎
野 田 信 驚
石 井 潔
加 藤 利 雄
見 谷 勇
牧 野 千 代 治

アイヌ.ニノ・肺結核多 ク 且重症経過 ヲ トリ肺結核 ノ死

亡率モ多 シ トハ從來一般 二信 ソゼラ レ、曾 テ有馬頼吉

博士ハ之 ヲ虞女地結核 ナルガ 故 ナ リト言 ハ レ・タンレ事

ア」Vモ余等 ノ1人 有馬ハ大正12年 日高 アイ ヌノ結核

調査 ヲ行 ヒ必 ズ シモ重症 肺結核 ノ 多 カラザル事 ヲ指

摘 セ リ。

今同學術振興會 ノ事業油 シテ、アイヌノ民族生理衛生

學的研究 ノー班 トシテ 余等ハ 日高 國、李取村一帯 ノ

アイヌ311名 二就 キ結核検診 ヲ行 ヒ蓮距離 「vソ トゲ

ン」撮影 ヲ行 ヒタルヲ以 テ此虜 二報告 スル次第 ナ リ。

「vンbゲ ソ」爲 翼上
、胸部二墜化 ヲ認 メタルハ、総計

56名 ニシテ、男 子22名(39.3%)、 女子34名(60.7

%)ナ リ。

年齢 ハ7歳 ヨ リ75歳 二及 ビ所 見 ト年齢 トノ關係 ハ第

1表 二示 スガ如 ク、15歳 以下25%、 青春期(16歳 ヨ

リ20歳 迄)10.7%、 青年期17・8%、 肚年期30.3%、

老 年 期16.1%ノ 割合 ヲ示 セ リ。

fvソ1・ ゲ ン」所 見 二 因 リテ 疾 患 ヲ 類 別 ス レバ第2表

ノ如 ク、 早 期 型肺 結 核 ハ66例 中40(60%)ノ 多 藪 二

昇 リ、 晩 期 型 ノモ ノ ヨ リ遙 カニ多 撒 ナ リ.

疾 患 中最 モ多 キ ハ肋 膜 炎 ニ シテ、19名(29%)就 中肥

厚 性 肋 膜 炎 ノ多 キハ注 目 ス可 シ。 次 ニ ハ 肺 門 腺 結 核

ノ12名(18.2%)ナ リ,,第 三 位 ヲ占 ムル ハ硬 化 性 肺 結

核 ナ リ1・ ス、10名(152%)、 堆 殖 性 肺 結 核 ハ9名

(13.6%)、 浸 潤 性肺 結 核 ハ8名(12・1%〉 ナ リ、而 シテ

血 行 性 播 種性 肺 結 核 及 肺 炎 性 肺 結核 ハ 各1名 ナ リキ。

是 等 ノ病型 ヲ年 齢 二 就 テ 見Vバ 第3表 二示 ス如 シ.

即 チ肺 門腺 結 核 ハ圭 トシ テ、25歳 以 下 ノ青 年 期 前 二

観 プル、之 ア イ ヌニ於 テ モ結 核 初 感 染 が小 見 期 ヨ リ青

年 期 ノ間 二行 ハ 切 レ事 ヲ示 ス.

滲 出性 肋膜 炎 ガ 青 年 期 二比 較 的 少 ク 牡 年 期 二 多 キ ハ

少 シク異常 トス ル トコ ロナ リ.

肥 厚 性肋 膜 炎 ノ多 キ ト 而 モ 肚 年 期 ヨ リ 老 年 期 二迫 リ

テ多 ク観 ラル ・事 ハ頗 ル注 目 二便 ス ル所 ニ シテ 、中2

例 ニ ハ 肺 實 質 中 二 結 核 性 病 竈 ヲ 件 フ モ ノ ア リ。 腓 腿}

形 成 ノ廣 サ バ種 々ナ ル モ兎 二角 力 ・ル肋 膜 炎 、後 貼症

が壮 年 期及 老 年期 ア イ ヌ ニ 多 撒 見 プ ル ・ ハ 青 年 期 壮

年 期 二於 ケ ル 肋膜 結 核 ガ比 較 的 良 好 二 経 過 シ 治 癒 ス

ル モ ノ相 當 二多 キ モ ノ ナ ル ノ詮 ナ リ トス.

寝 潤 ハ凡 テ25歳 以 下 ノ者 二 見 ラv、 小 見 期4名 、 青

年 期4名 ナ リ。 中4名 二於 テハ 早 期浸 潤 ノ像 ヲ呈 ・y、

1名 ニ ハ初感 染 二 因 」レモ ノb思 ハ ル。

晩期 肺 結 核 中、注 意 ス ベ キ ハ硬 牝 性 肺 結 核 ノ特 二多 数

ナ ル事 ニ シ テ、多 クハ壮 年 期 翁 リ老 年 期 二及 ブ。 之 レ

ノ、主 二 治癒 性 結 核 郎 チ 搬 痕 形 成 ト 見倣 ス 可 キ モ ノナ

リ トス、同時 二肺 尖結 核 ノ比 較 的多 キ事 モ 見逃 ス可 力

ラザ ル所 見 ナ リ.敦 レモ小 搬 痕 ヲ肺 尖 二 見、石 灰 化 セ

}レモ ノモ ア リ。 是 等 ノ 所 見 ニ ヨ リ ア イ ヌニ ハ治 癒 性

肺 結 核 ノ少 ナ カ ラザ ル ヲ知 リ得 タ リ。

培殖 性 肺 結 核 中4例 ハ空 洞 ヲ 示 セ リ、 然v共(イ)及

(ロ)ノ 大 多 数 ハ病 竈割 合 二 限 局 シ 硬化 性 ノ徴 ヲ示 ス

モ ノモ 少 ナ カ ラ ズ、大 腫 二於 テ慢 性経 過 ヲ トルモ ノ ト

考 ヘ ラル。

急 激 ナ ル 経 過 ヲ トル ト推 定 セ ラ ル ・ 滲 出性 肺 炎性 型

ハ僅 カニ1例 ヲ見 タ ル ノ ミ
e

以 上 ヲ総 抵 ス ル ニ余 等 ハ、

(1) 一ア イ ヌ ノ結 核 検 診 二於 テ311名 中18%二 肺(胸

部)二 所 見 ヲ見 出 シタ リ。 此 ノ撒値 ハ延長7里 絵 二及
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ブ 日高 國沙流 河流域 ノ 寒村二 散 在匂 レ音区落民 トシテ

ハ蓋 シ甚 ダ高率ナ リト云 フヲ得 ペ シ
.

(2)ア イ ヌノ結核感染 ハ小 見期 ヨ リ青年期 二行 ハ

レ、肺門腺結核、滲 出性肋膜 炎及寝潤 トシテ現 ハル。

(3)肥 厚性肋膜 炎、治癒性結核 ト見倣 ス可 キ肺尖結

核及硬化性肺結核 ノ多轍 ナル 鮎 ヨリ アイ ヌハ結核 二

罹患 スルモ治癒ス ル者多 シ トノ推 論 二達 ス。

(4)叉 壇殖性肺結核 ノ像 モ 慢性輕過 ヲ トルモ ノ ト

見ル可 キヲ以 テ、アイヌノ肺結核 が重症 ニシテ進行性

ノモノ多 シ トノ言 ハ根 オナ キガ如 ク、殊 二肺炎性型 ハ

僅 カニ1例 ヲ算 シタルニ過 ギザルモ亦 之v二 符合 ス。

唯附言 シ置 クハ 比較 的重症 肺結核 ノ4例 ヲ「vyb

ゲソ」撮 影 二洩 レタルガ 故 二此 ノ研究 二加へ得 ザリ

シバ逡憾 ナ リ。 然 乍此 ノ4名 ヲ悉 ク重症肺結核b

シテ之 二加 フルモ以上 ノ結論 ニハ 大 ナンレ攣更 ヲ要

セザル可 シ。

116.日 高 國沙流地方 アイヌ ノ結核感染

二就 キテ

北海 道帝國大學有 馬内科敏室

有 馬 英 二
小 田 俊 郎
野 田 信 茂
石 井 潔
加 藤 利 雄
見 谷 勇
牧 野 千 代 治

現在 アイヌノ最 モ多数 ヲ抱擁 ス ル北海 道 日高國沙流

河流域 即 チ李 取村 二於 ケ ル 結核感染 李 ノ調査 ノ・我 々

ノ多年 ノ宿望 ナ リキ。 コ レ卸 チ該 地方二於 テノ調査

ヲ根本 的 二途行 シ得 』!バ以 テ 全 アイヌ民族 ノ結 核感

染状態 ヲ推定 シ得L・バナ リ。 然 ルニ 幸 ヒニシテ我 々

ハ昭和9年7月 該地 方 ノア イヌニ就 キ テ 結核感 染調

査 ヲ行 ヒ得 タ リシ ヲ以 テコ ・二報告セ ソ トス。

結核感染 ノ有 無ハ 型 ノ如 〃奮 「ツベル クリソ」千 倍稀

繹液0.1蛯 ヲ皮 内 二 注射 シ48時 間後局所 皮膚號 赤

0。5糎 以下 ヲ(→ 、O.5-1.0糎 ヲ(±)、1.O--2.0糎

ヲ(十)、2・0-3.0糎 ヲ(什)、3.0糎 以上 及 ビ水泡形

成 セル モノヲ(柵)ト シテ ソノ成績 ヲ審定 セ リ。

先 ヅ小見期 ニオケ ル結核感染 二就 キテ 見ルニ7歳 ヨ

リ16歳 迄 ノ學 齢見童 ノ感染調 査ハ沙流河流域各村 二

於 ケル 小學校及 ビ分敏場見童 ヲ以 テセ シ故比較的多

鍛 ニ シテ 且該地 ノ見童 ノ大部分 二就 キテ 實施 シ得、

爾叉ヱ/L盈 見童b、 ソノ生活環境 ヲ共 ニス ル和 人見童

トヲ同時 二行 ヒ彼 此相封照 シ得 タル ヲ以 テ最 モ重 要

ニ シ テ且 興 味 ア ル結 果 ヲ得 タル モ ノ ト信 ズ。

學 校 ハ李 取 ボ 紫 雲 古 津 、二風 谷 、 荷 員 、 長 知 内、貫 氣

別、 上貫 氣 別、 「メ ム」ノ8校 ニ シテ被 槍 見 童 線 鍛989

名v内 和 人 見童786名 、 ソ ノ男 見408名 、 女 見378

名、 ア イ ヌ見童203名 中男 見114名 、 女 見89名 ニ シ

テ實 際 在 學 見 童 鍛 ハ和 人841名 、 ア イ ヌ264名 、和 人

見 童 及 ビア イ ヌ見童 被 槍 鍛 ノ比 ハ100人 二i封ス,レ:5、

8人 ナ リ。

「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 率 ハ 見 童 線 撒 二 於 テ ハ 和人

ノ約12%二 封 シ、 ア イ ヌ ノ・約15%ニ シ テ 後 者 ノ 方

ヤ ・大 ナ リ。 性 別 二就 キ テ 見 ル ニ 和 人 ニ テ ハ 男見 約

】3%、 女 見約11%ニ シテ、 ア イ ヌ ニテ ハ 男 見 約11%

ニ シ テ和 人 ト大 差 ナ ケ レ ドモ女 見 ハ約19%ノ 鍛 二達

シ、 コ ノ ァイ ヌ女 見 ノ 陽 性 傘 遙 カ ニ 多 キ コ ト・・注 意

ス ベ キ コ トナ リ。 學校 別 ニ テ ハ和 人 ハ荷 員 ノ18%ヲ

最 高 トシ、 李 取 ハ14%ニ テ コv=次 ギ長知 内、 上貫

氣 別 、 「メ ムjノ・陽 性 者 零 ナ ル ニ、ア イ ヌ ニテ ノ、最 高 率

ハ和 人 ト同様 荷 員 ニ テ24%ヲ 示 ス モ貫 氣別 、 長 知 内

共 約22%ニ シテ之 二次 ギ李 取 ノ5%ヲ 最 低 率 トス。

以 是 観 之 和 人 ハ概 シテ南 部 二感 染 卒 高 ク、ア イ ヌノ・北

部 二高 シ ト言 フ ヲ得 ペ シ。 各 年 齢 別 ニ テ ハ 和 人 ハ 男

見 二於 テ ・・11歳 ヨ リ念 二上 昇 シ14歳 ニ テ29%二 昇

リ、 女 見 ・・寧za10歳 以 下 二 高 奉 ニ シテ7歳 ノ16%

ヲ最 高 トス。 然 ル ニ ア イ ヌ ニ於 テ ノ・男 見 ノ最 高李 ハ

13歳 ニ シ テ43%ヲ 示 シ、 女 見 ・・10歳 以 下 二 於 テ モ

カナ リ高 奉 ニ シ テ7歳 ニテ 既 二25%ヲ 示 シ、8歳 、

9歳 共 二20%、 ソノ 最高 率 ノ・男 見 ト同 檬13歳 ノ43

%ナ リ。 以 上 我 函村 落 小 學 校 見童 ノ 結 核 感染 率 統計

ト比 較 ス,レニ 我 々 ノ統 計 二於 テ最 低 値 ヲ示 セ リ。

次 二成 人 ア イ ス ノ 結 核 感 染 状 況 ノ・ア イ ヌ集 合 ト反慮

成 績 診 噺 二時 ヲ要 ス ル關 係 上 、李 取 本 村 附 近 ノ極 メテ

少 倣 ナ ル98名 二於 テ ノ ミ實 施 シ得 タ,レニ過 ギ ズ。 乃

チ16歳 以 上80歳 マ デ男 子32名 、女 子66名 中、陰性

並 ピ ニ疑 診 者 合 計62名 即 チ63.3%、 陽 性 反 慮 者36

名 即 チ36。7%ナ リ。 年 齢 別 ニ テ ノ・被 検 者 鍛 鯨 リニ僅

少 ナノレタ メ 陽 性 卒 ノ多 寡 二就 キ テ論 議 シ能 ハ ザ ル モ、

50歳 代 ノ47.3%ヲ 最高bシ 次 デ20歳 代41.6%、

30歳 代 及 ビ40歳 代 ハ36%及 ビ37.5%ニ シ テ 稽 ζ

少 ク70歳 代(4名)25%、16歳 乃 至20歳(9名)22.2

%、60歳 代(6名)16。6%ニ シテ最 低 値 ヲ示eリ 。

117.「 ヒ ヨ レス テ リンJ肋 膜 炎 ノ2症 例 二就 テ

翻1東聴 鯨)
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由來 「ヒヨVス テ リソJ肋膜炎 ノ報告 ハ 多 シ トセ ズ、

就 中女性 二來ル 場合 ノ報告 ハ ローゼ ソバッハノ1例 二

過 ギザルガ如 シ。 且其 ノ病理解剖例 二於テモ カール

bソ ノ1例 ヲ藪 フル ノミ。

余等 ハ最近 遭遇 セ,レ女子 ノ1例 ヲ追加 シ、併 セテ臨肱

上 胃癌兼陳奮性肋膜炎 ト診噺 セ ラレタルモ ノ・病理

解剖 ノ結果 「ヒヨレス リテソ」肋 膜炎 ト診断 セラレ シ

解剖例 ノ1例 ヲ追加 セソ ト欲 ス。

119.肋 膜炎 ノ統計的観察

宮 本 一(阪 大今村 内科)

特獲性肋膜炎 ノ駿症問題 ハ 今 日未 ダ悉 ク 明 カナラザ

,レモ、廣汎 ナンレ各種 ノ研 索 ニヨ リ其 ノ原 因ノ大部分 ガ

結核性 ナルハ疑 ヒヲ入 レズ、更 二之 が臨駄的統計観 察

二至 リテハ、今 日迄實 二多籔 ノ報告 者ア レ ドモ、其 ノ

基準 トスル所 、性別、年齢別、症別、職業別、ビルヶ

反慮、赤沈 反磨、「レソ トゲ ソ」所 見等 々ニシテ是等個

々ノ項 目二於 ケル成績 二外 ナラズ、殆 ド症例薮 ノ多寡

二逞庭 アルノミ。 而 モ是等諸反慮(ビ ルケ反癒、赤沈

反磨)ノ輕過 ヲ追究考察 セルノ・多 カラズ、更 二之 ガ本

症 ノ輕過、轄館 トノ關係 二至 リテハ、ソノ報告未 ダ寡
む くラ む くラ

聞 ニ シテ知 ラズ、此虜 二於 テ余ハ今村 内科過去3ケ 年

間 二於 ケ ンレ入院肋膜炎患者204名 二 次 ノ臨駄的事項

二就 キ聯 力本症 ト肺結核 トノ關係 ヲ共 ノ経過 ヨリ考

察 セ リ.

(1)「 ツベルク リン反腱i」が結核 二特 異ナル以上、特

蟹性肋膜炎 ノ殆 ド総 テニ 陽性 ヲ示 メスペ キハ當然 ノ

コ トト考 ヘラル ・モ ピルケ氏反慮 ハ 必 ズシモ 陽性 ナ

リトハ限 ラズ、余 ノ成績 二於 テモビルケ氏 反慮陽性率

ノ・204例 中174例(87.3%)其 ノ反癒度ハ 弱若 シクハ

中等反磨度 ノモノ多 ク、161例(78.9%〉 ニ シテ、各病

型(灘 性 ・乾性・陳薙性)ト 反慮強度 トノ間 ニハ ー定 ノ

關係 ヲ見出 シ得 ズ。而 シテ此 ノ87.3%ナ ル籔ハ健康

成人 ノ本反磨陽性牽 ト大 差ナケ レバ、此 ヲ以 ツテ直 チ

ニ肋膜炎 ノ大部分 ガ結核性ナ リト断 ジ得 ザル ト同様

二、其 ノ陰性率7.4%(15例)ガ 総 テ非結核性 ナ リト

噺定 シ難 シ。

(3)ビ ルケ氏反慮度 ノ消長 ト本疾病 ノ 経過轄 館 ト

ノ關係 ヲ観 タルニ、本反懸 ノ浩失 セルハ、123例 中僅

カニ3例 ニ シテ、何 レモ死亡、且 ツ肺結核 ヲ俘 ヒ居 タ

リ。余 ノ此慮 二言 フ肺結核合併症 トハ 通常 ノ理學的

検査 ニヨリテ登 見サ レズ、入 院後 「レ」線槍査及 ビ頻 同

ノ喀廉 検査a
.…)テ 初 メテ知 リ得 タルが如 キモ ノノ

ミニ シテ、著 明 ナ ル肺 疾 患 ハ 可及 的此 レ ヲ除外 セ リ。

本 反 磨 ノ減 弱 若 シ クハ 不 攣 ヲ示 メ 匂 レハ3例 ニ シテ、

何vモ 増 悪 ノ経 過 ヲ辿 リ、2例 ハ腹 膜 炎 ヲ、1例 ハ肺

結 核 ヲ詮 シ得 タ リ.

本 反 磨 ノ増 強 ヲ示 メ セ ル ハ37例 ニ シテ、33例 ハ輕 快

叉 ハ治癒(89.1%)ヲ4例 ・・不 愛 ヲ示 セ リe本 反 慮 度

ノ減 弱叉 ノ・不 愛 ヲ示 メ 匂 レノ・83例 ニ シテ本 症 経 過 ノ

不 良 ナ ル ハ僅 カニ3例 二過 ギ ズ、 他 ハ線 テ 良 好 ナ リe

(3)本 症 二於 テ 輕 快 叉 ハ 治 癒 ノ経 過 ヲ 辿 レル モ ノ

ハ本 反磨 ノ不 墾 叉 ハ墳 強 セ ル者 ニ シ テ、減 弱、叉 ハ 清

失 セ ル者 ヲ認 メ ズ。 亦 反慮 ノ減 弱、或 ヒバ潰 失 セ ル ハ

結 核 ヲ俘 ヘ ル コ トヲ 疑 フベ ク、 且 ツ不 良 ノ経 過 ヲ示

ス。(表 省 略)

(4)赤 血 球 沈 降 反 磨 ノ 移 動 ヲ、 病 症 縄 過 二從 ヒ 追

究 、 本 疾 病 ノ経 過 二 野 ス ル 影 響 ヲ100例 二就 キ観 察

シタ ル ニ 赤沈 反 磨速 度 ノ促 進 ヲ 示 メiC/1・tハ9例(9.0

%)ニ シテ、 内死 亡 或 ハ 増 悪 ノ経 過 ヲ示 メ セ ル ぐ各1

例 ニ シテ 、前 者 ノ・肋 膜 内 被細 胞 腫(Endotheliomaple・

urae)、 後 者ハ 腹膜 炎 ヲ合 併 シ居 タ リ。 更 二他 ノ4例

ハ寧 口輕 快 ノ途 上 ニ ア リ、其 ノ2例 ノ・喀 疾 中結 核 菌 ヲ

認 メ得 タ リ、3例 ハ輕 過 不 攣 ヲ示 メ セ リ、本 反 慮 速 度

ノ遅 延 ヲ示 メ セ ル ハ56例 ニ シテ、其 中 輕 快 、 治癒 ノ

モ ノ96.4%、 不 髪 ハ僅 カニ3.6% 、 墳 悪 、 死 亡 ヲ見

ズ毎此 レ ニ本 反懸 速 度 ノ不 攣 ニ シテ経 過 頗 ル 順 調 ナ ル

モ ノ ヲ加 フ レバ100例 中89例 ノ好 成i績 ヲ示 メ ス。

(5)(4)ヲ 結 核 合 併 ノ有 無 ヨ リ見 ル時 ハ本 反 慮 ノ遅

延 、且 ツ治 癒 セ ルモ ノ ノ ミニ於 テ モ前 者 ハ後 者 ノ1!2

A

ビルケ反

磨 ノ経過

韓 館(非)

計
治癒輕快不攣培悪死亡

i速 進 0 2 2 1 1 6

不 愛 6 17 4 1 0 28

邊 延 14 27 1宅0 0 42

計 20 46 7 2 1 76

B'

ビルケ反

感 ノ経過

速 …進

輔 蹄(結 核合併)、

綱 馴 穫擁{死亡
021 癖00

不 攣0

.遅 延

計.

互
Y

5
五

18

、1

了

下

了
τ
了

τ
「y

0
.

計

3

7

π
24
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ニモ達セザパ ヲ見ル、帥 チ轄錨 ヨ リ見 レバ治癒例数 二

於 テ著 シキ相異 アル ヲ知,レ.(表(A)(B)参 照)・

其 ノ全治癒例 ヲ比較 シ 見ル モ結核非合併 ノ治癒成績

ノ良好ナル ヲ窺知 シ得 ベシ。

(6)本 病 患者胸 部「vソ トゲソ」的統計報告 二 接 ス

ル コ ト未 ダ多 カラズ、殊 二其 ノ経 過縛蹄 トノ關係 二至

リテハ少 ナシ。 余 ハ同一 患者141例 二就 キ、之 レが關

係 ヲ観 シ汽 入院後頻同喀疾検査 二於 テ結核 菌 ヲ謹 明

シ得 タル31例 ノ中、4例 二陳 藩性 早期寝潤 ヲ認 メ シ

モ、何 レモ皆良好 ノ縄 過 ヲ トVリ 、・27例 ハ次表 ノ如

キ成績 ヲ示 メセ リ.

1病 愛 種 類

総計

i

肋膜炎
ノ経過

結核菌(一) 結核 菌(+)

罐
早

期

腫園

{
脹寝
及潤

計

結門
核腺
病腫

驕璽

播核
種
性

i
計

治 癒
一_一一

6…182妥欄司 蕊
:「薄

1㎝
16

一 一

3
-

OL
_______

1

1121
-一 ・一 一一i一

4i20
ξ

…一i拓

坐

』

」
3

輕 快一一
不 愛

一 一

一 一

」Li∠堕廊
「 τ

i

o「 圏写㎝
O

o

培 悪 〇
-

0

1

死 亡

万 ㎡癒 「{
11

計 / ℃「童 「颪

(但 シ陳薔性 早期浸潤症 ノ中4例 ノ結核菌

陽性 ナルモ ノアリ).

此 庭 二注意 スベキハ 播種性肺結 核6例 中、5例 が縄

過良好 ナ」レ事實 ニア リ。 之何 レモ 患者 自ラ斯 ル合併

症 アル ヲ全 ク感知 セザ リシ毛ノニシテ、然 モ診 察當初

何 等認 ムベキ 理學 的所 見ナキニ 入院後 「vン トゲ ソ」

撮 影 ニヨ リテ 初 メテ 號見 シタルモ ノナ リ。 此 ノ事實

ハ比較的輕度 ナル 結核性病愛 ヲ有ス ル者101例 中2

例 ノ経過良好ナ ラ ザルモノ(腹 膜炎 ヲ合併 シ居 タ リ)

アル コ トト共 二、本症 ノ診噺、治療 二當 リ興味少 ナカ

ラズ.

(7)罹 患例 ト本症 輕過 トノ關係 ヲan,v二 雨側、右

側 、左側等 ニ ヨリ著 シキ、差異 ヲ認 メザルモ、左側罹

患 二於テ、 経過 香 シカラザルモ ノ、 積 ζ多キ 傾 キア

リ。 然 モ此際肺結核 ヲ合併 セルヲ見 ル、之 レ多数 ノ報

告 トー致ス.(表 省略)

(8)性 別及 ビ症別(漁 性、乾性、陳奮性)ト 本症縄過

bノ 關係 ヲen」V二、男女共 二瀟 性 ニノ ミ、経過 ノ不良

ナル例 ヲ認 メ、乾性、叉 ハ陳蕪性肋膜 炎ハ維過頗 ル良

好 ヲ示 メ ス,之 亦諸家 ノ報 告 トー致 スル 所 ナ リ。(表

省略)

1120
.肺 結棲 患者 二於 ケル徽毒 二就 テ

大阪帝 國大學磐學部今村 内科敏 室

中 谷 繁 一藤
井 明蜜 來 善

次
木 村 立 夫

昭和4年 以來今村内科 二入院 セ,レ肺結核患者中徽毒

ノ血液検査 ヲ行 ヒ得 タ,レ436人 中陽性者30例 ニツキ

種 々ナル臨肱 的観察 ヲナ シ肺結核 ト徽毒 トノ關係 ヲ

報告ヌ。

436名 中30名 ナvバ 陽性 奉・・6.8%ニ シテ之 ヲ諸家

ノ報告 二比較ヌ ルニ幾分高奉 ヲ示セルモ、コレハ蔑往

歴蚊 ビニ臨肱所 見上疑 ヲ 置 キ シモ ノヲ 圭 トシテ探血

セ シニ因ルモノナラ ン。

Nario,Schlesinger,Greer馬 等 ノ報告 ニヨvバ 古 〃

ヨリ存在 ス,レ徴毒 ニ シテ ー般状態 ノ不 良 ナラザル者

二來 リシ肺結核 ハ徽毒 ト無關係 二縄過 スル ト稽セラ

,レeψ

余等 ノ例 二於 イテハ 新 シキ徽 毒感染 者ナ ク徽毒ザ肺

結核 ノ経過 二 直接影響 セ リト思ノ、ル ・モノナ シ。 唯

1例 二於 イテ喉頭徽毒 ノ爲全 ク 食餌 ヲ嚥下 スル コト

能 ハズ榮養頓 ユ衰退 シ、ソノ結果肺結核 ノ悪化 ヲ來 シ

途 二死亡 セ,レモノア リ.

今 コ ノ30例 ヲ肺結核 ノ経過 ト症型 ニ ヨリテ分類スル

ニ第1表 二示 セル 如 シ。 症型 ハ 「レソ トゲ ソ」像 ヲ圭

トシ臨殊所見 ヲ考慮 シテ 匠別 セ リ。 叉肺結核 ノ経過

ハ之 ヲ良好 ナル モノ ト不良 ナルモ ノ トニ分 チ、爾不良

ナルモノヲ寵徽療法 が 直接悪化 ノ 誘因 トナ リンモノ

ト、斯 加 レ關係 ヲ全 ク認 メザ リシモノ トニ分 チタ リ。

次 ギニ陽性者中噺曜 ア リ、耳鼻科 二於 イテ喉頭結核 ト

診噺サ レシ3例 ヲ第3表 二掲 グ。 上 ノ2例 ハ 徽毒及

ビ騙徽療 法 ト關係ナ クシテ 肺結核 が経過 セルモノニ

第 1 表

肺結核
ノ経
過

症
型

良 好

不 良

計騙徽療法 ニヨル
影 響

有 擁
…

重 症 0 2 5 7

中等症 8 3 4 15.

輕 症 8 0 0 8

計 16 5 9 30
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第 2 表
陛

姓 名 性 年齢

一一徽毒血

清反慮
第1同

「ツ ベ ノレ

ク リ ソ」

反 磨

喀疲中
ノ結核
菌

胸 部 所 見 駆 徽 療 法
徽毒血1清

反慮1経 過
第2同;

1

一

皿

♂ 鴫 等崔 ± 十 南側滲出性結核
水銀軟膏塗擦 稜
オサルバルサ ソ」

/ 死亡一
♀
一

念
一

♀
一

辛
一

♂
一

♀

一

49

-

47

一"

27

-

42

}

一
33

強陽性 ± 十 播種性結核
水 銀 軟 膏 塗 擦 ワ
マ ミコー・ル'」 強陽性 不攣

皿 強陽性 十 十
両側滲出増殖性
結核

水銀軟膏塗謝 ビ
ロ ソ」

疑陽性 悪化
一

IV

一

強陽性 十 一 右側滲出増殖性
結核

水 銀 軟 膏 塗 擦 「カ
ヌ ピス、 ピ ロ ソ」 強陽性 悪化

V

一

強陽性 ± 十 右側移出性結核
水銀軟膏塗擦 「ビ
ロ ン」

弱陽性 不愛

VI

丸

± 十
南側播種、滲 出
性結核

水銀 軟膏 塗 擦 ヂビ
ロ ソ、 カス ピヌ」 / 死亡

__i
4出 張陽性

皿
　

V皿

一

35験 陽性 十 一 肺門淋巴腺結核
水銀軟膏塗擦摩
ロ ン」

疑陽性 良
一

強陽性 気管横隔園浸潤
及石灰沈著

水鍛軟膏塗鞭 ビ
ロ ン、 カ ス ピ ス 」

陰 性 良一i♀ 十 一

シテ、次 ノ4例 ハ駆徴療法 二3リ 喀 血、熱登 ッイデ胸

部所 見ノ堆加 ヲ招來 サレ・タ リト思ハル ・モノナ リ.

VIノ・前述 セル如 ク明 ラカニ喉頭徽毒 ト重症肺結核 ト

ノ合併症 ト認 メラ1V・ モ ノニシデ噺哩 アtレモ咽喉 頭

痛 ハ之 ヲ全然鉄味 ン、「サノ較動レサ ソ」ノ少量注射後喀

血 アリ、其 ノ後ハ水銀軟膏塗擦並 ビニiカス ビス」注射

ヲ緩行 セルニ 一時稽 く軽快 セ ル 嚥下障碍共 ノ後喜 ビ

漸 次高度rナ リ機餓状態 ヲ惹起 シテ 死去セジレ例 ナ リ。

最後 ノ2例 ハ 胸部所 見意外 二輕 ク 血液検 査 ノ結果陽

性 ナ リ。 ヨツテ 喉頭徴毒 ヲ疑 ヒ騙徴療 法 ヲ行 フニ極

メテ敏速 二奏数 シ噺曖叉全 ク消失 セ リ。

斯 クノ如 キ症例 ハ 喉頭結核 ノ診断 三際 シ徽 毒血清反

慮 が如何 二鉄 ク可 ラザル モノナル カヲ示ス 好 適例 ナ

リ ト思惟 ス。

121.肺 壊疽 ノ統計的観察殊 二肺結核 トノ

關係 二就 テ

藷 堅 養 護(阪大馨學部今村内科)

余 響ハ今村内科入院 中 ノ肺壊疽患者24名 二付 キ其 ノ

ー般統計的観 察ヲ企 テ
、次 ノ結果 ヲ得 タ リ、卸、男性

ハ女性二比 シ,共 ノ罹患率藤 高 シ、 酒客ハa4例 中

11例 ヲ見、 ソノ 内7名 ノ 豫 後 不 良 者 ヲ見 タ リ、 年 齢

別 二之 ヲ見vバ40-60歳 ノモ ノ最 モ多 ン、 肺 出血 ・・

24例 中14例 之 ヲ 認 メ ソノ 中1名 ノ喀1血死 患 者 ヲ 見

タ リ、血液 赤血 球 沈 降 反 慮 ハ何 レ モ著 シ ク促進 セ ル ラ

見 劣 リ、本 患 者 ノ喀:疲 中 ニ ハ塗 抹 標 本 ニ テ、墜 球 菌 ノ

視 野 ヲ覆 へJレ程 號 現 セ ル モ ノ15例 ヲ見 其 ノ中2例 』

於 テ、特 二 「バ ク ノ ソ」注 射 ノ有 数 ナ リ ト思 ハ レ シ モ ノ

ヲ見 タ リ。 叉1名 ノ人 工 氣 胸 術 ヲ 施 行 シテ 佳 良 ナ ル

経 過 ヲ取 りシ モ ノ ヲ 見 タ リc肺 壊 疸 ト肺 結 核 トノ合

併 二關 シ テハ本 邦 二於 テ ハ其 ノ報 告 ハ ナ ク、是 等 二 者

ノ合 併 ・・稀 ナル モ ノ トセ ラ レ シヵa最 近Abbertu.

Adele・ ・此 ノニ 疾 患 ノ合 併 ノ型 ヲ次 ノ3型 ト云 へ η。・

即 チ、

第1型 、 結 核 性 空 洞 二於 ケ ル壊 疽 登 生

第2型 、 慢 性 肺 結核 ノ過 程 二於 ケ ンレ壊 疽 蛋 生

第3型 、 結 核 性 及 壊 疽 性 肺病 機 ノ同 時 獲 生

トヤ"。 余 等 ハ是 等3型 ノ者 ヲ経 験 セ ル外r之 二加 フ

,レニ肺 壊 疽 ノ恢 復 期 二 於 ケ ル 肺 結 核 ノ螢 生 セ ル 例 ヲ

見 タ リ、郎、肺壊 疽 ト肺 結 核 トノ合 併 ハ稀 有 ナ ル モ ノ

ナ ラズ。

継




